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凡
例 

 
一
、
『
古
事
記
』
本
文
の
引
用
は
、
山
口
佳
紀 

神
野
志
隆
光
校
注
『
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集 

古
事
記
』
（
小
学
館
、
一
九
九
七
年
）
に
拠
る
が
、
諸
写

本
・
版
本
及
び
諸
注
釈
書
類
を
参
考
に
、
一
部
の
漢
字
、
返
り
点
、
句
読

点
に
つ
い
て
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
神
名
、
人
名
の
表
記
は
カ
タ
カ
ナ
で

統
一
す
る
。
傍
点
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
訓
注
は
【
】
の
内
に
示
す
。

な
お
、
「
シ
テ
」
の
合
略
仮
名
は
「
〆
」
の
形
で
示
し
た 

二
、
参
考
文
献
の
書
名
、
雑
誌
名
、
出
版
社
名
の
表
記
、
及
び
漢
籍
引
用
文
に

見
え
る
旧
字
体
は
、
一
部
を
常
用
漢
字
に
改
め
た
。 

三
、
『
古
事
記
』
の
諸
写
本
・
版
本
は
、
主
に
下
記
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。 

 
 

小
島
憲
之
解
説
『
国
宝 

真
福
寺
本 

古
事
記
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
八
年
） 

『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
一
巻 

古
事
記
道
果
本 
播
磨
国
風
土
記
』

（
八
木
書
店
、
二
〇
一
六
年
） 

 
 

『
伊
勢
本
古
事
記 

上
巻
』
（
古
典
保
存
会
、
一
九
三
六
年
） 

 
 

『
伊
勢
一
本
古
事
記 

上
巻
』
（
古
典
保
存
会
、
一
九
三
〇
年
） 

『
卜
部
兼
永
筆
本
古
事
記
』
（
勉
誠
社
、
一
九
八
一
年
） 

『
猪
熊
本
古
事
記
』
（
古
典
保
存
会
、
一
九
三
六
年
） 

『
前
田
本
古
事
記
』
（
尊
経
閣
叢
刊
、
一
九
三
八
年
） 

『
諸
本
集
成
古
事
記
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
一
年
） 

『
古
事
記
』（
観
音
町
風
月
宗
智
刊
行
、
寛
永
二
十
一
年
〔
一
六
四
四
年
〕
） 

『
延
佳
神
主
校
正 

鼇
頭
古
事
記
』（
皇
都
書
林
文
昌
堂
、
貞
享
四
年
〔
一
六

八
七
年
〕
） 

四
、『
古
事
記
』
の
注
釈
書
と
テ
キ
ス
ト
は
、主
に
下
記
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。 

 
  

賀
茂
真
淵
『
仮
名
書
古
事
記
』（
『
賀
茂
真
淵
全
集 

第
十
七
巻
』
続
群
書
類

従
完
成
会
、
一
九
八
二
年
） 

本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
～
第
十
二
巻
、
筑

摩
書
房
、
一
九
六
八
年
～
一
九
七
四
年
） 

植
松
安 

大
塚
龍
夫
『
古
事
記
全
釈
』（
広
文
堂
、
一
九
二
五
年
） 

倉
野
憲
司 

武
田
祐
吉
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

古
事
記 

祝
詞
』
（
岩

波
書
店
、
一
九
五
八
年
） 

神
田
秀
夫 

太
田
善
麿
校
註 

『
日
本
古
典
全
書 

古
事
記
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
六
二
年
） 

尾
崎
暢
殃
『
古
事
記
全
講
』
（
加
藤
中
道
館
、
一
九
六
六
年
） 

西
宮
一
民
編
『
古
事
記
』
初
版
（
桜
楓
社
、
一
九
七
三
年
） 

荻
原
浅
男 

鴻
巣
隼
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
全
集 

古
事
記 

上
代
歌
謡
』

（
小
学
館
、
一
九
七
三
年
） 

倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
第
一
巻
～
第
七
巻
（
三
省
堂
、
一
九
七
三
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年
～
一
九
八
〇
年
） 

西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
第
一
巻
～
第
四
巻
（
平
凡
社
、
一
九
七
五
年

～
一
九
八
九
年
） 

小
野
田
光
雄
校
注
『
神
道
大
系 

古
事
記
』
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
七

七
年
） 

西
宮
一
民
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

古
事
記
』
（
新
潮
社
、
一
九
七
九

年
） 

青
木
和
夫 

石
母
田
正 

小
林
芳
規 

佐
伯
有
清
校
注
『
日
本
思
想
大
系 

古

事
記
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
） 

西
宮
一
民
編
『
古
事
記 

新
訂
版
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
六
年
） 

山
口
佳
紀‎ 

神
野
志
隆
光
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

古
事
記
』（
小

学
館
、
一
九
九
七
年
） 

黒
板
勝
美
校
注
『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

古
事
記 

先
代
旧
事
本
紀 

神
道
五

部
書
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
） 

西
宮
一
民
編
『
古
事
記 

修
訂
版
』
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
） 

中
村
啓
信
訳
注『
新
版
古
事
記 

現
代
語
訳
付
き
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、

二
〇
〇
九
年
） 

沖
森
卓
也‎ 

佐
藤
信‎ 

矢
嶋
泉
編
『
新
校
古
事
記
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五

年
） 

な
お
、
略
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

全
釈 

 
 

 

『
古
事
記
全
釈
』 

大
系 

 
 

 

『
日
本
古
典
文
学
大
系 

古
事
記 

祝
詞
』 

全
書 

 
   

 

『
日
本
古
典
全
書 

古
事
記
』 

全
講 

 
 

 

『
古
事
記
全
講
』 

全
集 

 
 

 

『
日
本
古
典
文
学
全
集 

古
事
記 

上
代
歌
謡
』 

神
道
大
系 

 

『
神
道
大
系 

古
事
記
』 

集
成 

 
 

 

『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

古
事
記
』 

思
想
大
系 

 

『
日
本
思
想
大
系 

古
事
記
』 

新
編
全
集 

 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

古
事
記
』 

国
史
大
系 

 
 

『
新
訂
増
補
国
史
大
系 

古
事
記 

先
代
旧
事
本
紀 

神

道
五
部
書
』 

新
版
古
事
記 

『
新
版
古
事
記 

現
代
語
訳
付
き
』 

五
、『
日
本
書
紀
』
の
本
文
は
、
毛
利
正
守 

小
島
憲
之 

直
木
孝
次
郎 

西
宮
一

民 

蔵
中
進
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

日
本
書
紀
』
①
～
③
（
小

学
館
、
一
九
九
四
年
～
一
九
九
八
年
）
よ
り
引
用
し
た
が
、
一
部
改
め
た

箇
所
が
あ
る
。
傍
点
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。 

六
、『
日
本
書
紀
』
の
写
本
は
、
主
に
下
記
の
も
の
を
参
考
に
し
た
。 

『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
一
巻 

古
代
史
籍
集
』（
天
理
大
学
出
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版
部
刊
行
、
一
九
七
二
年
） 

中
村
啓
信
校
注
『
神
道
大
系 

日
本
書
紀
』
（
精
興
社
、
一
九
八
三
年
） 

『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成 

日
本
書
紀
』
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
） 

『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

日
本
書
紀
』
（
八
木
書
店
、
二
〇
一
五
年
） 

七
、『
万
葉
集
』
の
本
文
は
、
毛
利
正
守 

井
手
至
校
注
『
新
校
注 

万
葉
集
』（
和

泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
よ
り
引
用
し
た
。
傍
点
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

訓
注
は
【
】
の
内
に
示
す
。
な
お
、
上
代
語
に
認
め
ら
れ
る
特
殊
仮
名
遣

に
つ
い
て
、
乙
類
の
へ
は
「
乁
」
の
形
で
示
し
た
。 

八
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
『
出
雲
国
風
土
記
』
及
び
『
播
磨
国
風
土
記
』
逸
文
の

本
文
は
、
植
垣
節
也
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

風
土
記
』
（
小
学

館
、
一
九
九
七
年
）
よ
り
引
用
し
た
が
、
一
部
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
傍

線
は
筆
者
に
よ
る
。
な
お
、
以
下
の
も
の
を
も
参
照
し
た
。 

 
 

秋
本
吉
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

風
土
記
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五

八
年
） 

 
 

加
藤
義
成
編
『
校
本
出
雲
国
風
土
記 

全
』
（
出
雲
国
風
土
記
研
究
会
、
一

九
六
八
年
） 

荻
原
千
鶴
校
注
『
出
雲
国
風
土
記 

全
訳
注
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九

九
九
年
） 

沖
森
卓
也 

佐
藤
信 

矢
嶋
泉
『
出
雲
国
風
土
記
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年
） 

中
村
啓
信
校
注
『
風
土
記 

上 

現
代
語
訳
付
き
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、

二
〇
一
五
年
） 

尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
『
釈
日
本
紀 

二 

巻
九
～
巻
十
八
』
（
八
木
書
店
、

二
〇
〇
四
年
） 

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編『
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
本 

出
雲
国

風
土
記
』
（
島
根
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
四
年
） 

 
 

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
編
『
解
説 

出
雲
国
風
土
記
』（
島
根
県
古
代

文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
） 

九
、『
日
本
霊
異
記
』
の
本
文
は
、
中
田
祝
夫
校
注
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

日
本
霊
異
記
』（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）
よ
り
引
用
し
た
が
、
一
部
改
め

た
箇
所
が
あ
る
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
な
お
、
以
下
の
も
の
を
も
参
照

し
た
。 

 
  

出
雲
路
修
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

日
本
霊
異
記
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
） 

 
 

小
泉
道
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

日
本
霊
異
記
』
（
新
潮
社
、
一
九
八

四
年
） 

十
、
辞
書
類
は
、
主
に
下
記
の
も
の
を
引
用
ま
た
は
参
考
に
し
た
。 

 
 

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
（
風
間
書
房
、
一
九
七
〇
年
） 
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高
山
寺
古
辞
書
資
料
第
一
『
篆
隷
万
象
名
義
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

七
七
年
） 

『
覆
刻
日
本
古
典
全
集 

龍
龕
手
鑑
』
（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
七
年
） 

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
〇
年
） 

 
 

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
年
） 

 
 

『
漢
語
大
字
典
』
（
四
川
辞
書
出
版
社 

湖
北
辞
書
出
版
社
、
一
九
八
六
年
） 

 
 
 

『
角
川
大
字
源
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
） 

 
  

白
川
静
『
字
通
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
） 

 
 

『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
） 

 
 

『
漢
語
大
詞
典
』（
上
海
世
紀
出
版
股
份
有
限
公
司 

上
海
辞
書
出
版
社
、
二

〇
一
一
年
） 

荻
原
雲
来
編
『
漢
訳
対
照
梵
和
大
辞
典
』（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
七
九
年
） 

 
  

中
村
元
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典
』
（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
一
年
） 

十
一
、
漢
籍
資
料
は
、
主
に
下
記
の
も
の
を
引
用
ま
た
は
参
考
に
し
た
。 

 
 

『
爾
雅
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
三
年
） 

『
説
文
解
字
』
（
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
） 

『
説
文
解
字 

附
音
序
筆
畫
検
字
』
（
北
京
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
） 

 
 

『
玉
篇
』
（
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
） 

『
大
広
益
会
玉
篇
』
（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
） 

『
広
韻
』
（
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
） 

『
集
韻
』
（
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
六
六
年
） 

『
史
記
』
（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
） 

『
新
釈
漢
文
大
系 

史
記
』
（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
） 

 
 

『
漢
書
』
（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
） 

 
  

小
竹
武
夫
訳
『
漢
書
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
） 

 
 

『
後
漢
書
』（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
） 

渡
邊
義
浩 

岡
本
秀
夫 

池
田
雅
典
編
『
全
訳
後
漢
書
』（
汲
古
書
院
、
二
〇

〇
一
年
） 

 
 

『
三
国
志
』（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
） 

 
 

『
正
史
三
国
志
』
（
ち
く
ま
学
術
文
庫
、
一
九
九
四
年
） 

『
水
経
注 

大
唐
西
域
記 

史
通
』（
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
九
年
） 

 
 

『
文
選
』
（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
） 

 
 

『
新
釈
漢
文
大
系 

文
選
』
（
明
治
書
院
、
一
九
六
三
年
） 

『
芸
文
類
聚
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
） 

『
芸
文
類
聚 

訓
読
付
索
引
』（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
） 

『
欽
定
全
唐
文 

付
索
引
』
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
六
年
） 

『
全
唐
文
』（
北
京
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
） 

 
 

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
二
四
年
） 
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序
章 

本
論
文
の
目
的
と
方
法 

  
 
 

一
、
『
古
事
記
』
の
成
立
と
伝
承 

  

日
本
現
存
最
古
の
書
物
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
『
古
事
記
』は
、
上
巻（
序
、

天
地
初
発
～
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ハ
レ
ビ
コ
誕
生
）
、
中
巻
（
神
武
天
皇
～
応
神
天
皇
）、

下
巻
（
仁
徳
天
皇
～
推
古
天
皇
）
の
三
巻
か
ら
成
る
。
神
々
と
天
皇
の
系
譜
を

記
す
一
方
、
神
話
や
物
語
、
そ
し
て
歌
謡
な
ど
も
多
く
含
ま
れ
、
文
学
性
豊
か

な
書
物
で
あ
る
。 

序
文
に
よ
れ
ば
、『
古
事
記
』
は
和
銅
四
年
（
七
一
一
年
）
九
月
十
八
日
の
詔

に
よ
っ
て
、
筆
録
の
作
業
が
始
ま
り
、
約
四
ヶ
月
後
の
和
銅
五
年
（
七
一
二
年
）

一
月
二
十
八
日
に
作
業
が
終
わ
り
、
当
時
の
元
明
天
皇
に
献
上
し
た
。
し
か
る

に
、
現
存
最
古
の
『
古
事
記
』
の
写
本
で
あ
る
真
福
寺
本
は
、
応
安
四
年
（
一

三
七
一
年
）
か
ら
応
安
五
年
（
一
三
七
二
年
）
に
か
け
て
、
僧
賢
瑜
に
よ
っ
て

書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
古
事
記
』
は
和
銅
五
年
の
成
立
と
い
う
こ
と
で

換
算
す
れ
ば
、
成
立
か
ら
応
安
四
年
ま
で
の
六
六
〇
年
の
空
白
期
間
が
あ
る
。

期
間
中
、『
古
事
記
』
の
本
文
は
、
書
写
過
程
な
ど
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
誤
写
、

改
竄
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
仁
賢
天
皇
か
ら
推
古
天
皇
ま
で
の

記
事
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
天
皇
の
事
績
が
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
古
事
記
』
の
方
は
、
系
譜
的
な
記
事
に
と
ど

ま
り
、
そ
の
時
代
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
起
き
た
か
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

仁
賢
天
皇
か
ら
推
古
天
皇
ま
で
の
記
事
に
関
し
て
、『
古
事
記
』
の
筆
録
者
が
最

初
か
ら
こ
の
よ
う
な
形
で
書
い
た
の
か
、後
世
の
人
が
意
図
的
に
削
っ
た
の
か
、

書
写
の
過
程
に
お
い
て
何
ら
か
の
事
情
で
省
略
さ
れ
た
の
か
、
依
然
と
し
て
謎

の
ま
ま
で
あ
る
。 

『
新
編
全
集
』
の
凡
例
を
見
る
と
、「
原
文
は
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
真
福

寺
本
（
複
製
本
に
よ
る
）
を
底
本
と
し
、
新
た
に
校
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
」

と
あ
り
、
ほ
か
に
、
西
宮
一
民
氏
の
『
古
事
記 

修
訂
版
』
は
、「
本
書
は
、
真

福
寺
本
古
事
記
を
底
本
と
」
す
る
、『
新
校
古
事
記
』
は
、「
本
書
は
、（
略
）
最

古
の
写
本
で
あ
る
真
福
寺
本
を
底
本
と
し
、
卜
部
兼
永
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸

写
本
に
も
十
分
に
配
慮
し
て
校
訂
を
加
え
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
近
年
出
版
さ

れ
た
『
古
事
記
』
は
、
い
ず
れ
も
真
福
寺
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
読
ん
で
い
る
『
古
事
記
』
は
、
あ
く
ま
で
六
四
〇
余

年
前
（
二
〇
一
八
年
現
在
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
を
ベ
ー
ス
に
校
訂
を
加
え
た

も
の
で
あ
り
、
『
古
事
記
』
の
筆
録
者
が
書
い
た
原
本
と
は
異
な
る
。 

真
福
寺
本
以
前
の
写
本
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、『
古
事
記
』
に
関
す
る
記
事

は
、
古
く
か
ら
他
の
文
献
資
料
に
散
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
最
も
古
い

も
の
は
『
万
葉
集
』
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
巻
第
二
の
九
十
番
歌
を
見
る
と
、 
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古
事
記
曰
、
軽
太
子
姧
軽
大
郎
女

．
．
．
．
．
．
．
．
。
故
其
太
子
流
於
伊

．
．
．
．
．
．
．
予△

湯
也
．
．
。
此
時
、

衣
通
王
不
堪
恋
慕
而
追
往
時
歌
曰

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、 

 

君キ
ミ

之ガ

行ユ
キ 

気け

長ナ
ガ

久ク

成ナ
リ

奴ヌ 

山ヤ
マ

多タ

豆ヅ

乃の 

迎
ム
カ
乁

乎ヲ

将
往

ユ

カ

ム 

待マ
ツ

尓ニ

者ハ

不
待

マ

タ

ジ

【
此
云
．
．

山
多
豆
者

．
．
．
．
、
是
今
造
木
者
也

．
．
．
．
．
．
。
】 

 

右
一
首
歌
、
古
事
記
与
類
聚
歌
林
所
説
不
同
、
歌
主
亦
異
焉
。
因
検
日
本

紀
曰
、
（
下
略
、
返
り
点
は
割
愛
） 

 と
あ
り
、
傍
線
部
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
『
古
事
記
』
の
内
容

を
引
用
し
て
い
る
。
実
際
、『
古
事
記
』
下
巻
允
恭
天
皇
条
の
方
で
確
認
す
る
と
、 

 

 

天
皇
崩
之
後
、
定
木
梨
之
軽
太
子

．
．
．
所
知
日
継
、
未
即
位
之
間
、
姦．
其
伊
呂

妹
、
軽
大
郎
女

．
．
．
．
而
、
（
略
）
故．
、
其．
軽
太
子
．
．
者
、
流
於
伊

．
．
．
余△

湯
也
．
．
。（
略
）

故
、
後
亦
、
不
堪
恋
慕
而

．
．
．
．
．
、
追
往
時

．
．
．
、
歌
曰
．
．
、 

 

岐
美
賀
由
岐 

気
那
賀
久
那
理
奴 

夜
麻
多
豆
能 

牟
加
閉
袁
由
加
牟 

麻
都
爾
波
麻
多
士
【
此．
、
云．
山
多
豆

．
．
．
者．
、
是
今
造
木
者
也

．
．
．
．
．
．
。
】（
返
り
点
は

割
愛
） 

 と
あ
り
、
傍
点
部
を
見
る
と
、『
万
葉
集
』
の
「
軽
太
子
姧
軽
大
郎
女
。
故
其
太

子
流
於
伊
予
湯
也
。
此
時
、
衣
通
王
不
堪
恋
慕
而
追
往
時
歌
曰
」
の
一
文
は
、

「
伊
予△

」
が
「
伊
余△

」
に
な
っ
た
程
度
の
相
違
は
あ
る
が
、『
古
事
記
』
下
巻
允

恭
天
皇
条
の
記
事
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
よ
う
な
形
で
あ
る
。 

『
万
葉
集
』
以
外
、
た
と
え
ば
『
日
本
書
紀
私
記
（
弘
仁
）
』
序
、『
琴
歌
譜
』、

『
本
朝
月
令
』
な
ど
の
書
物
に
も
『
古
事
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
岡
田
米
夫
氏
の
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
及
川

智
早
氏
、
谷
口
雅
博
氏
、
渡
辺
正
人
氏
ら
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
古
事
記
研
究

史
年
表
な
ど
に
お
い
て
も
整
理
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（

1
）

。 

  
 
 

二
、『
古
事
記
』
研
究
の
あ
け
ぼ
の 

 

『
古
事
記
』
の
研
究
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ

れ
を
本
格
的
に
研
究
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
周
知
の
と
お
り
江
戸
時
代
の
本
居

宣
長
で
あ
る
が
、
久
松
潜
一
氏
や
鴻
巣
隼
雄
氏
（

2
）

が
『
古
事
記
』
の
研
究
史

を
論
じ
た
際
に
、
ま
ず
伊
勢
度
会
の
神
主
で
あ
る
延
佳
の
業
績
を
評
価
し
て
い

る
。
延
佳
は
、『
古
事
記
』
の
本
文
校
訂
作
業
を
行
い
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七

年
）
に
『
鼇
頭
古
事
記
』
を
出
版
し
た
。
こ
の
『
鼇
頭
古
事
記
』
の
巻
下
の
跋

文
に
お
い
て
、
延
佳
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
近
世
刊
行
之
古
事
記
。
文
字
謬
多
而
難
暁
其
義
者
往
往
有
之
。
旧
史
之
如

是
也
誰
不
以
歎
焉
哉
。
予
多
年
求
善
本
于
故
家
。
乃
得
数
部
而
校
讎
正
誤
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補
缺
語
刪
衍
文
加
訓
点
頗
以
是
正
。
（
略
）
猶
有
疑
者
期
後
之
訂
考
云
。 

 
こ
の
跋
文
を
見
る
と
、
延
佳
は
、
近
頃
に
刊
行
さ
れ
た
古
事
記
に
誤
字
が
多

く
意
味
不
明
の
箇
所
が
よ
く
見
ら
れ
、
古
い
史
籍
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
嘆
い
て
、
そ
こ
で
、
長
年
に
わ
た
り
古
い
家
に
『
古
事
記
』
の
善
本

を
探
し
求
め
て
、
つ
い
に
数
冊
を
手
に
入
れ
て
、
正
誤
を
校
讐
し
、
欠
語
を
補

い
、
衍
文
を
削
り
、
訓
点
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
い
に
校
訂
作
業

を
行
っ
て
、
な
お
疑
問
が
残
る
箇
所
は
後
考
を
俟
つ
、
と
い
う
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
実
際
、
延
佳
の
『
鼇
頭
古
事
記
』
を
繙
い
て
み
る
と
、『
古
事
記
』
の
諸

本
だ
け
で
な
く
、『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』『
旧
事
記
』
な
ど
、
実
に
多
く
書
物

を
も
参
考
に
し
た
こ
と
が
分
か
る
（

3
）

。
こ
の
よ
う
に
、
延
佳
は
『
古
事
記
』

研
究
の
先
駆
者
で
あ
り
、
彼
の
功
績
は
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

同
じ
く
江
戸
時
代
の
国
学
者
で
あ
る
賀
茂
真
淵
は
、『
延
喜
式
祝
詞
解
』
の
附

記
（

4
）

に
お
い
て
、「
古
史
ヲ
引
ニ
古
叓
紀
ヲ
先
ト
シ
、
日
本
紀
ヲ
次
ト
ス
、（
略
）

古
事
紀
ハ
上-

古
質-

直
ノ
國
史
也
、
且
國
語
ヲ
專
ト
シ
タ
レ
ハ
、上
古

 

ノ

風
ヲ
見
、

古
語
ヲ
知
、
古
文
ヲ
察
ス
ル
ニ
及
モ
ノ
無
レ
ハ
也
」
と
述
べ
、『
古
事
記
』
は
『
日

本
書
紀
』
よ
り
優
れ
る
書
物
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
真
淵
は
、『
古
事
記
』
は
古

語
古
文
を
知
る
た
め
に
重
要
な
書
物
で
あ
る
と
指
摘
す
る
一
方
、『
古
事
記
』
に

つ
い
て
の
研
究
は
僅
少
で
あ
る
。
真
淵
の
弟
子
で
あ
る
本
居
宣
長
は
、
師
匠
の

意
志
を
継
承
し
て
『
古
事
記
』
の
研
究
に
没
頭
し
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
年
）

か
ら
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
年
）
ま
で
の
三
十
五
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
つ

い
に
『
古
事
記
伝
』
を
完
成
さ
せ
た
。
宣
長
は
、『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
「
文
體

カ
キ
ザ
マ

の
事
」
の
項
目
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  

抑
此
記
は
、
も
は
ら
古
語
を
傳
ふ
る
を
旨ム

ネ

と
せ
ら
れ
た
る
書
な
れ
ば
、
中ナ

カ

昔
ム
カ
シ

の
物
語
文
な
ど
の
如
く
、
皇
國
の
語
の
ま
ゝ
に
、
一
も
じ
も
た
が
へ
ず
、

假カ

字ナ

書ガ
キ

に
こ
そ
せ
ら
る
べ
き
に
、
い
か
な
れ
ば
漢
文
に
は
物
せ
ら
れ
つ
る

ぞ
と
い
は
む
か
、
い
で
其
ゆ
ゑ
を
委
曲

ツ
バ
ラ
カ

に
示シ

メ

さ
む
、
先

 

ヅ

大
御
國
に
も
と
文

字
は
な
か
り
し
か
ば
、（
略
）
上

 

ツ

代
の
古フ

ル

事コ
ト

ど
も
も
何ナ

ニ

も
、
直タ

ダ

に
人
の
口ク

チ

に

言

 

ヒ

傳
へ
、
耳
に
聽キ

キ

傳
は
り
來キ

ぬ
る
を
、
や
ゝ
後
に
、
外ト

ツ

國ク
ニ

よ
り
書フ

籍ミ

と
云

 

フ

物

渡
ワ
タ
リ

參マ
ヰ

來キ

て
、
（
略
）
其ソ

を
此コ

間コ

の
言
も
て
讀

 

ミ

な
ら
ひ
、
そ
の
義
理

コ

コ

ロ

を
も
わ

き
ま
へ
さ
と
り
て
ぞ
、（
略
）
其

 

ノ

文モ

字ジ

を
用
ひ
、
そ
の
書フ

籍ミ

の
語

コ
ト
バ

を
借カ

リ

て
、

此コ

間コ

の
事
を
も
書カ

キ

記シ
ル

す
こ
と
に
は
な
り
ぬ
る
、（
略
）
さ
れ
ど
そ
の
書フ

籍ミ

て

ふ
物
は
、
み
な
異

ア
ダ
シ

國ク
ニ

の
語
に
し
て
、
此コ

間コ

の
語
と
は
、
用

ツ
カ
ヒ

格ザ
マ

も
な
に
も
、

甚イ
タ

く
異コ

ト

な
れ
ば
、
そ
の
語
を
借

 

リ

て
、
此コ

間コ

の
事
を
記
す
に
、
全マ

タ

く
此コ

間コ

の

語
の
ま
ゝ
に
は
、
書

 

キ

取

 

リ

が
た
か
り
し
故
に
、
萬

 

ノ

事
、
か
の
漢
文
の
格サ

マ

の
ま
ゝ

に
な
む
書

 

キ

な
ら
ひ
來キ

に
け
る
、 

 
平
安
時
代
の
文
学
作
品
は
、
ほ
と
ん
ど
平
仮
名
を
用
い
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
り
、
日
本
語
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。『
古
事
記
』
の
内
容
も
も
ち
ろ
ん
、
日
本
語
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で
言
い
伝
え
て
き
た
も
の
だ
が
、
そ
の
時
代
に
は
ま
だ
文
字
が
な
か
っ
た
。
や

が
て
、
大
陸
や
半
島
よ
り
漢
籍
が
日
本
に
伝
来
し
、
日
本
人
は
そ
の
書
物
を
日

本
語
で
読
み
解
き
、
つ
い
に
、
漢
字
を
用
い
て
日
本
の
事
を
書
き
記
そ
う
と
し

た
。
し
か
し
、
漢
籍
は
中
国
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
語
と
日
本
語

と
は
用
法
が
大
い
に
異
な
り
、
漢
字
だ
け
で
日
本
語
を
書
き
記
そ
う
と
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
日
本
語
の
ま
ま
に
は
書
き
取
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
漢
文
の
書

き
方
を
真
似
て
書
い
た
の
だ
、
と
宣
長
は
言
っ
て
い
る
。 

要
す
る
に
、『
古
事
記
』
と
い
う
も
の
は
、
日
本
語
を
書
き
記
そ
う
と
い
う
意

向
で
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
漢
文
は
あ
く
ま
で
そ
の
手
段
方
法
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
「
汝
者
、
自
レ

右
廻
逢
」
（
上
巻 
神
の
結
婚
）
の
「
自
レ

右
」
は
ミ
ギ

ヨ
リ
、「
女
人
先
言
、
不
レ

良
」（
同
）
の
「
不
レ

良
」
は
ヨ
ク
ア
ラ
ズ
を
漢
字
で

表
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
漢
文
の
倒
置
法
の
影
響
で
「
自
レ

右
」
「
不
レ

良
」
と

い
っ
た
表
記
に
な
っ
た
だ
け
で
、
誰
し
も
そ
れ
ら
を
「
ヨ
リ
ミ
ギ
」「
ア
ラ
ズ
ヨ

ク
」
の
如
き
訓
み
方
を
し
な
い
。 

 

三
、『
古
事
記
』
の
文
体 

 

宣
長
以
降
、『
古
事
記
』
研
究
は
よ
う
や
く
盛
ん
に
な
り
、
近
年
、
小
島
憲
之

氏
（

5
）

は
宣
長
の
論
述
を
受
け
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
表
記
法
を
次
の
よ
う
に

ま
と
め
た
。 

  

１
假
字
書
―
久く

羅ら

下げ

那な

州す

多た

陀だ

用よ

弊へ

流る

（
海
月
如
す
漂
へ
る
） 

 

２
宣
命
書
―
在ア

リ

祁け

（
那な

）
理り

。
吐ハ

キ

散
チ
ラ
ス

登と

許こ

曾そ 

３
漢
文
（
古
語
の
格
に
同
じ
も
の
）
―
立
二

天
浮
橋
一

而
指サ

シ
二

下
オ
ロ
ス

其
沼
矛
一 

 

４
漢
文
（
古
語
の
格
に
あ
は
な
い
も
の
）
―
名

 

ケ
テ

二

其
子

 

ヲ
一

云

 

フ
二

木
俣
神

 

ト
一

。
此

 

ヲ

謂フ

二

之
神
語ト

一 

 

５
純
粋
な
る
漢
文
―
不
レ

得
レ

忍
二

其
兄
一 

 こ
う
し
て
み
る
と
、
『
古
事
記
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
記
法
を
う
ま
く
統
合
し
て

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
は
文
字
が
な
く
、
文
章
を
書
こ
う
と
す

る
と
、
外
国
の
文
字
（
漢
字
）
を
使
う
し
か
な
か
っ
た
。
『
古
事
記
』
の
筆
録

者
は
、
如
何
に
漢
字
を
使
っ
て
『
古
事
記
』
を
書
き
記
し
た
か
と
い
え
ば
、
序

文
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、 

 

 

上
古
之
時
、
言
意
並
朴
、
敷
レ

文
構
レ

句
、
於
レ

字
即
難
。
已
因
レ

訓
述
者
、

詞
不
レ

逮
レ

心
。
全
以
レ

音
連
者
、
事
趣
更
長
。
是
以
、
今
、
或
一
句
之
中
、

交
二

用
音
訓
一

。
或
一
事
之
内
、
全
以
レ

訓
録
。
即
、
辞
理
叵
レ

見
、
以
レ

注
明
、
意
況
易
レ

解
、
更
非
レ

注
。 

 

上
古
に
お
い
て
は
、
言
葉
も
意
味
も
素
朴
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
文
字
を
用
い
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て
文
章
を
書
い
た
ら
よ
い
か
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
訓
を
用
い
て
記

述
す
れ
ば
、
文
字
が
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
、
す
べ

て
音
を
用
い
て
記
述
す
れ
ば
、
文
章
が
冗
長
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
は
、
或
る
時
は
一
句
の
中
に
音
と
訓
と
を
交
え
て
用
い
、
或
る
時

は
一
つ
の
事
柄
の
内
に
す
べ
て
訓
を
用
い
て
書
き
記
す
。
そ
し
て
、
分
か
り
に

く
い
と
こ
ろ
は
注
を
付
け
て
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
分
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
は

注
を
つ
け
な
い
、
と
い
う
方
針
を
採
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
上
巻
冒
頭
部
分

に
次
の
一
文
が
見
ら
れ
る
。 

 

国
稚
如
二

浮
脂
一

而
、
久
羅
下
那
州
多
陀
用
弊
流
之
時
、
【
流
字
以
上
十
字

以
レ

音
。
】 

 

「
国
稚
如
二

浮
脂
一

」
は
、
漢
文
の
知
識
を
持
つ
人
で
あ
れ
ば
、
こ
の
一
文
を

「
国
稚
く
浮
け
る
脂
の
如
し
」
と
訓
め
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、「
久
羅
下
那

州
多
陀
用
弊
流
之
時
」
は
、
漢
文
と
し
て
読
む
と
理
解
で
き
な
い
内
容
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
流
字
以
上
十
字
以
レ

音
」
と
い
う
訓
注
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ

の
訓
注
に
拠
れ
ば
「
流
」
の
字
ま
で
の
十
字
は
、
音
読
み
で
読
め
と
い
う
こ
と

で
、
す
な
わ
ち
、「
久
羅
下
那
州
多
陀
用
弊
流
」
は
ク
ラ
ゲ
ナ
ス
タ
ダ
ヨ
ヘ
ル
と

読
む
。
こ
の
場
合
、
「
久
」
の
字
に
ヒ
サ
シ
の
意
を
持
た
ず
、
「
下
」
の
字
に
シ

タ
の
意
を
持
た
ず
、
「
用
」
の
字
に
モ
チ
ヰ
ル
の
意
を
持
た
な
い
。
「
久
」
か
ら

「
流
」
ま
で
の
十
文
字
は
、
す
べ
て
音
を
表
す
記
号
と
し
て
機
能
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
文
体
は
、
従
来
、
い
わ
ゆ
る
「
変
体
漢
文
」
と
認
識
さ
れ
て
き

た
。
た
と
え
ば
、
築
島
裕
氏
（

6
）

は
、「
「
古
事
記
」「
出
雲
風
土
記
」「
播
磨
風

土
記
」「
上
宮
聖
德
法
王
帝
説
」
な
ど
は
、
何
れ
も
奈
良
時
代
に
撰
述
せ
ら
れ
た

文
獻
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
漢
字
だ
け
で
記
し
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
漢
字
の
順

序
や
配
列
な
ど
、
純
粋
の
漢
文
の
性
格
か
ら
は
明
に
外
れ
た
點
が
多
く
存
す
る
」

と
述
べ
た
う
え
で
、
「「
古
事
記
」
や
「
風
土
記
」
が
正
格
で
な
い
漢
文
で
記
さ

れ
て
ゐ
る
の
は
、
漢
文
を
綴
る
際
に
撰
者
の
學
力
が
不
足
で
あ
つ
た
と
考
へ
る

よ
り
も
、
寧
ろ
、
當
時
の
人
は
、
こ
の
や
う
な
「
正
式
で
な
い
漢
文
」
を
一
つ

の
「
文
の
型
」
と
し
て
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
日
本
語
を
漢
字
に
よ
つ
て
表

記
す
る
た
め
に
用
ゐ
る
形
式
の
一
つ
で
あ
つ
て
、
奈
良
時
代
又
は
そ
れ
以
前
に

旣
に
、
平
安
時
代
以
後
と
同
じ
や
う
に
、「
變
體
漢
文
」
な
る
日
本
語
表
現
形
式

が
存
し
た
と
認
め
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、

『
古
事
記
』
の
文
体
を
「
変
体
漢
文
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
築

島
氏
は
変
体
漢
文
資
料
の
分
類
を
論
じ
る
際
に
、
「
変
体
漢
文
」
を
（
一
）
「
書

手
自
身
の
備
忘
を
主
な
目
的
と
し
た
も
の
」
と
（
二
）「
讀
者
を
豫
想
し
つ
つ
記

し
た
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
二
分
し
、
（
二
）
の
（
ロ
）
「
撰
書
―
―
最
初
か
ら

纒
ま
っ
た
書
物
と
し
て
選
述
さ
れ
た
も
の
」
の
（
Ａ
）「
説
話
。
古
事
記
・
出
雲

風
土
記
・
播
磨
風
土
記
・
日
本
靈
異
記
・
日
本
感
靈
錄
・
新
猿
樂
記
な
ど
」
の
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条
に
、
『
古
事
記
』
の
名
を
提
示
し
て
い
る
。 

ま
た
、
西
宮
一
民
氏
（

7
）

は
、
上
代
の
文
体
の
概
念
に
つ
い
て
、
従
来
の
説

を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。 

 （
イ
）
漢
文
體
と
国
文
體
と
の
二
分
說 

（
ロ
）
漢
文
體
と
和
文
體
と
變
體
漢
文
體
と
の
三
分
說 

（
ハ
）
純
漢
文
體
と
準
漢
文
體
と
準
國
文
體
（
宣
命
祝
詞
體
）
と
純
國
文
體
（
假

字
體
）
と
の
四
分
說 

（
ニ
）
漢
文
體
と
眞
假
名
漢
文
體
と
和
化
漢
文
體
と
宣
命
文
體
と
眞
假
名
文
體

と
の
五
分
說 

 

西
宮
氏
は
、
右
の
よ
う
に
イ
、
ロ
、
ハ
、
ニ
の
四
説
を
提
示
し
て
、
「（
ロ
）

の
立
場
が
最
も
妥
當
な
も
の
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
た
う
え

で
、
漢
文
体
、
和
文
体
、
変
体
漢
文
体
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
概

念
を
示
し
た
。 

 （
Ａ
）
漢
文
體
…
…
シ
ナ
語
で
讀
め
る
文
體
。
す
な
は
ち
「
漢
文
」
の
シ
ン
タ

ツ
ク
ス
に
則
つ
て
書
い
て
あ
る
文
體
で
あ
る
。 

（
Ｂ
）
和
文
體
…
…
日
本
語
で
し
か
讀
め
な
い
文
體
。
述
作
者
の
シ
ン
タ
ツ
ク

ス
が
す
べ
て
日
本
語
に
あ
る
も
の
で
、
從
つ
て
受
容
者
（
讀
者
）
も

日
本
語
で
讀
む
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
。 

（
Ｃ
）
變
體
漢
文
體
…
…
基
本
的
に
は
〈
漢
文
體
〉
に
據
り
な
が
ら
、
ま
ま
〈
和

文
體
〉
が
混
入
す
る
文
體
。
ふ
つ
う
、
述
作
者
が
〈
漢
文
體
〉
で
書

か
う
と
努
力
し
な
が
ら
、
漢
文
力
の
不
足
の
た
め
か
、
或
い
は
日
本

語
の
シ
ン
タ
ツ
ク
ス
か
ら
脫
し
き
れ
な
い
た
め
か
、
お
の
づ
か
ら
〈
和

文
體
〉
が
混
入
し
て
し
ま
ふ
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
大

半
が
〈
漢
文
體
〉
で
あ
り
な
が
ら
、
中
に
、
主
語
・
述
語
・
修
飾
語

の
語
順
を
日
本
語
の
シ
ン
タ
ツ
ク
ス
に
換
へ
、
或
い
は
敬
語
や
助

詞
・
助
動
詞
を
表
記
し
た
り
し
て
、
意
識
的
に
〈
和
文
體
〉
化
を
は

か
ら
う
場
合
も
考
へ
ら
れ
る
。 

  

右
の
分
類
を
踏
ま
え
て
、
西
宮
氏
は
『
古
事
記
』
の
文
体
に
つ
い
て
、「
わ
た

く
し
は
、
總
じ
て
〈
變
體
漢
文
體
〉
で
書
か
れ
て
ゐ
る
と
認
定
す
る
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
の
文
体
は
一
般
的
に
「
変
体
漢
文
」
と

認
識
さ
れ
て
き
た
。 

 

四
、「
変
体
漢
文
」
か
ら
「
倭

や
ま
と

文
体
」
へ 

 
し
か
る
に
、
毛
利
正
守
氏
（

8
）

は
、「
変
体
漢
文
」
と
い
う
概
念
を
最
初
に
命

名
し
定
義
づ
け
た
橋
本
進
吉
氏
の
論
説
を
再
確
認
し
、『
古
事
記
』
は
変
体
漢
文
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で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
。
橋
本
進
吉
氏
（

9
）

は
「
変
体
漢
文
」
に
つ
い
て
、

「
奈
良
朝
以
前
か
ら
漢
文
が
正
式
の
文
語
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
、
官
府
の
公
用
文

は
勿
論
、
私
人
の
手
紙
や
記
錄
の
や
う
な
實
用
的
の
文
も
漢
文
で
書
く
の
が
正

式
で
あ
つ
た
。（
略
）
し
か
し
、
正
し
い
漢
文
を
書
く
の
は
容
易
で
な
く
、
學
殖

の
無
い
も
の
は
、
動
も
す
れ
ば
文
字
の
用
法
を
誤
り
、
順
序
を
違
へ
、
漢
文
と

し
て
不
用
な
文
字
を
加
へ
な
ど
し
て
、
變
則
な
書
き
方
を
し
た
」
と
述
べ
、「
變

體
の
漢
文
が
次
第
に
一
般
に
行
は
れ
、
以
後
時
を
經
る
と
共
に
、
正
式
の
漢
文

に
用
ゐ
な
い
俗
語
や
句
法
を
用
ゐ
る
事
が
益
多
く
な
つ
て
行
き
、
形
は
漢
文
で

あ
る
が
（
時
に
は
假
名
を
交
へ
た
も
の
も
あ
る
）
、
日
本
人
の
間
に
し
か
通
ぜ
ぬ

變
體
の
漢
文
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
平
安
朝
中
期
以
後
の
男
子
の
日
記
類
や
東

鑑
な
ど
皆
こ
の
體
の
文
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
が
、『
古
事
記
』
は
こ
の
範

疇
に
属
す
る
と
は
論
じ
て
い
な
い
。
反
対
に
、
橋
本
氏
は
和
歌
と
和
文
に
つ
い

て
論
じ
る
際
に
、「
漢
字
を
用
ゐ
る
に
從
つ
て
、
純
粋
の
日
本
語
を
も
こ
れ
で
書

く
や
う
に
な
つ
た
。（
略
）
古
事
記
の
如
き
口
誦
の
語
も
漢
字
に
寫
さ
れ
る
に
至

つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
橋
本
進
吉
氏
は
『
古
事
記
』
と
い
う
書
物
の

文
体
を
「
変
体
漢
文
」
で
は
な
く
、「
和
文
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
後
の

研
究
者
た
ち
は
橋
本
氏
の
論
説
を
誤
解
し
、『
古
事
記
』
を
「
変
体
漢
文
」
と
し

て
と
ら
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
毛
利
正
守
氏
は
『
古
事
記
』
の
文
体

に
つ
い
て
、
新
た
に
「
倭

や
ま
と

文
体
」
と
い
う
斬
新
な
概
念
を
提
唱
し
た
。「
和
文

体
」
と
定
義
す
る
研
究
者
も
い
る
が
、
し
か
し
、
毛
利
氏
は
「
漢
字
ば
か
り
で

記
さ
れ
た
時
代
即
ち
上
代
に
お
い
て
、
和
文
ま
た
は
和
文
体
な
る
呼
称
を
用
い

る
の
は
い
か
が
か
」
と
の
疑
問
を
呈
し
、
ま
た
、「
奈
良
時
代
に
あ
っ
て
は
、「
和
」

字
は
お
よ
そ
「
陽
神
後
に
和
へ
て
曰
く
」（
日
本
書
紀
、
巻
一
）
や
「
千
磐
破
る 

人
を
和
為
と
」
（
萬
葉
集
、
巻
二
・
一
九
九
）
な
ど
と
、
答
え
る
意
の
コ
タ
フ
、

静
め
和
ら
げ
る
意
の
ヤ
ハ
ス
等
と
し
て
の
使
用
で
あ
っ
て
「
日
本
」
の
意
と
し

て
は
見
出
し
難
い
」
と
指
摘
し
、『
日
本
書
紀
』『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
「
日
本
」

は
一
般
に
「
倭
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、『
古
事
記
』
を
含
む
当
時
の
日
本
の

文
章
を
志
向
す
る
文
体
の
称
と
し
て
、「
倭
文
体
」
は
も
っ
と
も
妥
当
な
も
の
と

論
じ
て
い
る
。
毛
利
氏
の
提
唱
し
た
「
倭
文
体
」
は
、
現
在
、
最
も
有
力
な
説

と
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
大
島
信
生
氏
（

10
）

は
、「
こ
の
名
称
（
「
倭
文
体
」

を
指
す
、
筆
者
注
）
が
私
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
い
る
。「
倭
文
体
」
の
名
称

が
今
後
普
及
し
て
い
く
と
考
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
研
究
者

た
ち
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
（

11
）

、「
倭
文
体
」
と
い
う
概
念
は
、
今
後
、
学
界
の

通
説
と
し
て
定
着
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 

五
、
各
章
の
概
要 

 

漢
字
の
み
で
書
か
れ
た
『
古
事
記
』
を
研
究
す
る
と
き
に
、
ま
ず
、
一
つ
一

つ
の
漢
字
の
意
味
と
用
法
を
徹
底
的
に
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
ろ
ん
、

そ
の
前
に
諸
本
を
見
比
べ
、
文
字
の
異
同
を
確
認
す
る
作
業
も
必
要
で
あ
る
。
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漢
字
の
意
味
と
用
法
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
は
じ
め
て
『
古
事
記
』
の
文

章
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
従
来
の
学
説
に
向
か
っ
て
問
い
か
け

る
こ
と
が
で
き
る
。 

『
古
事
記
』
に
書
か
れ
た
漢
字
の
意
味
と
用
法
を
調
べ
る
方
法
と
し
て
は
、
ま

ず
、『
古
事
記
』
成
立
よ
り
前
に
編
纂
さ
れ
た
字
書
に
お
い
て
そ
の
漢
字
の
意
味

を
調
べ
る
。
そ
し
て
、
実
際
、『
古
事
記
』
成
立
よ
り
前
に
編
纂
さ
れ
た
漢
籍
（
漢

訳
仏
典
を
含
む
）
に
お
い
て
、
そ
の
漢
字
は
如
何
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
確

認
す
る
。
こ
う
し
て
、
そ
の
漢
字
は
漢
籍
に
お
け
る
意
味
と
用
法
は
確
認
で
き

る
が
、
し
か
し
、
漢
字
が
日
本
に
伝
来
す
る
と
き
、
必
ず
し
も
漢
籍
の
用
法
と

完
全
に
一
致
す
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、『
古
事
記
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
編

纂
さ
れ
た
書
物
、
た
と
え
ば
、『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』『
常
陸
国
風
土
記
』『
出

雲
国
風
土
記
』『
播
磨
国
風
土
記
』
な
ど
に
お
い
て
も
、
そ
の
漢
字
の
用
法
を
調

べ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
作
業
を
し
た
う
え
で
、
は
じ
め
て
『
古
事
記
』

の
筆
録
者
は
如
何
に
漢
字
を
用
い
て
、
如
何
な
る
書
き
方
で
『
古
事
記
』
を
筆

録
し
た
の
か
と
い
う
問
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る
。 

す
な
わ
ち
、
本
論
文
は
、『
古
事
記
』
の
表
記
は
、
ど
こ
ま
で
が
漢
文
の
使
い

方
と
一
致
し
、
ま
た
、
ど
こ
か
ら
が
独
自
の
使
い
方
な
の
か
と
い
う
疑
問
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
以
下
の
六
つ
の
課
題
を
通
し
て
、『
古
事
記
』
の
解
釈
を
試

み
る
も
の
で
あ
る
。 

第
一
章
は
、
漢
文
体
で
書
か
れ
た
序
文
に
目
を
向
け
る
。
従
来
、
序
文
の
真

偽
を
め
ぐ
っ
て
、
江
戸
時
代
よ
り
長
い
間
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
太
安
万

侶
の
墓
誌
の
出
土
に
よ
り
、
偽
書
説
が
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
て
、
序
文
を

疑
う
研
究
者
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
あ
ら
た
め
て
序
文
を
読
ん
で
み
る
と
、

序
文
と
本
文
と
の
間
で
は
、
神
名
、
人
名
、
地
名
な
ど
の
表
記
に
お
い
て
相
違

す
る
と
こ
ろ
が
目
立
ち
、
ま
た
、
序
文
に
取
り
上
げ
た
天
皇
の
事
績
は
、
本
文

の
方
で
は
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
文
に
詳
し
く
書
か
れ
た
出
来
事

は
、
序
文
の
方
で
は
触
れ
て
い
な
い
、
こ
う
い
っ
た
疑
問
が
依
然
と
し
て
残
っ

て
い
る
。
一
方
、
序
文
の
執
筆
者
は
、「
進
五
経
正
義
表
」
及
び
「
進
律
疏
議
表
」

を
巧
み
に
利
用
し
て
し
つ
つ
、
日
本
の
神
話
や
歴
史
を
う
ま
く
駢
文
で
書
き
上

げ
、
序
文
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
序
文
の
執
筆
者
は
、
漢
語
を
自
由
に
操

る
こ
と
が
で
き
、
漢
文
の
造
詣
の
非
常
に
高
い
人
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

『
古
事
記
』
の
序
文
は
、
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
非
常
に
文

学
性
の
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
最
後
は
、
序
文
に
提
示
さ
れ
た
『
古
事
記
』

本
文
の
表
記
法
に
注
目
す
る
。『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
、
稗
田
阿
礼
の
誦
習
し

た
も
の
を
漢
字
で
書
き
表
そ
う
と
し
た
と
き
の
工
夫
が
記
さ
れ
、『
古
事
記
』
の

表
記
法
を
知
る
た
め
の
重
要
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

第
二
章
は
、
上
巻
に
見
え
る
「
立
奉
」
と
い
う
表
記
に
注
目
す
る
。
「
立
奉
」

は
次
の
三
例
が
あ
る
。
①
「
然
坐
者
恐
。
立
奉
．
．
」
（
上
巻 

八
俣
の
大
蛇
退
治
）、

②
「
恐
之
。
此
国
者
、
立
奉
．
．
天
神
之
御
子
」（
上
巻 

建
御
雷
神
の
派
遣
）、
③
「
我

之
女
二
並
立
奉
．
．
由
者
、使
二

石
長
比
売
一

者
、
天
神
御
子
之
命
、雖
二

雪
零
風
吹
一

、
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恒
如
レ

石
而
常
堅
不
レ

動
坐
」
（
上
巻 

邇
々
芸
命
の
結
婚
）
。
古
写
本
・
版
本
で

は
「
立
奉
」
の
訓
が
さ
ま
ざ
ま
で
定
ま
っ
て
い
な
い
。
本
居
宣
長
が
①
か
ら
③

ま
で
の
「
立
奉
」
を
す
べ
て
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓
み
、
以
降
、
こ
の
訓
が
定
着
し

て
き
た
。
し
か
し
、
①
の
場
合
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
「
汝
之
女
者
、
奉
於
吾
哉
」（
お

前
の
娘
を
私
に
献
上
す
る
か
）
と
の
問
い
に
対
し
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
は
①
の
よ
う

に
「
奉
」
で
は
な
く
「
立
奉
」
と
答
え
た
。「
奉
」
と
「
立
奉
」
と
の
訓
が
同
じ

で
あ
れ
ば
、
「
立
」
の
字
を
添
え
る
必
要
は
な
い
。
本
章
で
は
、「
立
奉
」
の
在

り
よ
う
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。 

第
三
章
は
、
上
巻
八
千
矛
の
歌
物
語
に
見
え
る
「
甚
為
嫉
妬
」
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
宣
長
以
降
の
注
釈
書
や
論
文
で
は
、「
為
」
の
字
を
ス
（
ま
た
は
シ
タ

マ
フ
）
と
訓
み
、
「
為
嫉
妬
」
の
三
文
字
で
嫉
妬
ス
（
ま
た
は
嫉
妬
シ
タ
マ
フ
）

と
訓
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
日
本
上
代
文
献
や
漢
籍
に
お
い
て
、「
為
嫉
妬
」
の

用
例
は
ほ
か
に
見
え
ず
、
嫉
妬
ス
（
ま
た
は
嫉
妬
シ
タ
マ
フ
）
を
漢
字
で
書
き

表
す
と
き
に
、「
嫉
妬
」
の
二
文
字
だ
け
が
使
用
さ
れ
、「
為
」
の
字
を
見
な
い
。

一
方
、
「
為
」
の
字
は
、
「
甚
」
「
極
」
「
最
」
な
ど
程
度
を
表
す
副
詞
の
後
に
接

続
し
、「
甚
為
」「
極
為
」「
最
為
」
と
い
っ
た
形
で
使
用
さ
れ
る
例
は
、
日
本
上

代
文
献
や
漢
籍
に
し
ば
し
ば
見
え
る
。
本
章
で
は
、「
甚
為
嫉
妬
」
と
い
う
文
字

列
の
解
釈
に
つ
い
て
新
た
に
考
え
て
い
き
た
い
。 

第
四
章
は
、
前
章
「
為
」
の
字
を
め
ぐ
る
考
察
に
関
連
し
て
、
中
巻
仲
哀
天

皇
の
崩
御
と
神
託
の
条
に
見
え
る
「
謂
為
詐
神
」
に
つ
い
て
考
え
る
。
宣
長
以

降
の
注
釈
書
は
、「
為
詐
」
を
一
括
り
と
し
て
、
イ
ツ
ハ
リ
ヲ
ナ
ス
（
ま
た
は
イ

ツ
ハ
リ
ヲ
ス
）
と
訓
む
が
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
イ
ツ
ハ
リ
ヲ
ナ
ス
を
漢
字
で

書
く
場
合
、「
詐
」
の
一
文
字
の
み
が
用
い
ら
れ
、
「
為
詐
」
と
い
う
表
記
は
見

な
い
。
一
方
、「
謂
為
」
と
い
う
言
葉
は
、
漢
籍
（
漢
訳
仏
典
を
含
む
）
に
お
い

て
広
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
日
本
霊
異
記
』
や
訓
点
資
料
に
も
用
例
が

確
認
で
き
る
。
本
章
で
は
、「
謂
」「
詐
」「
謂
為
」
の
意
味
及
び
用
法
を
確
認
し
、

「
謂
為
詐
神
」
の
訓
み
方
を
考
え
る
。 

第
五
章
は
、
上
巻
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
譲
り
神
話
に
見
え
る
「
治
」
の
字
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
「
唯
僕
住
所
者
、
如
二

天
神
御
子
之
天
津
日
継
所
レ

知
之
登

陀
流
天
之
御
巣
一

而
、
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
木
多

迦
斯
理
而
、
治．
賜
者
、
僕
者
、
於
二

百
不
レ

足
八
十
坰
手
一

隠
而
侍
」
の
「
治
賜

者
」
に
「
治
」
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
の
意
見
は
、
Ａ
住
居
を
造

営
し
て
斎
き
祭
る
、
Ｂ
「
治
」
＝
住
居
を
造
営
す
る
、
Ｃ
「
治
」
＝
祭
る
、
斎

き
祭
る
、
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
治
」

の
意
味
及
び
用
例
を
確
認
し
、
ほ
か
に
、『
常
陸
国
風
土
記
』『
播
磨
国
風
土
記
』

逸
文
に
見
え
る
「
治
」
の
用
例
を
も
参
考
に
し
つ
つ
、
国
譲
り
神
話
の
文
脈
に

お
い
て
「
治
」
の
解
釈
に
つ
い
て
も
っ
と
も
適
切
な
解
釈
を
探
っ
て
い
く
。 

 

第
六
章
は
、
同
じ
く
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
譲
り
神
話
に
見
え
る
「
天
之
御
舎
」

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。「
天
之
御
舎
」
に
つ
い
て
、
宣
長
は
こ
れ
を
天
つ
神



16 

 

側
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
建
て
た
住
居
と
し
た
が
、
そ
の
後
、「
天
之
御
舎
」

を
建
て
た
主
語
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ

神
側
の
諒
解
を
得
て
自
ら
建
て
た
住
居
と
す
る
説
も
あ
る
。
一
方
、「
天
之
御
舎
」

を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
と
せ
ず
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
服
属
儀
礼
の
た
め
に
天

つ
神
側
に
建
て
た
建
物
と
論
じ
た
研
究
者
も
い
る
。
本
章
で
は
、
ま
ず
「
如
此

之
白
而
」
と
い
う
文
字
列
の
訓
み
方
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
そ
の
あ
と
、
従

来
「
天
之
御
舎
」
を
め
ぐ
っ
て
如
何
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
を
整
理
し
、『
古
事

記
』
以
外
の
文
献
資
料
に
お
い
て
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
は
如
何
に
記
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
て
、「
天
之
御
舎
」
は
誰
が
何
の
た
め
に
建
て
た
も
の
か
を
論

じ
て
い
く
。 

 

以
上
の
六
つ
の
章
で
は
、
非
常
に
細
か
い
こ
と
ま
で
考
察
す
る
と
い
う
印
象

を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
が
し
か
し
、
た
と
え
ば
、「
天
神
御
子
」
と
「
天
神

之
御
子
」
に
つ
い
て
、
従
来
、
い
ず
れ
も
ア
マ
ツ
カ
ミ
ノ
ミ
コ
と
訓
ま
れ
て
き

た
が
、
毛
利
正
守
氏
（

12
）

は
、「
之
」
の
字
の
有
無
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
用
語
に

意
識
的
な
書
き
分
け
が
見
ら
れ
る
と
論
じ
、
す
な
わ
ち
、「
天
神
御
子
」
は
「
天

皇
に
繫
る
直
系
の
神
で
あ
る
」
と
し
、「
天
神
之
御
子
」
の
「
之
」
の
字
は
親
子

関
係
を
示
す
も
の
で
、「
天
神
を
親
と
す
る
そ
の
御
子
と
把
握
さ
れ
る
」
と
解
釈

し
て
い
る
。
ま
た
、
石
田
千
尋
氏
（

13
）

は
毛
利
氏
の
論
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に

「
「
天
神
御
子
」
と
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
の
系
譜
的
な
繫
が
り
を
あ
ら
わ
す
の
み

な
ら
ず
、
葦
原
中
国
平
定
を
行
う
べ
き
者
と
い
う
意
を
併
せ
持
つ
称
で
あ
る
」
、

「「
天
神
御
子
」と
は
葦
原
中
国
の
支
配
者
と
な
る
ア
マ
テ
ラ
ス
直
系
の
天
神
を
、

葦
原
中
国
の
側
か
ら
捉
え
た
と
き
の
称
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、「
天
神
御
子
」
と
「
天
神
之
御
子
」
と
は
、「
之
」
の
字
の
有
無
に
よ
っ
て

相
違
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
を
見
過
ご
し
て
し
ま
う
と
、
訓
み
だ

け
で
な
く
、『
古
事
記
』
本
文
の
解
釈
に
も
支
障
が
起
き
る
恐
れ
が
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
か
く
の
如
き
細
か
な
作
業
は
、『
古
事
記
』
研
究
に
お
い
て
は

不
可
缺
な
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
一
つ
一
つ
の
文
字
を
丁
寧
に
調
べ
た
う

え
で
、
は
じ
め
て
『
古
事
記
』
の
解
釈
が
で
き
る
。
本
論
文
は
、
以
上
の
六
つ

の
章
を
通
し
て
、
『
古
事
記
』
の
表
記
と
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
て
い
く
。 

 

注 （
1
）
岡
田
米
夫
「
古
代
文
献
に
見
え
る
古
事
記
」
（
久
松
潜
一
編
『
古
事
記

大
成 

第
一
巻
』
平
凡
社
、
一
九
五
六
年
）、
古
事
記
学
会
編
『
古
事
記

研
究
大
系
２ 

古
事
記
の
研
究
史
』（
高
科
書
店
、
一
九
九
九
年
）
。 

（
2
）
久
松
潜
一
「
古
事
記
研
究
史
序
説
」、
鴻
巣
隼
雄
「
近
世
の
古
事
記
研

究
」（
久
松
潜
一
編
『
古
事
記
大
成 

第
一
巻
』
平
凡
社
、
一
九
五
六
年
）
。 

（
3
）『
鼇
頭
古
事
記
』
の
頭
注
を
見
る
と
、『
説
文
解
字
』『
出
雲
国
風
土
記
』

『
古
語
拾
遺
』『
日
本
書
紀
私
記
（
弘
仁
）』『
新
撰
姓
氏
録
』『
令
義
解
』

『
日
本
三
代
実
録
』
『
伊
勢
物
語
』『
古
今
和
歌
集
』
『
延
喜
式
』『
倭
名

類
聚
抄
』
『
続
日
本
紀
』
『
政
事
要
略
』
『
類
聚
三
代
格
』
『
江
家
次
第
』
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『
倭
姫
命
世
記
』『
韻
会
』『
釈
日
本
紀
』『
神
皇
正
統
記
』『
本
草
綱
目
』

な
ど
の
書
物
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

（
4
）『
賀
茂
真
淵
全
集 

第
七
巻
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
四
年
九

月
）
。 

（
5
）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学 

上
』
第
二
篇
「
古
事
記
の

述
作
」
第
四
章
「
古
事
記
の
文
學
性
」
（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）。 

（
6
）
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
第
七
章
「
漢

文
訓
讀
の
周
邊
」
第
三
節
「
變
體
漢
文
硏
究
の
構
想
」
（
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
六
三
年
）
。 

（
7
）
西
宮
一
民
『
日
本
上
代
の
文
章
と
表
記
』Ⅰ

部
「
文
章
の
硏
究
」
第
一

章
「
文
章
の
述
作
」
第
一
節
「
古
事
記
の
文
章
」
一
「
變
體
漢
文
體
の

採
擇
」
、
第
二
章
「
文
章
の
受
容
」
第
一
節
「
古
事
記
の
訓
讀
」
一
「
文

體
と
訓
法
」
（
風
間
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
。 

（
8
）
毛
利
正
守
「
「
変
体
漢
文
」
の
研
究
史
と
「
倭

や
ま
と

文
体
」
」
（
『
日
本
語
の

研
究
』
第
十
巻
一
号
、
二
〇
一
四
年
一
月
）
。 

（
9
）
橋
本
進
吉
『
国
語
学
概
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
六
年
）。 

（
10
）
大
島
信
生
「
国
語
学
か
ら
み
る
『
古
事
記
』
」
（
『
芸
林
』
第
六
十
二
巻

第
一
号
、
二
〇
一
三
年
四
月
）
。 

（
11
）
現
在
で
も
「
変
体
漢
文
」
な
る
呼
称
を
用
い
る
研
究
者
（
乾
善
彦
『
日

本
語
書
記
法
用
文
体
の
成
立
基
盤
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
が
い

て
、
ま
た
、
「
倭
文
体
」
を
批
判
す
る
声
（
木
田
章
義
「
狸
親
父
の
一

言
―
―
古
事
記
は
よ
め
る
か
―
―
」、
『
国
語
国
文
』
第
八
十
三
巻
第
九

号
、
二
〇
一
四
年
九
月
）
も
あ
る
が
、
「
倭
文
体
」
を
支
持
す
る
研
究

者
は
大
多
数
を
占
め
、
大
島
氏
の
ほ
か
に
廣
岡
義
隆
「
金
石
文
」（
『
日

本
語
学
研
究
事
典
』
〔
資
料
編
〕
一
「
上
代
」
２
「
記
録
・
史
書
・
説

話
な
ど
」
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
、
呉
哲
男
「
国
家
／
王
権
論
の

展
開
」（
『
文
学
・
語
学
』
第
百
九
十
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
な
ど
も

挙
げ
ら
れ
る
。 

（
12
）
毛
利
正
守
「
古
事
記
に
於
け
る
「
天
神
」
と
「
天
神
御
子
」
」（
『
国
語

国
文
』
第
五
十
九
巻
第
三
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）。 

（
13
）
楠
木
（
石
田
）
千
尋
「
「
天
神
御
子
」
と
〈
久
米
歌
〉」（
『
国
語
と
国
文

学
』
第
七
十
巻
第
四
号
、
一
九
九
三
年
四
月
）
。 
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第
一
章 

『
古
事
記
』
の
序
文 

 

 
 

一
、
は
じ
め
に 

 

『
古
事
記
』
の
序
文
は
、
『
古
事
記
』
の
成
立
を
知
る
た
め
の
重
要
な
文
章
で

あ
る
。
序
文
に
よ
る
と
、
天
武
天
皇
は
「
諸
家
之
所
レ

齎
帝
紀
及
本
辞
、
既
違
二

正
実
一

、
多
加
二

虚
偽
一

。
当
二

今
之
時
一

、
不
レ

改
二

其
失
一

、
未
レ

経
二

幾
年
一

、

其
旨
欲
レ

滅
（
諸
家
の
も
た
ら
し
た
帝
紀
と
本
辞
と
は
、
す
で
に
真
実
と
違
い
、

偽
り
を
多
く
加
え
て
い
る
。
い
ま
、
そ
の
誤
り
を
改
め
な
い
な
ら
ば
、
幾
年
も

経
た
な
い
う
ち
に
、
そ
の
本
旨
は
滅
び
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
）」
と
憂
慮
し
、「
撰

二

録
帝
紀
一

、
討
二

覈
（

1
）

旧
辞
一

、
削
レ

偽
定
レ

実
、
欲
レ

流
二

後
葉
一

（
帝
紀
と
旧

辞
を
調
べ
正
し
、
偽
り
を
削
り
真
実
を
定
め
て
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
思
う
）
」

と
い
う
目
的
で
『
古
事
記
』
の
編
纂
を
命
じ
た
。 

序
文
の
内
容
は
、
唐
の
長
孫
無
忌
が
識
し
た
「
進
五
経
正
義
表
」
を
参
考
し

て
書
い
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
多
く
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
論
じ

ら
れ
て
い
た
。
岡
田
正
之
氏
（

2
）

は
、「
此
の
文
を
序
と
云
ふ
も
、
其
の
體
は
表

な
り
、
卽
古
事
記
を
上
れ
る
表
な
り
。
蓋
し
、
宋
の
裴
松
之
の
上
三
國
志
注
表
、

唐
の
長
孫
無
忌
が
上
五
經
正
義
に
倣
ひ
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
安
萬
侶
は
、
能

く
我
が
故
事
を
鎔
範
し
、
字
句
を
藻
繪
し
て
、
巧
に
絢
爛
の
文
を
爲
せ
り
。
之

を
松
之
・
無
忌
の
文
に
比
す
る
に
、
夐
に
其
の
上
に
出
づ
。（
略
）
安
萬
侶
の
學

殖
文
思
の
人
に
過
ぐ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
如
何
ぞ
此
の
一
大
美
文
を
得
ん
や
。

此
の
一
篇
を
觀
る
も
、
奈
良
朝
に
於
け
る
漢
文
學
の
非
常
に
進
歩
し
た
り
し
を

徴
す
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
古
事
記
』
序
文
は
裴
松
之
や
長
孫
無
忌

の
文
章
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
裴
松
之
や
長
孫
無
忌
よ
り
は
る
か
に
優

れ
て
い
る
と
高
く
評
価
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
奈
良
朝
の
漢
文
学
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
が
反
映
さ
れ
る
と
も
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
志
田
延
義
氏
（

3
）

は
、
「『
欽
定

全
唐
文
』
に
は
「
進
五
経
正
義
表
」
に
続
い
て
載
せ
ら
れ
て
ゐ
て
、
同
じ
く
長

孫
無
忌
の
上
表
た
る
「
進
律
疏
議
表
」
も
、
共
に
参
酌
せ
ら
れ
た
（
略
）
。「
古

事
記
」
上
表
の
構
文
は
全
体
と
し
て
は
「
進
五
経
正
義
表
」
に
倣
っ
た
点
が
幾

分
多
い
か
と
も
判
断
せ
ら
れ
る
が
、
語
句
を
求
め
た
点
に
お
い
て
は
両
表
と
の

関
係
は
相
伯
仲
す
る
や
う
で
あ
る
」と
述
べ
、「
進
五
経
正
義
表
」だ
け
で
な
く
、

同
じ
く
長
孫
無
忌
が
識
し
た
「
進
律
疏
議
表
」
を
も
参
考
に
し
た
と
指
摘
し
、

『
古
事
記
』
の
序
文
の
出
典
を
よ
り
明
ら
か
に
し
た
。 

『
古
事
記
』
序
文
に
お
け
る
漢
籍
の
利
用
を
詳
し
く
論
じ
て
い
く
に
先
立
ち
、

ま
ず
、『
古
事
記
』
と
同
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
方
に
注
目
し
て

い
た
だ
き
た
い
。『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
漢
籍
を
参
考
に
し
て
撰
録
し
た
箇

所
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
小
島
憲
之
氏
、
毛
利
正

守
氏
な
ど
の
論
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
（

4
）

、
以
下
の
二
例
を
提
示
し

て
お
く
。
（
見
や
す
く
す
る
た
め
、
返
り
点
は
割
愛
。） 
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壱 

 
Ⅰ

新
羅
西
羌
小
醜

．
．
．
．
．
．
。
逆
天
無
状
。
違
我
恩
義
、
破
我
官
家
。
毒
害
我
黎
民
、

誅
残
我
郡
県
。
我
気
長
足
姫
尊

．
．
．
．
．
、
靈
聖
聡
明
、
周
行
天
下
、
劬
労
群
庶
、

饗
育
万
民
。
哀
新
羅
．
．
所
窮
見
帰
、
全
新
羅
王

．
．
．
将
戮
之
首
、
授
新
羅
．
．
要
害
之

地
、
崇
新
羅
．
．
非
次
之
栄
。
我
気
長
足
姫
尊

．
．
．
．
．
於
新
羅
．
．
何
薄
、
我
百
姓
於
新
羅
．
．

何
怨
。
而
新
羅
．
．
長
戟
強
弩
、
凌
蹙
任
那
．
．
、
鉅
牙
鉤
爪
、
残
虐
含
霊
。
刳
肝

斮
趾
、
不
厭
其
快
。
曝
骨
焚
屍
、
不
謂
其
酷
。 

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
九 

欽
明
天
皇
二
十
三
年
六
月
条
） 

 
Ⅱ

賊
臣
侯
景

．
．
．
．
、
凶
羯
小
胡

．
．
．
．
、
逆
天
無
状
、（
略
）
違
背
我
恩
義
、
破
掠
我
国
家
、

毒
害
我
生
民
、
移
毀
我
社
廟
。
我
高
祖
武
皇
帝

．
．
．
．
．
、
霊
聖
聡
明
、
光
宅
天
下
、

劬
労
兆
庶
、
亭
育
万
民
、（
略
）
哀
景．
以
窮
見
帰
、
全
景．
将
戮
之
首
、
置
景．

要
害
之
地
、
崇
景．
非
次
之
栄
。
我
高
祖
．
．
於
景．
何
薄
、
我
百
姓
於
景．
何
怨
。

而
景．
長
戟
強
弩
、
陵
蹙
朝
廷
．
．
、
鋸
牙
郊
甸
、
残
食
含
霊
、
刳
肝
斮
趾
、
不

厭
其
快
、
曝
骨
焚
尸
、
不
謂
為
酷
。 

（
『
梁
書
』
巻
四
十
五 

列
伝
第
三
十
九
王
僧
辯
） 

  

弐 

Ⅰ

紀
小
弓
宿
禰
等

．
．
．
．
．
．
即
入
新
羅
．
．
、
行
屠
傍
郡
．
．
。
新
羅
王

．
．
．
夜
聞
官
軍
．
．
四
面
鼓
声
．
．
、

知
尽
得
㖨
地
．
．
、
与
数
百
騎
馬
軍
乱
走
。
是
以
大
敗
。
小
弓
宿
禰

．
．
．
．
追
斬
敵
将
．
．

陣
中
．
．
。
㖨
地
．
．
悉
定
、
遺
衆
．
．
不
下
。
紀
小
弓
宿
禰

．
．
．
．
．
亦
収
兵
、
与
大
伴
談
連
等

．
．
．
．
．

会
。
兵
復
大
振
、
与
遺
衆
．
．
戦
。 

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
四 

雄
略
天
皇
九
年
三
月
条
） 

Ⅱ

劉
賈
．
．
入
楚
地
．
．
、（
略
）
並
行
屠
城
父
．
．
、
（
略
）
羽．
夜
聞
漢
軍
．
．
四
面
皆
楚
歌
．
．
、

知
尽
得
楚
地
．
．
、
羽、
与
数
百
騎
走
、
是
以
兵
大
敗
。
灌
嬰
．
．
追
斬
羽
東
城

．
．
．
、
楚．

地．
悉
定
、
独
魯．
不
下
。 

 
 
   

 

（『
漢
書
』
巻
一
下 

高
帝
紀
第
一
下
） 

 
Ⅲ

韓
信
．
．
亦
収
兵
、
与
漢
王
．
．
会
、
兵
復
大
振
。
与
楚．
戦
（
略
）。 

（『
漢
書
』
巻
一
上 

高
帝
紀
第
一
上
）  

 

壱
のⅠ

は
、
新
羅
が
任
那
を
滅
ぼ
し
た
と
い
う
事
件
を
受
け
て
、
欽
明
天
皇

は
詔
を
下
し
た
。
詔
の
文
面
は
、『
梁
書
』
巻
四
十
五
に
見
え
る
陳
覇
先
の
誓
盟

文Ⅱ

を
参
考
に
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
誓
盟
文
の
方
で
は
、「
違
背
我
恩
義
、

破
掠
我
国
家
」「
光
宅
天
下
」「
亭
育
万
民
」
な
ど
の
表
記
は
、『
日
本
書
紀
』
の

方
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
違
我
恩
義
、
破
我
官
家
」
「
周
行
天
下
」「
饗
育
万
民
」

に
置
き
換
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
字
の
異
同
は
多
少
見
ら
れ
る
が
、
意
味

は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
傍
点
部
を
見
る
と
、
誓
盟
文
の
「
賊
臣
侯
景
」
は
『
日

本
書
紀
』
で
は
「
新
羅
西
羌
小
醜
」
に
書
き
換
え
、「
高
祖
武
皇
帝
」
は
「
気
長

足
姫
尊
」
に
書
き
換
え
、「
朝
廷
」
は
「
任
那
」
に
書
き
換
え
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
詔
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
陳
覇
先
の
誓
盟
文
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
人
名
、

国
名
な
ど
の
固
有
名
詞
を
欽
明
天
皇
朝
の
任
那
滅
亡
の
記
事
に
従
っ
て
書
き
換

え
た
だ
け
で
あ
る
。 
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弐
のⅠ

は
、
雄
略
天
皇
の
新
羅
親
征
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。「
紀
小
弓
宿
禰

等
即
入
新
羅
」
か
ら
「
衆
不
下
」
ま
で
の
文
面
は
、『
漢
書
』
巻
一
下
のⅡ

の
内

容
を
参
考
に
、
「
紀
小
弓
宿
禰
亦
収
兵
」
か
ら
「
与
遺
衆
戦
」
ま
で
の
文
面
は
、

『
漢
書
』
巻
一
上
のⅢ

の
内
容
を
参
考
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
壱
と
同
じ
よ

う
に
、
「
是
以
兵
大
敗
」
（
『
漢
書
』
）
と
「
是
以
大
敗
」
（『
日
本
書
紀
』
）
と
は
、

文
字
に
異
同
は
多
少
見
ら
れ
る
が
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。
傍
点
部
を
見
る
と
、

『
漢
書
』
の
「
劉
賈
」
は
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
紀
小
弓
宿
禰
等
」
に
書
き
換

え
、「
楚
地
」
は
「
新
羅
」
に
、「
城
父
」
は
「
傍
郡
」
に
、「
漢
軍
」
は
「
官
軍
」

に
書
き
換
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
者
は
、
巧
み
に
漢

籍
資
料
を
利
用
し
て
、
日
本
の
歴
史
を
書
き
記
そ
う
と
し
た
。 

  
 
 

二
、
序
文
に
お
け
る
漢
籍
の
利
用 

 

で
は
、『
古
事
記
』
の
序
文
は
ど
う
か
。
倉
野
憲
司
氏
や
瀬
間
正
之
氏
な
ど
の

研
究
者
に
よ
っ
て
（

5
）

、『
古
事
記
』
の
序
文
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
「
進

五
経
正
義
表
」「
進
律
疏
議
表
」
を
参
考
に
し
た
の
か
、
す
で
に
論
じ
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
箇
所
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

（
※
上
段
…
古
事
記
、
下
巻
（
五
）
…
進
五
経
正
義
表
、（
律
）
…
進
律
疏
議

表
。
句
読
点
、
返
り
点
は
割
愛
） 

臣
安
万
侶
言
…
臣
無
忌
等
言
（
五
、
律
） 

混
元
既
凝
…
混
元
初
辟
（
五
） 

望
烟
而
撫△

黎
元
…
垂
教
以
牧△

黎
元
（
律
） 

雖
歩
驟
各
異
文
質
不
同
…
雖
歩
驟
不
同
質
文
有
異
（
五
） 

莫
不
稽
古
以
縄
風
猷
…
莫
不
開
茲
膠
序
樂
以
典
墳
敦
稽
古
以
宏
風
（
五
） 

 

潜
竜
体
元
…
皇
帝
陛
下
体
元
纂
業
（
律
） 

洊
雷
応
期
…
大
唐
握
乾
符
以
応
期
（
律
） 

絳△

旗
耀
兵
…
朱△

旗
乃
挙
（
律
） 

道
軼
軒
后
…
鴻
名
軼
於
軒
昊
（
五
） 

握
乾
符
而
摠△

六
合
…
総△

六
合
而
光
宅
（
律
） 

 

乗
二
気
之
正
斉
五
行
之
序
…
乗
天
地
之
正
斉
日
月
之
暉
（
五
） 

 

斯
乃
邦
家
之
経
緯
王
化
之
鴻
基
焉
…
斯
乃
邦
家
之
基
王
化
之
本
者
也（
五
） 

 

撰
録
帝
紀
討
覈
旧
辞
…
奉
敕
修
撰
雖
加
討
覈
（
五
） 

 

伏
惟
皇
帝
陛
下
…
伏
惟
皇
帝
陛
下
（
五
、
律
） 

 

得
一
光
宅
通
三
亭
育
…
得
一
継
明
通
三
撫
運
（
五
） 

 

御
紫
宸
而
徳
被
馬
蹄
之
所
極
…
御
紫
宸
而
訪
道
（
五
） 

 

坐
玄△

扈
而
化
照
船
頭
之
所
逮
…
坐
元△

扈
以
裁
仁
（
五
） 

 
史
不
絶
書
…
史
不
絶
書
（
五
） 

 

府
無
空△

月
…
府
無
虚△

月
（
五
） 

 

謹
以
献
上
…
謹
以
上
聞
（
五
） 
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臣
安
万
侶
誠
惶
誠
恐
頓
々
首
々
…
臣
無
忌
等
誠
惶
誠
恐
頓
首
頓
首
（
律
） 

 
右
に
提
示
し
た
箇
所
を
見
る
と
、
『
古
事
記
』
序
文
は
、
「
進
五
経
正
義
表
」

「
進
律
疏
議
表
」
を
参
考
に
し
て
作
成
す
る
際
に
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
方
法

を
取
っ
て
い
る
。 

 

Ａ
名
前
を
置
き
換
え
る 

 

・
臣
安
万
侶

．
．
．
言
…
臣
無
忌
等

．
．
．
言 

・
臣
安
万
侶

．
．
．
誠
惶
誠
恐
頓
々
首
々
…
臣
無
忌
等

．
．
．
誠
惶
誠
恐
頓
首
頓
首 

Ｂ
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
る 

 

・
混
元
．
．
既
凝
…
混
元
．
．
初
辟 

・
望
烟
而
撫
黎
元
．
．
…
垂
教
以
牧
黎
元
．
． 

 
 

Ｃ
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
る 

 
 

・
伏
惟
皇
帝
陛
下
…
伏
惟
皇
帝
陛
下 

 

・
史
不
絶
書
…
史
不
絶
書 

Ｄ
語
を
少
し
変
え
る 

 

・
絳△

旗．
耀
兵
…
朱△

旗．
乃
挙 

 

・
府
無
空△

月．
…
府
無
虚△

月． 

Ｅ
文
を
少
し
変
え
る 

 
 

・
雖
歩
驟
各
異
文
質
不
同

．
．
．
．
．
．
…
雖
歩
驟
不
同
質
文
有
異

．
．
．
．
．
． 

 
 

・
斯
乃
邦
家
之
経
緯
．
．
王
化
之
鴻
基
．
．
焉
…
斯
乃
邦
家
之
基．
王
化
之
本．
者
也 

  

Ａ
は
、
臣
下
で
あ
る
某
が
申
し
上
げ
ま
す
、
と
い
う
慣
用
表
現
で
あ
り
、「
進

五
経
正
義
表
」「
進
律
疏
議
表
」
で
は
、
長
孫
無
忌
等
が
申
し
上
げ
ま
す
、
と
あ

る
が
、『
古
事
記
』
序
文
の
方
で
は
、「
無
忌
等
」
を
「
安
万
侶
」
に
置
き
換
え

て
い
る
。
ま
た
、
文
末
の
臣
下
で
あ
る
某
が
謹
み
畏
ま
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
、

の
場
合
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。 

Ｂ
は
、「
混
元
（
混
沌
と
し
た
宇
宙
万
物
の
元
気
、
の
意
）
」
「
黎
元
（
人
民
、

庶
民
、
の
意
）
」
な
ど
の
漢
語
を
、
そ
の
ま
ま
用
い
る
。
ち
な
み
に
、『
古
事
記
』

本
文
の
方
で
は
、
人
民
、
庶
民
の
意
を
書
き
表
す
と
き
に
、
た
と
え
ば
、「
青
人

草
」（
上
巻 

黄
泉
の
国
）「
人
民
」（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
）
「
百
姓
」（
下
巻 

仁

徳
天
皇
条
）
な
ど
を
用
い
る
が
、「
黎
元
」
な
る
表
記
は
見
え
な
い
。 

Ｃ
は
、「
伏
惟
皇
帝
陛
下
」「
史
不
絶
書
」
な
ど
の
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
が
、

「
皇
帝
陛
下
」
な
る
表
記
は
序
文
に
し
か
見
え
ず
、
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
を
漢
字
で

表
わ
す
と
き
に
、
本
文
の
方
で
は
「
天
皇
」
な
る
表
記
は
一
般
的
で
あ
り
、
ほ

か
に
「
帝
皇
」
（
下
巻 

允
恭
天
皇
条
）
が
一
例
あ
る
。 

Ｄ
は
、「
進
律
疏
議
表
」
の
「
朱
旗
」
を
「
絳
旗
」、「
進
五
経
正
義
表
」
の
「
虚

月
」
を
「
空
月
」
に
書
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
絳
」
と
「
朱
」

と
は
い
ず
れ
も
ア
カ
の
意
、「
虚
」
と
「
空
」
と
は
い
ず
れ
も
ム
ナ
シ
の
意
、
つ
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ま
り
、「
絳
旗
」「
空
月
」
と
は
、「
進
律
疏
議
表
」
の
「
朱
旗
」
と
「
進
五
経
正

義
表
」
の
「
虚
月
」
を
同
義
の
漢
字
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
意
味
は
変

わ
ら
な
い
。 

Ｅ
は
、「
進
五
経
正
義
表
」
の
「
雖
歩
驟
不
同
質
文
有
異
」
の
「
質
文
」
を
「
文

質
」
、
「
有
異
」
を
「
各
異
」
に
書
き
換
え
て
い
る
が
、
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、「
進
五
経
正
義
表
」
の
「
斯
乃
邦
家
之
基
王
化
之
本
者
也
」
の
「
邦
家
之

基
」
を
「
邦
家
之
経
緯
」
、
「
王
化
之
本
」
を
「
王
化
之
鴻
基
」
に
書
き
換
え
て

い
る
が
、
「
基
」
「
本
」
「
経
緯
」
「
鴻
基
」
は
い
ず
れ
も
基
本
、
根
本
、
原
理
と

い
う
意
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
「
進
五
経
正
義
表
」
「
進
律
疏
議
表
」
な
ど
の
中
国
文
献
を
参

考
に
し
て
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
天
武
天
皇
の
事
績
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
（
返
り
点
は
割
愛
） 

 

曁
飛
鳥
清
原
大
宮
御
大
八
洲
天
皇
御
世
、 

潜
竜
体
元
、
洊
雷
応
期
。 

聞
夢
歌
而
相
纂
業
、
投
夜
水
而
知
承
基
。 

然
、 

天
時
未
臻
、
蟬
蛻
於
南
山
。 

人
事
共
給
、
虎
歩
於
東
国
。 

皇
輿
忽
駕
、
淩
度
山
川
。 

六
師
雷
震
、
三
軍
電
逝
。 

杖
矛
挙
威
、
猛
士
烟
起
。 

絳
旗
耀
兵
、
凶
徒
瓦
解
。 

未
移
浹
辰
、
気
沴
自
清
。 

 右
の
文
章
を
見
る
と
、「
進
五
経
正
義
表
」「
進
律
疏
議
表
」
な
ど
の
利
用
は
、

傍
線
部
の
「
体
元
」
「
応
期
」
「
纂
業
」
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
漢
語
に
つ

い
て
は
、
漢
籍
に
お
け
る
用
例
を
一
例
ず
つ
提
示
し
て
お
く
。 

 

潜
竜
…
初
九
、
潜
竜
、
勿
レ

用
。     

     
     

    

（
『
易
経
』
乾
） 

洊
雷
…
洊
雷
、
震
、
君
子
以
二

恐
懼
一

修
レ

身
。     

   

（『
易
経
』
震
） 

承
基
…
高
祖
創
レ

業
、
継
レ

体
承
レ

基
。   

（
『
文
選
』
第
二
巻 

西
京
賦
） 

    

天
時
…
先
レ

天
而
天
弗
レ

違
、
後
レ

天
而
奉
二

天
時
一

。 
   

（『
易
経
』
乾
） 

 
 

蟬
蛻
…
颻
二

颽
風
一

而
蝉
蛻
兮
、
雄
二

朔
野
一

以
颺
レ

声
。 

（『
文
選
』
第
十
四
巻 

幽
通
賦
） 

    

人
事
…
天
道
且
猶
若
レ

茲
、
況
人
事
之
不
レ

平
。 

（『
芸
文
類
聚
』
第
二
巻 

天
部
下
） 

 
 

皇
輿
…
旋
二

皇
輿
於
夷
庚
一

、
反
二

帝
座
于
紫
闥
一

。 

（『
芸
文
類
聚
』
第
十
一
巻 

帝
王
部
一
） 

六
師
…
司
馬
掌
二

邦
政
一

、
統
二

六
師
一

、
平
二

邦
国
一

。 
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（
『
芸
文
類
聚
』
第
四
十
七
巻
職
官
部
三
） 

 
三
軍
…
王
巡
二

三
軍
一

、
撫
而
勉
レ

之
。（
『
芸
文
類
聚
』
第
五
巻 

歲
時
部
下
） 

 
浹
辰
…
浹
辰
之
間
、
而
楚
克
二

其
三
都
一

。（
『
春
秋
左
氏
傳
』
成
公
九
年
条
） 

 

右
に
挙
げ
た
出
典
を
見
る
と
、「
潜
竜
体
元
、
洊
雷
応
期
」
か
ら
「
未
移
浹
辰
、

気
沴
自
清
」
ま
で
の
文
に
お
い
て
は
、『
易
経
』『
文
選
』『
芸
文
類
聚
』
な
ど
に

出
て
く
る
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
『
古
事
記
』
序
文
の
著
者
は
、

こ
う
い
っ
た
書
物
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
つ
ま
り
、
序
文
の

著
者
は
、「
進
五
経
正
義
表
」「
進
律
疏
議
表
」
の
み
な
ら
ず
、『
易
経
』『
文
選
』

『
芸
文
類
聚
』
な
ど
の
漢
籍
資
料
を
も
参
考
に
し
て
、
序
文
に
適
合
す
る
言
葉

を
採
択
し
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
駢
文
（
四
六
駢
儷
文
）
と
い
う
文
体
に
融
合
さ

せ
て
、
序
文
を
書
き
上
げ
た
。
岡
田
正
之
氏
の
言
葉
を
借
り
て
言
え
ば
、「
能
く

我
が
故
事
を
鎔
範
し
、
字
句
を
藻
繪
し
て
、
巧
に
絢
爛
の
文
を
爲
せ
り
」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
序
文
は
漢
文
と
し
て
完
成
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
。
さ
き
ほ
ど
取
り
上
げ
た
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
漢
文
の
利
用
と
は

異
な
り
、
単
に
漢
文
資
料
を
引
っ
張
っ
て
き
て
、
人
名
地
名
を
置
き
換
え
る
だ

け
で
は
な
い
。
序
文
の
執
筆
者
は
、
漢
文
の
造
詣
が
極
め
て
深
い
人
と
推
測
で

き
る
。 

  
 
 

三
、
序
文
と
本
文
と
の
齟
齬 

 

『
日
本
書
紀
』
の
成
立
に
関
し
て
、
後
の
『
続
日
本
紀
』
に
は
、
「
先
レ

是
、

一
品
舎
人
親
王
奉
レ

勅
修
二

日
本
紀
一

。
至
レ

是
功
成
奏
上
。
紀
卅
巻
、
系
図
一
巻
」

（
巻
第
八 

元
正
天
皇 

養
老
四
年
五
月
条
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
古
事

記
』
の
成
立
に
関
し
て
は
、
さ
き
に
挙
げ
た
『
続
日
本
紀
』
を
含
め
、
後
の
時

代
の
史
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。『
古
事
記
』
の
成
立
の
経
緯
を
記
し
た
の
は

『
古
事
記
』
の
序
文
だ
け
で
あ
る
。 

『
新
編
全
集
』
の
頭
注
は
、
こ
の
序
文
に
つ
い
て
、「「
序
」
と
あ
る
が
、
実
際

は
上
表
文
の
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
偽
作
説
も
あ
っ
た
が
、
疑
う
根

拠
に
乏
し
く
、
そ
の
ま
ま
信
じ
て
よ
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ

の
序
文
は
、「
臣
安
万
侶
言
」
と
い
う
内
容
か
ら
始
ま
り
、
末
尾
に
「
臣
安
万
侶
、

誠
惶
誠
恐
、
頓
々
首
々
。
和
銅
五
年
正
月
廿
八
日 

正
五
位
上
勲
五
等
太
朝
臣
安

万
侶
」
と
書
い
て
あ
り
、
序
文
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
れ
ば
、
太
安
万
侶

と
い
う
人
が
、
当
時
の
元
明
天
皇
に
『
古
事
記
』
を
献
上
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。 

し
か
し
、
古
く
か
ら
こ
の
序
文
に
対
し
疑
問
を
呈
し
た
研
究
者
が
い
る
。
た

と
え
ば
、
江
戸
時
代
の
国
学
者
で
あ
る
賀
茂
真
淵
は
『
延
喜
式
祝
詞
解
』
の
附

記
（

6
）

に
、「
古
史
ヲ
引
ニ
古
叓
紀
ヲ
先
ト
シ
、
日
本
紀
ヲ
次
ト
ス
、（
略
）
古

事
紀
ハ
上-
古
質-

直
ノ
國
史
也
、
且
國
語
ヲ
專
ト
シ
タ
レ
ハ
、
上
古

 

ノ

風
ヲ
見
、

古
語
ヲ
知
、
古
文
ヲ
察
ス
ル
ニ
及
モ
ノ
無
レ
ハ
也
」
と
述
べ
、『
古
事
記
』
は
『
日
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本
書
紀
』
よ
り
優
れ
る
書
物
で
あ
る
と
評
価
す
る
一
方
、
真
淵
の
齋
藤
信
幸
宛

書
簡
（
明
和
四
年
〔
一
七
六
七
年
〕
十
二
月
二
十
八
日
）（

7
）

に
お
い
て
、「
さ

て
古
事
記
序
は
奈
良
人
の
書
し
物
に
て
、
本
文
書
し
は
舒
明
・
皇
極
二
代
を
ば

過
じ
と
見
ゆ
、
安
麻
呂
の
筆
に
て
は
決
て
な
し
」
と
あ
り
、
ま
た
、
本
居
宣
長

宛
書
簡
（
明
和
五
年
〔
一
七
六
八
年
〕
三
月
十
三
日
）
に
お
い
て
も
、「
惣
て
古

事
記
は
序
文
を
以
て
、
安
万
呂
之
記
と
す
れ
と
も
、
本
文
の
文
體
を
思
ふ
に
和

銅
な
と
よ
り
も
い
と
古
な
る
へ
し
、
序
は
恐
ら
く
奈
良
朝
の
人
之
追
て
書
し
物

か
と
お
ほ
ゆ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
賀
茂
真
淵
は
、『
古
事
記
』
本
文
の
文
体
を
考

え
る
と
、『
古
事
記
』
は
和
銅
以
前
の
皇
極
朝
ま
で
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

序
文
は
、
奈
良
朝
の
人
が
後
か
ら
付
け
加
え
た
も
の
と
い
う
見
方
を
示
し
て
い

る
。 賀

茂
真
淵
の
弟
子
で
あ
る
本
居
宣
長
は
、
『
古
事
記
伝
』
二
之
巻
に
、
「
さ
て

此
序
は
、
本
文
と
は
い
た
く
異コ

ト

に
し
て
、
す
べ
て
漢
籍

カ
ラ
ブ
ミ

の
趣
を
以
て
、
其
文
章

を
い
み
し
く
か
ざ
り
て
書
り
、
い
か
な
れ
ば
然
る
ぞ
と
い
ふ
に
、凡
て
書
を
著ツ

ク

り

て
上
に
獻
る
序
は
、
然シ

カ

文
を
か
ざ
り
當
代
を
賛
稱

ホ

メ

奉
り
な
ど
す
る
、
漢カ

ラ

の
お
し

な
べ
て
の
例
な
る
に
依
れ
る
な
り
、
さ
て
然シ

カ

漢
文
を
か
ざ
る
に
引
れ
て
は
、
其

 

ノ

意
旨

コ

コ

ロ

も
お
の
づ
か
ら
漢カ

ラ

に
て
、
或ア

ル

は
混
言
旣

 

ニ

凝
、
あ
る
は
乾
坤
初

 

テ

分
、
あ
る
は

陰
陽
斯

 

ニ

開
、
あ
る
は
齊
二

五
行
之
序

 

ヲ
一

な
ど
い
ふ
た
ぐ
ひ
の
語
お
ほ
し
」
と
、
序

文
は
漢
文
体
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
中
国
思
想
に
影
響
さ
れ

て
い
る
と
述
べ
た
う
え
で
、「
本
文
の
さ
ま
と
甚イ

タ

く
異
な
る
を
も
て
、
序
は
安
萬

侶
の
作カ

ケ

る
に
あ
ら
ず
、
後

 

ノ

人
の
し
わ
ざ
な
り
と
い
ふ
人
も
あ
れ
ど
、
其ソ

は
中
々

に
く
は
し
か
ら
ぬ
ひ
が
こ
ゝ
ろ
え
な
り
、
す
べ
て
の
さ
ま
を
よ
く
考
る
に
、
後

に
他
人

ア
ダ
シ
ビ
ト

の
僞
り
書
る
物
に
は
あ
ら
ず
、
決

ウ
ツ
ナ

く
安
萬
侶

 

ノ

朝
臣
の
作カ

ケ

る
な
り
、
本

文
に
似ニ

ず
漢カ

ラ

め
き
た
る
こ
と
は
こ
よ
な
け
れ
ど
、
そ
の
か
み
さ
ば
か
り

漢
カ
ラ
ブ
ミ

學
マ
ナ
ビ

を
盛

サ
カ
リ

に
好コ

ノ

ま
せ
た
ま
へ
り
し
世
の
事
に
し
あ
れ
ば
、
序
の
文
は
必

 

ズ

如
此

カ

ク

さ
ま
に

書カ
キ

つ
べ
き
わ
ざ
な
る
を
や
」
と
あ
る
よ
う
に
、
序
文
は
後
世
の
人
が
作
っ
た
も

と
だ
と
い
う
説
を
批
判
し
、
太
安
万
侶
が
序
文
を
書
い
た
と
い
う
見
方
を
示
し

て
い
る
。 

宣
長
の
論
説
と
関
連
し
て
、
神
田
秀
夫
氏
（

8
）

も
序
文
に
疑
問
を
呈
し
た
。

氏
は
、「
序
文
と
本
文
と
で
は
、
文
体
が
ち
が
い
す
ぎ
る
（
略
）。
序
文
は
唐
様
、

本
文
は
倭
様
。
文
は
人
な
り
と
い
っ
て
、
文
体
を
作
者
の
精
神
の
象
徴
と
、
重

く
視
る
私
な
ど
の
眼
に
は
、
あ
の
序
文
と
本
文
と
を
同
一
の
精
神
の
表
現
と
し

て
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
さ
ら
に
、「
先
に

古
事
記
の
序
文
と
本
文
と
は
文
体
が
ち
が
い
す
ぎ
る
と
い
っ
た
が
、
記
事
内
容

も
、
す
こ
ぶ
る
違
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
と
す

る
と
、
ま
ず
、
表
記
の
面
か
ら
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。     

本
文 

序
文 

番
能
邇
々
芸
命 

番
仁
岐
命 

高
千
穂 

高
千
嶺 

神
倭
伊
波
礼

毘
古
命
、 

神
武
天
皇 

神
倭
天
皇 

大
雀
命
、 

大
雀
天
皇
、

仁
徳
天
皇 

大
雀
皇
帝 
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右
の
表
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、『
古
事
記
』
本
文
で
は
「
番
能
邇
々
芸
命
」

「
高
千
穂
」「
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
（
ま
た
は
神
武
天
皇
）
」「
大
雀
命
（
ま
た
は

大
雀
天
皇
、
仁
徳
天
皇
）
」
と
い
っ
た
表
記
は
一
般
的
で
あ
る
が
、
序
文
に
お
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
番
仁
岐
命
」「
高
千
嶺
」「
神
倭
天
皇
」「
大
雀
皇
帝
」
と
な

っ
て
い
る
。 

表
記
だ
け
で
な
く
、
内
容
の
方
か
ら
見
て
も
ま
た
、
要
考
察
と
思
わ
れ
る
箇

所
が
多
々
あ
る
。『
古
事
記
』
中
巻
と
下
巻
に
関
わ
る
内
容
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
提
示
し
て
お
く
。 

 

 

イ
神
倭
天
皇
、
経
二

歴
于
秋
津
島
一

。 

化
レ

熊
出
レ

爪
、
天
剣
獲
二

於
高
倉
一

。 

生
レ

尾
遮
レ

径
、
大
烏
導
二

於
吉
野
一

。 

列
レ

儛
攘
レ

賊
、
聞
レ

歌
伏
レ

仇
。
（
神
武
） 

ロ
覚
レ

夢
而
敬
二

神
祇
一

、
所
以
称
二

賢
后
一

。
（
崇
神
） 

ハ
望
レ

烟
而
撫
二

黎
元
一

、
於
今
伝
二

聖
帝
一

。
（
仁
徳
） 

ニ
定
レ

境
開
レ

邦
、
制
二

于
近
近
海
一

。
（
成
務
） 

ホ
正
レ

姓
撰
レ

氏
、
勒
二

于
遠
飛
鳥
一

。
（
允
恭
） 

 

イ
は
神
武
天
皇
の
事
績
で
あ
り
、
「
経
二

歴
于
秋
津
島
一

」
と
は
、
神
武
天
皇

が
日
向
よ
り
旅
立
ち
、
豊
、
竺
紫
、
阿
芸
、
吉
備
、
浪
速
、
熊
野
な
ど
の
地
を

経
由
し
て
、
最
終
的
に
畝
火
之
白
檮
原
宮
に
て
即
位
す
る
と
い
っ
た
内
容
を
指

す
。
次
の
「
化
レ

熊
出
レ

爪
」
は
問
題
の
あ
る
箇
所
で
あ
る
が
、「
化
」
の
字
は
、

道
果
本
、
伊
勢
本
、
伊
勢
一
本
で
は
「
紀
」
の
字
に
作
る
。
ま
た
、「
爪
」
に
つ

い
て
、
延
佳
本
の
頭
注
に
「
爪

 

ハ

當
レ

作

 

ル

レ

水

 

ニ

。
或

 

ハ

―

又
派

 

ノ

―

字
之
―

誤
―

乎
」
と
書

い
て
あ
り
、「
爪
」
の
字
は
「
水
」
ま
た
は
「
派
」
の
誤
字
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
宣
長
は
「
爪
は
字
を
寫
し
誤
れ
る
な
り
、
山
か
穴
か
な
る
べ
し
、【
延

佳
は
、
水
か
派
か
の
誤
な
ら
む
と
い
へ
れ
ど
も
、
そ
れ
わ
ろ
し
】」
と
述
べ
、
延

佳
本
の
説
を
否
定
し
、「
爪
」
の
字
を
「
山
」
か
「
穴
」
の
字
の
誤
写
と
し
て
い

る
。
諸
写
本
を
調
べ
る
と
、
み
な
「
爪
」
の
字
に
作
り
異
同
が
見
ら
れ
な
い
。

『
新
編
全
集
』
は
、
「
爪
」
の
字
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
、
頭
注
に
「「
爪
」
は

「
川
」
の
異
体
字
と
す
る
説
が
有
力
だ
が
、
い
ま
字
の
ま
ま
に
と
る
。
本
文
に

は
「
川
」
に
対
応
す
る
記
述
が
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
説
明
し
、
現
代
語
訳
を

見
る
と
「
熊
と
化
し
た
も
の
が
爪
を
出
し
た
時
に
は
」
と
訳
し
て
い
る
。
中
巻

神
武
天
皇
条
を
確
認
す
る
と
、「
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
、
従
二

其
地
一

廻
幸
、
到
二

熊
野
村
一

之
時
、
大
熊
、
髣
出
入
、
即
失
。
爾
、
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
、
儵
忽

為
二

遠
延
一

、
及
、
御
軍
、
皆
遠
延
而
伏
」
と
あ
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
『
新
編

全
集
』
の
言
う
よ
う
に
、
本
文
に
「
川
」
に
対
応
す
る
記
述
が
な
い
が
、
「
爪
」

に
対
応
す
る
記
述
も
見
ら
れ
な
い
。「
化
熊
出
爪
」
の
意
味
に
関
し
て
は
、
依
然

と
し
て
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

ロ
は
崇
神
天
皇
に
よ
る
神
々
（
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
ら
）
の
祭
祀
の
事
績
、
ハ
は
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仁
徳
天
皇
に
よ
る
課
役
免
除
の
事
績
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
巻
崇
神
天

皇
条
及
び
下
巻
仁
徳
天
皇
条
に
お
い
て
は
、
そ
の
詳
細
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ニ
の
「
定
レ

境
開
レ

邦
、
制
二

于
近
近
海
一

」
は
、
中
巻
成
務
天
皇
条
の

「
建
内
宿
禰
為
二

大
臣
一

、
定
二

賜
大
国
・
小
国
之
国
造
一

、
亦
、
定
二

賜
国
々
之

堺
及
大
県
・
小
県
之
県
主
一

也
」
の
一
文
と
対
応
し
、
ホ
の
「
正
レ

姓
撰
レ

氏
、

勒
二

于
遠
飛
鳥
一

」
は
下
巻
允
恭
天
皇
条
の
「
天
皇
、
愁
二

天
下
氏
々
名
々
人
等

之
氏
姓
忤
誤
一

而
、
於
二

味
白
檮
之
言
八
十
禍
津
日
前
一

、
居
二

玖
訶
瓮
一

而
、
定

二

賜
天
下
之
八
十
友
緒
氏
姓
一

也
。
又
、
為
二

木
梨
之
軽
太
子
御
名
代
一

、
定
二

軽

部
一

、
為
二

大
后
御
名
代
一

、
定
二

刑
部
一

、
為
二

大
后
之
弟
、
田
井
中
比
売
御
名

代
一

、
定
二

河
部
一

也
」
の
内
容
と
対
応
す
る
。
し
か
し
、
中
巻
成
務
天
皇
条
の

記
述
は
少
な
く
、
「
定
レ

境
開
レ

邦
」
の
記
事
以
外
は
、
系
譜
、
享
年
、
御
陵
と

い
っ
た
内
容
に
と
ど
ま
り
、
成
務
天
皇
の
時
代
に
ど
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ

た
か
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
下
巻
允
恭
天
皇
条
は
、
系
譜
的
な
記
述
と
「
正
レ

姓
撰
レ

氏
」
の
記
事
に
続
い
て
、
軽
太
子
と
軽
大
郎
女
の
物
語
り
が
長
く
記
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
古
事
記
』
の
序
文
で
は
、「
定
レ

境
開
レ

邦
」「
正
レ

姓
撰

レ

氏
」
な
ど
の
よ
う
な
事
績
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
一
方
、『
古

事
記
』
の
本
文
を
見
る
と
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
序
文
と
本
文
と
の

間
に
齟
齬
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
、
藤
井
信
男
氏
（

9
）

は
、 

 

天
武
天
皇
は
神
を
敬
ひ
、
民
を
愛
し
、
地
方
政
治
を
盛
ん
に
し
、
姓
氏
を

正
し
給
う
た
（
日
本
書
紀
に
よ
る
。）
の
で
あ
つ
て
、
お
そ
ら
く
、
か
ゝ
る

大
御
心
か
ら
先
蹤
を
昔
に
求
め
給
う
て
、
崇
神
天
皇
・
仁
德
天
皇
・
成
務

天
皇
・
允
恭
天
皇
の
御
事
績
を
明
ら
か
に
せ
さ
せ
給
う
た
こ
と
と
拜
察
さ

れ
る
。
或
は
、
御
歷
代
の
皇
謨
を
𥡴
へ
給
う
て
お
の
づ
か
ら
崇
神
天
皇
・

仁
德
天
皇
・
成
務
天
皇
・
允
恭
天
皇
に
特
に
大
御
心
を
そ
そ
が
せ
ら
れ
た

こ
と
と
拜
察
さ
れ
る
。「
𥡴
古
」
と
「
照
今
」
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
。 

 と
述
べ
、
序
文
に
「
定
レ

境
開
レ

邦
」
「
正
レ

姓
撰
レ

氏
」
な
ど
の
「
古
」
の
事
績

を
採
り
上
げ
る
の
は
、
天
武
天
皇
の
「
今
」
の
事
績
と
対
応
す
る
た
め
で
あ
る

と
論
じ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
天
皇
の
世
界
に
お
い
て
「
定
レ

境
開
レ

邦
」「
正
レ

姓
撰
レ

氏
」
な
ど
の
事
績
は
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
認
め
る
が
、
逆
に
、
た

と
え
ば
、『
古
事
記
』
中
巻
景
行
天
皇
条
に
見
え
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
西
征
と
東

征
の
話
や
、
仲
哀
天
皇
条
に
見
え
る
神
功
皇
后
の
新
羅
親
征
の
話
な
ど
は
詳
し

く
記
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
、
天
皇
政
治
に
と
っ
て
重
要
な
内
容
で
あ
る
の
に
も

拘
わ
ら
ず
、
序
文
の
中
に
触
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
や
は
り
疑
問
に
思
う
。 

右
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
の
序
文
と
本
文
と
の
間
に
お
い
て
は
、
若
干
の
齟

齬
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
江
戸
時
代
の
頃
か
ら
、『
古

事
記
』
序
文
の
真
偽
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。 

一
方
、
近
年
で
は
、『
古
事
記
』
の
偽
書
説
を
批
判
す
る
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
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で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
倉
野
憲
司
氏
、
西
宮
一
民
氏
、
寺
川
眞
知
夫
氏
な
ど
（

10
）

が
挙
げ
ら
れ
、
彼
ら
の
厳
密
な
分
析
に
よ
っ
て
、
序
文
へ
の
疑
問
は
解
消
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
特
に
、
一
九
七
九
年
、
奈
良
県
奈
良
市
此
瀬
町
に
、
太
安
万
侶
の

墓
誌
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、『
古
事
記
』
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
有
す

る
。
墓
誌
の
発
見
に
つ
い
て
西
條
勉
氏
（

11
）

は
、
「
こ
の
論
争
（
『
古
事
記
』
の

真
偽
を
め
ぐ
る
論
争
、
筆
者
注
）
は
、
太
安
萬
侶
の
墓
誌
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

で
す
み
や
か
に
幕
が
引
か
れ
た
の
で
あ
る
」
述
べ
て
い
る
。
最
近
、
『
古
事
記
』

偽
書
説
に
対
し
て
多
角
的
に
批
判
し
た
の
は
矢
嶋
泉
氏
（

12
）

で
あ
る
。
氏
は
、

『
古
事
記
』
序
文
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
論
じ
、
最
終
的
に
「
結
局
、
和
銅
五
年

の
成
立
を
客
観
的
・
論
理
的
に
否
定
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
偽
書
説
を
唱
え
る
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
い

な
く
な
っ
た
が
、（

13
）

、
序
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
な
お
考
察
に
値
す
る
課
題

は
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

  
 
 

四
、
『
古
事
記
』
の
表
記
法 

 

『
古
事
記
』
の
序
文
の
構
成
を
見
る
と
、
ま
ず
は
、
世
界
の
は
じ
ま
り
（
混
元

既
凝
、
気
象
未
レ

効
。
無
レ

名
無
レ

為
、
誰
知
二

其
形
一

。
云
々
）
か
ら
、
神
代
と

天
皇
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
次
に
、
天
武
天
皇
の
即
位
ま
で
の
事
績
を
述
べ
た

う
え
で
、『
古
事
記
』
撰
録
の
は
じ
ま
り
を
記
す
。
最
後
は
、
元
明
天
皇
の
時
代

に
な
り
、『
古
事
記
』
の
編
纂
事
業
は
よ
う
や
く
果
た
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
さ

ら
に
、
筆
録
作
業
に
際
し
て
行
っ
た
表
記
上
の
工
夫
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
表

記
上
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、
既
に
序
章
に
も
触
れ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
見
て
み

る
と
、 

 

或
一
句
之
中
、
交
二

用
音
訓
一

。
或
一
事
之
内
、
全
以
レ

訓
録
。
即
、
辞
理

叵
レ

見
、
以
レ

注
明
、
意
況
易
レ

解
、
更
非
レ

注
。 

 

つ
ま
り
、
一
文
の
中
に
、
音
と
訓
と
を
交
え
て
用
い
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、

一
つ
の
事
柄
を
書
く
の
に
、
す
べ
て
訓
を
用
い
て
記
す
場
合
も
あ
る
。
理
解
し

に
く
い
場
合
は
注
を
つ
け
て
、
分
か
り
や
す
い
場
合
は
注
を
付
け
な
い
、
と
い

う
方
針
を
示
し
て
い
る
。
実
際
、
本
文
の
訓
注
を
見
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

上
巻
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
の
段
に
、
次
の
一
文
に
訓
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

我
之
女
者
、
自
レ

本
在
二

八
稚
女
一

、
是
、
高
志
之
八
俣
遠
呂
知
、【
此
三
字

以
レ

音
。】
毎
レ

年
来
喫
。
今
、
其
可
レ

来
時
。（
中
略
）
彼
目
、
如
二

赤
加
賀

智
一

而
、
身
一
有
二

八
頭
・
八
尾
一

。（
中
略
）【
此
謂
二

赤
加
賀
知
一

者
、
今

酸
醬
者
也
。
】 

 

右
の
文
章
に
、
「
八
俣
遠
呂
知
」
「
赤
加
賀
智
」
と
い
っ
た
表
記
が
見
え
る
が
、
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「
遠
呂
知
」
と
い
う
表
記
に
対
し
て
「
此
三
字
以
レ

音
（
こ
の
三
文
字
は
音
で

読
め
）
」
と
い
う
訓
注
が
あ
り
、
「
赤
加
賀
智
」
と
い
う
表
記
に
対
し
て
「
此
謂

二

赤
加
賀
知
一

者
、
今
酸
醬
者
也
（
こ
こ
で
赤
加
賀
知
と
い
う
の
は
、
今
に
言
う

酸
醬
で
あ
る
）
」
と
い
う
訓
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
遠
呂
知
」
の

「
遠
」
の
字
に
は
ト
ホ
シ
の
意
を
有
せ
ず
、「
知
」
の
字
に
は
シ
ル
の
意
を
持
た

な
い
。
ま
た
、「
赤
加
賀
智
」
と
い
う
表
記
に
対
し
て
、
な
ぜ
「
赤
加
賀
知
と
い

う
の
は
、
今
に
言
う
酸
醬
で
あ
る
」
と
い
う
訓
注
を
付
け
た
か
と
い
う
と
、
お

そ
ら
く
、
「
あ
か
か
が
ち
」
と
い
う
言
葉
は
、
『
古
事
記
』
編
纂
当
時
で
は
、
通

称
で
は
な
く
な
り
、
一
部
の
人
し
か
分
か
ら
な
い
言
葉
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
訓
注
に
あ
る
「
酸
醬
」
と
い
う
表
記
は
、
編
纂
当
時
で
は
一
般
的
な

も
の
で
あ
ろ
う
が
、『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
稗
田
阿
礼
の
誦
習
し
た
「
あ
か
か

が
ち
」
と
い
う
古
い
言
葉
を
忠
実
に
書
き
留
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

名
詞
だ
け
で
は
な
く
、
動
詞
の
場
合
も
音
を
用
い
て
書
き
表
す
例
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
中
巻
仲
哀
天
皇
の
崩
御
の
段
に
、
次
の
一
文
が
あ
る
。 

  
 

天
皇
（
中
略
）
押
二

退
御
琴
一

、
不
レ

控
、
黙
坐
。（
中
略
）
於
是
、
建
内
宿

禰
大
臣
白
、
恐
。
我
天
皇
、
猶
阿
二

蘇
婆
勢
其
大
御
琴
一

。
【
自
レ

阿
至
レ

勢

以
レ

音
。
】
。 

 

右
の
一
文
は
、
仲
哀
天
皇
は
お
琴
を
押
し
退
け
て
、
弾
き
も
せ
ず
、
黙
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
は
仲
哀
天
皇
に
対
し
て
、「
恐
れ
多
い

こ
と
で
す
。
我
が
天
皇
、
や
は
り
そ
の
お
琴
を
お
弾
き
な
さ
い
ま
せ
」
と
申
し

上
げ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
仲
哀
天
皇
が
「
琴
を
弾
か
な
い
」
を
書
く
と

き
に
、『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
、「
不
レ

控
」
と
い
う
表
記
を
用
い
た
。
一
方
、

タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
が
天
皇
に
対
し
「
琴
を
お
弾
き
な
さ
い
ま
せ
」
と
申
し
上

げ
た
を
書
く
と
き
に
、「
控
二

大
御
琴
一

」
で
は
な
く
「
阿
二

蘇
婆
勢
其
大
御
琴
一

」

と
い
う
表
記
を
用
い
、
さ
ら
に
、
「
阿
蘇
婆
勢
」
に
対
し
「
自
レ

阿
至
レ

勢
以
レ

音
（
阿
の
字
か
ら
勢
の
字
ま
で
は
音
で
読
め
）」
と
い
う
訓
注
を
付
け
た
。
『
古

事
記
』
の
筆
録
者
は
、
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
と
仲
哀
天
皇
の
身
分
を
考
慮
し
、

「
控
」（
天
皇
の
動
作
）
と
「
阿
蘇
婆
勢
」（
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
の
会
話
文
）

と
使
い
分
け
て
い
る
。
し
か
も
、
構
文
か
ら
見
る
と
、「
阿
二

蘇
婆
勢
其
大
御
琴

一

」
の
一
文
は
、
漢
文
式
に
述
語
＋
目
的
語
の
語
順
で
「
阿
蘇
婆
勢
」
＋
「
其

大
御
琴
」
と
書
い
て
あ
る
。『
古
事
記
』
の
筆
録
者
に
よ
る
表
記
上
の
工
夫
を
窺

わ
せ
る
箇
所
と
言
え
よ
う
。 

最
後
に
も
う
一
例
を
取
り
上
げ
て
み
て
い
き
た
い
。
上
巻
う
け
い
の
段
に
、

次
の
文
章
が
見
え
る
。 

  
 

天
照
大
御
神
、
先
乞
二

度
建
速
須
佐
之
男
命
所
レ

佩
十
拳
剣
一

、
打
二

折
三
段

一

而
、
奴
那
登
母
々
由
良
邇
【
此
八
字
以
レ

音
。
下
效
レ

此
。】
振
二

滌
天
之

真
名
井
一

而
、
佐
賀
美
邇
迦
美
而
、【
自
レ

佐
下
六
字
以
レ

音
。
下
效
レ

此
。
】
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於
二

吹
棄
気
吹
之
狭
霧
一

所
レ

成
神
御
名
、
多
紀
理
毘
売
命
。
【
此
神
名
以
レ

音
。
】 

 

右
の
文
章
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
と
の
う
け
い
の
場
面
で
あ
る
が
、
訓

注
が
三
回
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
く
と
、
ま
ず
、「
奴
那
登
母
々
由

良
邇
」
に
対
し
て
「
此
八
字
以
レ

音
。
下
效
レ

此
（
こ
の
八
文
字
は
音
で
読
め
、

以
下
同
じ
）
」
と
の
訓
注
が
あ
り
、
次
に
、
「
佐
賀
美
邇
迦
美
」
に
対
し
て
「
自

レ

佐
下
六
字
以
レ

音
。
下
效
レ

此
（
佐
の
字
か
ら
の
六
文
字
は
音
で
読
め
、
以
下

同
じ
）
」
と
の
訓
注
が
あ
り
、
最
後
に
、
「
多
紀
理
毘
売
命
」
と
い
う
神
名
に
対

し
て
「
此
神
名
以
レ

音
（
こ
の
神
名
は
音
で
読
め
）
」
と
の
訓
注
が
あ
る
。 

う
け
い
の
場
面
を
『
日
本
書
紀
』
で
調
べ
て
み
る
と
、「
奴
那
登
母
々
由
良
邇
」

は
「
瓊
響
瑲
瑲
」（
巻
第
一 

神
代
上
第
七
段
一
書
第
三
）
と
い
う
表
記
に
な
り
、

「
佐
賀
美
邇
迦
美
」
は
、「
𪗾
然
咀
嚼
【
𪗾
然
咀
嚼
、
此
云
二

佐
我
弥
爾
加
武
一

。】」

（
巻
第
一 

神
代
上
第
六
段
）
と
い
う
表
記
に
な
り
、「
多
紀
理
毘
売
命
」
は
「
田

心
姫
」
（
巻
第
一 

神
代
上
第
六
段
）
や
「
田
霧
姫
」
（
巻
第
一 

神
代
上
第
六
段

一
書
第
三
）
と
い
っ
た
表
記
に
な
る
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
、「
𪗾
然
咀
嚼
」
と

い
う
漢
語
的
な
表
記
に
対
し
て
「
𪗾
然
咀
嚼
、
此
云
二

佐
我
弥
爾
加
武
一

（
𪗾
然

咀
嚼
、
こ
こ
で
は
サ
ガ
ミ
ニ
カ
ム
と
い
う
）
」
と
い
う
訓
注
を
付
け
た
の
は
、『
日

本
書
紀
』
の
編
纂
者
は
、「
𪗾
然
咀
嚼
」
で
は
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
他
方
、『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
、
ヌ
ナ

ト
モ
モ
ユ
ラ
ニ
や
サ
ガ
ミ
ニ
カ
ム
（
ミ
）
を
書
く
と
き
に
、『
日
本
書
紀
』
の
よ

う
に
「
瓊
響
瑲
瑲
」「
𪗾
然
咀
嚼
」
と
い
っ
た
漢
語
的
な
表
記
で
は
な
く
、
音
仮

名
を
用
い
て
書
き
留
め
た
の
は
、
漢
語
的
な
表
記
に
直
す
と
、
言
わ
ん
と
す
る

こ
と
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
稗
田
阿
礼
の
誦
習
し
た
和
語
を
そ
の
ま

ま
音
仮
名
を
用
い
て
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
い

っ
た
本
文
中
に
お
け
る
表
記
上
の
工
夫
は
、
序
文
の
「
已
因
レ

訓
述
者
、
詞
不
レ

逮
レ

心
（
す
べ
て
訓
を
用
い
て
記
述
す
る
と
、
文
字
が
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ

に
届
か
な
い
場
合
が
あ
る
）
」
と
い
う
方
針
に
則
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

  
 
 

五
、
ま
と
め 

 

こ
こ
ま
で
、『
古
事
記
』
の
序
文
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
て
き
た
。
序
文
の
執
筆
者

は
、
巧
み
に
漢
籍
資
料
を
利
用
し
、
駢
文
と
い
う
体
裁
を
取
り
つ
つ
、
日
本
神

話
、
歴
史
を
取
り
入
れ
、
序
文
を
書
き
上
げ
た
。
従
来
、
こ
の
文
章
を
完
成
度

の
高
い
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。 

一
方
、『
古
事
記
』
の
本
文
は
、
い
わ
ゆ
る
「
倭
文
体
」
で
書
か
れ
た
も
の
で

あ
り
、
序
文
の
漢
文
体
と
は
大
い
に
異
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
地
名
人
名
の

表
記
に
関
し
て
異
同
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
、
序
文
で
取
り
上
げ
た
成
務
、
允

恭
の
事
績
は
、
本
文
の
方
で
は
詳
し
く
書
い
て
お
ら
ず
、
本
文
の
方
で
は
ヤ
マ

ト
タ
ケ
ル
の
西
征
と
東
征
や
神
功
皇
后
に
よ
る
新
羅
親
征
な
ど
の
話
は
詳
し
く



30 

 

記
さ
れ
て
い
る
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
序
文
の
方
で
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
の
序
文
と
本
文
と
の
間
に
齟
齬
が
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
し
か
し
、
序
文
は
偽
作
で
あ
る
と
言
い
切
る
決
定
的

、
、
、
な

証
拠
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
信
じ
て
よ
い
と
思
う
。 

さ
ら
に
、『
古
事
記
』
の
序
文
に
お
い
て
は
、
筆
録
者
は
如
何
に
稗
田
阿
礼
の

誦
習
し
た
も
の
を
、
漢
字
で
書
き
留
め
た
か
と
い
う
編
纂
作
業
の
困
難
さ
を
語

り
、
表
記
上
の
工
夫
と
方
針
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
序
文
に
書
か
れ
て
い

る
筆
録
者
の
表
記
上
の
方
針
は
、『
古
事
記
』
を
読
む
た
め
の
重
要
な
も
の
で
あ

り
、
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
方
針
は
本
文
に
も
随
処
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、『
古
事
記
』
の
序
文
は
、『
古
事
記
』
の
成
立
経
緯
を
記
し
、
且
つ
、

『
古
事
記
』
の
表
記
法
を
知
る
た
め
の
重
要
な
文
章
で
あ
る
。 

 

注 （
1
）「
討
二

覈
旧
辞
一

」
の
「
覈
」
の
字
に
つ
い
て
、『
新
編
全
集
』（
ほ
か
に
、

真
福
寺
本
、
伊
勢
本
、
伊
勢
一
本
な
ど
も
）
は
「
竅
」
と
作
り
、「
討た

づ

ね

竅き
は

め
」
と
訓
む
が
、
寛
永
版
本
と
延
佳
本
は
「
覈
」
と
作
り
（
ほ
か
に
、

兼
永
筆
本
、
猪
熊
本
、
前
田
本
で
は
「
𩅢
」
と
作
る
が
、「
𩅢
」
は
「
覈
」

の
異
体
字
）
、
そ
れ
に
従
う
。『
名
義
抄
』
を
見
る
と
、「
竅
、
苦
弔
反
、

ア
ナ
、
ア
キ
ラ
カ
ニ
、
ア
ラ
ハ
ス
、
キ
ハ
ム
、
ム
ナ
シ
、
シ
ル
ス
、
ハ

カ
リ
コ
ト
、
ヒ
マ
、
ツ
チ
ク
ラ
、
ツ
チ
ム
ロ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
『
新

編
全
集
』
の
「
キ
ハ
ム
」
と
い
う
訓
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
「
竅
、
空

也
、
从
穴
、
敫
聲
、
牽
料
切
」
（
『
説
文
解
字
』
）
、
「
竅
、
口
弔
反
、
孔

也
、
空
也
」
（
『
篆
隷
万
象
名
義
』
）
、
「
竅
、
㊀
あ
な
。
㊁
あ
な
を
あ
け

る
。
㊂
と
ほ
す
。
㊃
せ
ま
る
」
（
『
大
漢
和
辞
典
』
）
、
「
竅
、
❶
洞
、
孔

穴
。
❷
指
眼
耳
口
鼻
等
器
官
的
孔
。
❸
指
骰
子
上
的
凹
眼
。
❹
指
管
楽

器
上
的
按
孔
。
❺
挖
孔
、
鑿
洞
。
❻
疏
通
、
貫
通
。
❼
指
心
眼
児
。
比

喩
心
計
、
主
意
。
❽
比
喩
事
情
的
要
害
或
関
鍵
。
❾
翹
起
。
❿
用
同
〝

巧
〟
」（
『
漢
語
大
詞
典
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
竅
」
の
原
義
は
ア
ナ
で

あ
り
、
キ
ハ
ム
と
い
う
意
味
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
「
覈
」

の
字
は
、「
覈
、
實
也
、
考
事
、
襾
笮
邀
遮
其
辤
、
得
實
曰
覈
、
从
襾
、

敫
聲
、
下
革
切
」（
『
説
文
解
字
』）、「
覈
、
解
革
反
、
覆
𦒱
實
事
」（『
篆

隷
万
象
名
義
』
）「
覈
、
音
核
或
𩅢
、
ツ
ハ
ヒ
ラ
カ
、
タ
ヽ
ス
、
マ
コ
ト
、

シ
ル
シ
ス
」
（
『
名
義
抄
』
）
、
「
覈
、
㊀
し
ら
べ
る
。
た
し
か
め
る
。
お

ほ
は
れ
た
事
實
を
し
ら
べ
明
か
に
す
る
。
㊁
き
び
し
い
。
㊂
さ
ね
」（『
大

漢
和
辞
典
』）
な
ど
の
傍
線
部
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
「
覈
」
の
字

に
は
、
シ
ラ
ベ
ル
、
タ
ダ
ス
な
ど
の
意
味
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
討
二

覈
旧
辞
一

」
は
表
記
は
「
竅
」
で
は
な
く
「
覈
」
に
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。 

（
2
）
岡
田
正
之
『
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
学
』
（
養
徳
社
、
一
九
四
六
年
）。 

（
3
）
志
田
延
義
『
古
事
記
と
そ
の
周
辺
』（
至
文
堂
、
一
九
八
二
年
）
。 
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（
4
）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学 

上
』
第
三
篇
「
日
本
書
紀

の
述
作
」
第
三
章
「
出
典
考
」
（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）
、
毛
利
正
守

「
日
本
書
紀
に
お
け
る
漢
籍
の
利
用
と
引
用
」
（『
菅
野
雅
雄
博
士
喜
寿

記
念 
記
紀
・
風
土
記
論
究
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
）
。 

（
5
）
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
第
一
巻 

序
文
篇
）（
三
省
堂
、
一
九
七

三
年
）
、
瀬
間
正
之
「
記
序
は
何
故
「
進
五
経
正
義
表
」
に
依
拠
し
た

の
か
」
（
『
菅
野
雅
雄
博
士
喜
寿
記
念 

記
紀
・
風
土
記
論
究
』
お
う
ふ

う
、
二
〇
〇
九
年
）
。 

（
6
）
『
賀
茂
真
淵
全
集 

第
七
巻
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
四
年
）
。 

（
7
）『
賀
茂
真
淵
全
集 

第
二
十
三
巻
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
二

年
）
。 

（
8
）
神
田
秀
夫
「
太
ノ
安
万
侶
の
「
勲
五
等
」
に
つ
い
て
」（『
古
事
記
年
報
』

第
二
十
号
、
創
立
二
十
五
周
年
記
念
、
一
九
七
八
年
一
月
）
。 

（
9
）
藤
井
信
男
『
古
事
記
上
表
文
の
研
究
』（
明
世
堂
書
店
、
一
九
四
三
年
）
。 

（
10
）
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈 

第
一
巻 

序
文
篇
』（
三
省
堂
、
一
九
七

三
年
）
、
西
宮
一
民
「
「
古
事
記
僞
書
説
」
不
成
立
の
論
」（
『
上
代
文
学
』

第
四
十
六
号
、
一
九
八
一
年
四
月
）
、
寺
川
眞
知
夫
「
古
事
記
の
成
立

論
に
つ
い
て
―
偽
書
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
第
一
一
二

巻
第
十
一
号
、
特
集
古
事
記
研
究
の
現
在
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）
。 

（
11
）
西
條
勉
『
古
事
記
の
文
字
法
』
（
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
）。 

（
12
）
矢
嶋
泉
『
古
事
記
の
歴
史
意
識
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）。 

（
13
）
三
浦
佑
之
氏
は
、「
奈
良
市
の
郊
外
の
山
中
の
茶
畑
か
ら
安
万
侶
の
墓

誌
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
偽
書
説
は
消
滅
し
た
と
い
う
よ
う

な
発
言
は
、
論
理
的
に
成
り
立
た
な
い
（
略
）
。
安
万
侶
の
墓
誌
が
出

土
し
よ
う
と
し
ま
い
と
、
古
事
記
の
存
在
証
明
に
か
か
わ
る
疑
惑
に
、

ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
」
と
反
論
し
て
い
る
（
三
浦
佑
之
『
古
事
記
の

ひ
み
つ
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）。 
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第
二
章 

『
古
事
記
』
の
「
立
奉
」 

  
 
 

一
、
は
じ
め
に 

 

本
章
は
、『
古
事
記
』
に
見
え
る
「
立
奉
」
と
い
う
表
記
を
中
心
に
考
察
し
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
「
立
奉
」
は
、
『
古
事
記
』
の
本
文
を
見
る
と
次
の
三
例
が

確
認
で
き
る
。 

 

Ａ
爾
、
速
須
佐
之
男
命
、
詔
二

其
老
夫
一

、
是
、
汝
之
女
者
、
奉
二

於
吾
一

哉
。
答
白
、
恐
。
亦
、
不
レ

覚
二

御
名
一

。
爾
、
答
詔
、
吾
者
、
天
照
大

御
神
之
伊
呂
勢
者
也
。
【
自
レ

伊
下
三
字
以
レ

音
。
】
故
、
今
自
レ

天
降
坐

也
。
爾
、
足
名
椎
・
手
名
椎
神
白
、
然
坐
者
、
恐
。
立
奉
。 

（
上
巻 
八
俣
の
大
蛇
退
治
） 

Ｂ
故
爾
、
遣
二

天
鳥
船
神
一

、
徴
二

来
八
重
事
代
主
神
一

而
、
問
賜
之
時
、
語

二

其
父
大
神
一

言
、
恐
之
。
此
国
者
、
立
奉
天
神
之
御
子
、
即
蹈
二

傾
其

船
一

而
、
天
逆
手
矣
於
二

青
柴
垣
一

打
成
而
隠
也
。【
訓
レ

柴
云
二

布
斯
一

。
】   

    
     

       
    

    
 

（
上
巻 

建
御
雷
神
の
派
遣
） 

Ｃ
爾
、
大
山
津
見
神
、
因
レ

返
二

石
長
比
売
一

而
、
大
恥
、
白
送
言
、
我
之

女
二
並
立
奉
由
者
、
使
二

石
長
比
売
一

者
、
天
神
御
子
之
命
、
雖
二

雪
零

風
吹
一

、
恒
如
レ

石
而
、
常
堅
不
レ

動
坐
、
亦
、
使
二

木
花
之
佐
久
夜
比
売

一

者
、
如
二

木
花
之
栄
一

々
坐
宇
気
比
弖
、【
自
レ

宇
下
四
字
以
レ

音
。
】
貢

進
。
此
、
令
レ

返
二

石
長
比
売
一

而
、
独
留
二

木
花
之
佐
久
夜
毘
売
一

故
、

天
神
御
子
之
御
寿
者
、
木
花
之
阿
摩
比
能
微
【
此
五
字
以
レ

音
。
】
坐
。

故
是
以
、
至
二

于
今
一

、
天
皇
命
等
之
御
命
、
不
レ

長
也
。 

（
上
巻 

邇
々
芸
命
の
結
婚
） 

  

右
の
三
例
は
、
い
ず
れ
も
上
巻
に
見
え
る
用
例
で
あ
る
。
Ａ
は
上
巻
ス
サ
ノ

ヲ
の
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
の
話
で
あ
る
。
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
は
毎
年
や
っ
て

き
て
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
の
娘
た
ち
を
次
々
と
食
べ
て
し
ま
う
。
今
は

ち
ょ
う
ど
、
ヲ
ロ
チ
が
や
っ
て
こ
よ
う
と
い
う
時
で
あ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
は
「
是
、

汝
之
女
者
、
奉
二

於
吾
一

哉
」
と
聞
く
と
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
は
「
然
坐

者
、
恐
。
立
奉
」
と
答
え
た
。 

 

こ
の
会
話
文
に
つ
い
て
、『
新
編
全
集
』
で
調
べ
て
み
る
と
、「
是こ

の
、
汝

な
む
ち

が

女
む
す
め

は
、
吾あ

れ

に
奉ま

つ

ら
む
や
」、「
然し

か

坐い
ま

さ
ば
、
恐

か
し
こ

し
。
立た

て
奉ま

つ

ら
む
」
と
訓
み
下

し
、
現
代
語
訳
は
、「
こ
の
お
前
の
娘
は
私
に
献
上
す
る
か
」
、「
さ
よ
う
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
な
ら
ば
、
お
そ
れ
多
い
こ
と
で
す
。
娘
を
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
」

に
な
る
。「
立
奉
」
は
「
立た

て
奉ま

つ

る
」
と
訓
み
、
現
代
語
の
差
し
上
げ
る
と
い
う

意
味
に
な
る
。 

 

Ｂ
は
上
巻
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
国
譲
り
の
話
で
あ
る
。
天
の
使
者
タ
ケ
ミ
カ
ヅ

チ
は
最
初
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
対
し
国
を
譲
ら
な
い
か
と
迫
っ
た
が
、
オ
ホ
ク
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ニ
ヌ
シ
は
、
息
子
の
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
が
お
答
え
す
る
と
言
っ
た
。そ
う
す
る
と
、

タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
今
度
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
に
対
し
国
を
譲
ら
な
い
か
と
迫
る
。

コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
は
父
親
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
対
し
、「
恐
之
。
此
国
者
、
立
奉
天

神
之
御
子
」
と
言
っ
た
。『
新
編
全
集
』
は
、
こ
の
会
話
文
に
つ
い
て
、「
恐

か
し
こ

し
。

此こ

の
国
は
、
天あ

ま

つ
神か

み

の
御み

子こ

に
立た

て
奉ま

つ

ら
む
」
と
訓
み
下
し
、
現
代
語
訳
は
、

「
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
。
こ
の
国
は
、
天
つ
神
の
御
子
に
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
」

に
な
る
。
こ
こ
は
、
Ａ
と
同
じ
く
「
立
奉
」
は
「
立た

て
奉ま

つ

る
」
と
訓
み
、
意
味

を
差
し
上
げ
る
と
す
る
。 

 

Ｃ
は
上
巻
ニ
ニ
ギ
と
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
と
結
婚
す
る
場
面
で
あ
る
。

コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
の
父
親
オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
は
た
い
へ
ん
喜
ん
で
、
コ
ノ

ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
に
姉
の
イ
ハ
ナ
ガ
ヒ
メ
を
添
え
て
、
二
人
の
娘
を
同
時
に

ニ
ニ
ギ
と
結
婚
さ
せ
た
が
、
姉
の
方
が
醜
い
た
め
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

で
、
オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
は
、「
我
之
女
二
並
立
奉
由
者
、
云
々
」
と
二
人
の
娘
を
同

時
に
献
上
す
る
理
由
を
述
べ
る
。『
新
編
全
集
』
は
、
こ
の
一
文
を
「
我あ

が
女

む
す
め

二
ふ
た
り

並と
も

に
立た

て
奉ま

つ

り
し
由ゆ

ゑ

は
」
と
訓
み
下
し
、
現
代
語
訳
は
、「
わ
が
娘
を
二
人
と
も

差
し
上
げ
た
わ
け
は
」
に
な
る
。
こ
こ
も
、
Ａ
・
Ｂ
と
同
じ
く
「
立
奉
」
を
「
立た

て
奉ま

つ

る
」
と
訓
み
、
意
味
を
差
し
上
げ
る
と
す
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
『
古
事
記
』
に
見
え
る
三
例
の
「
立
奉
」
に
つ
い
て
、
『
新
編

全
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
最
近
の
注
釈
書
は
す
べ
て
「
立た

て
奉ま

つ

る
」
と
訓
み
、

「
差
し
上
げ
る
」
の
意
を
取
る
。
ほ
か
に
、
土
居
美
幸
氏
（

1
）

は
、「
「
立
奉
」

は
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
の
表
記
で
あ
ろ
う
。
古
事
記
に
「
立
奉
」
と
い
う
表
記
が

用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
古
事
記
の
「
奉
」
字
は
、「
タ
テ
マ
ツ
ル
」

で
は
な
く
、「
マ
ツ
ル
」
を
表
す
の
で
あ
る
と
い
う
、
古
事
記
の
用
法
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、「
奉
」
は
マ
ツ
ル
、
「
立
奉
」
は
タ
テ
マ
ツ
ル
と
論
じ

る
が
、
マ
ツ
ル
、
タ
テ
マ
ツ
ル
は
差
し
上
げ
る
、
献
上
す
る
と
い
う
意
味
で
用

い
ら
れ
る
場
合
、
何
の
違
い
が
あ
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

上
代
の
文
献
で
マ
ツ
ル
の
仮
名
書
き
の
用
例
を
確
認
す
る
と
、
「
美み

岐き

（
御

酒
）」
「
奴ぬ

佐さ

（
幣
）」
「
万
調

よ
ろ
づ
つ
き

」
な
ど
（

2
）

、
飲
食
や
祭
祀
と
い
っ
た
場
面
に
マ

ツ
ル
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
マ
ツ
ル
と
タ
テ
マ
ツ
ル
と
の
使
い
分
け
を
意

識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

な
お
、
同
じ
く
差
し
上
げ
る
の
意
で
用
い
ら
れ
る
文
字
列
は
、
ほ
か
に
「
貢

上
」（
９
例
）、
「
貢
進
」（
８
例
）、「
貢
献
」
（
２
例
）、「
奉
進
」（
２
例
）、
「
献

上
」（
１
例
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
い
ず
れ
も
『
古
事
記
』
成

立
以
前
の
漢
籍
ま
た
は
漢
訳
仏
典
に
見
ら
れ
、
し
か
も
、「
貢
」「
上
」「
進
」「
献
」

「
奉
」
と
い
っ
た
文
字
は
、
い
ず
れ
も
差
し
上
げ
る
と
い
う
共
通
の
意
を
有
し
、

「
貢
上
」「
奉
進
」
の
類
は
、
同
義
結
合
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
熟
語
と
見
て
よ
い
。 

『
新
編
全
集
』
は
「
奉
」
を
マ
ツ
ル
と
訓
ん
で
お
り
、「
貢
上
」「
奉
進
」
な
ど

を
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓
む
。
こ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
和
語
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マ
ツ
ル
、
タ
テ
マ
ツ
ル
の
訓
み
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
今
後
さ
ら
に
論
じ
て

い
き
た
い
思
う
。
本
章
は
、「
立
」
字
の
働
き
を
究
明
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
く

も
の
で
あ
る
。 

右
に
挙
げ
た
「
貢
上
」
「
奉
進
」
な
ど
の
熟
語
と
比
べ
る
と
、
「
立
奉
」
は
異

色
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、「
立
」
字
に
は
差
し
上
げ
る

の
意
を
有
せ
ず
（
後
で
詳
し
く
検
証
す
る
）
、
「
立
奉
」
は
同
義
結
合
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
熟
語
で
は
な
い
。
そ
れ
に
、『
古
事
記
』
成
立
以
前
の
漢
籍
や
漢
訳
仏

典
を
調
べ
て
み
て
も
、「
立
奉
」
と
い
う
文
字
列
は
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
文
字

は
熟
し
た
形
を
成
し
て
お
ら
ず
、
差
し
上
げ
る
の
意
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ま
た
、
ほ
か
の
日
本
上
代
文
献
に
は
「
立
奉
」
が
な
く
、
時
代
が
下
る
と

「
立
奉
」
の
文
字
列
は
見
ら
れ
る
が
、
差
し
上
げ
る
の
意
で
用
い
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
（

3
）

。 

 

ち
な
み
に
、
Ａ
と
似
た
よ
う
な
記
事
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。 

 

素
戔
嗚
尊
勅
曰
、
若
然
者
、
汝
当
二

以
レ

女
奉
一
レ

吾
耶
。
対
曰
、
随
レ

勅
奉

矣
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
一 

神
代
上
第
八
段
） 

 

『
日
本
書
紀
』
を
読
む
と
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
「
お
前
は
娘
を
私
に
差
し
上
げ
る（
奉
）

か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
ア
シ
ナ
ヅ
チ
は
「
仰
せ
の
と
お
り
差
し
上
げ
る（
奉
）」

と
い
う
会
話
に
な
り
、
両
方
と
も
「
奉
」
の
一
字
の
み
が
用
い
ら
れ
る
。 

 

そ
う
す
る
と
、
『
古
事
記
』
Ａ
の
文
脈
に
あ
る
「
奉
」「
立
奉
」
は
い
ず
れ
も

差
し
上
げ
る
の
意
で
あ
れ
ば
、『
日
本
書
紀
』
の
よ
う
に
表
記
を
「
奉
」
に
統
一

さ
せ
、
つ
ま
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
「
是
、
汝
之
女
者
、
奉、
二

於
吾
一

哉
」
に
対
し
、

ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
は
「
然
坐
者
、
恐
。
立
奉
、
、
」
で
は
な
く
「
然
坐
者
、

恐
。
奉、
」
と
答
え
た
と
書
い
て
も
意
味
が
通
じ
る
の
に
、
な
ぜ
、『
古
事
記
』
の

筆
録
者
は
「
奉
」
の
上
に
「
立
」
を
書
き
添
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
奉
」
と
「
立

奉
」
と
の
相
違
を
探
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

  
 
 

二
、「
奉
」
の
意
味
と
用
法 

 

『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
奉
」
の
用
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、
「
奉
物
」
と
い
う

名
詞
を
除
け
ば
、「
奉
」
は
す
べ
て
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
動
詞
と
し
て
の

「
奉
」
は
、
次
の
よ
う
な
三
種
類
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

❶
「
奉
」
一
字
の
み
の
用
例 

①
是
、
汝
之
女
者
、
奉
二

於
吾
一

哉
。     

（
上
巻 

八
俣
の
大
蛇
退
治
） 

②
其
鼠
、
咋
二

持
其
鳴
鏑
一

出
来
而
、
奉
也
。
（
上
巻 

根
の
堅
州
国
訪
問
） 

③
持
二

其
矢
一

以
奉
之
時
、
率
二

入
家
一

而
、
喚
二

入
八
田
間
大
室
一

而
、 

（
上
巻 

根
の
堅
州
国
訪
問
） 
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④
其
人
乞
レ

水
故
、
奉
レ

水
者
、
不
レ

飲
レ

水
、
唾
二

入
此
璵
一

。 

（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 

⑤
取
出
而
清
洗
、
奉
二

火
遠
理
命
一

之
時
、
其
綿
津
見
大
神
誨
曰
之
、 

（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 

⑥
於
二

坂
之
御
尾
神
及
河
瀬
神
一

、
悉
無
二

遺
忘
一

、
以
奉
二

幣
帛
一

也
。 

（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

⑦
於
二

天
神
・
地
祇
、
亦
、
山
神
及
河
・
海
之
諸
神
一

、
悉
奉
二

幣
帛
一

、 

（
中
巻 

仲
哀
天
皇
条
） 

 

❶
の
用
例
を
見
る
と
、
①
「
吾
に
娘
を
差
し
上
げ
る
」、
②
「
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ

に
鳴
鏑
を
差
し
上
げ
る
」
、
③
「
ス
サ
ノ
ヲ
に
矢
を
差
し
上
げ
る
」
の
よ
う
に
、

「
奉
」
は
す
べ
て
「
誰
か
に
何
か
を
差
し
上
げ
る
」
と
理
解
し
て
よ
い
。 

  

❷
「
奉
＋
α
（
動
詞
）
」
の
用
例 

①
速
須
佐
之
男
命
、
立
二

伺
其
態
一

、
為
穢
汚
而
奉
進
、
乃
殺
二

其
大
宜
津

比
売
神
一

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
巻 

須
佐
之
男
命
の
追
放
） 

②
副
二

其
姉
石
長
比
売
一

、
令
レ

持
二

百
取
机
代
之
物
一

、
奉
出
。 

（
上
巻 

邇
々
芸
命
の
結
婚
） 

③
令
レ

作
二

横
刀
壱
仟
口
一

。
是
奉
二

納
石
上
神
宮
一

、 

（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
） 

④
若
レ

疑
有
二

如
此
大
命
一

。
故
、
不
レ

出
レ

外
以
置
也
。
是
、
恐
。
随
二

大

命
一

奉
進
。   

     
    

 
       

    
  

（
下
巻 

安
康
天
皇
条
） 

 

❷
の
用
例
を
見
る
と
、
①
④
の
「
奉
進
」（

4
）

に
つ
い
て
、「
奉
」
と
「
進
」

は
い
ず
れ
も
差
し
上
げ
る
の
意
を
有
す
る
た
め
、
同
義
結
合
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

②
「
奉
出
」
は
「
奉
＋
出
（
イ
ダ
ス
）」
、
③
「
奉
納
」
は
「
奉
＋
納
（
イ
レ
ル
）」

で
、
二
つ
の
動
詞
が
並
ぶ
形
と
な
る
が
、「
奉
」
は
い
ず
れ
も
差
し
上
げ
る
の
意

と
考
え
て
よ
い
。 

  

❸
「
α
（
動
詞
）
＋
奉
」
の
用
例
（「
立
奉
」
を
除
く
） 

①
示
奉
…
天
児
屋
命
・
布
刀
玉
命
、
指
二

出
其
鏡
一

、
示
二

奉
天
照
大
御
神
一

之
時
、 

    
     

     
  

      

（
上
巻 

天
の
石
屋
）
…
計
１
例 

②
治
奉
…
大
国
主
神
曰
、
然
者
、
治
奉
之
状
、
奈
何
、 

（
上
巻 

大
国
主
神
の
国
作
り
）
…
計
１
例 

③
伊
都
岐
奉
…
答
言
、
吾
者
、
伊
二

都
岐
奉
于
倭
之
青
垣
東
山
上
一

。 

（
上
巻 

大
国
主
神
の
国
作
り
）
…
計
２
例 

④
仕
奉
…
答
白
、
恐
之
。
仕
奉
。
然
、
於
二

此
道
一

者
、
僕
子
、
建
御
雷
神

可
レ

遣
、   

    
     

  

（
上
巻 

建
御
雷
神
の
派
遣
）
…
計
２
６
例 

⑤
送
奉
…
専
所
二

顕
申
一

之
汝
、
送
奉
。 

（
上
巻 

猿
女
の
君
）
…
計
５
例 

⑥
定
奉
…
定
二

奉
天
神
・
地
祇
之
社
一

。（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
）
…
計
１
例 



36 

 

⑦
日
足
奉
…
命
詔
、
何
為
日
足
奉
。 

（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
）
…
計
３
例 

⑧
易
奉
…
言
禱
白
之
、
恐
。
随
レ

命
易
奉
。 

（
中
巻 

仲
哀
天
皇
条
）
…
計
１
例 

⑨
授
奉
…
故
、
品
太
天
皇
五
世
之
孫
、
袁
本
杼
命
、
自
二

近
淡
海
国
一

令
二

上
坐
一

而
、
合
二

於
手
白
髪
命
一

、
授
二

奉
天
下
也
一

。 

（
下
巻 

武
烈
天
皇
条
）
…
計
１
例 

 

❸
の
用
例
を
見
る
と
、
❶
❷
と
違
っ
て
「
奉
」
は
差
し
上
げ
る
の
意
味
が
な

く
な
り
、「
示
」
や
「
治
」
と
い
っ
た
他
動
詞
の
あ
と
に
接
続
し
て
補
助
動
詞
と

な
る
。「
α
＋
奉
」
は
、
現
代
日
本
語
で
言
う
と
お
α
す
る
。
た
と
え
ば
、「
示

＋
奉
」
は
、
お
示
し
す
る
、「
治
＋
奉
」
は
、
お
治
め
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

右
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
奉
」
の
用
例
を
確
認
し
て
き
た
。
繰

り
返
し
に
な
る
が
、
❶
「
奉
」
一
字
の
み
で
使
用
さ
れ
る
場
合
と
❷
「
奉
＋
α

（
動
詞
）
」
の
形
で
使
用
さ
れ
る
場
合
と
は
、
「
奉
」
は
差
し
上
げ
る
を
意
味
す

る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
❸
「
α
（
動
詞
）
＋
奉
」
の
形
で
使
用
さ
れ

る
場
合
、「
奉
」
は
他
動
詞
の
あ
と
に
接
続
し
て
補
助
動
詞
と
な
り
、
差
し
上
げ

る
の
意
を
持
た
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
❶
❷
の
用
例
の
如
く
、「
奉
」
は
差
し

上
げ
る
の
意
で
使
用
さ
れ
る
用
例
は
少
な
く
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
タ
テ
マ
ツ
ル

と
い
う
和
語
を
「
奉
」
の
一
字
だ
け
で
表
記
す
れ
ば
済
む
と
こ
ろ
、「
立
」
を
添

え
る
必
要
が
あ
る
の
か
。 

『
集
成
』
の
Ｃ
の
頭
注
に
は
、
「
こ
の
「
立
て
」
は
、
差
し
出
す
の
意
。「
奉
」

一
字
で
も
「
た
て
ま
つ
る
」
と
訓
む
が
、
そ
れ
を
二
字
の
「
立
奉
」
で
表
し
た

も
の
」
と
書
い
て
あ
る
が
、「
立
」
は
、
差
し
出
す
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
は
ほ

か
に
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、「
立
奉
」
は
従
来
ど
の
よ
う
に
訓
ま
れ
て
き
た
か

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

  
 
 

三
、「
立
」
の
意
味
と
用
法 

 

『
古
事
記
』
の
写
本
と
版
本
で
「
立
奉
」
を
調
べ
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
表
に

な
る
（

5
）

。 

延
佳
本 

寛
永
版
本 

猪
熊
本 

曼
殊
院
本 

前
田
本 

兼
永
筆
本 

 

立

タ
チ
ド
コ
ロ
ニ

―

奉

 

ラ
ン 

立

 

ニ

奉

 

ラ
ム 

立

 

ニ

奉

 

ラ
ム 

立

 

ニ

奉

 

ラ
ム 

立

 

ニ

奉

 

ラ
ム 

立

 

ニ

奉

 

ラ
ム 

Ａ
ス
サ
ノ
ヲ 

立

―

タ
チ
ド
コ
ロ
ニ

奉

 

リ
玉
ヘ 

立
―

 

タ

テ

奉
マ
ツ
リ 

立
―

 

タ

テ

奉
マ
ツ
リ 

立
―

 

タ

テ

奉
マ
ツ
リ 

立
―

 

タ

テ

奉
マ
ツ
リ 

立
―

 

タ

テ

奉
マ
ツ
リ 

Ｂ
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ 

女
ム
ス
メ

二
―

フ
タ
リ

竝
―

 

ベ

立

 

テ
ヽ

奉

 

ル
レ

由ヨ
シ 

女
ム
ス
メ

二
―

並

フ
タ
ハ
シ
ラ

立
タ
チ
テ

奉
タ
テ
マ
ツ
ル

レ

由ヨ
セ 

女
ム
ス
メ

二
―

並

フ
タ
ハ
シ
ラ

立
タ
チ
テ

奉
タ
テ
マ
ツ
ル

レ

由ヨ
セ 

女
ム
ス
メ

二
―

並

フ
タ
ハ
シ
ラ

立
タ
チ
テ

奉
タ
テ
マ
ツ
ル

レ

由ヨ
セ 

女
ム
ス
メ

二
並

フ
タ
ハ
シ
ラ

立
―

タ
チ
テ

奉
タ
テ
マ
ツ
ル

レ

由ヨ
セ 

女
ム
ス
メ

二
―

並

フ
タ
ハ
シ
ラ

立
タ
チ
テ

奉
タ
テ
マ
ツ
ル

レ

由ヨ
セ 

Ｃ
オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ 
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Ａ
ス
サ
ノ
ヲ
の
「
立
奉
」
に
つ
い
て
、
延
佳
本
「

立

タ
チ
ド
コ
ロ
ニ

―

奉

 

ラ
ン

」
と
あ
る
よ

う
に
、「
立
奉
」
を
一
つ
の
単
語
と
せ
ず
、
副
詞
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
（
立
）
＋
動
詞

タ
テ
マ
ツ
ル
（
奉
）
に
な
る
。
延
佳
本
以
前
の
写
本
は
「
立

 

ニ

奉

 

ラ
ム

」
と
あ
る
が
、

延
佳
本
の
訓
と
一
致
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

Ｂ
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
「
立
奉
」
に
つ
い
て
、
延
佳
本
の
み
は
「

立

―

タ
チ
ド
コ
ロ
ニ

奉

 

リ
玉
ヘ

」

と
書
い
て
あ
り
、
Ａ
「
立
奉
」
の
「
立
」
と
同
じ
く
副
詞
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
と
訓

む
。 Ｃ

「
我
之
女
二
並
立
奉
由
者
」
に
関
し
て
は
や
や
複
雑
に
な
る
が
、
兼
永
筆

本
、
前
田
本
、
曼
殊
院
本
、
猪
熊
本
、
寛
永
版
本
は
「
二
並
」
の
横
に
「
フ
タ

ハ
シ
ラ
」
と
、「
立
奉
」
の
横
に
「
タ
チ
テ
タ
テ
マ
ツ
ル
」
と
書
い
て
あ
る
の
に

対
し
、
延
佳
本
は
「
二
―

フ
タ
リ

竝
―

 

ベ

立

 

テ
ヽ

奉

 

ル

」
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
て
み
る
と
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
「
立
奉
」
と
い
う
文
字
列
に
対
し
、
写

本
・
版
本
に
お
い
て
は
訓
が
様
々
で
一
定
し
な
い
が
、
注
目
し
た
い
の
は
、
タ

チ
ド
コ
ロ
ニ
（
立
）
と
い
う
訓
で
あ
る
。 

か
つ
て
、
西
宮
一
民
氏
は
『
古
事
記
』（
初
版
）
に
お
い
て
、
Ａ
の
頭
注
に
「
延

（
延
佳
本
を
指
す
、
筆
者
注
）
の
訓
が
よ
い
。
卜
系
諸
本
も
「
立
ニ
」
と
送
仮

名
し
て
い
る
」
、
Ｂ
の
頭
注
に
「
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
と
よ
む
の
は
延
の
み
で
あ
る

が
、
こ
の
訓
が
正
し
い
」
、
Ｃ
の
頭
注
に
「
「
立
奉
」
で
な
く
「
並
立
」
と
し
て

よ
む
べ
き
も
の
」
と
書
い
て
あ
る
。
西
宮
氏
は
Ａ
・
Ｂ
に
つ
い
て
卜
系
諸
本
及

び
延
佳
本
の
訓
を
参
考
に
、
「

立

タ
チ
ど
こ
ろ
ニ

奉

タ
テ
マ
ツ
ラ
ム

」
と
訓
む
と
い
う
立
場
で
あ
っ

た
（

6
）

。 

一
方
、『
類
聚
名
義
抄
』「
立
」
の
項
目
に
「
ワ
タ
ル
、
タ
ツ
、
タ
チ
ト
コ
ロ
、

サ
タ
ム
」
の
訓
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
「
タ
チ
ト
コ
ロ
」
が
確
認
で
き

る
。
さ
ら
に
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
立
」
が
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
の
訓
で
使
用

さ
れ
る
例
が
確
認
で
き
る
。 

 

①
故
素
戔
嗚
尊
立
化
二

奇
稲
田
姫
一

為
二

湯
津
爪
櫛
一

、
而
挿
二

於
御
髻
一

。 

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
一 

神
代
上
第
八
段
） 

②
其
矢
落
下
、
則
中
二

天
稚
彦
之
胸
上
一

。
于
レ

時
天
稚
彦
新
嘗
休
臥
之
時

也
。
中
レ

矢
立
死
。   

   

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二 

神
代
下
第
九
段
） 

③
即
其
矢
落
下
、
中
二

于
天
稚
彦
之
高
胸
一

、
因
以
立
死
。 

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
二 

神
代
下
第
九
段
一
書
第
一
） 

 

『
日
本
書
紀
』
乾
元
本
を
見
る
と
、
①
「
立
」
字
の
右
側
に
「
タ
チ
ナ
カ
ラ
」、

左
側
に
「
タ
チ
ト
コ
ロ
ニ
」
と
あ
り
、
②
「
立
」
字
の
横
に
「
タ
チ
所
ニ
」
、
③

「
立
」
字
の
横
に
「
ト
コ
ロ
」
と
あ
る
。
一
方
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

日

本
書
紀
』
で
は
、
①
②
③
の
「
立
」
を
す
べ
て
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
と
訓
む
。 

①
の
傍
線
部
は
、す
ぐ
さ
ま
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
を
湯
津
爪
櫛
に
化
身
さ
せ
た
、

と
い
う
意
味
で
、「
立
」
は
現
代
日
本
語
で
言
う
す
ぐ
さ
ま
の
意
。
②
③
は
ア
メ
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ワ
カ
ヒ
コ
の
話
で
、
い
ず
れ
も
矢
が
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
の
胸
に
中
り
、
た
ち
ま
ち

死
ん
で
し
ま
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
、「
立
」
は
現
代
日
本
語
で
言
う
た
ち
ま
ち

の
意
で
あ
る
。 

 

ま
た
、『
古
事
記
』
成
立
以
前
の
漢
籍
に
も
、
す
ぐ
さ
ま
、
た
ち
ま
ち
の
意
で

使
用
さ
れ
る
「
立
」
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。
時
代
が
下
る
が
、『
康
煕
字
典
』

「
立
」
の
項
目
に
「
速
意
也 

史
記
平
原
君
伝 

錐
之
処
囊
中
其
末
立
見
」、『
大

漢
和
辞
典
』
「
立
」
の
項
目
に
「
た
ち
ど
こ
ろ
に
。
直
ち
に
。
〔
史
記
、
平
原
君

伝
〕
譬
若
三

錐
之
処
二

囊
中
一

、
其
末
立
見
。
〔
史
記
、
刺
客
、
荊
軻
伝
〕
剣
堅
、

故
不
レ

可
二

立
抜
一

。
」
と
あ
り
、
ほ
か
に
『
漢
語
大
詞
典
』「
立
」
の
項
目
に
も

「
立
刻
（
す
ぐ
に
、
た
だ
ち
に
、
筆
者
注
）
」
の
語
釈
が
見
ら
れ
る
。
右
に
挙
げ

た
用
例
を
含
め
て
、
漢
籍
の
用
例
を
い
く
つ
か
載
せ
て
お
く
。 

 

①
大
王
遣
二

一
介
之
使
一

至
レ

趙
、
趙
立
奉
レ

璧
来
。 

（
『
史
記
』
巻
八
十
一 

廉
頗
藺
相
如
列
伝
第
二
十
一
） 

②
夫
賢
士
之
処
レ

世
也
、
譬
若
三

錐
之
処
二

囊
中
一

、
其
末
立
見
。 

（
『
史
記
』
巻
七
十
六 

平
原
君
虞
卿
列
伝
第
十
六
） 

③
時
惶
急
、
剣
堅
、
故
不
レ

可
二

立
拔
一

。 

（
『
史
記
』
巻
八
十
六 

刺
客
列
伝
第
二
十
六
） 

④
衡
乃
従
求
二

筆
札
一

、
須
臾
立
成
、
辞
義
可
レ

観
。 

（
『
後
漢
書
』
巻
八
十
下 

文
苑
列
伝
第
七
十
下
） 

⑤
時
鄴
銅
爵
台
新
成
、
太
祖
悉
将
二

諸
子
一

登
レ

台
、
使
二

各
為
一
レ

賦
。
植

援
レ

筆
立
成
、
可
レ

観
、
太
祖
甚
異
レ

之
。 

（『
三
国
志
』
巻
十
九 

魏
書
十
九 

任
城
陳
蕭
王
伝
第
十
九
） 

 

用
例
①
は
『
史
記
』
よ
り
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
文
に
『
古
事

記
』
と
同
じ
文
字
列
「
立
奉
」
が
見
え
る
。
①
は
、「
完
璧
」
と
い
う
言
葉
の

語
源
に
あ
た
る
内
容
で
あ
り
、
趙
の
使
者
は
秦
の
王
に
対
し
、「
王
が
一
人
の

使
者
を
趙
に
遣
わ
せ
ば
、
趙
は
す
ぐ
さ
ま
璧
を
持
っ
て
ま
い
ろ
う
」
と
言
っ
て

い
る
。
傍
線
部
の
「
立
奉
レ

璧
来
」
の
「
立
奉
」
は
副
詞
「
立
」
＋
動
詞
「
来
」

で
、「
立
」
は
す
ぐ
さ
ま
の
意
。
用
例
②
③
は
同
じ
く
『
史
記
』
よ
り
引
用
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
②
は
優
秀
な
人
物
を
錐
に
譬
え
て
、
錐
が
袋
の
中
に
入
っ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
先
端
は
す
ぐ
に
外
に
現
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
、「
立
見
」
は
副
詞
「
立
」
＋
動
詞
「
見
」
で
、「
立
」
は
す
ぐ
さ
ま
の
意
。

③
は
秦
の
始
皇
帝
が
暗
殺
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
始
皇
帝
が
う
ろ
た
え
て
い
る

う
え
に
、
剣
の
鞘
が
固
く
す
ぐ
に
は
抜
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
立
抜
」
は

副
詞
「
立
」
＋
動
詞
「
抜
」
で
、「
立
」
は
す
ぐ
さ
ま
の
意
。
④
⑤
は
い
ず
れ

も
「
立
成
」
と
い
う
文
字
列
で
あ
る
が
、
④
は
『
後
漢
書
』
よ
り
引
用
し
た
一

節
で
、
禰
衡
と
い
う
人
が
文
章
を
書
こ
う
と
思
い
、
筆
と
紙
を
求
め
る
と
、
た

ち
ま
ち
に
し
て
完
成
さ
せ
、
文
章
と
内
容
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
、
⑤

は
『
三
国
志
』
の
一
節
で
、
銅
爵
台
が
新
し
く
完
成
し
、
曹
操
は
子
供
た
ち
全
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部
を
つ
れ
て
台
に
登
り
、
そ
れ
ぞ
れ
賦
を
作
ら
せ
る
場
面
。
曹
植
は
筆
を
と
る

と
た
ち
ま
ち
作
り
あ
げ
た
が
、
り
っ
ぱ
な
も
の
だ
っ
た
、「
立
成
」
は
副
詞
「
立
」

＋
動
詞
「
見
」
で
、
「
立
」
は
た
ち
ま
ち
の
意
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、「
立
」
字
は
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
の
訓

で
用
い
ら
れ
る
例
が
確
認
で
き
、
ま
た
、
漢
籍
に
お
い
て
、
「
立
」
字
は
す
ぐ

さ
ま
、
た
ち
ま
ち
の
意
味
で
の
用
例
も
少
な
く
な
い
。 

こ
の
理
屈
で
『
古
事
記
』
の
「
立
奉
」
と
い
う
文
字
列
を
考
え
る
と
、
Ａ
ア

シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
の
「
立
奉
」
は
、
す
ぐ
さ
ま

、
、
、
、
（
娘
を
）
差
し
上
げ
る
、

Ｂ
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
「
此
国
者
、
立
奉
天
神
之
御
子
」
は
、
こ
の
国
を
す
ぐ
さ

、
、
、

ま、
天
つ
神
の
御
子
に
差
し
上
げ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

一
方
、
Ｃ
の
「
我
之
女
二
並
立
奉
由
者
」
の
「
立
」
は
、
Ａ
・
Ｂ
と
異
な
る
。

オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
が
二
人
の
娘
を
す
ぐ
さ
ま

、
、
、
、
ニ
ニ
ギ
に
差
し
上
げ
た
と
い
う
文
脈

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｃ
の
「
立
」
を
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
と
訓

む
こ
と
が
で
き
な
い
。
延
佳
本
の
「
二
―

フ
タ
リ

竝
―

 

ベ

立

 

テ
ヽ

奉

 

ル

」
の
よ
う
に
、「
並
立
」
を

一
つ
の
単
語
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。「
並
立
」
は
日
本
の
上
代
文
献
に
お
い
て

ほ
か
に
例
が
見
ら
れ
な
い
が
、
漢
籍
に
用
例
が
数
多
く
確
認
で
き
る
。 

 

①
並
二

立
三
帝
一

、
燕
、
趙
之
所
レ

願
也
。 

（
『
史
記
』
巻
六
十
九 

蘇
秦
列
伝
第
九
） 

②
漢
家
承
二

秦
之
制
一

、
並
二

立
郡
県
一

。 

（『
漢
書
』
巻
一
百
上 

叙
伝
第
七
十
上
） 

③
然
処
レ

事
能
断
、
威
恩
並
立
。 

（『
三
国
志
』
巻
四
十
三 

黄
李
呂
馬
王
張
伝
第
十
三
） 

 

④
漢
書
文
帝
賜
尉
他
書
云
、
両
帝
並
立
。 

（『
文
選
』
巻
第
六 

魏
都
賦
） 

⑤
兼
二

親
疏
一

而
両
用
、
参
二

同
異
一

而
並
立
。 

（『
芸
文
類
聚
』
巻
第
十
一 

総
載
帝
王
） 

 

傍
線
部
を
見
る
と
、
①
は
、
三
人
の
帝
を
同
時
に
存
立
さ
せ
る
、
②
は
、
郡
・

県
を
同
時
に
設
立
す
る
、
①
②
の
「
並
立
」
は
、
二
つ
以
上
の
物
事
を
同
時
に

成
り
立
た
せ
る
（
ナ
ラ
ベ
タ
テ
ル
、
他
動
詞
）
の
意
。
一
方
、
③
は
、
威
光
と

恩
恵
と
を
と
も
に
具
え
る
、
④
は
二
人
の
帝
が
同
時
に
存
在
す
る
、
⑤
は
、
同

じ
意
見
を
持
つ
人
で
あ
ろ
う
と
も
異
な
る
意
見
を
持
つ
人
で
あ
ろ
う
と
も
同
時

に
成
り
立
つ
、
③
④
⑤
の
「
並
立
」
は
、
二
つ
以
上
の
物
事
が
同
時
に
成
り
立

つ
（
ナ
ラ
ビ
タ
ツ
、
自
動
詞
）
の
意
。 

 

で
は
、
『
古
事
記
』
の
用
例
Ｃ
に
あ
る
「
並
立
」
と
は
何
か
。『
古
事
記
』
上

巻
の
ス
セ
リ
ビ
メ
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
妻
）
や
、
下
巻
の
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
（
仁
徳

天
皇
の
后
）の
物
語
を
読
む
と
分
か
る
よ
う
に
、一
夫
多
妻
の
古
代
に
お
い
て
、

女
性
の
間
に
嫉
妬
心
が
芽
生
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
は
「
並
立
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
の
は
、
二
人
の
娘
が
同
時
に
存
立
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
父
親
と
し
て
の
心
情
が
窺
え
る
と
言
え
よ
う
。 
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四
、
本
居
宣
長
の
影
響 

  

こ
こ
ま
で
、
「
立
奉
」
の
訓
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
き
た
。
「
立
奉
」
は
一
つ

の
単
語
で
は
な
く
、
副
詞
「
立
」
＋
動
詞
「
奉
」
で
で
き
た
文
字
列
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。
し
か
る
に
、
先
行
説
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
経
緯
で
「
立
奉
」

の
文
字
列
を
す
べ
て
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓
む
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。 

 

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
古
写
本
・
版
本
に
お
い
て
「
立
奉
」
と
い
う
文
字
列

へ
の
解
読
は
さ
ま
ざ
ま
で
訓
は
一
定
し
な
い
。
Ａ
の
「
立
奉
」
は
「
立
」
を
タ

チ
ド
コ
ロ
ニ
、「
奉
」
を
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓
み
、
Ｂ
は
延
佳
本
を
除
い
て
「
立
奉
」

を
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓
み
、
Ｃ
は
延
佳
本
を
除
い
て
「
立
奉
」
を
タ
テ
テ
タ
テ
マ

ツ
ル
と
訓
む
。
つ
ま
り
、
「
立
奉
」
を
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓
む
の
は
、
兼
永
筆
本
、

前
田
本
、
曼
殊
院
本
、
猪
熊
本
、
寛
永
版
本
の
Ｂ
だ
け
で
あ
る
。 

 

周
知
の
如
く
、『
古
事
記
』
を
本
格
的
に
研
究
し
よ
う
と
し
た
の
は
江
戸
時
代

の
国
学
者
本
居
宣
長
で
あ
る
。
宣
長
は
、
寛
永
版
本
、
延
佳
本
、
村
井
敬
義
本
、

真
福
寺
本
等
を
校
合
し
（

7
）

、
三
十
五
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
『
古
事
記
伝
』

を
完
成
さ
せ
た
。 

 

宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
「
諸
本
又
注
釋
の
事
」
に
、
ま
ず
寛
永
版
本

に
つ
い
て
「
字モ

ジ

の
脱オ

チ

た
る
誤
れ
る
な
ど
い
と
多
く
、
又
訓
も
誤
れ
る
字
の
ま
ゝ

に
附ツ

ケ

た
る
所
は
、
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
さ
ら
ぬ
所
も
、
凡
て
い
と
わ
ろ
し
」
、
ま

た
延
佳
本
に
つ
い
て
「
此

 

ノ

人
す
べ
て
古
語
を
し
ら
ず
、
た
ゞ
事
の

趣
オ
モ
ム
キ

を
の
み
、

一
わ
た
り
思
ひ
て
、
訓

 

メ

れ
ば
、
其
訓
は
、
言
も
意
も
、
い
た
く
古
に
た
が
ひ
て
、

後
世

ノ

な
る
と
漢カ

ラ

な
る
と
の
み
な
り
。
さ
ら
に
用
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
」
と
、
寛
永

版
本
と
延
佳
本
の
訓
は
使
え
な
い
も
の
だ
と
酷
評
し
て
い
る
。
で
は
、
宣
長
は

「
立
奉
」
を
ど
う
訓
む
べ
き
か
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

奉
は
、
字
の
ま
ゝ
に
多タ

弖テ

麻マ

都ツ

良ラ

牟ム

夜ヤ

と
訓
べ
し
、（
略
） 

立
奉
は
多タ

弖テ

麻マ

都ツ

良ラ

牟ム

と
訓
べ
し
、
如
此

カ

ク

書
る
例
は
、右
に
引
る
事
代
主

 

ノ

神

の
言
、
又
木コ

ノ

花ハ
ナ

之ノ

佐サ

久ク

夜ヤ

毘ビ

賣メ
ノ

段
に
も
あ
り
、
立

 

ノ

字
を
添

 

ヘ

た
る
故
は
、
ま

づ
多
都

タ

ツ

と
ば
か
り
も
、
物
を
献
る
こ
と
、
麻
都
流

マ

ツ

ル

と
ば
か
り
も
献
る
こ
と

に
て
、
多
弖
麻
都
流

タ

テ

マ

ツ

ル

と
云
は
、
本
其

 

ノ

二

 

ツ

を
重
ね
た
る
言
な
り
、（
略
）
さ
て

奉

 

ノ

字
は
、
多
弖
麻
都
流
と
も
訓

 

メ

ど
も
、
又
常
に
麻
都
流

マ

ツ

ル

と
ば
か
り
に
も
用

る
故
に
、
か
く
立

 

ノ

字
を
添

 

ヘ

て
も
書
る
な
り
、
さ
て
獻
る
を
立
と
ば
か
り
云

る
は
、
大
神
宮
儀
式
帳
【
六
月
十
七
日
夜

ノ

御ミ

食ケ

直ナ
ホ

會
ラ
ヒ
ノ

歌
に
、
】
佐
古
久
志
侶

サ

コ

ク

シ

ロ

伊イ

須ス

々ズ

乃ノ

宮ミ
ヤ

仁ニ

御ミ

氣ケ

立タ
ツ

止ト

云
々
、【
御
食

ミ

ケ

奉
る
と
て
な
り
、
】
こ
れ
な
り
、 

（『
古
事
記
伝
』
九
之
巻
） 

 

右
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
の
話
に
つ
い
て
の
注
釈
よ
り
引

用
し
た
も
の
で
あ
る
。
宣
長
は
、「
奉
」
と
「
立
奉
」
と
は
い
ず
れ
も
タ
テ
マ
ツ

ル
と
訓
む
べ
き
も
の
と
主
張
し
、
そ
し
て
、
Ａ
ア
シ
ナ
ヅ
チ
・
テ
ナ
ヅ
チ
の
「
立
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奉
」
と
同
じ
例
と
し
て
、
Ｂ
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
「
立
奉
」
及
び
Ｃ
オ
ホ
ヤ
マ
ツ

ミ
の
「
立
奉
」
が
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
「
立
」
「
奉
」
は
両
方
と
も
差

し
上
げ
る
の
意
を
持
ち
、「
立
奉
」
は
い
わ
ゆ
る
同
義
結
合
に
よ
っ
て
で
き
た
こ

と
ば
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
麻
都
流

マ

ツ

ル

と
ば
か
り
に
も
用
る
」
と
い
う
の
は
、

お
そ
ら
く
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
「
α
（
動
詞
）
＋
奉
」
（
示

奉

し
め
し
ま
つ
る

な
ど
）
の

類
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
立
」
字
を
タ
テ
マ
ツ
ル
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
と

し
て
、『
大
神
宮
儀
式
帳
』
の
歌
を
挙
げ
て
い
る
（

8
）

が
、
こ
の
本
は
『
古
事
記
』

よ
り
九
十
二
年
後
の
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
年
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

タ
ツ
を
『
万
葉
集
』『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
上
代
文
献
で
調
べ
る
と
、
差
し
上
げ

る
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
ほ
か
に
タ
ツ
が
タ
テ
マ
ツ
ル
の

意
で
用
い
ら
れ
る
例
は
、
鎌
倉
初
期
の
『
千
五
百
番
歌
合
』
春
一
に
「
九
重
に

今
日
立
て
初
む
る
氷
こ
そ
風
に
も
解
け
ぬ
例
な
り
け
れ
」
が
見
ら
れ
る
程
度
で
、

用
例
が
少
な
い
。 

 

ま
た
、
Ｂ
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
「
立
奉
」
に
つ
い
て
、
宣
長
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。 

 

立
奉
は
、
多
氐
麻
都
理
多
麻
閇

タ

テ

マ

ツ

リ

タ

マ

ヘ

と
訓
べ
し
、（
略
）〔
師
の
多タ

知チ

杼ド

許コ

呂ロ

爾ニ

多タ

弖テ

麻マ

都ツ

理リ

多タ

麻マ

閇ヘ

と
訓
れ
つ
る
は
、
前
後
の
例
な
ど
を
も
、
よ
く
も
考
へ

ら
れ
ざ
り
し
な
り
、
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

（
『
古
事
記
伝
』
十
四
之
巻
） 

 

Ｂ
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
場
合
、
師
匠
の
賀
茂
真
淵
は
『
仮
名
書
古
事
記
』（

9
）

に
お
い
て
、
Ｂ
の
「
立
奉
」
を
「
た
ち
ど
こ
ろ
に
た
て
ま
つ
り
給
へ
」
と
訓
む

が
、
宣
長
は
こ
の
訓
み
を
否
定
し
、
Ａ
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
「
立
奉
」
を
タ

テ
マ
ツ
ル
と
訓
む
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。 

Ｃ
オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
の
「
立
奉
」
に
関
し
て
は
、
宣
長
は
「
立
奉
と
、
立

 

ノ

字
を
添

 

ヘ

て
書
る
例
、
上
に
云
る
が
如
し
」（『
古
事
記
伝
』
十
六
之
巻
）
と
し
か
記
し
て

お
ら
ず
、
Ａ
及
び
Ｂ
の
「
立
奉
」
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｃ

の
場
合
も
「
立
奉
」
を
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓
む
べ
き
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。 

宣
長
以
降
の
注
釈
書
は
、
ほ
と
ん
ど
宣
長
の
タ
テ
マ
ツ
ル
説
を
踏
襲
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
は
「
立
奉
」
に
つ
い
て
、
ま

ず
『
古
事
記
伝
』
の
内
容
を
引
用
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
れ
（
宣
長
説
、
筆
者
注
）
が
通
説
で
あ
る
が
、
西
宮
氏
（
西
宮
一
民
編

『
古
事
記
』
初
版
、
筆
者
注
）
。
は
延
佳
本
に
「

立

タ
チ
ド
コ
ロ
ニ

―

奉

 

ラ
ン

」
と
あ
る
の

が
よ
い
と
し
て
ゐ
る
今
、
延
佳
本
を
見
る
と
、
こ
こ
（
用
例
Ａ
、
筆
者
注
）

と
事
代
主
神
の
言
の
場
合
は
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
と
訓
ん
で
差
支
へ
な
い
が
、

大
山
津
見
神
の
言
の
場
合
は
、
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
で
は
落
付
き
が
悪
い
の
で
、

延
佳
は
「
二ふ

た

り
竝な

ら

べ
立
て
ゝ
奉
る
由よ

し

は
」
と
訓
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
る
。

今
は
通
説
に
従
ふ
。 
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倉
野
氏
は
宣
長
の
説
を
紹
介
し
て
、
ま
た
西
宮
一
民
氏
や
延
佳
本
の
タ
チ
ド

コ
ロ
ニ
（
立
）
説
を
取
り
上
げ
、
Ａ
・
Ｂ
の
「
立
」
を
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
と
訓
ん

で
も
差
し
支
え
な
い
と
指
摘
し
な
が
ら
も
、
結
局
、
通
説
（
宣
長
の
タ
テ
マ
ツ

ル
説
）
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
宮
氏
は
『
古
事
記
』（
桜
楓
社
初
版
）
に
お

い
て
「
立
奉
」
の
「
立
」
を
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
（
延
佳
本
等
を
依
拠
に
）
と
訓
ん

で
い
た
が
、
後
に
「
立
奉
」
を
一
つ
の
言
葉
し
て
見
做
し
、
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓

む
よ
う
に
修
正
し
た
。
氏
は
『
集
成
』
の
頭
注
に
「
こ
の
「
立
て
」
は
、
差
し

出
す
の
意
。「
奉
」
一
字
で
も
「
た
て
ま
つ
る
」
と
訓
む
が
、
そ
れ
を
二
字
の
「
立

奉
」
で
表
し
た
も
の
」
と
書
い
て
あ
る
が
、『
古
事
記
伝
』
の
注
釈
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
、
こ
の
修
正
は
や
は
り
宣
長
の
影
響
だ
と
言
え
よ
う
。 

  
 
 

五
、
ま
と
め 

  

宣
長
以
降
の
研
究
者
た
ち
は
、『
古
事
記
伝
』
に
評
価
と
批
判
と
を
加
え
つ
つ
、

『
古
事
記
』
へ
の
解
読
を
深
め
て
き
た
。
本
章
に
お
い
て
は
、「
立
奉
」
と
い
う

文
字
列
を
考
え
る
際
に
も
、
や
は
り
、
ま
ず
は
宣
長
の
注
釈
を
読
み
、
そ
れ
か

ら
近
年
の
研
究
成
果
を
把
握
し
、
異
な
る
角
度
か
ら
分
析
を
加
え
、
新
た
な
見

解
を
示
し
つ
つ
検
証
し
た
結
果
、「
立
奉
」
は
一
つ
の
単
語
で
は
な
く
、
Ａ
と
Ｂ

の
「
立
奉
」
は
「
立
（
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
）
」
＋
「
奉
（
タ
テ
マ
ツ
ル
）」
、
Ｃ
の
「
並

立
奉
」
は
「
並
立
（
ナ
ラ
ベ
タ
テ
テ
）
」
＋
「
奉
（
タ
テ
マ
ツ
ル
）」
と
捉
え
る

の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
宣
長
が
か
つ
て
校
合
し
た
こ
と
の
な
い

古
写
本
に
も
注
目
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、『
古
事
記
』
へ
の
研
究
が
今
後
も

進
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

注 （
1
）
土
居
美
幸
「
古
事
記
「
奉
」
字
考
―
―
「
マ
ツ
ル
」
と
い
う
こ
と
ば
―

―
」（『
萬
葉
』
二
〇
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
。 

（
2
）「
加
牟
菩
岐 

本
岐
玖
琉
本
斯 

登
余
本
岐 

本
岐
母
登
本
斯 

麻ま

都つ

理り

許こ

斯し

美み

岐き

叙ぞ

」（『
古
事
記
』
中
巻 

仲
哀
天
皇
条
）、
「
刀
奈
美
夜
麻 

多
牟

気
能
可
味
尓 

奴ぬ

佐さ

麻ま

都つ

里り

」（『
万
葉
集
』
巻
第
十
七 

四
〇
〇
八
番
）
、

「
万
調

よ
ろ
づ
つ
き 

麻ま

都つ

流る

都つ

可か

佐さ

等と 

都
久
里
多
流
」（『
万
葉
集
』
巻
第
十
八 

四

一
二
二
番
）。 

（
3
）
た
と
え
ば
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
一
に
、
「
夢
ノ
教
ノ
如
ク
、
観
音

ヲ
造
奉
テ
後
、
此
巌
ノ
上
ニ
立
奉
レ
リ
」
に
「
立
奉
」
の
文
字
列
が
見

ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、「
立
（
タ
テ
ル
）」
は
、
あ
る
場
所
に
物
を
ま

っ
す
ぐ
に
し
て
置
く
、
の
意
で
、「
立
奉
」
は
タ
テ
マ
ツ
ル
で
は
な
い
。 

（
4
）「
為
穢
汚
而
奉
進
」
は
難
訓
句
の
た
め
、
返
り
点
を
付
さ
な
い
こ
と
に

す
る
。
な
お
、
「
奉
進
」
の
訓
み
に
関
し
て
、
兼
永
筆
本
、
前
田
本
、

曼
殊
院
本
、
猪
熊
本
、
寛
永
版
本
で
は
「

奉
タ
テ
マ
ツ
ル

レ

進
ス
ヽ
メ

」
と
あ
る
が
、『
古
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事
記
伝
』
は
、
「
爲

穢

汚

而

奉

進

キ
タ
ナ
キ
モ
ノ
タ
テ
マ
ツ
ル
ト
オ
モ
ホ
シ
テ

」
、
『
新
編
全
集
』
は
「
穢
汚

け

が

し

て
奉
進

た
て
ま
つ

る
と
為お

も

ひ
て
」
と
訓
む
。
「
随
二

大
命
一

奉
進
」
の
「
奉
進
」
に

関
し
て
、
「
奉
―

進

タ
テ
マ
ツ
ル

」
（
兼
永
筆
本
、
前
田
本
、
猪
熊
本
）、
「
奉
レ 

―

進

タ

テ

マ

ツ

ル

」

（
曼
殊
院
本
）
、「
奉
―

進

マ

ツ

ル

」（
寛
永
版
本
）
、「
奉
―

進

タ
テ
マ
ツ
ラ
ン

」（
延
佳
本
）
と
あ

り
、『
古
事
記
伝
』
は
「

隨

大

命

オ
ホ
ミ
コ
ト
ノ
マ
ニ
マ
ニ

奉

進

タ
テ
マ
ツ
ラ
ム

」
、『
新
編
全
集
』
は
「
大お

ほ

命
み
こ
と

の
随

ま
に
ま

に
奉
進

た
て
ま
つ

ら
む
」
と
訓
む
。 

（
5
）
Ａ
真
福
寺
本
、
道
果
本
、
伊
勢
本
、
伊
勢
一
本
は
付
訓
無
し
。
Ｂ
真
福

寺
本
、
伊
勢
本
、
伊
勢
一
本
は
付
訓
無
し
。
Ｃ
真
福
寺
本
、
伊
勢
一
本

付
訓
無
し
、
伊
勢
本
は
破
れ
の
た
め
判
読
不
能
。 

（
6
）
西
宮
氏
は
『
古
事
記 

修
訂
版
』
に
お
い
て
、「
立
奉
」
の
訓
を
す
べ
て

「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
と
訂
正
し
た
。
Ａ
の
頭
注
に
「
「
立
て
献
る
」（
差
出

し
あ
げ
る
）
意
の
タ
テ
・
マ
ツ
ル
の
原
義
の
表
記
」
と
書
い
て
あ
り
、

Ｂ
・
Ｃ
は
Ａ
の
頭
注
を
参
照
と
あ
る
。 

（
7
）『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
「
諸
本
又
注
釋
の
事
」
、『
本
居
宣
長
事
典
』（
本

居
宣
長
記
念
館
、
二
〇
〇
一
年
）
等
に
よ
る
。 

（
8
）『
群
書
類
従
』
巻
第
一
「
皇
太
神
宮
儀
式
帳
」
に
、「
御
氣
立
止

」
の
「
止
」

の
横
に
「
弖
イ

」
と
記
し
て
あ
る
。
ま
た
、
澤
瀉
久
孝
写
『
皇
太
神
宮

儀
式
帳
』
に
、
「
御
氣
立
弖
」
と
あ
る
。 

（
9
）
賀
茂
真
淵
は
『
仮
名
書
古
事
記
』
に
お
い
て
、
Ａ
の
「
立
奉
」
を
「
さ

な
が
ら
た
て
ま
つ
ら
ん
」
、
Ｃ
の
「
並
立
奉
」
を
「
な
ら
べ
出
し
ま
つ

る
」
と
訓
む
（
『
賀
茂
真
淵
全
集 

第
十
七
巻
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
二
年
）
。 
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第
三
章 

ヤ
チ
ホ
コ
歌
物
語
の
「
甚
為
嫉
妬
」 

  
 
 

一
、
は
じ
め
に 

  

本
章
と
次
章
は
、「
為
」
の
字
の
在
り
よ
う
を
め
ぐ
っ
て
考
察
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
章
に
お
い
て
は
、
特
に
「
甚
為
」
と
い
う
表
記
に
注
目
す
る
。「
甚
為
」

は
、『
古
事
記
』
に
一
例
の
み
存
在
し
、
上
巻
ヤ
チ
ホ
コ
の
歌
物
語
の
地
の
文
に

見
え
る
。 

 

 

故
、
其
夜
者
不
レ

合
而
、
明
日
夜
為
二

御
合
一

也
。
又
、
其
神
之
適
后
須
勢

理
毘
売
命
、
甚
為
嫉
妬
。
故
、
其
日
子
遅
神
、
和
備
弖
、【
三
字
以
レ

音
。】

自
二

出
雲
一

将
レ

上
二

坐
倭
国
一

而
、
束
装
立
時
、
片
御
手
者
繋
二

御
馬
之
鞍
一

、

片
御
足
蹈
二

入
其
御
鐙
一

而
、
歌
曰
、 

 

右
の
文
章
は
、
ヤ
チ
ホ
コ
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
別
名
）
が
高
志
国
の
ヌ
ナ
カ

ハ
ヒ
メ
と
歌
の
や
り
と
り
を
し
、
次
の
夜
に
結
婚
し
た
。
一
方
、
ヤ
チ
ホ
コ
の

正
妻
で
あ
る
ス
セ
リ
ビ
メ
は
、
「
甚
為
嫉
妬
」
、
ヤ
チ
ホ
コ
は
困
り
は
て
て
大
和

国
に
上
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
ス
セ
リ
ビ
メ
と
も
歌
の
や
り
と
り
を
し
た
と
い

う
内
容
に
な
る
。 

傍
線
部
の
「
甚
為
嫉
妬
」
の
訓
み
を
古
写
本
版
本
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
次
に

よ
う
に
訓
ん
で
い
る
。 

 

兼
永
筆
本 

甚
ハ
ナ
ハ
タ

為
二

嫉₋

妬

子

タ

ム 

前
田
本 

 

甚
ハ
ナ
ハ
タ

為
二

嫉₋

妬

子

タ

ム 

曼
殊
院
本 

甚
ハ
ナ
ハ
タ

為
嫉₋

妬

子

タ

ム 

猪
熊
本 

 

甚
ハ
ナ
ハ
タ

為
二

嫉₋

妬

ネ

タ

ム 

寛
永
版
本 

甚
ハ
ナ
ハ
タ

為
二

嫉₋

妬

子
タ
ム
ヿ
ヲ

一 

延
佳
本 

 

甚

 
 

タ

為
二

嫉₋

妬

モ
ノ
子
タ
ミ
ヲ

一 

 

兼
永
筆
本
、
猪
熊
本
、
前
田
本
の
返
り
点
を
見
る
と
、
二
の
返
り
点
は
あ
る

も
の
の
一
の
返
り
点
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
訓
み
を
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
曼
殊
院
本
は
「
ハ
ナ
ハ
ダ
ネ
タ
ム
」
と
訓
ん
で
お
り
、「
為
」
の
字
は
読

ま
な
い
。
寛
永
版
本
と
延
佳
本
と
は
、「
嫉
妬
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
ネ
タ
ム
コ
ト
ヲ
」

「
モ
ノ
ネ
タ
ミ
ヲ
」
を
訓
み
、「
為
」
は
お
そ
ら
く
ス
と
訓
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
。 続

い
て
、
真
淵
・
宣
長
以
降
の
注
釈
書
の
訓
み
を
も
提
示
し
て
お
く
。 

 
仮
名
書
古
事
記 

  

い
と
ね
た
ま
し 
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古
事
記
伝 

 
 

 
 

甚

為

嫉

妬

イ
タ
ク
ウ
ハ
ナ
リ
ネ
タ
ミ
シ
タ
マ
ヒ
キ 

全
書 

 
 
 
 
 
 
 
 

甚い
た

く
嫉
妬

し

つ

と

し
ま
た
ふ 

全
講 

 
 
 
 
 
 
 
 

い
た
く
嫉

妬

う
は
な
り
ね
た

み
し
た
ま
ひ
き 

古
事
記
全
註
釈 

 
 

甚い
た

く

嫉

妬

う
は
な
り
ね
た
み

爲し

た
ま
ひ
き 

古
事
記
注
釈 

 
 
 

甚い
た

く

嫉

妬

う
は
な
り
ね
た
み

為し

た
ま
ひ
き 

集
成 

 
 
 
 

 
 
 

い
た
く

嫉

妬

う
は
な
り
ね
た
み

し
ま
た
ひ
き 

思
想
大
系 

 
  

 

甚い
と

為₋
嫉₋

妬

ね

た

み
ま
し
き 

新
編
全
集 

 
 
  

甚
は
な
は

だ

嫉

妬

う
は
な
り
ね
た
み

為し

き 

新
版
古
事
記 

 
  

い
た
く

嫉

妬

う
は
な
り
ね
た
み

為し

た
ま
ふ 

新
校
古
事
記 

 
 

甚い
た

く
嫉
妬

ね

た

み

し
た
ま
ひ
き 

 

 

賀
茂
真
淵
『
仮
名
書
古
事
記
』
を
見
る
と
、
「
い
と
」
は
「
甚
」
と
対
応
し
、

「
ね
た
ま
し
」
は
「
嫉
妬
」
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。『
思
想
大
系
』
は
、「
為

嫉
妬
」
の
三
文
字
を
「
ね
た
み
ま
し
き
」
と
訓
ん
で
い
る
。
そ
れ
以
外
の
注
釈

書
は
す
べ
て
、「
嫉
妬
」
を
名
詞
と
看
做
し
、「
為
」
を
ス
（
ま
た
は
シ
タ
マ
フ
）

と
訓
ん
で
い
る
。 

 

な
お
、「
甚
為
嫉
妬
」
の
「
甚
」
の
字
は
ハ
ナ
ハ
ダ
、
イ
ト
、
イ
タ
ク
な
ど
と

訓
ま
れ
、
ま
た
、「
嫉
妬
」
は
ネ
タ
ム
、
モ
ノ
ネ
タ
ム
、
ウ
ハ
ナ
リ
ネ
タ
ム
、
シ

ッ
ト
な
ど
と
訓
ま
れ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
、「
甚
」
と
「
嫉
妬
」
の
訓
み
に
つ

い
て
は
言
及
せ
ず
、
主
に
「
為
」
の
字
の
在
り
よ
う
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
て
い
き

た
い
。 

  
 
 

二
、「
為
」
の
意
味
と
用
法 

  

当
該
箇
所
の
「
甚
為
嫉
妬
」
の
「
為
」
の
字
に
つ
い
て
、
従
来
の
解
釈
を
見

て
い
く
と
、
本
居
宣
長
は
「
甚
爲
嫉
妬
は
、
伊イ

多タ

久ク

宇ウ

波ハ

那ナ

理リ

泥ネ

多タ

美ミ

志シ

賜
タ
ハ
ヒ

伎キ

と
訓
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
が
、「
為
」
を
な
ぜ
ス
（
シ
タ
マ
フ
）
と
訓
む
か
に

つ
い
て
論
じ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
為
」
の
字
の
用
法

を
め
ぐ
っ
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三
矢
重
松
氏
（

1
）

は
「
動
詞

の
補
助
語
尾
的
に
用
ゐ
た
も
の
」と
し
て
、
次
の
よ
う
な
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。 

  

・
須
勢
理
毘
賣
命
甚

爲
シ
タ
マ
ヒ
キ

二

嫉

妬

ウ
ハ
ナ
リ
ネ
タ
ミ

一

（
又
訓
「
モ
ノ
ネ
タ
ミ
シ
玉
ヒ
キ
」

「
ネ
タ
ミ
シ
玉
ヒ
ニ
キ
」） 

 

・
神
倭
伊
波
禮
毘
古
命
倏
忽
爲マ

シ

二

遠ヲ

延エ

一
遠
延
二

字
以
音 

 

・
枕
二

其
后
之
御
膝
一

爲
御
寝

ミ

ネ

マ

シ

キ

坐
也
、
爾
其
后
以
二

紐
小
刀
一

爲シ
テ

レ

刺

 

サ
ム
ト

二

其
天

皇
之
御
頸

 

ヲ
一 

 

・
答
曰
旣
爲ツ

二

泥ネ

疑ギ

一

也
（
又
訓
ネ
ギ
シ
ツ
） 

 

・
詔
レ

ノ
リ
タ
マ
フ

爲
二

易
刀

セ
ン
ト
タ
チ
カ
ヘ

一 
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・
汝
之
子
目
𢐅
王
成
レ

人
之
時
、
知
三

吾
殺
二

其
父
王
一

者
、

還
カ
ヘ
シ
テ

爲
二

―
ア
ラ
ン

有
邪

心
一

乎
（
還
又
訓
カ
ヘ
リ
テ
） 

 

三
矢
氏
は
右
の
よ
う
に
用
例
を
挙
げ
、
さ
ら
に
「
此
等
の
「
爲
」
の
字
は
、

爲
無
く
て
も
通
ず
べ
き
中
に
、
「
遠
延
」
「
泥
疑
」
な
ど
假
字
が
き
な
る
は
、
語

尾
を
書
か
ざ
る
よ
り
、
其
の
動
詞
な
る
を
明
に
す
る
爲
に
は
「
爲
」
の
字
を
添

ふ
る
必
要
あ
り
。「
爲
嫉
妬
」
は
「
性
甚
嫉
妬
」
な
ど
書
け
ば
可
な
る
も
、
國
語

に
は
「
モ
ノ
ネ
タ
ミ
」
な
ど
名
詞
に
云
へ
ば
、
其
の
語
法
よ
り
「
爲
」
を
獨
立

動
詞
に
用
ゐ
た
る
な
る
べ
く
、
云
云
」
と
の
説
明
を
付
け
加
え
て
い
る
。 

ま
た
、
福
田
良
輔
氏
（

2
）

は
「
甚
為
嫉
妬
」
の
「
為
」
と
同
じ
用
法
の
例
を
、

以
下
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
る
。 

 

 

・
然
者
吾
與
レ

汝
行
二

廻
―
逢
是
天
之
御
柱
一

而
、
爲
二

美
斗
能
麻
具
波
比
一 

 

・
如
レ

此
歌
、
卽
爲
二

宇
伎
由
比
一

四
字

以
音 

而
、
至
今
鎭
坐
也 

 

・
亦
山
河
之
物
悉
備
設
、
爲
二

宇
禮
豆
玖
一

云 

 

・
須
勢
理
毘
賣
命
、
甚
爲
二

嫉
妬
一 

 

・
香
坂
王
、
忍
熊
王
聞
而
、
思
レ

將
二

待
取
一

、
進
二

出
斗
賀
野
一

、
爲
二

宇
氣

比
獦
一

也 

 

 

福
田
氏
は
こ
れ
ら
の
用
例
を
挙
げ
、
さ
ら
に
「
「
爲
」
は
、
い
づ
れ
も
「
爲
」

に
つ
づ
く
體
言
を
動
詞
化
す
る
た
め
、
動
詞
で
あ
る
事
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
用
ひ
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
甚

為
嫉
妬
」
の
「
為
」
を
ス
と
訓
む
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。 

最
近
、「
為
」
の
字
の
用
法
に
つ
い
て
論
じ
た
の
は
山
口
佳
紀
氏
（

3
）

で
あ
る
。

氏
は
、『
古
事
記
』
中
巻
景
行
天
皇
条
に
見
え
る
「
既
為
泥
疑
也
」
の
「
為
」
の

訓
み
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
に
際
し
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
為
」
の
字
の

用
法
を
一
通
り
整
理
し
た
の
で
あ
る
。
氏
の
分
類
法
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て

お
く
。 

 

 
 

第
一
、
広
く
、
何
ら
か
の
行
為
・
動
作
を
お
こ
な
う
意
に
用
い
る
も
の
で

あ
る
。
ス
と
訓
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。 

 
 

第
二
、
変
化
を
表
す
「
為
」
が
あ
る
。
〈
為
レ

Ｎ
〉
の
形
を
取
る
が
、
「
Ｎ

ト
（
ニ
）
為ス

」
と
訓
読
で
き
る
。 

 
 

第
三
、
あ
る
も
の
が
、
何
ら
か
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
表
す
「
為
」
が
あ

る
。
〈
為
レ

Ｎ
〉
の
形
を
取
り
、
「
Ｎ
ト
為ア

り
」
と
訓
読
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。 

 
 

第
四
、
思
惟
行
為
を
表
す
「
為
」
が
あ
る
。
大
抵
は
、〈
以
為
～
〉
の
形
を

取
り
、「
～
ト
以
為

オ

モ

フ
」
と
訓
め
も
の
で
あ
る
。 
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第
五
、
動
詞
（
Ｖ
）
に
上
置
さ
れ
て
、
あ
る
動
作
・
作
用
が
起
こ
ろ
う
と

す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
す
「
為
」
が
あ
る
。〈
為
レ

Ｖ
〉
の
形

を
取
る
が
、
「
Ｖ
セ
ム
ト
為ス

」
と
訓
む
も
の
で
あ
る
。 

 
 

第
六
、
何
ら
か
の
行
為
の
受
益
対
象
あ
る
い
は
目
標
と
な
る
も
の
を
表
す

用
法
が
あ
る
。
〈
為
レ

Ｎ
〉
の
形
を
取
り
、
「
Ｎ
ノ
（
ガ
）
為タ

メ

ニ
」

と
訓
ま
れ
る
。 

 
 

第
七
、
受
身
の
意
を
表
し
、
〈
為
レ

Ｖ
〉
の
形
を
取
っ
て
、「
Ｖ
セ

為
ラ
ユ
・
ラ
ル

」

と
訓
む
べ
き
も
の
が
あ
る
。 

  

山
口
氏
は
、
右
の
よ
う
に
「
為
」
の
字
の
用
法
を
整
理
し
、
さ
ら
に
、
中
巻

景
行
天
皇
条
の
「
既
為
泥
疑
也
」
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
る
際
に
、「
古
事
記
に
お
い

て
は
、
名
詞
を
動
詞
化
す
る
場
合
、〈
為
＋
名
詞
〉
の
形
を
取
ら
せ
る
こ
と
が
多

い
」
と
述
べ
、
そ
れ
と
関
連
す
る
用
例
を
以
下
の
よ
う
に
提
示
し
て
い
る
。 

  
 

①
其
女
須
勢
理
毗
売
出
見
、
為シ

テ
二

目
合

マ
グ
ハ
ヒ

一

而
、
相
婚
、 

 
 

②
須
勢
理
毗
売
命
、
甚
為シ

キ
二

嫉
妬

ネ

タ

ミ

一

。 

 
 

③
故
、
吾
先
為セ

ム
二

名ナ

告ノ
リ

一

。 

 
 

④
吾
与
汝
、
行
二

廻
逢
是
天
之
御
柱
一

而
、
為セ

ム
二

美ミ

斗ト

能ノ

麻マ

具グ

波ハ

比ヒ

一

。 

 
 

⑤
今
聞
二

高
往
鵠
之
音
一

、
始
為セ

キ
二

阿ア

藝ギ

登ト

比ヒ

一

。 

 
 

⑥
亦
山
河
之
物
、
悉
備
設
、
為セ

ム
二

宇ウ

礼レ

豆ヅ

玖ク

一

。 

  

山
口
氏
は
、
右
の
用
例
を
提
示
し
、「
こ
れ
ら
の
「
為
」
は
、
ス
と
訓
ま
れ
る

の
が
普
通
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
、「
為
」
の
字
に
訓
を
あ
て
よ

う
と
す
れ
ば
、
右
の
六
例
の
場
合
、
ス
以
外
の
訓
み
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
氏
の

考
え
で
は
、
当
該
箇
所
の
②
「
甚
為
嫉
妬
」
の
「
為
嫉
妬
」
は
「
ね
た
み
し
き
」

と
訓
む
わ
け
で
あ
る
。 

し
か
し
、
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
三
矢
氏
、
福
田
氏
、
山
口
氏
が
挙
げ
た

用
例
を
見
る
と
、「
為
」
と
接
続
す
る
文
字
列
は
、
た
と
え
ば
「
遠ヲ

延エ

」「
泥ネ

疑ギ

」

「
宇
伎
由
比

ウ

キ

ユ

ヒ

」「
目
合

マ
グ
ハ
ヒ

」「
名ナ

告ノ
リ

」「
美ミ

斗ト

能ノ

麻マ

具グ

波ハ

比ヒ

」「
阿ア

藝ギ

登ト

比ヒ

」「
宇ウ

礼レ

豆ヅ

玖ク

」
な
ど
の
よ
う
な
和
語
（
特
に
音
仮
名
表
記
の
も
の
が
多
い
）
で
あ
り
、
こ

れ
ら
は
漢
籍
に
存
在
し
な
い
表
記
で
あ
る
。
一
方
、「
嫉
妬
」
と
い
う
文
字
列
だ

け
は
、
も
と
も
と
漢
籍
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
漢
語
で
あ
る
。 

  
 
 

三
、「
嫉
妬
」
の
意
味
と
用
法 

 

か
つ
て
、
小
島
憲
之
氏
（

4
）

は
特
に
『
古
事
記
』
と
漢
訳
仏
典
と
の
関
係
に

注
目
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
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な
ほ
古
事
記
と
漢
譯
佛
典
と
の
關
係
に
於
て
、
語
彙
の
一
致
が
頗
る
多
い

こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
法
華
經
語
と
比
較
し
て
同
一
の
例
を
示
せ
ば
（
△

印
は
法
華
經
に
例
の
多
い
も
の
を
示
し
、
卷
名
は
最
初
の
卷
に
み
え
る
も

の
を
示
す
）
、 

 

         

と
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
例
は
勿
論
他
の
漢
籍
に
も
み
え
る
が
、
旣
に
古
事

記
と
の
關
係
を
否
定
し
た
「
論
語
」
以
上
の
深
い
一
致
の
あ
る
こ
と
は
、

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。「
趺
坐
」・「
遊
行
」
な
ど
特
異
な
語
を
始
め
と
し
て
、

法
華
經
語
が
古
事
記
に
頗
る
多
い
こ
と
は
、
兩
者
間
の
關
係
が
認
め
ら
れ
、

更
に
他
の
佛
典
語
と
も
關
係
の
深
い
こ
と
を
示
す
。 

 小
島
氏
は
右
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
に
出
て
く
る
漢
訳
仏
典
語
を
挙
げ
た
う

え
で
、『
古
事
記
』
と
漢
訳
仏
典
と
の
関
連
性
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
嫉

妬
」
と
い
う
言
葉
は
「
法
華
經
に
例
の
多
い
も
の
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
西
宮
氏
の
『
古
事
記 

修
訂
版
』
の
頭
注
に
「「
嫉
妬
」
は
漢
訳
仏
典
語
」

と
あ
り
、
西
宮
氏
は
小
島
氏
と
同
じ
考
え
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
、
漢
訳
仏
典
に
見
え
る
「
嫉
妬
」
は
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』
に

よ
る
と
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
「mātsa

rya

」
の
訳
語
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

『
漢
訳
対
照
梵
和
大
辞
典
』
で
調
べ
る
と
、「mā

tsary
a

」
は
漢
訳
仏
典
に
お
い

て
「
嫉
妬
」
の
ほ
か
に
、
慳
、
慳
貪
、
慳
悋
、
慳
吝
、
慳
嫉
、
慳
行
、
慳
著
、

慳
惜
、
悋
、
悋
著
、
恡
、
貪
妬
と
も
訳
さ
れ
て
お
り
、
現
代
日
本
語
で
言
う
と

悪
意
、
不
満
な
ど
の
意
味
に
な
る
。 

実
際
、
小
島
氏
が
取
り
上
げ
た
『
法
華
経
』
で
「
嫉
妬
」
の
用
例
を
調
べ
て

み
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
確
認
で
き
る
。 

 

①
劫
濁
乱
時
衆
生
垢
重
。
慳
貪
嫉
妬
成
二

就
諸
不
善
根
一

故
。
諸
仏
以
二

方

便
力
一

。
於
二

一
仏
乗
一

分
別
説
レ

三
。 

（『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
一 

方
便
品
第
二
） 

 

②
又
文
殊
師
利
。
菩
薩
摩
訶
薩
。
於
二

後
末
世
法
欲
レ

滅
時
一

。
受
二

持
読
三

遊
行(

譬
諭

品

)
 

趺 △

座
（
序
品

） 

童 △

女(

法
師

功
德)

 

退
坐
（
序
品

） 

國 △

土
（
序
品

） 

異
心(

譬
諭

品

)
 

惡 △

人(

方
便

品

)
 

戀 △

慕(

如
来
壽

量

品)
 

豐
樂(

譬
諭

品

)
 

女 △

人(

五
百
弟
子

受

記

品)
 

他 △

國(

信
解

品

)
 

思 △

惟
（
序
品

） 

歡 △

喜
（
序
品

） 

安
置(

譬
諭

品

)
 

 

本 △

土(

提
婆
達

多

品)
 

罵 △

詈(
安
樂

行
品)

 

輾 △

轉
（
展
）(

譬
諭

品

)
 
嫉 △

妬(

方
便

品

)
 

驚
懼(

化
城

諭
品)

 

一 △

時
（
序
品

） 

 
本 △

國(

信
解

品

)
 

貧 △

窮(

方
便

品

)
 

童
男(

妙
音
菩

薩

品)
 

邪
心
（
妙
莊
嚴
王

本

事

品

） 

恭 △

敬
（
序
品

） 

威 △

儀
（
序
品

） 
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誦
斯
経
典
一

者
。
無
レ

懐
二

嫉
妬
謟
誑
之
心
一

。 

（
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
五 

安
楽
行
品
第
十
四
） 

 

③
不
下

復
為
二

貪
欲
一

所
上
レ

悩
。
亦
復
不
下

為
二

瞋
恚
愚
癡
一

所
上
レ

悩
。
亦
復

不
下

為
二

憍
慢
嫉
妬
諸
垢
一

所
上
レ

悩
。 

（
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
六 

薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
） 

 

④
世
事
可
レ

忍
不
。
衆
生
易
レ

度
不
。
無
レ

多
二

貪
欲
瞋
恚
愚
癡
嫉
妬
慳
慢
一

不
。 

 
 
 
 
  

 
 

（
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
七 

妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
） 

 

⑤
是
人
不
下

為
二

三
毒
一

所
上
レ

悩
。
亦
復
不
下

為
二

嫉
妬
我
慢
邪
慢
増
上
慢
一

所
上
レ

悩
。 

（
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
七 

普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
） 

 

右
の
五
例
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、『
法
華
経
』
に
見
え
る
「
嫉
妬
」
と
い

う
言
葉
は
す
べ
て
名
詞
で
あ
り
、「
慳
貪
」「
謟
誑
」「
憍
慢
」
な
ど
と
い
っ
た
名

詞
と
並
列
す
る
形
で
用
い
ら
れ
る
抽
象
的
な
語
で
あ
る
。 

一
方
、
小
島
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
漢
訳
仏
典
以
外
の
漢
籍
に
お
い
て
も
、

「
嫉
妬
」
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。
以
下
、
漢
訳
仏
典
よ
り
古
く
成
立
し
た
『
史

記
』
『
漢
書
』
に
見
え
る
「
嫉
妬
」
の
用
例
を
挙
げ
て
お
く
（

5
）

。 

 

 
 

①
子
回
妻
宜
君
、
故
成
王
孫
、
嫉
妬
、
絞
二

殺
侍
婢
四
十
余
人
一

。 

（
『
史
記
』
巻
二
十 

建
元
以
来
侯
者
年
表
第
八
） 

 

②
劉
向
以
三

為
是
時
呂
氏
女
為
二

趙
王
后
一

、
嫉
妬
、
将
レ

為
二

讒
口
一

以
害
二

趙
王
一

。   
    

     
 
 

（
『
漢
書
』
巻
二
十
七
上 

五
行
志
第
七
上
） 

 
 

③
群
下
凶
凶
、
更
相
嫉
妬
、
其
咎
安
在
。 

（『
漢
書
』
巻
八
十
四 

翟
方
進
伝
第
五
十
四
） 

 

右
の
三
例
を
見
る
と
、
①
は
、
宜
君
と
い
う
人
が
嫉
妬
し
て
侍
従
を
四
十
余

人
殺
し
た
、
②
は
、
劉
向
と
い
う
人
が
嫉
妬
し
て
趙
の
王
を
殺
そ
う
と
す
る
、

③
は
、
臣
下
た
ち
は
互
い
に
嫉
妬
し
合
う
、
と
あ
る
よ
う
に
、
誰
か
が
嫉
妬
す

る
と
い
う
ふ
う
に
具
体
的
な
話
の
中
で
「
嫉
妬
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

点
に
お
い
て
、『
古
事
記
』
当
該
箇
所
の
「
甚
為
嫉
妬
」
も
、
具
体
的
な
話
の
中

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
嫉
妬
」
を
漢
訳
仏
典
語
と
看
做
す
よ
り
、
漢
籍
全
般
で

よ
く
使
用
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
た
方
が
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 

 
 
 

四
、「
甚
」
の
意
味
と
用
法 

 

次
は
、「
甚
為
嫉
妬
」
の
「
甚
」
の
字
に
注
目
し
た
い
。
『
古
事
記
』
に
お
け

る
「
甚
」
の
用
例
を
次
の
よ
う
に
提
示
し
て
お
く
。 

 
①
如
此
白
而
、
還
二

入
其
殿
内
之
間
一

、
甚
久
、
難
レ

待
。 
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（
上
巻 

黄
泉
の
国
） 

②
還
入
、
白
二

其
父
一

言
、
甚
麗
神
、
来
。  

（
上
巻 

根
の
堅
州
国
訪
問
） 

③
又
、
其
神
之
適
后
須
勢
理
毘
売
命
、
甚
為
嫉
妬
。（
上
巻 

八
千
矛
の
神
） 

④
此
鳥
者
、
其
鳴
音
甚
悪
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
巻 

天
若
日
子
の
派
遣
） 

⑤
此
二
柱
神
之
容
姿
、
甚
能
相
似
。 

 
 
 
 
 

（
上
巻 

天
若
日
子
の
派
遣
） 

⑥
朝
日
之
直
刺
国
、
夕
日
之
日
照
国
也
。
故
、
此
地
、
甚
吉
地
、 

（
上
巻 

天
孫
降
臨
） 

⑦
其
姉
者
、
因
二

甚
凶
醜
一

、
見
畏
而
返
送
、
（
上
巻 

邇
々
芸
命
の
結
婚
） 

⑧
仰
見
者
、
有
二

麗
壮
夫
一

。
以
二

為
甚
異
奇
一

。
（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 

⑨
有
レ

人
、
坐
二

我
井
上
香
木
之
上
一

。
甚
麗
壮
夫
也
。 

（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 

⑩
伺
二

見
吾
形
一

、
是
甚
怍
之
。 
 
 
 

（
上
巻 

鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
誕
生
） 

⑪
自
レ

此
於
二

奥
方
一

莫
二

便
入
幸
一

。
荒
神
、
甚
多
。 

（
中
巻 

神
武
天
皇
条
） 

⑫
其
弟
王
二
柱
者
、
因
二

甚
凶
醜
一

、
返
二

送
本
主
一

。 

（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
） 

⑬
以
二

姿
醜
一

被
レ

還
之
事
、
聞
二

於
隣
里
一

、
是
甚
慚
而
、 

（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
） 

⑭
住
二

是
沼
中
之
神
一

、
甚
道
速
振
神
也
。 

 
 
 
 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

⑮
自
二

其
地
一

差
少
幸
行
、
因
二

甚
疲
一

、
衝
二

御
杖
一

、
稍
歩
。 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

⑯
吾
足
、
如
二

三
重
勾
一

而
、
甚
疲
。 

    
    

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

⑰
此
時
、
御
病
、
甚
急
。 

  
       

    
    

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

⑱
其
大
后
石
之
日
売
命
、
甚
多
嫉
妬
。   

     

（
下
巻 

仁
徳
天
皇
条
） 

⑲
切
二

是
樹
一

以
作
船
、
甚
捷
行
之
船
也
。  

    

（
下
巻 

仁
徳
天
皇
条
） 

⑳
背
レ

日
幸
行
之
事
、
甚
恐
。       

    
    

（
下
巻 

雄
略
天
皇
条
） 

㉑
河
辺
有
二

洗
レ

衣
童
女
一

。
其
容
姿
、
甚
麗
。  

（
下
巻 

雄
略
天
皇
条
） 

㉒
汝
守
レ

志
、
待
レ

命
、
徒
過
二

盛
年
一

、
是
甚
愛
悲
、 

（
下
巻 

雄
略
天
皇
条
） 

㉓
置
目
老
媼
白
、
僕
、
甚
耆
老
。
欲
レ

退
二

本
国
一

。
（
下
巻 

顕
宗
天
皇
条
） 

 

右
の
用
例
は
、『
古
事
記
』
に
見
え
る
す
べ
て
の
「
甚
」
の
用
例
で
あ
る
。「
甚
」

の
字
の
下
に
は
、
①
「
久
（
ヒ
サ
シ
）
」、
②
⑨
㉑
「
麗
（
ウ
ル
ハ
シ
）」、
④
「
惡

（
ア
シ
）
」、
⑥
「
吉
（
ヨ
シ
）
」、
⑦
⑫
「
凶
醜
（
ミ
ニ
ク
シ
）」、
⑧
「
異
奇
（
ア

ヤ
シ
）」、
⑩
「
怍
（
ハ
ヅ
カ
シ
）
」、
⑪
「
多
（
オ
ホ
シ
）」
、
⑬
「
慚
（
ハ
ヅ
カ

シ
）」、
⑲
「
捷
（
ハ
ヤ
シ
）」
、
⑳
「
恐
（
カ
シ
コ
シ
）」
、
㉒
「
愛
（
ウ
ツ
ク
シ
）

悲
（
カ
ナ
シ
）
」
の
よ
う
に
、
形
容
詞
が
接
続
す
る
例
が
多
い
。 

ほ
か
に
、
⑤
「
相
似
（
ア
ヒ
ニ
ル
）」
、
⑭
「
道
速
振
（
チ
ハ
ヤ
ブ
ル
）
」
、
⑮
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⑯
「
疲
（
ツ
カ
ル
）
」
、
㉓
「
耆
老
（
オ
ユ
）
」
な
ど
の
よ
う
に
、
動
詞
が
接
続

す
る
例
や
、
⑰
「
急
（
ニ
ハ
カ
）
」
の
よ
う
に
、
形
容
動
詞
が
接
続
す
る
例
も
見

ら
れ
る
。
留
意
し
た
い
の
は
、「
行
（
ユ
ク
）
」「
走
（
ハ
シ
ル
）」「
書
（
カ
ク
）」

の
よ
う
な
動
作
を
表
す
動
詞
と
は
異
な
り
、「
甚
」
の
下
に
接
続
す
る
「
似
」「
疲
」

「
老
」
な
ど
の
動
詞
は
、
動
作
で
は
な
く
状
態
を
表
す
も
の
で
あ
る
。 

⑱
「
甚
多
嫉
妬
」
は
、
当
該
箇
所
の
③
「
甚
為
嫉
妬
」
と
よ
く
似
た
よ
う
な

文
字
列
に
な
っ
て
い
る
が
、
古
写
本
版
本
に
お
け
る
文
字
の
異
同
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

 

鈴
鹿
登
本 

其
多
二

嫉-

妬
一 

 

前
田
本 

 

其
多
二

嫉-

妬
一 

曼
殊
院
本 

其
多
二

嫉-

妬
一 

 

猪
熊
本 

 

其
多
二

嫉-

妬
一 

寛
永
版
本 

其
多
一

嫉
妬
一  

 

延
佳
本 

 

甚
多

 

シ
二

嫉-

妬

子

タ

ミ

一 

 

延
佳
本
以
前
の
写
本
は
、
す
べ
て
「
其、
多
嫉
妬
」
に
な
っ
て
い
る
。
延
佳
本

は
「
甚、
多
嫉
妬
」
に
改
め
て
お
り
、
「
甚

ハ
ナ
ハ

ダ
嫉
妬

ネ

タ

ミ

多
シ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
さ

ら
に
、
注
釈
書
類
の
訓
み
も
参
考
に
提
示
し
て
お
く
。 

 

古
事
記
伝 

 
 

 

甚

多

嫉

妬

ハ
ナ
ハ
ダ
ウ
ハ
ナ
リ
ネ
タ
ミ
シ
タ
マ
ヒ
キ 

全
書 

 
    

 
 
 

甚い
た

く
嫉
妬

し

っ

と

し
た
ま
ふ
こ
と
多
か
り
き 

新
講 

 
   

  
  

い
た
く
嫉
妬
み
し
た
ま
ひ
き 

 

古
事
記
全
註
釈 

 

甚い
と

多ま
ね

く
嫉
妬

ね

た

み
た
ま
ひ
き 

古
事
記
注
釈 

 
 

甚
多

は
な
は
だ

嫉

妬

う
は
な
り
ね
た
み

し
た
ま
ひ
き 

 

集
成   

    
   

 

い
た
く

嫉

妬

う
は
な
り
ね
た
み

し
た
ま
ひ
き 

思
想
大
系 

 
    

甚
多

は
な
は
だ

嫉
妬

ね

た

み
ま
す 

新
編
全
集 

 
   

嫉

妬

う
は
な
り
ね
た
み

す
る
こ
と
甚い

と

多お
ほ

し 

新
版
古
事
記 

 
 

い
た
く
多さ

は

に

嫉

妬

う
は
な
り
ね
た
み

し
た
ま
ふ 

新
校
古
事
記 

 
 

甚い
と

多お
ほ

く
嫉
妬

ね

た

み
た
ま
ひ
き 

  

右
の
注
釈
書
類
は
、
す
べ
て
延
佳
本
の
「
甚
多
嫉
妬
」
の
文
字
列
を
採
用
し

て
い
る
。『
古
事
記
全
註
釈
』『
思
想
大
系
』『
新
校
古
事
記
』
以
外
は
す
べ
て
「
嫉

妬
」
の
連
用
形
＋
ス
の
形
を
取
る
。
し
か
し
、
注
意
し
た
い
の
は
、「
甚
多
嫉
妬
」

の
文
字
列
に
ス
を
表
す
漢
字
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

注
釈
書
は
、「
為
」
の
字
が
な
い
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、「
嫉
妬
」
の
二
文
字
を
嫉

妬
ス
と
訓
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、『
古
事
記
全
註
釈
』『
思

想
大
系
』『
新
校
古
事
記
』
な
ど
は
こ
の
点
に
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ス
を
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訓
み
添
え
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
⑱
「
其
大
后
石
之
日
売
命
、
甚
多
嫉
妬
」

の
直
後
に
、
「
天
皇
所
レ

使
之
妾
者
、
不
レ

得
レ

臨
二

宮
中
一

。
言
立
者
、
足
母
阿

賀
迦
邇
嫉
妬
」
と
あ
り
（

6
）

、
こ
の
一
文
に
も
「
嫉
妬
」
が
見
え
る
。
大
后
で

あ
る
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
は
大
変
嫉
妬
深
い
人
が
故
に
、
天
皇
の
妃
た
ち
は
宮
中
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
妃
た
ち
は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
言
っ
て

し
ま
う
と
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
は
足
を
ば
た
ば
た
さ
せ
る
ほ
ど
に
嫉
妬
す
る
と
い
う

文
脈
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
足
母
阿
賀
迦
邇
嫉
妬
」
の
「
嫉
妬
」
は
動
詞
で
、

足
モ
ア
ガ
カ
ニ
嫉
妬
ス
と
訓
む
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
嫉
妬
ス
の
ス
に
あ
た

る
表
記
は
見
当
た
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
嫉
妬
」
の
二
文
字
だ
け
で
も
嫉
妬
ス

と
訓
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
の

用
例
で
検
証
し
て
い
き
た
い
。『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
「
嫉
妬
」
の
用
例
を
以

下
の
よ
う
に
提
示
し
て
お
く
。 

  
 

①
十
四
曰
、
群
臣
百
寮
、
無
レ

有
二

嫉
妬
一

。
我
既
嫉
レ

人
、
人
亦
嫉
レ

我
。

嫉
妬
之
患
、
不
レ

知
二

其
極
一

。
所
以
、
智
勝
二

於
己
一

則
不
レ

悦
、
才
優
二

於
己
一

則
嫉
妬
。 

 
 
 
 
 
 

（
巻
第
二
十
二 

推
古
天
皇
十
二
年
四
月
条
） 

 
 

②
唯
兄
子
毛
津
、
逃
二

匿
于
尼
寺
瓦
舎
一

、
即
姧
二

一
二
尼
一

。
於
レ

是
一
尼

嫉
妬
令
レ

顕
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
第
二
十
三 

舒
明
天
皇
即
位
前
紀
条
） 

 

右
の
二
例
を
見
る
と
、
①
「
無
レ

有
二

嫉
妬
一

」「
嫉
妬
之
患
」
の
「
嫉
妬
」
は

名
詞
で
あ
る
が
、
「
才
優
二

於
己
一

則
嫉
妬
」
の
「
嫉
妬
」
は
動
詞
で
、
才
能
が

自
分
よ
り
優
れ
て
い
れ
ば
嫉
妬
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
②
「
一
尼
嫉
妬
令

レ

顕
」
は
、
尼
寺
に
逃
げ
込
ん
だ
毛
津
と
い
う
人
は
、
一
、
二
人
の
尼
を
奸
し

て
し
ま
い
、
そ
こ
で
、
一
人
の
尼
が
恨
ん
で
（
嫉
妬
）
表
沙
汰
に
し
た
、
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
二
例
も
や
は
り
、
嫉
妬
ス
を
書
く
と
き
に
「
為
嫉
妬
」

で
は
な
く
「
嫉
妬
」
の
二
文
字
だ
け
で
あ
る
。 

  
 
 

五
、
助
詞
と
し
て
の
「
為
」 

  

こ
こ
ま
で
、
漢
籍
や
日
本
の
上
代
文
献
資
料
に
お
い
て
、
嫉
妬
ス
を
漢
字
で

書
く
と
き
に
「
為
」
を
書
き
添
え
る
例
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
当
該
箇
所

の
「
甚
為
嫉
妬
」
に
戻
る
と
、
こ
の
文
字
列
を
従
来
の
よ
う
に
「
甚
ダ
嫉
妬
ス
」

と
訓
む
と
す
れ
ば
、
や
は
り
「
為
」
の
字
に
違
和
感
を
覚
え
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。 

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
『
漢
語
大
字
典
』
の
「
為
」
の
項
目
に
、
「
㉒
助

詞
。
４
．
附
于
表
示
程
度
的
単
音
副
詞
後
、
加
強
語
意
。
如
、
甚
為
重
要
、
極

為
不
満
」
と
書
い
て
あ
る
。
つ
ま
り
、「
為
」
の
字
に
助
詞
と
し
て
の
用
法
が
あ

り
、
程
度
を
表
す
単
音
（
一
字
）
副
詞
の
後
に
接
続
し
、
語
意
を
強
め
る
と
い
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う
役
割
を
担
い
、
用
例
と
し
て
「
甚
為
重
要
」「
極
為
不
満
」
と
い
っ
た
も
の
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
甚
だ
重
要
で
あ
る
、
極
め
て
不
満
で
あ
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
が
、
「
甚
」
「
極
」
と
い
っ
た
単
音
副
詞
の
後
に
「
為
」
が
接
続
す
る
こ
と

に
よ
り
、
語
意
が
強
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。 

ま
た
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
為
」
の
項
目
に
も
「
㉝
助
詞
。
３
．
附
于
某
些

表
示
程
度
的
単
音
副
詞
後
、
加
強
語
気
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
部
の
程
度
を
表

す
単
音
（
一
字
）
の
副
詞
の
後
に
接
続
し
、
語
気
を
強
め
る
、
と
い
う
語
釈
が

書
い
て
あ
る
。
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
次
の
一
文
で
あ
る
。 

 

皆
好
二

車
馬
衣
服
一

、
其
自
奉
養
極
為
鮮
明
、
而
亡
二

金
銀
錦
繍
之
物
一

。 

（
『
漢
書
』
巻
七
十
二 
王
貢
両
龔
鮑
伝
第
四
十
二
） 

 

傍
線
部
の
「
極
為
鮮
明
」
と
い
う
文
字
列
は
、
程
度
を
表
す
副
詞
「
極
」
＋

助
詞
「
為
」
＋
形
容
詞
「
鮮
明
」
と
い
う
構
成
に
な
る
。
極
め
て
鮮
明
で
あ
る

と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、「
極
」
と
「
鮮
明
」
と
の
間
に
助
詞
「
為
」
の
字
を
付

け
加
え
ら
れ
、
語
気
が
強
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

ほ
か
に
、
太
田
辰
夫
氏
（

7
）

は
、
「
最
為
」
「
尤
為
」
「
稍
為
」
「
較
為
」
と
い

っ
た
言
葉
に
あ
る
「
為
」
を
副
詞
の
接
尾
辞
と
看
做
し
、
特
に
「
最
為
」
に
つ

い
て
、
「
「
最
爲
」
は
「
一
ば
ん
…
…
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
「
爲
」

が
接
尾
辭
化
す
る
傾
向
は
古
く
か
ら
み
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
用
例
と
し
て
「
慶

於
諸
子
中
、
最
為
．
．
簡
易
矣
。
（
『
史
記
』
巻
一
百
三 

万
石
張
叔
列
伝
）
」、「
七
十

子
之
徒
、
賜
最
為
．
．
饒
益
。（
『
史
記
』
巻
一
百
二
十
九 

貨
殖
列
伝
）」
を
挙
げ
、

こ
れ
ら
の
用
例
に
つ
い
て
「
こ
の
よ
う
な
「
最
」
は
直
接
に
は
「
爲
」
を
修
飾

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
實
上
、
そ
の
重
點
は
あ
と
に
く
る
（「
簡
易
」

「
饒
」
）
に
あ
っ
て
、
「
爲
」
は
さ
し
て
重
要
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

「
最
爲
」
で
一
つ
の
語
と
な
り
、「
爲
」
が
接
尾
辭
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

右
に
挙
げ
た
辞
書
の
語
釈
や
太
田
氏
の
論
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
実
際
、
漢
籍

で
「（
副
詞
）
＋
為
」
の
用
例
を
拾
っ
て
、
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

  

❶
「
甚
為
」 

 
 
 

①
迫
二

劫
万
民
一

、
夭
二

殺
無
罪
一

、
焼
二

残
民
家
一

、
掘
二

其
丘
冢
一

、
甚

為
暴
虐
。   

     
     

  

（『
史
記
』
巻
一
百
六 

呉
王
濞
列
伝
） 

 
 
 

②
迫
二

劫
万
民
一

、
伐
二

殺
無
罪
一

、
焼
二

残
民
家
一

、
掘
二

其
丘
壟
一

、
甚

為
虐
暴
。   

     
     

  
  

（『
漢
書
』
巻
三
十
五 

荊
燕
呉
伝
） 

③
臣
譚
伏
聞
三

陛
下
窮
二

折
方
士
黄
白
之
術
一

、
甚
為
明
矣
。 

（『
後
漢
書
』
巻
二
十
八
上 

桓
譚
馮
衍
列
伝
） 

④
台
有
二

三
峰
一

、
甚
為
崇
峻
、
騰
雲
冠
レ

峰
、
高
霞
翼
レ

嶺
、
岫
壑
沖
レ
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深
、
含
レ

煙
罩
レ

霧
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『
水
経
注
』
巻
十
一
） 

⑤
時
有
二

一
児
一

。
字
須
闍
提
。
晋
言
二

善
生
一

。
至
二

年
七
歲
一

。
端
正

聡
黠
。
甚
為
可
愛
。 

 
 
 
 

（
『
賢
愚
経
』
巻
第
一 

須
闍
提
品
第
七
） 

  
 

❷
「
極
為
」 

①
斉
性
奢
綺
、
尤
好
二

軍
事
一

、
兵
甲
器
械
極
為
精
好
。 

（
『
三
国
志
』
巻
六
十 

賀
全
呂
周
鍾
離
伝
第
十
五
） 

②
海
神
復
更
化
二

作
一
人
一

（

8
）

。
極
為
端
政
。 

（
『
賢
愚
経
』
巻
第
一 

海
神
難
問
船
人
品
第
五
） 

  
 

❸
「
最
為
」 

①
燕
外
迫
二

蛮
貉
一

、
内
措
二

斉
晋
一

、
崎
嶇
強
国
之
間
、
最
為
弱
小
、
幾

レ

滅
者
数
矣
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
『
史
記
』
巻
三
十
四 

燕
召
公
世
家
第
四
） 

②
諸
子
白
レ

母
。
射
猟
之
事
。
最
為
快
楽
。 

（
『
賢
愚
経
』
巻
第
一 

蘇
曼
女
十
子
品
第
五
十
八
） 

 

右
の
用
例
を
見
る
と
、
❶
「
甚
為
」
の
下
に
「
暴
虐
」「
虐
暴
」「
明
」「
崇
峻
」

「
可
愛
」
、
❷
「
極
為
」
の
下
に
「
精
好
」「
端
政
」
、
❸
「
最
為
」
の
下
に
「
弱

小
」「
快
楽
」
と
い
っ
た
形
容
詞
が
接
続
す
る
（

9
）

。
こ
れ
ら
の
「
為
」
は
ス
と

訓
む
の
で
は
な
く
、
太
田
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、「
為
」
は
接
尾
辞
と
し
て
「
甚
」

「
極
」「
最
」
と
い
っ
た
副
詞
の
後
に
接
続
し
、「
甚
為
」
「
極
為
」「
最
為
」
な

ど
は
一
つ
の
語
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
漢
語
大
詞
典
』
の
語

釈
を
借
り
て
言
え
ば
、「
為
」
の
字
は
、
程
度
を
表
す
単
音
副
詞
（
甚
な
ど
）
の

後
に
接
続
し
、
語
気
を
強
め
る
、
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
甚
為
暴
虐
」
は
甚
だ
暴
虐
で
あ
る
、
「
極
為
精
好
」
は
極
め
て
精
好
で
あ
る
、

「
最
為
弱
小
」
は
最
も
弱
小
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
（

10
）

。 

 

漢
籍
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
古
い
文
献
に
も
「（
程
度
を
表
す
単
音
副
詞
）
＋

為
」
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。 

 

①
別
表
、
讃
二

流
通
・
礼
拝
功
徳
一

云
、
是
法
於
二

諸
法
中
一

、
最
為
殊
勝
。

難
レ

解
難
レ

入
。
周
公
・
孔
子
、
尚
不
レ

能
レ

知
。 

（『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
九 

欽
明
天
皇
十
三
年
十
月
条
） 

②
王
去
不
レ

遠
、
於
二

其
路
中
一

、
儵
受
二

重
病
一

、
高
声
叫
呻
、
踴
二

離
于

地
二
三
尺
許
一

。
従
者
知
レ

状
、
勧
二

請
法
師
一

、
師
否
不
レ

受
。
三
遍
請

之
、
猶
終
不
レ

受
。
問
曰
、
「
病
」。
答
、「
甚
為
痛
」。 

（『
日
本
霊
異
記
』
中
巻 

打
法
師
以
現
得
悪
病
而
死
縁
第
卅
五
） 

  

右
の
二
例
に
関
し
て
、
従
来
の
訓
み
を
確
認
す
る
と
、
①
「
㝡

モ
ト
モ

為
―

殊
―

勝

ス

ク

レ

テ

イ

マ

ス

」
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（
北
野
本
）
、「
㝡
為

イ
マ
ス

二

殊
―

勝
ス
ク
レ
テ

一

」（
兼
右
本
）
、「
最も

と

も
殊し

ゆ

勝
し
よ
う

に
ま
す
」（『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集 

日
本
書
紀
』
）
、
②
「
は
な
は
だ
痛
し
と
す
」（『
新
潮
日

本
古
典
集
成 

日
本
霊
異
記
』
）
、「
甚

は
な
は

だ
痛
し
と
す
」（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集 

日
本
霊
異
記
』
）
、「
は
な
は
だ
痛い

た

し
と
す
」（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

日
本

霊
異
記
』
）
と
あ
る
が
、
『
漢
語
大
詞
典
』
な
ど
の
「
為
」
の
語
釈
や
、
漢
籍
に

お
け
る
「
（
副
詞
）
＋
為
」
の
用
例
を
参
考
に
、
①
の
「
最
為
」
と
②
の
「
甚
為
」

を
一
つ
の
語
と
看
做
し
、
①
「
最
為
殊
勝
」
は
最
も
殊
勝
で
あ
る
、
②
「
甚
為

痛
」
は
甚
だ
痛
で
あ
る
、
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
こ

の
二
例
に
あ
る
「
為
」
の
字
も
、
や
は
り
、
ス
と
訓
む
の
で
は
な
く
、「
最
」「
甚
」

と
い
っ
た
副
詞
に
接
続
す
る
接
尾
辞
と
看
做
す
べ
く
、
い
わ
ゆ
る
不
読
文
字
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

実
際
、「
為
」
の
字
が
不
読
文
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
と
し
て
、
ほ
か
に
「
以

為
」「
謂
為
」
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
（
次
章
に
お
い
て
詳
述
す
る
）
。
た
と
え
ば
、

『
古
事
記
』
上
巻
に
「
此
時
、
箸
、
従
二

其
河
一

流
下
。
於
是
、
須
佐
之
男
命
、

以
三

為
人
有
二

其
河
上
一

而
」
（
八
俣
の
大
蛇
退
治
）
に
「
以
為
」
が
見
え
る
が
、

こ
の
二
文
字
を
オ
モ
フ
と
訓
む
。 

「
以
」
の
字
を
調
べ
る
と
、『
大
広
益
会
玉
篇
』
に
「
意
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
オ
モ
フ
」
の
意
味
が
確
認
で
き
、
ま
た
、
『
類
聚
名
義
抄
』「
以
」
の
項
目
に

ヲ
モ
フ
、
オ
モ
ヘ
ラ
ク
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
以
」
の
一
文
字
だ

け
で
も
オ
モ
フ
の
意
味
が
あ
る
。
一
方
、「
以
」
の
下
に
「
為
」
の
字
が
接
続
し
、

「
以
為
」
と
い
う
文
字
列
で
用
い
ら
れ
る
例
も
し
ば
し
ば
見
え
る
。『
類
聚
名
義

抄
』
の
「
以
為
」
の
項
目
に
オ
モ
ヘ
ラ
ク
、
オ
モ
ヒ
テ
な
ど
の
訓
が
書
か
れ
て

お
り
、
す
な
わ
ち
、
「
以
」
と
「
以
為
」
と
は
、「
為
」
の
字
が
あ
る
に
せ
よ
、

な
い
に
せ
よ
、
オ
モ
フ
、
オ
モ
ヘ
ラ
ク
と
訓
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
も
、

「
為
」
の
字
を
接
尾
辞
と
看
做
し
、
訓
を
付
す
こ
と
が
で
き
な
い
。 

「
謂
為
」
は
『
古
事
記
』
中
巻
仲
哀
天
皇
条
「
天
皇
答
白
、
登
二

高
地
一

見
二

西
方
一

者
、
不
レ

見
二

国
土
一

、
唯
有
二

大
海
一

、
謂
為
詐
神
而
、
押
二

退
御
琴
一

、

不
レ

控
、
黙
坐
」
の
一
文
に
見
え
る
。
注
釈
書
を
見
る
と
、「
謂
為
詐
神
而
」
を

「

詐
い
つ
は
り

を
為す

る
神
と
謂お

も

ひ
て
」
（『
新
編
全
集
』
）
の
よ
う
に
、
「
為
」
を
ス
（
ま

た
は
ナ
ス
）
と
訓
ん
で
い
る
が
、
し
か
し
、
漢
籍
や
漢
訳
仏
典
に
お
け
る
「
謂

為
」
の
用
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、「
謂
為
」
の
二
文
字
で
オ
モ
フ
と
訓
む
の
が
一

般
的
で
あ
る
（

11
）

。『
類
聚
名
義
抄
』
の
「
謂
」
の
項
目
に
オ
モ
フ
の
訓
が
確
認

で
き
、
つ
ま
り
、「
謂
」
の
一
文
字
だ
け
で
オ
モ
フ
の
意
味
が
あ
る
が
、
下
に
「
為
」

が
接
続
し
て
「
謂
為
」
の
文
字
列
に
変
わ
っ
て
も
オ
モ
フ
と
訓
む
。「
謂
為
」
の

「
為
」
は
「
以
為
」
の
「
為
」
は
同
じ
く
接
尾
辞
で
あ
り
、「
為
」
を
ス
（
ま
た

は
ナ
ス
）
と
訓
む
必
要
は
な
い
。 

  
 
 

六
、「
又
」
の
用
法 
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こ
こ
ま
で
、「
為
」
の
字
の
在
り
よ
う
を
め
ぐ
っ
て
考
察
を
行
い
、
接
尾
辞
と

し
て
の
「
為
」
の
用
法
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。『
古
事
記
』
当
該
箇
所
の

「
甚
為
嫉
妬
」
に
も
ど
る
と
、
こ
の
四
文
字
は
、
甚
だ
嫉
妬
で
あ
る
（
非
常
に

嫉
妬
深
い
）
と
い
う
意
味
で
考
え
ら
れ
る
。
あ
と
は
、
前
後
の
文
脈
を
ど
う
考

え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。 

 

あ
ら
た
め
て
原
文
を
見
る
と
、
ま
ず
「
又
、
其
神
之
適
后
須
勢
理
毘
売
命
、

甚
為
嫉
妬
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
又
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
又
」
の
字

は
『
古
事
記
』
本
文
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
お
お
む
ね

二
つ
の
用
法
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
一
つ
目
は
、
事
物
・
事
件
を
並
列
す
る
と

き
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
付
加
す
る
と
き
に
「
又
」
の
字
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ

る
。 

  
 

①
故
、
其
大
年
神
、
娶
二

神
活
須
毘
神
之
女
、
伊
怒
比
売
一

、
…
又、
、
娶
二

香
用
比
売
一

、
…
又、
、
娶
二

天
知
迦
流
美
豆
比
売
一

、 

（
上
巻 

大
年
神
の
系
譜
） 

②
自
レ

其
幸
行
而
、
到
二

能
煩
野
一

之
時
、
思
レ

国
以
、
歌
曰
、
…
又、
、
歌
曰
、

…
此
歌
者
、
思
国
歌
也
。
又、
、
歌
曰
、 

 
 
 
 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

 

右
の
二
例
を
見
る
と
、
①
は
オ
ホ
ト
シ
の
妻
が
記
さ
れ
る
た
び
に
、「
又
」
の

字
が
用
い
ら
れ
、
②
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
歌
が
付
加
さ
れ
る
た
び
に
、「
又
」
の

字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
文
脈
は
一
貫
し
て
お
り
、
主
語
は
変
わ

ら
な
い
。
一
方
、「
又
」
の
字
の
二
つ
目
の
用
法
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
用
例
が

挙
げ
ら
れ
る
。 

 

①
故
、
因
二

其
麻
之
三
勾
遺
一

而
、
名
二

其
地
一

謂
二

美
和
一

也
。
又、
、
此
之

御
世
、
大
毘
古
命
者
、
遣
二

高
志
道
一

、   
  

（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

②
然
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
者
、
早
崩
。
故
、
大
雀
命
、
治
二

天
下
一

也
。
又、
、

昔
、
有
二

新
羅
国
王
之
子
一

。
名
、
謂
二

天
之
日
矛
一

。
是
人
、
参
渡
来
也
。 

（
中
巻 

応
神
天
皇
条
） 

③
故
、
是
一
言
主
之
大
神
者
、
彼
時
所
レ

顕
也
。
又、
、
天
皇
、
婚
二

丸
邇
之

佐
都
紀
臣
之
女
、
袁
杼
比
売
一

、
幸
二

行
于
春
日
一

之
時
、
媛
女
、
逢
レ

道
。   

    
     

     
  

       
    

  

（
下
巻 

雄
略
天
皇
条
） 

  

右
の
三
例
に
も
「
又
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

見
て
い
く
と
、
①
「
又
」
の
前
は
三
輪
山
伝
説
の
話
で
、「
又
」
の
後
は
オ
ホ
ビ

コ
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
②
「
又
」
の
前
は
仁
徳
天
皇
即
位
に
関
し
て
の
話
で
、

「
又
」
の
後
は
ア
メ
ノ
ヒ
ホ
コ
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
③
「
又
」
の
前
は
ヒ
ト
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コ
ト
ヌ
シ
の
話
で
、「
又
」
の
後
は
雄
略
天
皇
の
求
婚
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
場
合
、「
又
」
の
字
は
事
物
の
並
列
や
付
加
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
一
つ
の
話
か
ら
、
も
う
一
つ
別
の
話
へ
の
転
換
の
と
き
に
用
い
ら
れ
て

お
り
、
主
語
も
変
わ
る
の
で
あ
る
。 

 

当
該
箇
所
の
本
文
を
見
る
と
、「
又
」
の
前
は
「
故
、
其
夜
者
不
レ

合
而
、
明

日
夜
為
二

御
合
一

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ヤ
チ
ホ
コ
と
ヌ
ナ
カ
ハ
ヒ
メ
と
の
結
婚

の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
又
」
の
後
は
「
其
神
之
適
后
須
勢
理
毘
売
命
、

甚
為
嫉
妬
。
故
、
其
日
子
遅
神
、
和
備
弖
、
自
二

出
雲
一

将
レ

上
二

坐
倭
国
一

而
、

…
歌
曰
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ヤ
チ
ホ
コ
の
正
妻
ス
セ
リ
ビ
メ
は
大
変
嫉
妬
深
い

女
性
で
あ
る
た
め
、
ヤ
チ
ホ
コ
は
困
惑
し
て
し
ま
い
、
出
雲
国
よ
り
倭
国
に
上

ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
ス
セ
リ
ビ
メ
に
歌
を
歌
っ
た
、
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。 

「
甚
為
嫉
妬
」
を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
の
解
釈
は
、
た
と
え
ば
「
須
勢
理
毘
売
命

は
ひ
ど
く
嫉
妬
し
た
」
（
『
新
編
全
集
』
）
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、
宣
長
は
「
さ
て
此コ

コ

は
、
必
し
も
上
の
沼
河
比
賣
の
み
に
は
係カ

ケ

て
見
べ

か
ら
ず
、
彼

 

レ

と
は
別コ

ト

段
ク
ダ
リ

な
れ
ば
、
惣ス

ベ

て
の
上ウ

ヘ

を
云
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、「
甚
為
嫉
妬
」
云
々
の
文
脈
は
、
前
に
見
え
る
ヤ
チ
ホ
コ
と
ヌ
ナ
カ
ハ
ヒ
メ

と
の
結
婚
の
話
と
は
必
ず
し
も
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
は
言
え
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
関
し
て
、
本
文
に
あ
る
「
自
二

出
雲
一

将
レ

上
二

坐
倭
国
一

而
」
の
一
文

に
注
目
し
た
い
。
ヤ
チ
ホ
コ
は
、
こ
の
時
点
で
は
、
出
雲
国
よ
り
倭
国
に
上
ろ

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ヤ
チ
ホ
コ
と
ヌ
ナ
カ
ハ
ヒ
メ
と
の
結
婚
の
話
の
最

初
に
、
本
文
に
は
「
此
八
千
矛
神
、
将
レ

婚
二

高
志
国
之
沼
河
比
売
一

幸
行
之
時
、

到
二

其
沼
河
比
売
之
家
一

、
歌
曰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ヤ
チ
ホ
コ
と

ヌ
ナ
カ
ハ
ヒ
メ
と
の
結
婚
の
舞
台
は
高
志
国
（
今
の
北
陸
地
方
）
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、「
甚
為
嫉
妬
」
を
、
ひ
ど
く
嫉
妬
し
た
と
訳
し
て
し
ま
え
ば
、
正
妻

の
ス
セ
リ
ビ
メ
は
、
ヤ
チ
ホ
コ
と
ヌ
ナ
カ
ハ
ヒ
メ
と
の
結
婚
を
受
け
て
の
嫉
妬

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
地
理
的
要
素
か
ら
考
え
れ
ば
辻
褄
が
合
わ
な
い

も
の
で
あ
る
。 

「
甚
為
」
や
「
又
」
な
ど
の
用
法
を
踏
ま
え
て
考
え
れ
ば
、
ス
セ
リ
ビ
メ
の
「
甚

為
嫉
妬
」
は
、
ヤ
チ
ホ
コ
と
ヌ
ナ
カ
ハ
ヒ
メ
と
の
結
婚
を
受
け
て
ひ
ど
く
嫉
妬

し
た
と
解
釈
す
る
よ
り
、
ス
セ
リ
ビ
メ
は
、
大
変
嫉
妬
深
い
人
で
あ
る
と
い
う

よ
う
に
、
ス
セ
リ
ビ
メ
の
普
段
の
性
格
を
表
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

傍
証
と
し
て
、
ヤ
チ
ホ
コ
と
ヌ
ナ
カ
ハ
ヒ
メ
と
の
話
の
直
前
に
、
オ
ホ
ア
ナ

ム
ヂ
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
別
名
）
と
稲
羽
の
ヤ
カ
ミ
ヒ
メ
と
の
結
婚
す
る
話
が

挙
げ
ら
れ
る
。
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
の
兄
弟
た
ち
は
、
め
い
め
い
稲
羽
の
ヤ
カ
ミ
ヒ

メ
と
結
婚
し
た
い
と
思
っ
て
稲
羽
へ
と
出
発
す
る
。
そ
の
と
き
、
オ
ホ
ア
ナ
ム

ヂ
に
袋
を
背
負
わ
せ
て
、
従
者
と
し
て
連
れ
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
ヤ
カ
ミ
ヒ
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メ
は
最
終
的
に
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ヤ
カ
ミ
ヒ
メ
は

オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
と
結
婚
し
た
と
は
い
え
ど
も
、「
其
八
上
比
売
者
、
雖
二

率
来
一

、

畏
二

其
嫡
妻
須
世
理
毘
売
一

而
、
其
所
レ

生
子
者
、
刺
二

挟
木
俣
一

而
返
」
と
あ
る

よ
う
に
、
ヤ
カ
ミ
ヒ
メ
を
連
れ
て
来
た
け
れ
ど
も
、
正
妻
の
ス
セ
リ
ビ
メ
を
恐

れ
て
、
生
ん
だ
子
ど
も
を
木
の
俣
に
刺
し
挟
ん
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
話
は
、
間
接
的
に
ス
セ
リ
ビ
メ
の
嫉
妬
深
い
性
格
を
反
映
す
る
も
の
と
言

え
よ
う
。 

当
該
箇
所
の
「
甚
為
嫉
妬
」
に
戻
る
と
、
す
な
わ
ち
、
ヤ
チ
ホ
コ
は
高
志
国

に
行
っ
て
、
ヌ
ナ
カ
ハ
ヒ
メ
と
歌
の
や
り
と
り
を
し
た
後
に
結
婚
し
た
。一
方
、

正
妻
の
ス
セ
リ
ビ
メ
は
大
変
嫉
妬
深
い
人
で
あ
る
か
ら
、
ヤ
チ
ホ
コ
は
困
惑
し

て
、
出
雲
国
よ
り
倭
国
に
上
ろ
う
と
す
る
と
き
に
、
ス
セ
リ
ビ
メ
と
歌
の
や
り

と
り
を
し
て
、
正
妻
と
の
関
係
を
も
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
文
脈
に
な

っ
て
い
る
。 

  
 
 

七
、
ま
と
め 

  

本
章
は
、『
古
事
記
』
上
巻
ヤ
チ
ホ
コ
の
歌
物
語
に
見
え
る
「
甚
為
嫉
妬
」
の

文
字
列
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
従
来
は
、『
古
事
記
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の

中
で
「
為
」
の
字
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
周
辺

の
上
代
文
献
資
料
、
お
よ
び
漢
訳
仏
典
を
含
め
て
の
漢
籍
文
献
資
料
な
ど
に
お

い
て
も
用
例
を
調
べ
、
広
い
範
囲
で
「
為
」
の
字
を
眺
め
て
み
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、「
為
」
は
ス
と
訓
ま
ず
、「
甚
為
」
の
二
字
を
一
つ
の
語
と
看
做
し
、「
甚

為
」
の
下
に
あ
る
「
嫉
妬
」
は
形
容
詞
で
あ
り
、「
甚
為
嫉
妬
」
は
、
非
常
に
嫉

妬
深
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

注 （
1
）
三
矢
重
松
「
古
事
記
に
於
け
る
特
殊
な
る
訓
法
の
研
究
」（
三
浦
佑
之

『
古
事
記
へ
の
眼
差
し
』
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
一
一
年
） 

（
2
）
福
田
良
輔
「
古
事
記
の
「
爲
」
字
―
―
特
に
所
謂
完
了
の
助
動
詞
を
表

記
す
る
も
の
に
つ
い
て
―
―
」
（『
国
語
国
文
』
第
十
六
巻
第
三
号
、
一

九
七
四
年
四
月
） 

（
3
）
山
口
佳
紀
『
古
事
記
の
表
記
と
訓
読
』
第
六
章
「
形
式
字
の
訓
読
と
読

添
え
」
第
一
節
「「
為
」
字
の
用
法
と
訓
読
」（
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
）。 

（
4
）
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学 

上
』
第
四
章
「
古
事
記
の

文
學
性
」
第
二
篇
「
古
事
記
の
述
作
」
（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）。 

（
5
）「
嫉
妬
」
の
「
妬
」
の
字
形
に
関
し
て
は
、『
説
文
解
字
』
に
「

、

婦
妒
夫
也
、
从
女
、
戸
声
、
當
故
切
」
、
『
大
広
益
会
玉
篇
』
に
「
妒
、

丹
故
切
、
爭
色
也
、
妬
、
同
上
」、『
広
韻
』
に
「
妒
、
妒
忌
、
當
故
切
、
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妬
、
上
同
」
、
『
集
韻
』
に
「
妒
妬
、
都
故
切
、
説
文
、
婦
妬
夫
也
、
或

作
妒
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
「
妬
」
と
「
妒
」
は
同
字
。
漢
籍
に
お

い
て
「
妒
」
「
妬
」
の
両
方
が
用
い
ら
れ
る
が
、
便
宜
上
、
「
妬
」
の
字

形
で
統
一
す
る
。 

（
6
）「
足
母
阿
賀
迦
邇
嫉
妬
」
は
真
福
寺
本
に
「
足
母
阿
賀
迩
嫉
」
と
作
る
。 

（
7
）
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』
（
朋
友
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
。 

（
8
）
底
本
『
高
麗
八
万
大
蔵
経
』
は
「
海
神
復
化
更
、
、
作
一
人
」
と
あ
る
が
、

宋
版
本
、
元
版
本
、
明
版
本
に
拠
り
「
海
神
復
更
化
、
、
作
一
人
」
に
改
め

た
。 

（
9
）
補
足
と
し
て
、「
甚
為
可
愛
」
を
甚
ダ
可
愛
ス
、「
極
為
端
政
」
を
極
メ

テ
端
政
ス
、「
最
為
快
楽
」
を
最
モ
快
楽
ス
と
訓
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
「
甚
為
嫉
妬
」
を
甚
ダ
嫉
妬
ス
と
訓
む
こ
と
も
難
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。 

（
10
）「
（
副
詞
）
＋
為
」
の
用
例
は
、
ほ
か
に
「
而
今
貴
戚
近
親
、
奢
縦
無
レ

度
、
嫁
聚
送
レ

終
、
尤
為
僭
侈
」（
『
後
漢
書
』
巻
三 

粛
宗
孝
章
帝
）、「
波

斯
匿
王
。
白
二

世
尊
一

言
。
如
来
出
世
。
実
為
奇
特
」（『
賢
愚
経
』
巻
第

七 

尼
提
度
縁
品
第
三
十
）
、
「
漢
世
方
二

之
匈
奴
一

、
頗
為
衰
寡
、
而
中

興
以
後
、
辺
難
漸
大
」
（
『
後
漢
書
』
巻
八
十
七 

西
羌
伝
）
な
ど
も
確

認
で
き
る
。 

（
11
）
「
既
見
二

金
革
稍
寧
、
方
隅
漸
泰
一

、
不
レ

推
二

天
功
一

、
謂
二

為
己
力
一

」

（
『
芸
文
類
聚
』
第
五
十
二
巻 

治
政
部
上
）
、
「
見
二

王
送
レ

函
一

。
謂
二

為
致
供
一

」（『
賢
愚
経
』
梨
耆
弥
七
子
品
第
三
十
二
）。 
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第
四
章 

仲
哀
記
の
「
謂
為
詐
神
」 

  
 
 

一
、
は
じ
め
に 

  

本
章
は
、
前
章
と
同
じ
く
「
為
」
の
字
の
在
り
よ
う
を
め
ぐ
っ
て
考
察
す
る

も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
主
に
「
謂
為
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
注
目
す
る
。

「
謂
為
」
は
、『
古
事
記
』
に
一
例
の
み
存
在
し
、
次
の
中
巻
仲
哀
天
皇
条
の
一

節
に
見
え
る
。 

  
 

故
、
天
皇
、
坐
二

筑
紫
之
訶
志
比
宮
一

、
将
レ

撃
二

熊
曾
国
一

之
時
、
天
皇
、

控
二

御
琴
一

而
、
建
内
宿
禰
大
臣
、
居
二

於
沙
庭
一

、
請
二

神
之
命
一

。
於
是
、

大
后
帰
レ

神
、
言
教
覚
詔
者
、
西
方
有
レ

国
、
金
・
銀
為
レ

本
、
目
之
炎
耀
、

種
々
珍
宝
、
多
在
二

其
国
一

。
吾
、
今
帰
二

賜
其
国
一

。
爾
、
天
皇
答
白
、
登

二

高
地
一

見
二

西
方
一

者
、
不
レ

見
二

国
土
一

、
唯
有
二

大
海
一

、
謂
為
詐
神
而
、

押
二

退
御
琴
一

、
不
レ

控
、
黙
坐
。 

  

仲
哀
天
皇
が
筑
紫
の
訶
志
比
宮
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
熊
曽
国
を
討
伐
し
よ

う
と
す
る
と
き
に
琴
を
弾
い
て
、
タ
ケ
ウ
チ
ノ
ス
ク
ネ
は
沙
庭
に
い
て
神
の
お

告
げ
を
請
う
。
す
る
と
、
大
后
は
神
懸
り
し
て
、
神
託
で
教
え
さ
と
し
て
、「
西

の
方
に
国
が
あ
る
。
金
・
銀
を
は
じ
め
と
し
、
目
も
眩
む
よ
う
な
種
々
の
珍
宝

が
そ
の
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
。
私
は
、
今
そ
の
国
を
帰
順
さ
せ
て
や
ろ
う
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
れ
で
、
天
皇
は
答
え
て
、「
高
い
と
こ
ろ
に
登
っ
て
西
の
方

を
見
れ
ば
、
国
土
は
見
え
ず
、
た
だ
大
き
な
海
が
あ
る
だ
け
で
す
」
と
申
し
た
。

謂
為
詐
神
而
、
琴
を
押
し
退
け
て
、
弾
き
も
せ
ず
、
黙
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

 

傍
線
部
の
「
謂
為
詐
神
而
」
に
つ
い
て
、
『
新
編
全
集
』
を
見
る
と
、
「

詐
い
つ
は
り

を
為す

る
神
と
謂お

も

ひ
て
（
謂
二

為
レ

詐
神
一

而
）
」
と
訓
み
、
現
代
語
訳
は
「
嘘
を

つ
く
神
だ
と
思
っ
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
居
宣
長
以
降
の
注
釈

書
や
テ
キ
ス
ト
類
の
訓
み
を
次
の
よ
う
に
提
示
し
て
お
く
。 

  
 

古
事
記
伝 

 
 

 

謂

爲

詐

神

而

イ
ツ
ハ
リ
セ
ス
カ
ミ
ト
オ
モ
ホ
シ
テ 

全
釈 

 
 

 
    

詐
い
つ
は

り
せ
す
神 か

み

と
思 お

も

ほ
し
て 

国
史
大
系 

 
 

 

謂
二

マ
ヲ
シ
玉
ヒ

爲セ
ス

レ

詐
イ
ツ
ハ
リ

神
一

カ
ミ
ト

而テ 

全
講 

 
 

 
    

詐
り

い

つ

は

せ
す
神
と
思
ほ
し
て 

全
書 

 
   

    

詐
い
つ
は

り
を
爲 す

る
神
と
謂 ま

を

さ
む 

古
事
記
全
註
釈 

 

詐
い
つ
は
り

を
爲 な

す
神 か

み

と
謂 い

ひ
て 

古
事
記
注
釈 

 
 

詐
い
つ
は
り

を
為 な

す
神
と
謂 い

ひ
て 

集
成 

 
  

  
    

詐
い
つ
は
り

を
な
す
神
と
お
も
ほ
し
て 

思
想
大
系 

 
    

詐
い
つ
は
り

を
為 な

す
神 か

ミ

ト

謂
お
モ
ほ

し
而 て 

新
校
古
事
記 

 
 

詐
い
つ
は
り

を
す
る
神か

み

な
り
と
謂お

も

ひ
て 
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「
為
詐
神
」
の
三
文
字
に
つ
い
て
、
右
に
挙
げ
た
も
の
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も

「
為
レ

詐
神
」
と
訓
ん
で
い
る
（
「
為
」
の
字
を
ナ
ス
と
訓
む
か
ス
ル
と
訓
む
か

の
違
い
は
あ
る
が
、
意
味
は
変
わ
ら
な
い
）
。「
謂
」
の
字
の
訓
み
に
つ
い
て
は
、

オ
モ
フ
（
ま
た
は
オ
モ
ホ
ス
）
、
イ
フ
、
マ
ヲ
ス
の
三
通
り
が
あ
る
。
『
古
事
記

全
註
釈
』
で
は
、「
「
謂
」
は
記
伝
の
や
う
に
オ
モ
ホ
シ
テ
と
訓
み
た
い
が
、
古

事
記
で
は
殆
ど
イ
フ
に
用
ゐ
て
ゐ
る
の
で
、
こ
こ
も
イ
ヒ
と
訓
ん
だ
」
と
い
う

理
由
で
、「
謂
」
を
イ
フ
と
訓
む
が
、
し
か
し
、
前
に
「
天
皇
答
白
」
と
あ
っ
て
、

こ
こ
に
ま
た
イ
フ
と
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
筋
が
通
ら
な
く
な
る
。
ま
た
、『
全
書
』

で
は
「
登
二

高
地
一

見
二

西
方
一

者
」
か
ら
「
謂
為
詐
神
而
」
ま
で
の
文
を
「
天
皇

答
白
」
の
内
容
と
す
る
が
、
会
話
文
は
「
而
」
の
字
で
終
わ
る
の
は
お
か
し
い
。

そ
う
す
る
と
、「
謂
」
の
字
は
オ
モ
フ
（
ま
た
は
オ
モ
ホ
ス
）
と
訓
む
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。 

 

そ
も
そ
も
、「
謂
」
と
い
う
文
字
は
、『
説
文
解
字
』
を
見
る
と
「
謂
、
報
也
、

从
言
、
胃
声
、
于
貴
切
」
と
あ
り
、
知
ら
せ
る
、
報
告
す
る
、
は
こ
の
字
の
本

義
で
あ
る
。
ま
た
、「
謂
、
禹
沸
反
、
言
也
、
道
也
、
勤
也
、
使
也
、
指
也
、
報

也
、
説
也
、
告
也
」（
『
篆
隷
万
象
名
義
』
）
、「
謂
、
烏
沸
切
、
云
也
、
道
也
、
報

也
」
（
『
大
広
益
会
玉
篇
』
）
な
ど
を
見
る
と
、
「
謂
」
の
字
に
は
「
報
也
」
の
ほ

か
に
、
イ
フ
、
ト
ク
、
ツ
グ
、
な
ど
の
字
義
も
収
録
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
、

言
葉
に
出
し
て
知
ら
せ
伝
え
る
、
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

一
方
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
を
見
る
と
、「
謂
、
音
胃
、
イ
フ
、
イ
ハ

ク
、
ノ
タ
マ
ハ
ク
、
オ
モ
フ
、
カ
タ
ラ
フル

、
物
カ
タ
リ
、
使
也
、
タ
メ
、
ノ
フ
、

ツ
ト
メ
、
道
也
、
指
也
、
説
也
、
告
也
、
報
也
」
（
法
上 

四
九
）
と
あ
る
よ
う

に
、
イ
フ
、
カ
タ
ラ
フ
な
ど
、
言
葉
に
出
し
て
知
ら
せ
伝
え
る
、
の
意
味
の
ほ

か
に
、
オ
モ
フ
と
い
う
訓
み
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
謂
」

の
項
目
に
、「
○三
お
も
ふ
。
お
も
へ
ら
く
」
と
の
語
釈
が
あ
り
、
そ
の
用
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
嗚
呼
、
曽
二

謂．
泰
山
不
一
レ

如
二

林
放
一

乎
（
あ
あ
、
泰

山
の
神
が
林
放
に
も
及
ば
ぬ
と
お
も
っ
て
い
る
の
か
）」（『
論
語
』
八
佾
）。『
漢

語
大
詞
典
』
の
「
謂
」
の
項
目
に
、「
❻
以
為
、
認
為
（
～
と
思
う
、
～
と
考
え

る
）」
と
の
語
釈
が
あ
り
、「
謂．
三

己
有
二

天
命
一

、
謂．
二

敬
不
一
レ

足
レ

行
（
自
分
に

は
天
命
が
宿
っ
て
い
る
と
思
い
、
敬
い
慎
む
こ
と
な
ど
は
行
う
に
足
り
な
い
と

思
う
）」
（『
書
』
泰
誓
中
）
と
い
う
用
例
が
挙
が
っ
て
い
る
。 

 

さ
て
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
「
謂
」
の
字
の
用
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、
た
と

え
ば
、「
伊
予
国
謂．
二

愛
上

比
売
一

、
讃
岐
国
謂．
二

飯
依
比
古
一

、
粟
国
謂．
二

大
宜
都

比
売
一

、
土
左
国
謂．
二

建
依
別
一

」（
上
巻 

国
生
み
・
神
生
み
）
に
見
え
る
「
謂
」

の
字
は
、
～
は
～
と
い
う
、
の
意
味
で
あ
り
、
ま
た
、
「
八
十
神
、
謂．
二

其
菟
一

云
、
汝
将
レ

為
者
、
浴
二

此
海
塩
一

、
当
二

風
吹
一

而
、
伏
二

高
山
尾
上
一

」（
上
巻 

稲

羽
の
素
兎
）、「
火
遠
理
命
、
謂．
二

其
兄
火
照
命
一

、
各
相
二

易
佐
知
一

欲
レ

用
」
に

見
え
る
「
謂
」
は
、
「
謂
～
云
」「
謂
～
」
な
ど
の
形
で
、
～
に
言
う
、
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
謂
」
の
字
の
よ
く
見
ら
れ
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る
用
法
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
「
謂
」
の
字
は
イ
フ
と
訓
む
。 

「
謂
」
の
字
は
、
オ
モ
フ
の
訓
み
で
用
い
ら
れ
る
例
は
、
『
集
成
』
で
は
、
当

該
箇
所
の
ほ
か
に
、
次
の
二
例
も
確
認
で
き
る
。 

 

①
伊
耶
那
岐
命
詔
之
、
愛
我
那
邇
妹
命
乎
、
謂．
レ

易
二

子
之
一
木
一

乎
。 

（
上
巻 

伊
耶
那
美
命
の
死
） 

②
其
兄
火
照
命
、
乞
二

其
鉤
一

曰
、
山
佐
知
母
、
己
之
佐
知
佐
知
、
海
佐
知

母
、
己
之
佐
知
佐
知
。
今
各
謂．
レ

返
二

佐
知
一

之
時
、
其
弟
火
袁
理
命
答

曰
、
汝
鉤
者
、
釣
レ

魚
、
不
レ

得
二

一
魚
一

、
遂
失
レ

海
。 

（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 

  

①
は
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
火
の
神
を
生
ん
で
神
避
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
し
、

イ
ザ
ナ
キ
が
悲
し
ん
で
、「
い
と
し
い
私
の
妻
の
命
よ
。
そ
な
た
を
子
ど
も
一
人

に
生
死
を
代
え
よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
（
『
集
成
』
の
頭
注
に
拠
る
）」
と
言

っ
て
い
る
。
な
お
、
『
新
編
全
集
』
で
は
、
「
謂．
レ

易
二

子
之
一
木
一

乎
」
を
「
子こ

の
一ひ

と

つ
木き

に
易か

は

ら
む
と
謂い

ふ
や
」
と
訓
み
、
現
代
語
訳
は
「
お
前
は
子
一
人
に

代
ろ
う
と
い
う
の
か
」
と
す
る
。
『
集
成
』
と
異
な
り
、
『
新
編
全
集
』
は
用
例

①
の
「
謂
」
の
字
を
オ
モ
フ
で
は
な
く
、
イ
フ
と
訓
む
。 

 

②
は
、
ヤ
マ
サ
チ
ヒ
コ
と
ウ
ミ
サ
チ
ヒ
コ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
具
を
取
り
替

え
る
と
、
弟
の
ヤ
マ
サ
チ
ヒ
コ
が
一
匹
の
魚
も
釣
れ
ず
、
釣
り
針
を
海
中
に
な

く
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
兄
の
ウ
ミ
サ
チ
ヒ
コ
が
そ
の
釣
り
針
を
求
め
て

言
う
に
は
、「
山
の
獲
物
は
や
は
り
自
分
の
弓
矢
で
な
く
て
は
、
海
の
獲
物
も
や

は
り
自
分
の
釣
針
で
な
く
て
は
、
さ
あ
、
お
互
い
に
道
具
を
も
と
ど
お
り
に
戻

そ
う
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
（
会
話
文
の
現
代
語
訳

は
『
集
成
』
に
拠
る
）。
『
集
成
』
で
は
、
「
今
各
謂．
レ

返
二

佐
知
一

」
を
「
今
は
、

お
の
も
お
の
も
、
さ
ち
返
さ
む
と
お
も
ふ
」
と
訓
む
が
、『
新
編
全
集
』
の
訓
み

下
し
文
も
「
今
は

各
お
の
お
の

さ
ち
を
返
さ
む
と
謂お

も

ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

「
謂
」
を
オ
モ
フ
と
訓
む
。 

 

し
か
し
、
右
の
二
例
の
「
謂
」
に
関
し
て
、
古
写
本
・
版
本
及
び
注
釈
書
類

等
を
調
べ
て
み
る
と
、
訓
み
は
一
定
し
な
い
。 

 

①
謂．
レ

易
二

子
之
一
木
一

乎 

 
 

Ⓐ
オ
モ
フ
（
ヲ
モ
フ
） 

『
兼
永
筆
本
』
『
前
田
本
』
『
曼
殊
院
本
』
『
猪
熊
本
』
『
寛
永
版
本
』
『
全

書
』『
古
事
記
全
註
釈
』『
古
事
記
注
釈
』『
神
道
大
系
』『
集
成
』『
思
想

大
系
』 

 
 

Ⓑ
イ
フ
・
ノ
ル
（
ノ
タ
マ
フ
） 

『
延
佳
本
』『
仮
名
書
古
事
記
』『
古
事
記
伝
』『
全
釈
』『
国
史
大
系
』『
全

講
』『
古
事
記
全
註
釈
』『
新
編
全
集
』
『
新
校
古
事
記
』 
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②
今
各
謂．
レ

返
二

佐
知
一 

 
Ⓐ
オ
モ
フ 

『
全
書
』
『
集
成
』
『
思
想
大
系
』
『
新
編
全
集
』
『
新
校
古
事
記
』 

 

Ⓑ
イ
フ 

『
兼
永
筆
本
』
『
前
田
本
』
『
曼
殊
院
本
』
『
猪
熊
本
』
『
寛
永
版
本
』
『
仮

名
書
古
事
記
』『
古
事
記
伝
』『
全
釈
』『
国
史
大
系
』『
全
講
』『
古
事
記

全
註
釈
』
『
古
事
記
注
釈
』
『
神
道
大
系
』 

  

右
に
提
示
し
た
よ
う
に
、
従
来
、
「
謂．
レ

易
二

子
之
一
木
一

乎
」
と
「
今
各
謂．
レ

返
二

佐
知
一

」
に
見
え
る
「
謂
」
の
字
に
つ
い
て
、
オ
モ
フ
と
訓
む
べ
き
か
イ
フ

と
訓
む
べ
き
か
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
古
事
記
』
に
お
い
て

「
謂
」
の
字
は
オ
モ
フ
の
訓
み
で
用
い
ら
れ
る
確
実
な
例
は
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。 

 

一
方
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
謂
」
の
字
の
用
例
を
調
べ
る
と
、
オ
モ
フ

の
訓
み
で
使
用
さ
れ
る
例
は
確
認
で
き
る
。
以
下
の
三
例
を
提
示
し
て
お
く
。 

  
 

①
天
照
大
神
素
知
二

其
神
暴
悪
一

、
至
レ

聞
二

来
詣
之
状
一

、
乃
勃
然
而
驚
曰
、

吾
弟
之
来
、
豈
以
二

善
意
一

乎
。
謂．
当
レ

有
二

奪
レ

国
之
志
一

歟
。 

（
巻
第
一 

神
代
上
第
六
段
） 

 
 

②
是
時
天
照
大
神
聞
之
而
曰
、
吾
比
閉
二

居
石
窟
一

、
謂．
レ

当
三

豊
葦
原
中
国

必
為
二

長
夜
一

、
云
何
天
鈿
女
命
㖸
二

楽
如
此
一

者
乎
、 

（
巻
第
一 

神
代
上
第
七
段
） 

 
 

③
時
皇
孫
謂．
二

姉
為
一
レ

醜
、
不
レ

御
而
罷
、
妹
有
二

国
色
一

、
引
而
幸
之
。 

（
巻
第
二 

神
代
下
第
九
段
一
書
第
二
） 

 

①
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
う
け
ひ
の
場
面
で
あ
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は

も
と
よ
り
ス
サ
ノ
ヲ
の
荒
々
し
い
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
そ
の
参
上
す
る
際
の

様
子
を
聞
く
と
、
顔
色
を
変
え
て
驚
い
て
言
う
に
は
、「
我
が
弟
が
や
っ
て
来
る

の
は
善
意
な
心
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
。
思
う
に
、
国
を
奪
お
う
と
す
る
意
志
が

あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
②
は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天

石
窟
に
引
き
籠
も
る
場
面
で
あ
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
天
石
窟
の
外
の
音
を
聞
い

て
言
う
に
は
、「
私
は
こ
の
石
窟
に
籠
っ
て
い
て
、
豊
葦
原
中
国
は
必
ず
長
い
夜

ば
か
り
が
続
い
て
い
る
は
ず
だ
と
思
う
の
に
、
ど
う
し
て
ア
マ
ノ
ウ
ズ
メ
は
こ

ん
な
に
喜
び
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
言
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

③
は
ニ
ニ
ギ
の
結
婚
の
場
面
。
そ
の
時
、
ニ
ニ
ギ
は
姉
の
方
は
醜
い
と
思
い
、

結
婚
せ
ず
に
遠
ざ
け
て
い
た
。
妹
の
方
は
美
人
だ
と
し
て
、
ニ
ニ
ギ
は
妹
の
方

と
結
婚
し
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
①
～
③
の
「
謂
」
の
字

は
、
い
ず
れ
も
オ
モ
フ
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

『
古
事
記
』
に
戻
る
と
、『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
オ
モ
フ
（
オ
モ
ホ
ス
）
を
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漢
字
で
書
き
表
す
と
き
に
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
文
字
を
用
い
る
の
で
あ
る
（

1
）

。 

  
 

Ａ
思
（
計
三
十
四
例
） 

豊
玉
毘
売
命
、
思．
レ

奇
、 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 

Ｂ
思
惟
（
計
一
例
） 

因
レ

此
思
惟
．
．
、
猶
所
レ

思
二

看
吾
既
死
一

焉
、 

 
 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

Ｃ
念
（
計
二
例
） 

吾
心
、
恒
念．
二

自
レ

虚
翔
行
一

、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

 
 

Ｄ
欲
（
計
二
十
二
例
） 

 
 
  

愛
我
那
勢
命
入
来
坐
之
事
、
恐
故
、
欲．
レ

還
。 

 
 

（
上
巻 

黄
泉
の
国
） 

 
 

Ｅ
以
為
（
計
十
四
例
） 

 
 
  

因
二

吾
隠
坐
一

而
、
以
二

為
天
原
自
闇
、
亦
、
葦
原
中
国
皆
闇
一

矣
、 

（
上
巻 

天
の
石
屋
） 

 

右
の
よ
う
に
、
オ
モ
フ
（
オ
モ
ホ
ス
）
を
漢
字
で
書
く
と
き
に
、「
思
」「
欲
」

「
以
為
」
の
表
記
は
も
っ
と
も
多
く
、
ほ
か
に
「
念
」（
二
例
）
と
「
思
惟
」（
一

例
）
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
文
字
は
、
い
ず
れ
も
、
オ
モ
フ
（
ま
た
は
オ

モ
ホ
ス
）
以
外
の
訓
み
で
用
い
ら
れ
る
例
は
な
い
。
一
方
、
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、「
謂
」
の
字
は
、
基
本
イ
フ
と
い
う
訓
み
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
オ
モ
フ
」

の
確
実
な
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。 

  
 
 

二
、「
詐
」
の
意
味
と
用
法 

 

「
謂
為
詐
神
而
」
は
、
近
年
の
注
釈
書
で
は
「
謂
二

為
レ

詐
神
一

而
」
と
訓
み
、

「
為
レ

詐
」
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、

た
と
え
ば
、
『
古
事
記
注
釈
』
で
は
、
「
「
い
つ
は
り
も
、
似
つ
き
て
ぞ
す
る
」

（
万
、
四
・
七
七
一
）
、
「
い
つ
は
り
を
、
よ
く
す
る
人
を
」
（
一
二
・
二
九

四
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
は
イ
ツ
ハ
リ
は
イ
フ
で
は
な
く
ス
ル
と
い
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
万
葉
集
』
に
は
「
い
つ
は
り
を
す
る
」
が
見
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
箇
所
の
「
謂
為
詐
神
而
」
の
「
為
詐
」
と
い
う
文
字

列
を
、
「
い
つ
は
り
を
す
る
」
を
漢
字
で
書
き
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。 

 

一
方
、
『
漢
語
大
詞
典
』
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
為
」
の
項
目
に
、
「
為
詐
」

が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
を
「
作
假
（
偽
物
を
作
る
、
う
そ
を
つ
く
）
」

と
し
、
用
例
と
し
て
『
東
観
漢
記
』
安
帝
紀
の
「
皇
后
与
兄
顕
、
中
常
侍
江
京
、

樊
豊
等
共
為
詐
．
．
、
不
容
令
群
臣
知
帝
道
崩
、
欲
偽
道
得
病
（
皇
后
は
兄
の
顕
、

中
常
侍
の
江
京
、
樊
豊
等
と
共
に
詐
り
を
し
、
皇
帝
が
道
中
で
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
群
臣
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
病
気
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
う
そ
を

企
て
た
）
」
の
一
文
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
籍
資
料
で
調
べ
て
い
く
と
、

「
為
詐
」
と
い
う
文
字
列
は
熟
し
た
形
で
用
い
ら
れ
る
例
は
ほ
か
に
見
え
ず
、
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一
般
的
な
表
現
と
は
言
い
が
た
い
。 

『
古
事
記
』
に
戻
る
と
、
「
詐
」
の
字
は
、
当
該
箇
所
を
除
い
て
、
以
下
の
七

例
が
確
認
で
き
る
。 

  
 

①
更
求
二

他
女
人
一

、
詐
名
二

其
嬢
女
一

而
、
貢
上
。
（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

②
窃
以
二

赤
檮
一

作
二

詐
刀
．
．

一

、
為
二

御
佩
一

、
共
沐
二

肥
河
一

。 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

③
後
出
雲
建
、
自
レ

河
上
而
、
佩
二

倭
建
命
之
詐
刀
．
．

一

。 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

④
各
抜
二

其
刀
一

之
時
、
出
雲
建
、
不
レ

得
レ

抜
二

詐
刀
．
．

一

。 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

⑤
到
二

相
武
国
一

之
時
、
其
国
造
、
詐
白
、
於
二

此
野
中
一

有
二

大
沼
一

。
住
二

是
沼
中
一

之
神
、
甚
道
速
振
神
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

⑥
其
将
軍
、
既
信
レ

詐
、
弭
レ

弓
蔵
レ

兵
。 

 
 
 
 
 

（
中
巻 
仲
哀
天
皇
条
） 

⑦
其
山
之
上
、
張
二

絁
垣
一

立
二

帷
幕
一

、
詐
以
二

舎
人
一

為
レ

王
、
露
坐
二

呉

床
一

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
巻 

応
神
天
皇
条
） 

  

右
の
七
例
を
見
て
い
く
と
、
①
は
、
景
行
天
皇
は
息
子
の
オ
ホ
ウ
ス
を
遣
わ

し
て
、
兄
比
売
・
弟
比
売
の
二
人
の
女
性
を
召
し
あ
げ
さ
せ
た
が
、
オ
ホ
ウ
ス

は
そ
の
二
人
の
女
性
と
勝
手
に
結
婚
し
て
、
さ
ら
に
別
の
女
性
を
探
し
て
、「
詐

名
二

其
嬢
女
一

而
（
偽
っ
て
天
皇
の
求
め
て
い
た
女
性
と
名
付
け
て
）
」
、
天
皇

に
献
上
し
た
、
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。 

 

②
～
④
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
出
雲
征
討
の
話
で
、
イ
ヅ
モ
タ
ケ
ル
を
倒
す
た

め
に
、
「
詐
刀
（
偽
物
の
大
刀
）
」
を
作
っ
た
。
結
果
的
に
、
イ
ヅ
モ
タ
ケ
ル

は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
の
勝
負
で
、
「
詐
刀
」
を
抜
く
こ
と
が
で
き
ず
、
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
に
打
ち
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

⑤
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
相
武
国
に
着
い
た
と
き
に
、
そ
の
国
造
が
、
「
詐

白
（
う
そ
を
つ
い
て
言
う
に
は
）
」
、
「
こ
の
野
の
真
ん
中
に
大
き
な
沼
が
あ

る
。
こ
の
沼
の
中
に
住
ん
で
い
る
神
は
、
た
い
へ
ん
荒
々
し
い
神
な
の
だ
」
と

言
っ
た
の
で
あ
る
。
⑥
は
、
敵
の
将
軍
（
イ
サ
ヒ
ノ
ス
ク
ネ
）
は
、
「
既
信
レ

詐
（
そ
の
う
そ
〔
弓
の
弦
を
切
っ
て
、
偽
っ
て
降
伏
し
た
こ
と
〕
を
す
っ
か
り

信
じ
込
ん
で
）
」
、
弓
か
ら
弦
を
は
ず
し
、
武
器
を
納
め
た
、
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
⑦
は
、
山
の
上
に
、
絹
の
布
で
垣
を
張
り
め
ぐ
ら
し
て
帷
幕
を
立
て
て
、

「
詐
以
二

舎
人
一

為
レ

王
（
偽
っ
て
舎
人
を
御
子
に
し
た
て
て
）
」
、
目
立
つ
よ

う
に
呉
床
に
座
ら
せ
る
、
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。 

 

そ
の
う
ち
、
②
～
④
の
「
詐
刀
」
と
⑥
の
「
信
レ

詐
」
の
「
詐
」
は
す
べ
て

名
詞
で
あ
り
、
残
る
①
⑤
⑦
の
「
詐
」
は
動
詞
で
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』
の
「
い

つ
は
り
を
す
る
」
と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

ち
な
み
に
、
『
日
本
書
紀
』
の
「
詐
」
の
字
の
用
例
を
調
べ
る
と
、
次
の
二

例
に
注
目
し
た
い
。 
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①
是
以
故
詐
者
．
．
愕
然
之
予
退
無
レ

進
。
自
レ

是
之
後
、
氏
姓
自
定
、
更
無
二

詐
人
．
．

一

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
第
十
三 

允
恭
天
皇
四
年
九
月
条
） 

 
 

②
復
有
二

見
言
レ

不
レ

見
、
不
レ

見
言
レ

見
、
聞
言
レ

不
レ

聞
、
不
レ

聞
言
一
レ

聞
。

都
無
二

正
語
正
見
一

、
巧
詐
者
．
．
多
。 

（
巻
第
二
十
五 

孝
徳
天
皇
大
化
二
年
三
月
条
） 

  

①
は
允
恭
天
皇
条
の
盟
神
探
湯

く

か

た

ち

の
場
面
で
あ
る
。
盟
神
探
湯
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
氏
姓
の
真
偽
を
確
か
め
る
。
そ
こ
で
、
偽
る
者
は
恐
れ
て
あ
ら
か
じ

め
後
ろ
へ
退
き
、
（
盟
神
探
湯
す
る
た
め
の
釜
の
）
前
に
進
む
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
氏
姓
は
自
然
に
定
ま
っ
て
、
偽
る
人
は
い
な
か
っ
た
、
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
②
は
孝
徳
天
皇
の
四
部
の
詔
の
第
二
部
の
一
節
で
あ
る
。
見
た

こ
と
を
見
な
い
と
言
い
、
見
な
い
こ
と
を
見
た
と
言
い
、
聞
い
た
こ
と
を
聞
か

な
い
と
言
い
、
聞
か
な
い
こ
と
を
聞
い
た
と
言
う
人
が
い
て
、
正
し
く
語
っ
た

り
す
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
せ
ず
、
巧
み
に
偽
る
者
が
多
い
、
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
①
②
に
見
え
る
「
詐
者
」
「
詐
人
」
の
「
詐
」
の
字
は
、
い
ず
れ
も
動
詞

イ
ツ
ハ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
上
に
「
為
」
の
字
を
添
え
て
、
「
為
詐

者
」
「
為
詐
人
」
の
よ
う
な
表
記
は
な
い
。
『
古
事
記
』
の
当
該
箇
所
に
戻
る

と
、
イ
ツ
ハ
ル
カ
ミ
を
漢
字
で
書
き
表
す
時
に
、
「
為
」
の
字
を
添
え
ず
に
「
詐

神
」
と
い
う
表
記
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  
 
 

三
、
「
謂
為
」
と
「
以
為
」
の
意
味
と
用
法 

  

当
該
箇
所
の
訓
み
を
古
写
本
・
版
本
で
確
認
す
る
と
、
以
下
の
通
り
に
な
る
。 

 

兼
永
筆
本 

 

謂
オ
モ
ヘ
リ

為

 

ス
二

詐
イ
ツ
ハ
レ
ル

神

 

ト
一

而 

猪
熊
本 

 
 

謂
オ
モ
ヘ
リ

為

 

ス
二

詐
イ
ツ
ハ
レ
ル

―

神

 

ト
一

而 

延
春
本 

 
 

謂
オ
モ
ヘ
リ

為

 

ト
二

詐
イ
ツ
ハ
レ
ル

神

 

ト
一

而 

前
田
本 

 
 

謂
オ
モ
ヘ
リ

為

 

ト
二

詐
イ
ツ
ハ
レ
ル

神

 

ト
一

而 

曼
殊
院
本 

 

謂
オ
モ
ヘ
リ

為

 

ス
二

詐
イ
ツ
ハ
ル

―

神

 

ト
一

而 

寛
永
版
本 

 
 

謂 オ
モ
ヘ二

為 リ 

詐
イ
ツ
ハ
レ
ル

―

神

 

ト
一

而 

延
佳
本 

 
 

謂
ノ
玉
ヒ
テ

二

爲 ナ
ス
ノレ

詐
イ
ツ
ハ
リ
ヲ

―

神

 

ト
一

而 

 

 

右
の
よ
う
に
、
「
謂
為
詐
神
而
」
の
「
為
詐
」
を
「
為
レ

詐
（
い
つ
は
り
を

な
す
）
」
と
訓
む
の
は
延
佳
本
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
本
は
す
べ
て
「
詐

神
（
い
つ
は
る
神
、
ま
た
は
い
つ
は
れ
る
神
）
」
を
一
つ
の
区
切
り
と
す
る
。

そ
こ
で
、
寛
永
版
本
の
「
謂 オ

モ
ヘ二

為 リ 

詐
イ
ツ
ハ
レ
ル

―

神

 

ト
一

而
」
の
訓
み
に
注
目
を
し
た
い
。

寛
永
版
本
は
、
「
謂
為
」
の
二
文
字
を
一
つ
の
単
語
と
し
て
看
做
し
、
オ
モ
ヘ

リ
と
訓
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 
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『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
「
謂
為
」
を
一
つ
の
単
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は

ほ
か
に
見
え
な
い
が
、
し
か
し
、
漢
籍
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
謂
為
」
の
用
例

が
数
多
く
確
認
で
き
る
。
い
く
つ
か
の
例
を
以
下
の
よ
う
に
提
示
し
て
お
く
。 

  
 

①
臣
聞
、
昔
有
二

哀
嘆
而
霜
隕
、
悲
哭
而
崩
城
者
一

。
毎
レ

読
二

其
書
一

、
謂

二

為
信
然
一

。
於
レ

今
況
レ

之
、
乃
知
二

妄
作
一

。 

（
『
後
漢
書
』
巻
七
十
四
上 

袁
紹
劉
表
列
伝
第
六
十
四
上
） 

 
 

②
冬
、
拝
二

臨
晋
令
一

、
崔
駰
以
二

家
林
一

筮
レ

之
、
謂
二

為
不
吉
一

、
止
レ

僖

曰
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
後
漢
書
』
巻
七
十
九
上 

儒
林
列
伝
第
六
十
九
上
） 

 
 

③
廖
化
、
字
元
倹
、
本
名
淳
、
襄
陽
人
也
。
為
二

前
将
軍
関
羽
主
簿
一

、
羽

敗
、
属
レ

呉
。
思
レ

帰
二

先
主
一

、
乃
詐
死
、
時
人
謂
二

為
信
然
一

、 

（
『
三
国
志
』
巻
四
十
五 

蜀
書
十
五
鄧
張
宗
楊
伝
第
十
五
） 

 
 

④
既
見
二

金
革
稍
寧
、
方
隅
漸
泰
一

、
不
レ

推
二

天
功
一

、
謂
二

為
己
力
一

。 

（
『
芸
文
類
聚
』
第
五
十
二
巻 
治
政
部
上
） 

 
 

⑤
当
二

於
是
日
一

。
其
毘
舍
離
。
請
二

仏
及
僧
一

。
就
レ

家
供
養
。
見
二

王
送
一

レ

函
。
謂
二

為
致
一
レ

供
。 

（
『
賢
愚
経
』
梨
耆
弥
七
子
品
第
三
十
二 

丹
本
此
品
在
第
四
巻
為
第
二
十
） 

 

右
の
用
例
を
見
て
い
く
と
、
①
は
、
袁
紹
が
書
い
た
書
簡
の
一
節
で
あ
り
、

袁
紹
は
む
か
し
、
哀
し
み
嘆
い
て
霜
を
降
ら
せ
る
と
か
、
悲
し
み
哭
い
て
城
を

崩
し
た
者
が
あ
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
内
容
を
本
で
読
む
た
び
に
、
本
当
の
こ

と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
ま
に
な
っ
て
比
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
が
つ
く

り
話
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
②
は
、
孔
僖
は
冬
、
臨

晋
令
を
拝
命
し
た
。
崔
駰
は
家
の
『
周
易
林
』
に
よ
り
こ
れ
を
占
っ
た
と
こ
ろ
、

不
吉
だ
と
思
い
、
孔
僖
を
引
き
止
め
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
③
は
、
関
羽

が
敗
北
し
た
際
、
呉
に
身
を
ゆ
だ
ね
た
。
先
主
劉
備
の
も
と
へ
戻
り
た
い
一
心

で
、
死
ん
だ
と
い
う
う
そ
の
情
報
を
流
し
、
当
時
の
人
々
は
本
当
に
死
ん
だ
と

思
い
込
ん
だ
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
④
は
、
戦
争
が
収
ま
り
、
国
境
地
帯
が

安
泰
に
な
る
の
を
見
て
、
こ
れ
を
天
の
御
蔭
と
思
わ
ず
、
自
分
の
力
ば
か
り
と

思
う
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
⑤
は
、
こ
の
日
、
毘
舎
離
は
仏
と
僧
を
家
に
招

い
て
供
養
す
る
。
王
か
ら
箱
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
箱
を
見
て
、
供
養
の
た

め
の
品
物
と
思
い
、
そ
の
箱
を
開
け
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ

う
し
て
み
る
と
、「
謂
為
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
～
と
思
う
、
ま
た
は
、
～
と
思

い
込
む
（
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
）、
の
意
味
が
確
認
で
き
る
。 

一
方
、
日
本
の
文
献
資
料
に
戻
っ
て
調
べ
る
と
、
「
謂
為
」
の
用
例
は
、『
日

本
霊
異
記
』
に
一
例
確
認
で
き
る
。 

  
肥
後
国
八
代
郡
豊
服
郷
人
、
豊
服
広
公
之
妻
懐
妊
、
宝
亀
二
年
辛
亥
冬
十

一
月
十
五
日
寅
時
、
産
二

生
一
肉
団
一

。
其
姿
如
レ

卵
。
夫
婦
謂
二

為
非
一
レ

祥
、
入
レ

笥
以
蔵
二

置
之
山
石
中
一

。 
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（
産
生
肉
団
之
作
女
子
修
善
化
人
縁 

第
十
九
） 

  

右
の
一
節
を
見
る
と
、
肥
後
の
国
八
代
の
郡
豊
服
の
人
、
豊
服
広
公
の
妻
が

懐
妊
し
て
、
宝
亀
二
年
冬
十
一
月
十
五
日
の
午
前
四
時
ご
ろ
、
一
つ
の
肉
の
塊

を
産
み
下
ろ
し
た
。
そ
の
肉
の
塊
は
卵
の
よ
う
な
格
好
で
あ
っ
た
。
夫
婦
は
吉

祥
で
は
な
い
と
思
い
、
笥
に
入
れ
、
山
の
石
の
中
に
隠
し
て
置
い
た
、
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
傍
線
部
の
「
夫
婦
謂
二

為
非
一
レ

祥
」
に
つ
い
て
、『
新
日
本
古
典

文
学
大
系 

日
本
霊
異
記
』
は
、
「
夫
妻

を
ひ
と
め

祥
よ
き
し
る
し

に
あ
ら
ざ
る
な
り
と
謂
為

お

も

ひ
て
」

と
訓
み
（

2
）

、「
謂
為
」
を
一
つ
の
単
語
と
し
て
看
做
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

の
「
謂
為
」
は
、
～
と
思
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
訓
点
資
料
を
調
べ
て
み
る
と
、「
謂
為
」
は
オ
モ
フ
と
訓
む
用
例

は
、
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』（

3
）

巻
第
一
に
、
次
の
一
例
が
確
認

で
き
る
。 

  
 

須
間
、
忽
見
レ

有
二

軍
衆
数
百
隊
一

、
満
二

沙
磧
間
一

、
乍
レ

行
乍
レ

止
、
皆
裘

褐
駞
馬
之
像
、
及
旌
旗
槊
𣰬
之
形
、
易
レ

貌
移
レ

質
、
倏
忽
千
変
、
遥
瞻
極

著
、
漸
近
而
微
。
法
師
初
覩
、
謂
二

為
賊
衆
一

、
漸
近
見
滅
、
乃
知
二

妖
鬼
一

。 

  

右
の
文
章
は
、
三
蔵
法
師
は
一
人
で
沙
漠
を
歩
く
場
面
で
あ
る
。
そ
の
と
き

に
、
数
百
人
の
軍
隊
が
忽
ち
現
れ
て
、
行
っ
た
り
止
ま
っ
た
り
し
て
、
み
な
変

わ
っ
た
格
好
を
し
て
、
遠
く
か
ら
見
れ
ば
は
っ
き
り
見
え
る
が
、
近
く
ま
で
行

っ
て
見
よ
う
と
思
え
ば
見
え
な
く
な
る
、
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
傍
線
部
は
、

三
蔵
法
師
は
最
初
、
こ
の
人
た
ち
は
盗
賊
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
近
く
ま
で
行

っ
て
見
よ
う
と
思
う
と
姿
が
見
え
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
盗
賊
で
は
な
く
妖
鬼

だ
と
分
か
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』

の
原
文
を
見
る
と
、「
謂
為
」
の
横
に
「
オ
モ
ヒ
キ
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
こ
の

「
謂
為
」
は
、
～
と
思
い
込
ん
だ
（
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
）
と
い
う
意
味
で

あ
る
。 

「
謂
為
」と
似
た
よ
う
な
意
味
を
持
つ
言
葉
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は「
以
為
」

で
あ
る
。『
古
事
記
』
に
は
、「
以
為
」
と
い
う
言
葉
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
（

4
）

。 

 

①
於
是
、
天
照
大
御
神
、
以
二

為
怪
一

、
細
二

開
天
石
屋
戸
一

而
、
内
告
者
、

因
二

吾
隠
坐
一

而
、
以
二

為
天
原
自
闇
、
亦
、
葦
原
中
国
皆
闇
一

矣
、
何
由

以
、
天
宇
受
売
者
為
レ

楽
、
亦
、
八
百
万
神
諸
咲
。（
上
巻 

天
の
石
屋
） 

②
此
時
、
箸
、
従
二

其
河
一

流
下
。
於
是
、
須
佐
之
男
命
、
以
三

為
人
有
二

其
河
上
一

而
、
尋
覓
上
往
者
、
老
夫
与
老
女
、
二
人
在
而
、
童
女
置
レ

中

而
泣
。     

     
     

  
       

 

（
上
巻 

須
佐
之
男
命
の
追
放
） 

③
故
爾
、
見
二

其
頭
一

者
、
呉
公
、
多
在
。
於
是
、
其
妻
、
取
二

牟
久
木
実

与
赤
土
一

、
授
二

其
夫
一

。
故
、
咋
二

破
其
木
実
一

含
二

赤
土
一

、
唾
出
者
、

其
大
神
、
以
下

為
咋
二

破
呉
公
一

唾
出
上

而
、
於
レ

心
思
レ

愛
而
、
寝
。 
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（
上
巻 

根
の
堅
州
国
訪
問
） 

④
此
葦
原
中
国
者
、
我
御
子
之
所
レ

知
国
、
言
依
所
レ

賜
之
国
也
。
故
、
以

下

為
於
二

此
国
一

道
速
振
荒
振
国
神
等
之
多
在
上

、
是
、
使
二

何
神
一

而
将
二

言
趣
一

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
巻 

葦
原
中
国
の
平
定
） 

⑤
爾
、
海
神
之
女
豊
玉
毘
売
之
従
婢
、
持
二

玉
器
一

将
レ

酌
レ

水
之
時
、
於
レ

井
有
レ

光
。
仰
見
者
、
有
二

麗
壮
夫
一

。
以
二

為
甚
異
奇
一

。 

（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 

⑥
窃
伺
二

其
方
産
一

者
、
化
二

八
尋
和
邇
一

而
、
匍
匐
委
虵
。
即
見
驚
畏
而
、

遁
退
。
爾
、
豊
玉
毘
売
命
、
知
二

其
伺
見
之
事
一

、
以
二

為
心
恥
一

、
乃
生

二

置
其
御
子
一

而
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
巻 

鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
誕
生
） 

⑦
乃
天
皇
、
驚
起
、
問
二

其
后
一

曰
、
吾
見
二

異
夢
一

。
従
二

沙
本
方
一

暴
雨

零
来
、
急
沾
二

吾
面
一

。
又
、
錦
色
小
蛇
、
纏
二

繞
我
頸
一

。
如
此
之
夢
、

是
有
二

何
表
一

也
。
爾
、
其
后
、
以
二

為
不
一
レ

応
レ

争
、
即
白
二

天
皇
一

言
、 

（
中
巻 
垂
仁
天
皇
条
） 

⑧
其
兄
王
、
隠
二

伏
兵
士
一

、
衣
中
服
レ

鎧
、
到
二

於
河
辺
一

、
将
レ

乗
レ

船
時
、

望
二

其
厳
餝
之
処
一

、
以
三

為
弟
王
坐
二

其
呉
床
一

、
都
不
レ

知
二

執
レ

檝
而

立
一
レ

船
、
即
問
二

其
執
檝
者
一

曰
、 

 
 
 
 
 
 
 

（
中
巻 

応
神
天
皇
条
） 

⑨
率
二

曾
婆
訶
理
一

、
上
二

幸
於
倭
一

之
時
、
到
二

大
坂
山
口
一

、
以
為
、
曾

婆
訶
理
、
為
レ

吾
雖
レ

有
二

大
功
一

、
既
殺
二

己
君
一

、
是
不
レ

義
。
然
、
不

レ

賽
二

其
功
一

、
可
レ

謂
レ

無
レ

信
。
既
行
二

其
信
一

、
還
惶
二

其
情
一

。
故
、

雖
レ

報
二

其
功
一

、
滅
二

其
正
身
一

。    
     

（
下
巻 

履
中
天
皇
条
） 

⑩
乃
於
二

其
隼
人
一

賜
二

大
臣
位
一

、
百
官
令
レ

拝
。
隼
人
、
歓
喜
、
以
二

為

遂
一
レ

志
。     

    
     

       
    

  

（
下
巻 

履
中
天
皇
条
） 

⑪
其
赤
猪
子
、
仰
二

待
天
皇
之
命
一

、
既
経
二

八
十
歳
一

。
於
是
、
赤
猪
子
以

為
、
望
レ

命
之
間
、
已
経
二

多
年
一

。
姿
体
、
痩
萎
、
更
無
レ

所
レ

恃
。
然
、

非
レ

顕
二

待
情
一

、
不
レ

忍
二

於
悒
一

而
、
令
レ

持
二

百
取
之
机
代
物
一

、
参

出
貢
献
。   

     
     

  
       

    
  

（
下
巻 

雄
略
天
皇
条
） 

  

右
に
挙
げ
た
用
例
を
見
て
い
く
と
、
①
「
以
二

為
怪
一

」
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が

天
の
石
屋
に
こ
も
っ
て
い
て
、
天
上
界
も
地
上
世
界
も
す
べ
て
暗
く
な
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
は
歌
舞
を
し
、
ほ
か
の
神
々
は
み
な
笑
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
ア
マ
テ
ラ
ス
が
不
思
議
に
思
う
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
②
「
以

三

為
人
有
二

其
河
上
一

而
」
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
箸
が
肥
河
を
流
れ
下
っ
て
き
た

の
を
見
て
、
そ
の
河
の
上
流
に
人
が
い
る
と
思
う
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
③

「
以
下

為
咋
二

破
呉
公
一

唾
出
上

而
」
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
の
口
か

ら
吐
き
出
し
た
の
は
、
蜈
蚣
を
嚙
み
砕
い
た
も
の
と
思
い
込
ん
だ
、
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
④
「
以
下

為
於
二

此
国
一

道
速
振
荒
振
国
神
等
之
多
在
上

」
は
、
ア
マ

テ
ラ
ス
は
、
地
上
世
界
に
勢
い
激
し
く
荒
ぶ
る
国
つ
神
た
ち
が
大
勢
い
る
こ
と

を
考
え
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
⑤
「
以
二

為
甚
異
奇
一

」
は
、
井
戸
の
中
に

光
が
見
え
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
の
下
女
が
井
戸
を
仰
ぎ
見
た
と
こ
ろ
、
立
派
な
青
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年
が
い
た
。
そ
れ
を
た
い
へ
ん
不
思
議
に
思
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
⑥

「
以
二

為
心
恥
一

」
は
、
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
は
、
ホ
ヲ
リ
が
出
産
す
る
と
こ
ろ
を
覗

き
見
た
こ
と
を
知
っ
て
、
心
に
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

⑦
「
其
后
、
以
二

為
不
一
レ

応
レ

争
」
は
、
サ
ホ
ビ
メ
は
、
天
皇
の
夢
を
聞
い
て
、

も
は
や
抗
弁
も
で
き
ま
い
と
思
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
⑧
「
以
三

為
弟

王
坐
二

其
呉
床
一

」
は
、
オ
ホ
ヤ
マ
モ
リ
は
、
飾
り
立
て
ら
れ
た
山
の
上
の
場
所

を
見
や
っ
て
、
ウ
ヂ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
コ
が
そ
こ
の
呉
床
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
⑨
「
以
為
、
曾
婆
訶
理
、
…
雖
レ

報
二

其
功
一

、

滅
二

其
正
身
一

」
は
、
ミ
ヅ
ハ
ワ
ケ
が
、
ソ
バ
カ
リ
を
利
用
し
て
ス
ミ
ノ
エ
ノ
ナ

カ
ツ
ミ
コ
を
殺
し
た
が
、
ソ
バ
カ
リ
は
自
分
の
た
め
に
は
功
績
が
あ
る
が
、
主

君
を
殺
し
た
こ
と
は
臣
下
と
し
て
義
に
反
す
る
云
々
を
思
う
、
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
⑩
「
以
二

為
遂
一
レ

志
」
は
、
ミ
ヅ
ハ
ワ
ケ
は
ソ
バ
カ
リ
に
大
臣
の
位
を

授
け
、
多
く
の
官
人
た
ち
に
拝
礼
さ
せ
た
。
ソ
バ
カ
リ
は
喜
ん
で
、
願
い
が
叶

え
ら
れ
た
と
思
い
込
ん
だ
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
⑪
「
赤
猪
子
以
為
、
望
レ

命
之
間
、
已
経
二

多
年
一

。
…
非
レ

顕
二

待
情
一

、
不
レ

忍
二

於
悒
一

而
」
は
、
雄
略

天
皇
は
ア
カ
ヰ
コ
と
出
会
い
、
近
い
う
ち
に
宮
廷
に
召
し
出
す
こ
と
を
約
束
し

た
が
、
天
皇
は
そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
八
十
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
ア
カ
ヰ
コ
は
、
天
皇
の
命
を
受
け
て
長
い
年
月
が
過
ぎ
て
し
ま
い
、
自

分
の
体
つ
き
も
痩
せ
萎
ん
で
、
頼
む
と
こ
ろ
も
な
い
が
、
待
ち
続
け
る
心
を
表

さ
ず
に
は
、
気
持
ち
が
塞
い
で
耐
え
ら
れ
な
い
と
思
う
、と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

「
以
為
」
は
『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
主
に
、
～
と
思
う
、
ま
た
は
、
～
と
思

い
込
む
（
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
）
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「
謂
為
」
と
「
以
為
」
と
は
、
ほ
ぼ
同
義
と
認
め
ら
れ
る
。 

  
 
 

四
、『
古
事
記
』
に
見
え
る
同
訓
表
記 

  

こ
こ
ま
で
、「
謂
為
」
の
意
味
及
び
用
例
を
確
認
し
て
き
た
。
前
述
の
よ
う
に
、

「
謂
為
」
と
「
以
為
」
と
は
ほ
ぼ
同
義
で
用
い
ら
れ
る
も
の
と
論
じ
た
。
し
か

し
、『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
、
～
と
思
う
、
ま
た
は
、
～
と
思
い
込
む
（
が
、

実
際
は
そ
う
で
は
な
い
）
を
漢
字
で
書
き
記
そ
う
と
し
た
と
き
に
、
当
該
箇
所

以
外
の
場
合
は
、
す
べ
て
「
以
為
」
と
書
い
た
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
当
該
箇
所

だ
け
は
「
謂
為
」
と
書
い
た
の
は
、
や
や
気
に
な
る
点
で
も
あ
る
。 

 

こ
の
疑
問
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
『
古
事
記
』
を
読
み
直
し
て
み
る
と
、
た

と
え
ば
、
さ
き
ほ
ど
「
以
為
」
の
用
例
と
し
て
挙
げ
た
下
巻
雄
略
天
皇
条
の
一

節
に
注
目
し
た
い
。 

  
 

其
赤
猪
子
、
仰
二

待
天
皇
之
命
一

、
既．
経
二

八
十
歳
一

。
於
是
、
赤
猪
子
以
為
、

望
レ

命
之
間
、
已．
経
二

多
年
一

。 

 

こ
の
一
文
を
見
る
と
、
ア
カ
ヰ
コ
は
天
皇
の
お
召
し
の
お
言
葉
を
期
待
し
て
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待
つ
う
ち
に
、
す
で
に

．
．
．
八
十
年
が
経
っ
た
。
そ
こ
で
、
ア
カ
ヰ
コ
思
う
に
は
、

お
召
し
を
待
ち
望
ん
で
い
る
間
に
、
す
で
に

．
．
．
長
い
年
月
が
経
っ
た
、
と
い
う
文

脈
で
あ
る
。『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
ス
デ
ニ
を
漢
字
で
書
き
表
す
と
き
に
、「
既
」

と
「
已
」
と
の
二
通
り
の
表
記
を
用
い
る
が
、
こ
の
場
合
、「
既
」
と
「
已
」
と

は
同
義
で
あ
り
、
「
既．
経
二

八
十
歳
一

」
を
「
已．
経
二

八
十
歳
一

」
に
書
き
換
え
る

に
し
て
も
、「
已．
経
二

多
年
一

」
を
「
既．
経
二

多
年
一

」
に
書
き
換
え
る
に
し
て
も
、

文
の
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。 

右
に
挙
げ
た
「
既．
経
二

八
十
歳
一

」「
已．
経
二

多
年
一

」
の
ス
デ
ニ
は
、「
と
う
と

う
。
あ
る
こ
と
が
ら
が
期
待
や
危
惧
を
経
て
実
現
に
至
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
」

（
『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
に
よ
る
）
意
で
あ
り
、『
古
事
記
』
で
用
例

数
を
数
え
て
み
る
と
、「
既
」
は
十
八
回
、「
已
」
は
三
回
（
『
新
編
全
集
』
に
よ

る
）
と
い
う
結
果
に
な
る
。
一
方
、
ス
デ
ニ
と
い
う
言
葉
に
は
、「
す
っ
か
り
。

全
く
。
～
し
尽
く
す
の
意
」（
『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
に
よ
る
）
も
あ

り
、
そ
の
用
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、「
此
葦
原
中
国
者
、
随
レ

命
既．

献
也
」
（
上
巻 

大
国
主
神
の
国
譲
り
）
、
「
已．
因
レ

訓
述
者
、
詞
不
レ

逮
レ

心
、
全

以
レ

音
連
者
、
事
趣
更
長
」
（
序
）
と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
「
既
」
と
「
已
」

と
の
二
通
り
の
表
記
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
数
え
る
と
、「
既
」

は
一
九
回
、
「
已
」
は
一
回
（
『
新
編
全
集
』
に
よ
る
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ

ー
タ
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

      

右
の
表
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
ス
デ
ニ
が
漢
字
で
書
き
表
さ
れ
る
と
き
に
、

意
味
は
と
う
と
う
に
し
ろ
、
す
っ
か
り
に
し
ろ
、「
既
」
の
用
例
数
が
圧
倒
的
多

い
が
、「
已
」
の
字
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
さ
き
ほ
ど
提
示
し
た

「
望
レ

命
之
間
、
已．
経
二

多
年
」「
已．
因
レ

訓
述
者
、
詞
不
レ

逮
レ

心
」
な
ど
の
用

例
に
あ
る
「
已
」
の
字
を
「
既
」
の
字
に
置
き
換
え
て
も
意
味
は
変
わ
ら
な
い

の
に
も
拘
わ
ら
ず
、『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
「
已
」
の
字
を
選
ん
だ
。
す
な
わ

ち
、
ス
デ
ニ
を
漢
字
で
書
き
表
す
と
き
に
、「
既
」
の
字
で
統
一
し
て
書
く
の
で

は
な
く
、
同
義
の
「
已
」
の
字
を
も
使
う
。 

ま
た
、
二
文
字
の
場
合
を
確
認
し
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
イ
ヅ
ク
を
漢
字

で
書
き
表
す
と
き
に
、 

  
①
坐
二

何
地
．
．

一

者
、
平
聞
二

看
天
下
之
政
一

。
猶
思
二

東
行
一

、 

（
中
巻 

神
武
天
皇
条
） 

 

②
到
二

于
多
遅
比
野
一

而
、
寤
詔
、
此
間
者
、
何
処
．
．
。（
下
巻 

履
中
天
皇
条
） 

已 既  

３
回 

１
８
回 

「
と
う
と
う
」
の
意 

１
回 

１
９
回 

「
す
っ
か
り
」
の
意 
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 の
二
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
は
、
神
武
天
皇
は
同
母
の
兄
で
あ
る
イ
ツ
セ
と
議

論
す
る
と
き
の
会
話
文
で
あ
る
。
神
武
天
皇
は
、「
ど
こ
の
地
に
居
れ
ば
、
天
下

の
政
治
を
平
安
に
治
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
東
に
行
こ
う
と
思
う
」
と
発
言
し
て

い
る
。
②
は
、
履
中
天
皇
は
多
遅
比
野
に
着
い
て
、
目
が
覚
め
て
言
う
に
は
、

「
こ
こ
は
ど
こ
か
」
と
聞
い
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
傍
点
部
の
よ
う
に
、

イ
ヅ
ク
を
漢
字
で
書
き
表
し
た
と
き
に
、
筆
録
者
は
「
何
地
」
と
「
何
処
」
と

の
二
つ
の
表
記
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ほ
か
に
、
オ
ホ
ミ
タ
カ
ラ
を
漢
字
で
書
き
表
す
と
き
に
、「
人
民
」
と
書
く
の

が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
用
例
を
提
示
し
て
お
く
。 

  
 

①
此
天
皇
之
御
世
、
役
病
多
起
、
人
民
．
．
為
レ

尽
。 
（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

 

②
天
皇
、
大
歓
以
詔
之
、
天
下
平
、
人
民
．
．
栄
、  

（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

 

③
爾
、
天
下
太
平
、
人
民
．
．
富
栄
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
巻 
崇
神
天
皇
条
） 

 

④
自
レ

今
至
二

三
年
一

、
悉
除
二

人
民
．
．
之
課
役
一

。 
 

（
下
巻 

仁
徳
天
皇
条
） 

 

⑤
為
二

人
民
．
．
富
一

、
今
科
二

課
役
一

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
下
巻 

仁
徳
天
皇
条
） 

 

⑥
山
部
連
小
楯
、
任
二

針
間
国
之
宰
一

時
、
到
二

其
国
之
人
民
．
．
、
名
志
自
牟

之
新
室
一

楽
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
下
巻 

清
寧
天
皇
条
） 

 

⑦
其
二
柱
王
子
坐
二

左
右
膝
上
一

、
泣
悲
而
、
集
二

人
民
．
．

一

作
二

仮
宮
一

、 

（
下
巻 

清
寧
天
皇
条
） 

 

オ
ホ
ミ
タ
カ
ラ
を
「
人
民
」
と
書
く
例
は
右
の
七
例
見
ら
れ
る
が
、
④
「
自

レ

今
至
二

三
年
一

、
悉
除
二

人
民
．
．
之
課
役
一

」
の
一
文
の
直
後
に
、
「
是
以
、
百
姓
．
．

之
栄
、
不
レ

苦
二

役
使
一

」
と
書
い
て
あ
り
、
こ
こ
の
「
百
姓
」
も
オ
ホ
ミ
タ
カ

ラ
を
漢
字
で
書
き
表
し
た
も
の
で
あ
る
（

5
）

。 

右
に
挙
げ
た
「
既
」
と
「
已
」
、「
何
地
」
と
「
何
処
」、「
人
民
」
と
「
百
姓
」

は
、
い
ず
れ
も
同
訓
の
表
記
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
使
い
分
け
が
あ
る
と
は
看

做
し
難
い
。
当
該
箇
所
の
「
謂
為
」
に
戻
る
と
、
先
述
の
よ
う
に
、「
謂
為
」
と

「
以
為
」
と
は
同
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
な
ぜ
、
当

該
箇
所
の
み
「
以
為
」
で
は
な
く
「
謂
為
」
を
使
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

「
既
」「
已
」
な
ど
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、
オ
モ
フ
を
漢
字
で
書
き
表
す
と
き
に
、

「
以
為
」
で
統
一
し
て
書
く
の
で
は
な
く
「
謂
為
」
を
も
用
い
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
当
該
箇
所
の
「
謂
為
．
．
詐
神
而
、
押
二

退
御
琴
一

、
不
レ

控
、
黙
坐
」

を
「
以
為
．
．
詐
神
而
、
押
二

退
御
琴
一

、
不
レ

控
、
黙
坐
」
に
書
き
換
え
て
も
意
味

が
変
わ
ら
な
い
。 

延
佳
、
宣
長
以
降
は
「
為
詐
」
を
一
括
り
と
し
て
看
做
し
、
当
該
箇
所
を
「
謂

二

為
レ

詐
神
一

而
」
と
訓
む
が
、
寛
永
版
本
の
「
謂 オ

モ
ヘ二

為 リ 

詐
イ
ツ
ハ
レ
ル

―

神

 

ト
一

而
」
に
近
い

形
で
、
こ
の
一
文
を
「
謂
二

為
詐
神
一

而
（
詐

い
つ
は

る
神か

み

と
謂
為

お

も

ひ
て
）
」
と
訓
み
、

う
そ
を
つ
く
神
だ
と
思
い
込
ん
で
（
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
）
、
と
い
う
意
味

で
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。 
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五
、
ま
と
め 

  

本
章
は
、『
古
事
記
』
中
巻
仲
哀
天
皇
条
に
見
え
る
「
謂
為
」
に
つ
い
て
考
察

し
て
き
た
。
従
来
の
注
釈
書
は
、「
謂
為
詐
神
而
」
の
「
為
詐
」
を
「
い
つ
は
り

を
す
（
ま
た
は
、
い
つ
は
り
を
な
す
）
」
と
訓
ん
で
い
る
。
し
か
し
、『
古
事
記
』

に
お
い
て
「
為
詐
」
の
用
例
は
ほ
か
に
見
え
ず
、
ま
た
、『
古
事
記
』
の
筆
録
者

は
「
い
つ
は
り
を
す
」
を
漢
字
で
書
き
表
す
と
き
に
、
「
詐
名
二

其
嬢
女
一

而
」

「
詐
白
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
「
詐
」
の
一
文
字
を
用
い
る
。
一
方
、
「
謂

為
」
と
い
う
言
葉
は
、
漢
籍
資
料
に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、『
日

本
霊
異
記
』
に
も
一
例
存
在
す
る
。
～
と
思
う
、
ま
た
は
、
～
と
思
い
込
む
（
が
、

実
際
は
そ
う
で
は
な
い
）
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、「
以
為
」
と
い
う
言
葉
と
同
義

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
寛
永
版
本
も
ま
た
、
「
謂
為
詐
神
而
」
の
「
謂
為
」
を
オ

モ
フ
と
訓
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
該
箇
所
の
「
謂
為
」
を
一
つ
の
言
葉

と
看
做
し
、
「
謂
為
詐
神
而
」
を
「
詐

い
つ
は

る
神か

み

と
謂
為

お

も

ひ
て
」
と
訓
む
、
と
い
う

結
論
に
至
っ
た
。 

 

注 （
1
）「
オ
モ
フ
（
オ
モ
ホ
ス
）
」
の
用
例
は
、
瀬
間
正
之
編
『
古
事
記
音
訓
索

引
』
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
三
年
）
を
参
考
に
し
た
。『
古
事
記
音
訓
索

引
』
に
よ
る
と
、
下
巻
允
恭
天
皇
条
「
故
、
追
到
之
時
、
待
懐．
而
、
歌

曰
」
の
「
懐
」
の
字
も
オ
モ
フ
と
訓
む
が
、
『
新
編
全
集
』
及
び
『
新

校
古
事
記
』
で
は
「
懐
」
を
ム
ダ
ク
と
訓
む
。
こ
の
字
は
オ
モ
フ
と
訓

む
確
実
な
例
で
は
な
い
た
め
、
用
例
か
ら
除
外
し
た
。 

（
2
）「
夫
婦
謂
為
非
祥
」
の
訓
み
に
関
し
て
、
ほ
か
に
「
夫
妻

を
ふ
と
め

お
も
ひ
て
「

祥
よ
き
し
る
し

に
あ
ら
じ
」
と
し
て
」（『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

日
本
霊
異
記
』）、「
夫

妻
謂お

も

ひ
て

祥
ヨ
キ
シ
ル
シ

に
非あ

ら

じ
と
し
て
」（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

日
本

霊
異
記
』
）
も
あ
る
。 

（
3
）『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
は
、
築
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈

恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究 

訳
文
篇
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
六
五
年
）
よ
り
引
用
し
た
。
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

西
域

求
法
高
僧
伝
集
』（
八
木
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
を
も
参
考
に
し
た
。 

（
4
）『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
以
為
」
の
用
例
は
ほ
か
に
、
Ａ
「
以
二

此
吾
身

成
余
処
一

、
刺
下

塞
汝
身
不
二

成
合
一

処
上

而
、
以．
三

為．
生
二

成
国
土
一

。
生
、

奈
何
」
（
上
巻 

神
の
結
婚
）
、
Ｂ
「
大
御
神
詔
、
汝
者
、
不
レ

可
レ

在
二

此
国
一

而
、
神
夜
良
比
夜
良
比
賜
故
、
以．
下

為．
請
中

将
二

罷
往
一

之
状
上

、

参
上
耳
。
無
二

異
心
一

」（
上
巻 

須
佐
之
男
命
の
昇
天
）
の
二
例
が
あ
り
、

『
新
編
全
集
』
で
は
「
以
為
」
を
「
オ
モ
フ
」
と
訓
み
、
～
し
よ
う
と

思
う
、
の
意
味
で
と
ら
え
て
い
る
。
し
か
し
、
漢
籍
資
料
に
お
い
て
、

「
以
為
」
は
、
～
し
よ
う
と
思
う
の
意
で
用
い
ら
れ
る
例
は
な
い
。
ま
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た
、
用
例
Ａ
に
関
し
て
は
、
兼
永
筆
本
、
前
田
本
、
曼
殊
院
本
、
猪
熊

本
、
寛
永
版
本
、
延
佳
本
で
は
「
為
生
成
国
土
」
と
い
う
文
字
列
に
な

っ
て
お
り
、
「
以
」
の
字
が
書
い
て
な
い
。
用
例
Ｂ
に
関
し
て
は
、
延

佳
本
で
は
「
神カ

ン₋

夜ヤ-

良ラ-

比ヒ
ニ

夜ヤ-

良ラ-

比ヒ₋

賜
タ
マ
フ

。
故

 

ニ₋

以

 

テ

爲

 

ニ
レ

請
コ
ハ
ン
ガ

下  

タ

 

將 
 

ス
ル

二

罷

 

リ

-

往

 

ン
ト

一

之-

狀
ア
リ
サ
マ
ヲ

上

」
と
な
っ
て
お
り
、
「
以
為
」
を
一
つ
の
言
葉
と
看

做
さ
な
い
。
Ａ
・
Ｂ
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
問
題
の
あ
る
箇
所
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
用
例
か
ら
除
外
し
た
。 

（
5
）
オ
ホ
ミ
タ
カ
ラ
の
漢
字
表
記
は
、
ほ
か
に
「
旦
波
比
古
多
々
須
美
智
宇

斯
王
之
女
、
名
兄
比
売
・
弟
比
売
、
茲
二
女
王
、
浄
公
民
．
．
」
（
中
巻 

垂

仁
天
皇
条
）
も
あ
る
。 
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第
五
章 

国
譲
り
神
話
の
「
治
」 

  
 
 

一
、
は
じ
め
に 

 

本
章
と
次
章
は
、『
古
事
記
』
上
巻
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
譲
り
神
話
に
つ
い
て

考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
章
に
お
い
て
は
、
主
に
「
治
」
と
い
う
表
記
を
中

心
に
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。「
治
」
の
字
は
、
次
の
一
節
の
「
於
二

底
津
石

根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
云
々
」
の
直
後
に
見
え
る
。 

 

故
、
更
且
還
来
、
問
二

其
大
国
主
神
一

、
汝
子
等
、
事
代
主
神
・
建
御
名
方

神
二
神
者
、
随
二

天
神
御
子
之
命
一

勿
レ

違
白
訖
。
故
、
汝
心
、
奈
何
。
爾
、

答
白
之
、
僕
子
等
二
神
随
レ

白
、
僕
之
、
不
レ

違
。
此
葦
原
中
国
者
、
随
レ

命
既
献
也
。
唯
僕
住
所
者
、
如
二

天
神
御
子
之
天
津
日
継
所
レ

知
之
登
陀
流 

【
此
三
字
以
レ

音
。
下
効
レ

此
。
】
天
之
御
巣
一

而
、
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱

布
斗
斯
理
、
【
此
四
字
以
レ

音
。
】
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理
【
多
迦
斯

理
四
字
以
レ

音
。
】
而
、
治．
賜
者
、
僕
者
、
於
二

百
不
レ

足
八
十
坰
手
一

隠
而

侍
。
亦
、
僕
子
等
百
八
十
神
者
、
即
八
重
事
代
主
神
、
為
二

神
之
御
尾
前
一

而
仕
奉
者
、
違
神
者
非
也
、
如
此
之
白
而

、
於
二

出
雲
国
之
多
芸
志
之
小

浜
一

、
造
二

天
之
御
舎
一

【
多
芸
志
三
字
以
レ

音
。
】
而
、
水
戸
神
之
孫
櫛
八

玉
神
為
二

膳
夫
一

、
献
二

天
御
饗
一

之
時
、
禱
白
而
、 

 

 

右
の
文
章
は
、
『
古
事
記
』
上
巻
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
譲
り
の
一
節
で
あ
る
。

天
の
使
者
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
子
ど
も
達
（
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ

と
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
）
を
次
々
と
帰
順
さ
せ
、
最
終
的
に
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
国
譲

り
を
迫
る
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
子
ど
も
達
が
帰
順
す
る
な
ら
ば
自
分
も
違
わ

な
い
と
、
国
を
す
っ
か
り
献
上
す
る
が
、
そ
の
代
り
に
立
派
な
住
居
を
造
営
し

て
「
治
賜
者
（
治
め
賜
は
ば
）
」、
自
分
は
八
十
坰
手
（
奥
ま
っ
た
場
所
）
に
隠

れ
る
と
約
束
し
た
。
ま
た
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
が
百
八
十
神
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の

大
勢
の
子
ど
も
達
）
の
先
頭
に
立
ち
ま
た
後
尾
に
立
っ
て
お
仕
え
す
る
な
ら
ば
、

背
く
神
は
い
な
い
と
発
言
し
た
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
発
言
が
終
わ
る
と
、
出
雲

国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
天
の
御
舎
が
造
ら
れ
、
膳
夫
（
調
理
人
）
で
あ
る
ク
シ

ヤ
タ
マ
は
天
御
饗
を
献
上
し
て
祝
辞
を
奏
上
し
た
、
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。 

従
来
の
論
説
を
見
る
と
、「
治
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

本
章
は
、『
古
事
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
上
代
文
献
、
及
び
漢
籍
資
料
に
お

け
る
「
治
」
の
字
義
及
び
用
法
を
確
認
し
、
当
該
箇
所
の
「
治
」
の
字
を
ど
う

解
釈
す
べ
き
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

  
 
 

二
、
諸
説 

  

当
該
箇
所
の
「
治
」
の
字
の
先
行
研
究
を
整
理
し
て
み
る
と
、
解
釈
が
次
の
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よ
う
に
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
（

1
）

。 

 
Ａ
「
治
」
＝
住
居
を
造
営
し
て
斎
き
祭
る
（
『
古
事
記
伝
』
） 

Ｂ
「
治
」
＝
住
居
を
造
営
す
る
（
『
全
釈
』
『
全
講
』『
全
集
』『
集
成
』） 

Ｃ
「
治
」
＝
祭
る
、
斎
き
祭
る
（
『
古
事
記
注
釈
』
『
新
編
全
集
』
） 

  

右
に
挙
げ
た
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
解
釈
は
、
い
ず
れ
も
「
治
」
の
字
を
「
ヲ
サ

ム
」
と
訓
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
Ａ
に
つ
い
て
、
本
居
宣
長
は
「
治

ヲ
サ
ム

と
云
こ

と
の
意
は
、
上
に
治
二

ヲ
サ
メ

我ア
ガ

前
一

マ
ヘ
ヲ

者バ

、
と
あ
り
し
處
【
傳
十
二
の
廿
葉
】
に
云

る
が
如
し
」
と
述
べ
、
「
治
賜
者
」
の
「
治
」
は
『
古
事
記
』
上
巻
オ
ホ
ク
ニ

ヌ
シ
の
国
作
り
に
見
え
る
「
能
治
二

我
前
一

者
」
の
「
治
」
と
同
義
と
し
た
う
え

で
、
「
治

ヲ
サ
ム

と
は
、
凡
て
物
を
棄ス

テ

措オ
カ

ず
、
收ト

リ

擧ア
ゲ

て
、

狀
ア
リ
サ
マ

に
從
ひ
て
、
其ソ

レ

が
う

へ
を
宜
く
物
す
る
を
云
、
其
中
に
、
卷

 

ノ

末
に
僕ワ

ガ

住ス
ム

所
ト
コ
ロ

者ハ

云シ
カ

々シ
カ

而シ
テ

、
於ニ

高
天

 

ノ

原

冰ヒ

木ギ

多タ

迦カ

斯シ

理リ

而テ

治
ヲ
サ
メ

賜
タ
マ
ハ

者バ

云
々

と
あ
る
と
、
此コ

コ

は
同
く
て
、
宮
を
造
營

ツ

ク

リ

て
齋

イ
ツ
キ

祠マ
ツ

る
を
治

ヲ
サ
ム

と
云
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
治
」
の
字
を
、
住
居
を
造

営
し
て
斎
き
祭
る
の
意
で
捉
え
て
い
る
。 

 

Ｂ
の
場
合
、
「
治
賜
者
」
の
現
代
語
訳
は
、
「
作
つ
て
下
さ
い
ま
す
な
ら
ば
」

（
『
全
釈
』
）
、「
お
造
り
下
さ
い
ま
す
な
ら
ば
」（
『
全
講
』）、「
お
造
り
下
さ
る
な

ら
ば
」（
『
全
集
』『
集
成
』
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
治
」
の
字
を
造
営
す
る
の
意
で

捉
え
て
い
る
。 

 

Ｃ
の
『
古
事
記
注
釈
』
は
、
『
古
事
記
伝
』
と
同
様
に
、
当
該
箇
所
の
「
治
」

の
字
を
「
能
治
二

我
前
一

者
」
と
同
義
で
捉
え
、
「
こ
こ
で
は
斎
き
祭
る
意
。
ヲ

サ
ム
は
多
義
的
で
、
統
治
す
る
、
収
め
る
、
葬
る
、
治
療
す
る
、
修
復
す
る
等

さ
ま
ざ
ま
の
意
に
用
い
ら
れ
る
が
、
あ
る
べ
き
姿
に
置
く
こ
と
が
そ
の
本
義
で

あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
治
」
の
字
を
斎
き
祭
る
の
意
で
解
釈
し
て
い
る
。

ま
た
、『
新
編
全
集
』
の
頭
注
に
「
こ
の
「
治
め
」
は
、
祭
る
こ
と
」
と
あ
り
、

『
古
事
記
注
釈
』
と
同
じ
意
見
で
あ
る
。 

 

右
の
よ
う
に
、「
治
」
の
従
来
の
解
釈
は
、
Ａ
住
居
を
造
営
し
て
祭
る
、
Ｂ
住

居
を
造
営
す
る
、
Ｃ
祭
る
と
い
っ
た
よ
う
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
の
可
能
性
を
検
証
し
て
い
く
。 

  
 
 

三
、「
治
」
＝
「
造
営
す
る
」
の
可
能
性 

 

古
辞
書
で
「
治
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、「
治
、
水
、
出
東
莱
曲
城

陽
丘
山
（

2
）

、
南
入
海
、
从
水
、
台
声
、
直
之
切
」（
『
説
文
解
字
』
）
と
あ
る
よ

う
に
、
も
と
も
と
、「
治
」
と
は
河
の
名
前
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
治
、

除
飢
反
、
修
也
、
理
也
、
故
也
」（『
篆
隷
万
象
名
義
』）、「
治
、
水
、
出
曲
城
県

陽
曲
山
、
又
、
修
、
治
也
」
（
『
大
広
益
会
玉
篇
』）
な
ど
の
よ
う
に
、
「
治
」
の

字
は
「
修
」「
理
」
な
ど
と
い
っ
た
文
字
と
近
い
意
味
を
持
つ
。
一
方
、「
治
、

音
持
、
ヲ
サ
ム
、
ハ
ル
、
タ
モ
ツ
、
ヒ
ラ
ク
、
ホ
ル
、
マ
ツ
リ
ヿ
、
ヲ
サ
〳
〵
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シ
、
ツ
ク
ロ
フ
、
ハ
ラ
フ
、
ウ
ル
ハ
シ
、
ミ
カ
ク
、
ツ
ク
ル
、
キ
ヨ
シ
、
ア
キ

ラ
カ
ニ
、
…
」
（
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
法
上 

三
二
）
と
書
い
て
あ
る
よ

う
に
、「
治
」
の
字
は
、
ヲ
サ
ム
の
ほ
か
に
、
ツ
ク
ロ
フ
、
ツ
ク
ル
と
い
っ
た
意

味
も
有
す
る
。 

実
際
、
漢
籍
資
料
で
「
治
」
の
用
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
「
二
月
、

至
二

長
安
一

。
蕭
何
治．
二

未
央
宮
一

」
（
『
漢
書
』
巻
一
下 

高
帝
紀
第
一
下
）
、「
公

主
至
二

其
国
一

、
自
治．
二

宮
室
一

」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
十
六 

公
主
）
、
「
至
二

魯
共

王
一

、
好
レ

治．
二

宮
室
一

、
壊
二

孔
子
旧
宅
一

、
以
広
二

其
居
一

」
（『
文
選
』
巻
四
十

五 

尚
書
序
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
治
」
の
字
は
、（
宮
殿
な
ど
の
）
建
造
物
を
造

営
す
る
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
さ
き
ほ
ど
『
類
聚
名
義
抄
』

で
確
認
し
た
ツ
ク
ロ
フ
、
ツ
ク
ル
の
訓
み
と
一
致
す
る
と
言
え
よ
う
。 

『
古
事
記
』
に
戻
る
と
、
「
治
」
の
字
は
計
九
十
九
例
あ
り
、
ヲ
サ
ム
と
訓
む

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
七
十
六
回
は
「
坐
二

畝
火
之
白
檮
原
宮
、

治．
二

天
下
一

也
」（
中
巻 

神
武
天
皇
条
）
、「
大
雀
命
、
坐
二

難
波
之
高
津
宮
、
治．
二

天
下
一

也
」（
下
巻 

仁
徳
天
皇
条
）
の
如
く
、「
治
二

天
下
一

也
（
天
下
を
治
め
る
）」

と
い
う
慣
用
表
現
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
多
治．
比
之
柴
垣
宮
」「
小
治．

田
」
と
い
っ
た
地
名
（
計
六
例
）
や
、
「
阿
治．
志
貴
高
日
子
根
神
」「
丹
波
能
阿

治．
佐
波
毘
売
」
と
い
っ
た
神
名
・
人
名
（
計
五
例
）
、「
阿
治．
志
貴
多
迦
」「
久
治．

良
佐
夜
流
」
と
い
っ
た
歌
謡
に
使
わ
れ
る
用
例
（
計
二
例
）
、
及
び
当
該
箇
所
の

「
治
賜
者
」
を
除
き
、
「
治
」
の
用
例
を
次
の
よ
う
に
提
示
し
て
お
く
。 

 

①
何
由
以
、
汝
、
不
レ

治
下

所
二

事
依
一

之
国
上

而
、
哭
伊
佐
知
流
。 

（
上
巻 

三
貴
子
の
分
治
） 

②
其
神
言
、
能
治
二

我
前
一

者
、
吾
、
能
共
与
相
作
成
。 

（
上
巻 

大
国
主
神
の
国
作
り
） 

③
爾
、
大
国
主
神
曰
、
然
者
、
治
奉
之
状
、
奈
何
、
答
言
、
吾
者
、
伊
二

都
岐
奉
于
倭
之
青
垣
東
山
上
一

。    

（
上
巻 

大
国
主
神
の
国
作
り
） 

④
雖
レ

恨
二

其
伺
情
一

、
不
レ

忍
二

恋
心
一

、
因
下

治
二

養
其
御
子
一

之
縁
上

、
附

二

其
弟
玉
依
毘
売
一

而
、    

 
  

（
上
巻 

鵜
葺
草
葺
不
合
命
の
誕
生
） 

⑤
若
此
御
子
矣
、
天
皇
之
御
子
所
レ

思
看
者
、
可
二

治
賜
一

。 

（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
） 

⑥
即
、
倭
建
命
、
抜
二

其
刀
一

而
、
打
二

殺
出
雲
建
一

。
…
故
、
如
此
撥
治
、

参
上
、
覆
奏
。    

 
    

  
       

    
 

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

⑦
乃
取
二

其
櫛
一

、
作
二

御
陵
一

而
、
治
置
也
。  

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

⑧
因
二

大
后
之
強
一

、
不
レ

治
二

賜
八
田
若
郎
女
一

。（
下
巻 

仁
徳
天
皇
条
） 

⑨
此
人
、
深
知
二

薬
方
一

。
故
、
治
二

差
帝
皇
之
御
病
一

。 

（
下
巻 

允
恭
天
皇
条
） 

  

右
の
十
例
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
①
「
不
レ

治
下

所
二

事
依
一

之
国
上

而
」
は
、

ス
サ
ノ
ヲ
は
イ
ザ
ナ
キ
に
委
任
さ
れ
た
国
（
海
原
）
を
治
め
な
い
の
意
で
、
こ
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こ
の
「
治
」
の
字
は
「
治
二

天
下
一

也
」
の
「
治
」
と
同
様
で
、
統
治
す
る
の
意
。 

②
と
③
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
の
国
作
り
の
話
に
見
え
る
用

例
で
あ
る
。
②
「
能
治
二

我
前
一

者
、
吾
、
能
共
与
相
作
成
」
、
つ
ま
り
、
オ
ホ

モ
ノ
ヌ
シ
は
「
私
を
よ
く
治
め
る
な
ら
ば
、
私
は
あ
な
た
と
一
緒
に
国
作
り
を

完
成
さ
せ
よ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
③
「
然
者
、
治
奉
之
状
、

奈
何
」
、
つ
ま
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
「
そ
れ
な
ら
ば
、
あ
な
た
を
「
治
奉
之
状
」

は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
」
と
尋
ね
る
。
そ
し
て
、
オ
ホ
モ
ノ
ヌ

シ
は
「
自
分
を
倭
の
青
垣
の
東
山
の
上
に
祭
っ
て
ほ
し
い
」
と
答
え
た
（
後
で

詳
述
す
る
）
。 

④
「
因
下

治
二

養
其
御
子
一

之
縁
上

」
は
、
御
子
（
ウ
カ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
）
を
養

育
す
る
理
由
で
の
意
で
、「
治
養
」
の
二
文
字
で
養
育
す
る
の
意
。
⑥
「
如
此
撥

治
、
参
上
、
覆
奏
」
は
、
こ
の
よ
う
に
（
帰
順
し
な
い
人
た
ち
を
）
討
ち
払
っ

て
平
定
さ
せ
て
、
参
上
し
て
、
天
皇
に
復
命
す
る
の
意
で
、「
撥
治
」
の
二
文
字

で
平
定
さ
せ
る
の
意
。
⑦
「
乃
取
二

其
櫛
一

、
作
二

御
陵
一

而
、
治
置
也
」
は
、
そ

こ
で
、
そ
の
（
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
）
櫛
を
拾
い
、
お
墓
を
造
っ
て
、（
そ
の

お
墓
に
櫛
を
）
納
め
置
い
た
の
意
で
、
「
治
置
」
の
二
文
字
は
納
め
置
く
の
意
。

⑨
「
治
二

差
帝
皇
之
御
病
一

」
は
、
天
皇
の
ご
病
気
を
治
し
た
の
意
で
、「
治
差
」

の
二
文
字
で
治
療
す
る
の
意
。 

⑤
「
若
此
御
子
矣
、
天
皇
之
御
子
所
レ

思
看
者
、
可
二

治
賜
一

」
は
、
も
し
こ

の
御
子
を
、
天
皇
の
御
子
と
思
し
召
す
な
ら
ば
、（
御
子
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
待

遇
で
）
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
の
意
（

3
）

で
、
⑧
「
因
二

大
后
之
強
一

、
不
レ

治
二

賜
八
田
若
郎
女
一

」
は
、
大
后
は
強
情
な
の
で
、（
天
皇
は
）
ヤ
タ
ノ
ワ
カ
イ
ラ

ツ
メ
を
妃
と
し
て
迎
え
入
れ
て
い
な
い
の
意
。
⑤
と
⑧
の
「
治
」
は
、
い
ず
れ

も
、
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
身
分
を
与
え
て
、
宮
中
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
（
⑧

は
否
定
表
現
）
を
い
う
。 

右
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
治
」
の
字
の
用
例
を
、
一
通
り
整
理

し
て
み
た
。「
治
」
の
字
は
、
『
古
事
記
』
に
九
十
九
例
存
す
る
が
、
し
か
し
、

漢
籍
に
見
え
る
建
造
物
を
造
営
す
る
の
意
、
つ
ま
り
、
ツ
ク
ル
の
意
で
用
い
ら

れ
る
確
実
な
例
を
見
な
い
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
建
造
物
を
造
営
す
る
を
書

き
表
す
場
合
、
た
と
え
ば
、
「
故
是
以
、
其
速
須
佐
之
男
命
。
宮
可
二

造
作
、
、

一

之

地
求
二

出
雲
国
一

」（
上
巻 

須
賀
の
宮
）
、「
其
土
人
、
名
宇
沙
都
比
古
・
宇
沙
都

比
売
二
人
、
作、
二

足
一
騰
宮
一

而
、
献
二

大
御
饗
一

」（
中
巻 

神
武
天
皇
条
）
、「
留

二

其
山
口
一

、
即
造、
二

仮
宮
一

、
忽
為
二

豊
楽
一

」
（
下
巻 

履
中
天
皇
条
）
な
ど
と

あ
る
よ
う
に
、
宮
、
仮
宮
な
ど
を
造
営
す
る
場
面
に
お
い
て
、「
治
」
の
字
で
は

な
く
、「
造
」
「
作
」
と
い
っ
た
文
字
が
用
い
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、
当
該
箇
所
の
「
治
賜
者
」
の
直
前
に
、
「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布

斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理
而
」
と
書
い
て
あ
り
、「
於
二

底
津
石
根

一

云
々
」
は
、『
古
事
記
』
を
見
る
と
ほ
か
に
二
例
が
存
し
て
お
り
、
ま
た
、『
日

本
書
紀
』
に
も
似
た
よ
う
な
内
容
が
確
認
で
き
る
。 
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①
意
礼
、
為
二

大
国
主
神
一

、
亦
、
為
二

宇
都
志
国
玉
神
一

而
、
其
我
之
女

須
世
理
毘
売
為
二

適
妻
一

而
、
於
二

宇
迦
能
山
之
山
本
一

、
於
二

底
津
石
根

一

宮
柱
布
刀
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
椽
多
迦
斯
理
而
居
。
是
奴
也
。 

（
上
巻 

根
の
堅
州
国
訪
問
） 

②
詔
之
、
此
地
者
、
向
二

韓
国
一

、
真
二

来
通
笠
沙
之
御
前
一

而
、
朝
日
之
直

刺
国
、
夕
日
之
日
照
国
也
。
故
、
此
地
、
甚
吉
地
、
詔
而
、
於
二

底
津

石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
椽
多
迦
斯
理
而
坐
也
。 

（
上
巻 

天
孫
降
臨
） 

③
故
古
語
称
之
曰
、
於
二

畝
傍
之
橿
原
一

也
、
太
三

立
宮
柱
二

於
底
磐
之
根
一

、

峻
三

峙
搏
風
二

於
高
天
之
原
一

、
而
始
馭
天
下
之
天
皇
、
号
曰
二

神
日
本
磐

余
彦
火
火
出
見
天
皇
一

焉
。 

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三 
神
武
天
皇
元
年
正
月
条
） 

  

右
の
三
例
を
見
る
と
、
①
は
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
が
根
堅
州
国
か
ら
脱
出
し
よ
う

と
す
る
際
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
に
対
し
て
、「
宇
迦
能
山
の
山
本
に
、

立
派
な
宮
殿
を
造
っ
て
、
そ
こ
に
居
れ
」
と
言
っ
て
い
る
。
②
は
ニ
ニ
ギ
が
竺

紫
日
向
の
高
千
穂
の
久
士
布
流
多
気
に
天
降
り
、
こ
の
場
所
は
た
い
へ
ん
よ
い

地
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
こ
に
立
派
な
宮
殿
を
造
っ
て
、
お
住
ま
い
に
な
っ

た
と
書
い
て
あ
る
（

4
）

。
③
は
神
武
天
皇
即
位
の
話
、
神
武
天
皇
は
畝
傍
の
橿

原
に
立
派
な
宮
殿
を
造
っ
て
、
初
め
て
国
を
お
治
め
に
な
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。 

『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
を
調
べ
る
と
、「
ふ
と
し
る
」
は
「
造
営
す

る
。
宮
柱
フ
ト
シ
リ
（
立
ツ
）
と
い
う
慣
用
句
で
宮
殿
の
柱
を
建
て
る
こ
と
を

い
う
」、
「
た
か
し
る
」
は
「
高
大
に
造
り
構
え
る
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理
而
」

と
い
う
常
套
句
に
は
、
宮
殿
を
造
営
す
る
の
意
が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
該
箇
所

の
「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理
而
、
治
賜

者
」
の
「
治
」
の
字
は
造
営
す
る
の
意
で
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
常
套

句
の
意
味
と
重
複
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
箇
所
の
「
治
」
の
字
を
、

造
営
す
る
の
意
で
解
釈
す
る
の
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。 

  
 

四
、
「
治
」
＝
「
祭
る
」
の
可
能
性 

  

前
節
に
挙
げ
た
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
治
」
の
用
例
②
「
能
治
二

我
前
一

者
」

と
③
「
治
奉
之
状
、
奈
何
」
に
あ
ら
た
め
て
注
目
し
た
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う

に
、
②
と
③
は
、『
古
事
記
』
上
巻
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
造
り
の
段
に
見
え
る
用

例
で
あ
る
。 

  
 

大
国
主
神
愁
而
告
、
吾
独
何
能
得
レ

作
二

此
国
一

。
孰
神
与
レ

吾
能
相
二

作
此

国
一

耶
。
是
時
、
有
二

光
レ

海
依
来
之
神
一

。
其
神
言
、
能
治
二

我
前
一

者
、

吾
、
能
共
与
相
作
成
。
若
不
レ

然
者
、
国
、
難
レ

成
。
爾
、
大
国
主
神
曰
、
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然
者
、
治
奉
之
状
、
奈
何
、
答
言
、
吾
者
、
伊
二

都
岐
奉
于
倭
之
青
垣
東

山
上
一

。 

 

右
の
場
面
は
、
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
対
し
て
、「
私
を
よ
く
治

め
る
な
ら
ば
（
能
治
二

我
前
一

者
（

5
）

）
、
私
は
あ
な
た
と
一
緒
に
国
作
り
を
完
成

さ
せ
よ
う
」
と
自
分
に
対
す
る
祭
祀
を
求
め
て
い
る
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、「
あ

な
た
を
「
治
奉
之
状
」
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
」
と
尋
ね
た
。

そ
う
す
る
と
、
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
は
、「
私
を
倭
の
青
垣
の
東
の
山
の
上
に
祭
り
仕

え
な
さ
い
（
吾
者
、
伊
二

都
岐
奉
于
倭
之
青
垣
東
山
上
一

）
」
と
答
え
た
。
こ
の

よ
う
に
、
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
は
御
諸
山
の
上
に
鎮
座
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い

う
内
容
で
あ
る
。 

『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
の
「
を
さ
む
［
治
・
脩
・
収
］」
の
項
目
に

は
、「
❶
統
治
す
る
。
平
定
す
る
。
❷
然
る
べ
く
と
と
の
え
、
な
お
す
。
物
事
を

あ
る
べ
き
位
置
、
も
と
の
位
置
に
お
ち
つ
か
せ
る
よ
う
に
は
か
ら
う
。
❸
収
め

る
。
収
納
す
る
」
の
意
味
が
載
っ
て
い
る
。
❷
の
用
例
と
し
て
、
当
該
箇
所
の

「
能
治
二

我
前
一

者
」
が
挙
が
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
、『
日
本
書
紀
』
の
「
則
定
二

其
療．
レ

病
之
方
一

」（
巻
第
一 

神
代
上
第
八
段
一
書
第
六
）
、「
当
レ

披
二

払
山
林
一

、

経．
二

営．
宮
室
一

」（
巻
第
三 

神
武
天
皇
即
位
前
紀
己
未
年
三
月
条
）、「
天
皇
、
自

二

皇
祖
母
命
臥
病
一

及
二

至
発
喪
一

、
不
レ

避
二

床
側
一

視
養
．
．
無
レ

倦
」（
巻
第
二
十
四 

皇
極
天
皇
二
年
九
月
条
）
な
ど
の
用
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。【
考
】
の
部
分
に

は
「
❷
に
は
、
個
々
の
例
に
即
し
て
鎮
め
斎
く
・
造
営
す
る
・
治
療
す
る
・
看

病
す
る
等
々
の
意
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
本
来

の
位
置
・
よ
い
位
置
に
戾
す
よ
う
に
す
る
意
に
一
括
で
き
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、

当
該
箇
所
の
「
治
」
を
鎮
め
斎
く
の
意
で
解
釈
し
て
い
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

「
治
」
の
字
は
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
の
「
吾
者
、
伊
二

都
岐
奉
于
倭
之
青
垣
東
山
上
一

」

と
い
う
発
言
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
こ
の
場
面
に
お
い
て
、「
治
」

の
字
は
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ
を
倭
の
青
垣
の
東
山
の
上
に
斎
き
祭
る
こ
と
を
指
す
。 

ほ
か
に
、
「
我
前
を
治
め
る
（
治
二

我
前
一

）
」
と
似
た
よ
う
な
表
現
は
、
『
常

陸
国
風
土
記
』
及
び
『
播
磨
国
風
土
記
』
逸
文
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

①
俗
曰
、
美
麻
貴
天
皇
之
世
、
大
坂
山
乃
頂
尓
、
白
細
乃
大
御
服
々
坐
而
、

白
桙
御
杖
取
坐
、
識
賜
命
者
、「
我
前
乎
治
奉
者
、
汝
聞
看
食
国
乎
、
大

国
小
国
、
事
依
給
」
等
識
賜
岐
。
于
レ

時
、
追
二

集
八
十
之
伴
緒
一

、
挙
二

此
事
一

而
訪
問
。
於
レ

是
、
大
中
臣
神
聞
勝
命
、
答
曰
、「
大
八
嶋
国
、

汝
所
レ

知
食
国
止
、
事
向
賜
之
香
島
国
坐
天
津
大
御
神
乃
挙
教
事
者
」
。

天
皇
、
聞
レ

諸
、
即
恐
驚
、
奉
レ

納
二

前
件
幣
帛
於
神
宮
一

也
。 

（『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
条
） 

②
播
磨
国
風
土
記
曰
、
息
長
帯
日
女
命
、
欲
レ

平
二

新
羅
国
一

、
下
坐
之
時
、

禱
二

於
衆
神
一

。
尓
時
、
国
堅
大
神
之
子
、
尓
保
都
比
売
命
、
着
二

国
造

石
坂
比
売
命
一

、
教
曰
、
好
治
二

奉
我
前
一

者
、
我
尓
出
二

善
験
一

而
、
比
々
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良
木
八
尋
桙
根
底
不
附
国
、
越
売
眉
引
国
、
玉
匣
賀
々
益
国
、
苫
枕
有

宝
国
、
白
衾
新
羅
国
矣
、
以
二

丹
浪
一

而
、
将
二

平
伏
賜
一

。
如
レ

此
教
賜
、

於
此
、
出
二

賜
赤
土
一

。
其
土
塗
二

天
之
逆
桙
一

、
建
二

神
舟
之
艫
舳
一

。

又
染
二

御
舟
裳
及
御
軍
之
着
衣
一

。
又
攪
二

濁
海
水
一

、
渡
賜
之
時
、
底
潜

魚
及
高
飛
鳥
等
、
不
二

往
来
一

、
不
レ

遮
レ

前
。
如
是
而
、
平
二

伏
新
羅
一

、

已
訖
還
上
。
乃
鎮
二

奉
其
神
於
紀
伊
国
管
川
藤
代
之
峰
一

。 

（
『
釈
日
本
紀
』
巻
十
一 

便
到
新
羅
時
随
船
湖
浪
遠
逮
国
中
条
） 

  

①
は
『
常
陸
国
風
土
記
』
香
島
郡
の
一
節
で
、
美
麻
貴
天
皇
（
崇
神
天
皇
）

の
話
が
割
注
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
坂
山
の
頂
に
、
立
派
な
装
束
を
着
て
杖

を
お
持
ち
の
神
が
現
れ
、「
私
を
よ
く
お
治
め
申
せ
ば
、
あ
な
た
が
統
治
す
る
国

を
、
大
き
な
国
も
小
さ
な
国
も
、
委
任
し
て
や
ろ
う
（

6
）

」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

そ
の
と
き
に
、
天
皇
は
多
く
の
部
族
を
招
集
し
、
こ
の
事
に
つ
い
て
意
見
を
尋

ね
る
。
そ
こ
で
、
大
中
臣
神
聞
勝
命
が
答
え
て
、「
大
八
嶋
国
は
、
あ
な
た
が
統

治
す
る
国
で
あ
る
と
、
こ
の
国
を
平
定
さ
せ
て
香
島
国
に
鎮
座
な
さ
る
天
津
大

御
神
が
、
お
教
え
に
な
っ
た
こ
と
で
す
」
と
申
し
た
。
天
皇
は
こ
れ
を
聞
く
と
、

恐
れ
驚
い
て
、
供
え
物
を
神
宮
に
奉
納
し
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
大
坂
山

の
頂
に
現
れ
た
神
（
天
津
大
御
神
）
の
発
言
に
見
え
る
「
治
」
は
、
美
麻
貴
天

皇
の
「
奉
レ

納
二

前
件
幣
帛
於
神
宮
一

也
」
と
い
う
内
容
と
対
応
す
る
も
の
で
あ

り
、
つ
ま
り
、
こ
こ
の
「
治
」
は
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
供
え
物
を
神
宮
に
奉

納
す
る
こ
と
を
指
す
。 

②
は
、『
播
磨
国
風
土
記
』
逸
文
の
一
節
で
、
息
長
帯
日
女
命
（
神
功
皇
后
）

が
新
羅
国
を
平
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
尓
保
都
比
売
命
が
石
坂
比
売
に
神

懸
り
し
、「
よ
く
私
を
お
治
め
申
せ
ば
、
私
は
よ
い
効
験
を
出
し
て
、
新
羅
国
を

丹
浪
の
威
力
で
平
定
し
て
や
ろ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
お
教
え

に
な
っ
て
、
赤
土
を
出
し
た
。
そ
の
赤
土
を
天
の
逆
桙
に
塗
っ
て
、
神
舟
の
船

尾
と
船
首
を
建
て
た
。
ま
た
、
舟
の
舷
側
と
兵
士
た
ち
の
衣
服
を
赤
土
で
染
め

た
。
ま
た
、
赤
土
で
海
水
を
濁
ら
せ
て
、
海
を
渡
る
と
き
に
、
海
の
底
で
泳
ぐ

魚
と
空
を
飛
ぶ
鳥
た
ち
は
行
き
来
せ
ず
、
前
進
の
邪
魔
を
す
る
も
の
は
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
新
羅
を
平
定
し
終
わ
っ
て
帰
還
す
る
と
、
尓
保
都
比
売
命

を
紀
伊
国
の
管
川
藤
代
の
峰
に
鎮
座
さ
せ
て
祭
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

尓
保
都
比
売
命
の
「
好
治
二

奉
我
前
一

者
」
は
、
結
果
的
に
「
鎮
二

奉
其
神
於
紀

伊
国
管
川
藤
代
之
峰
一

」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
つ
ま
り
、
こ
こ
の
「
治
」
は
、

具
体
的
に
言
え
ば
、
紀
伊
国
の
管
川
藤
代
の
峰
に
鎮
め
て
も
ら
う
こ
と
を
指
す
。 

右
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』『
常
陸
国
風
土
記
』『
播
磨
国
風
土
記
』
逸
文
に
見

え
る
「
治
二

我
前
一

」
と
い
う
表
現
の
場
合
、
「
治
」
の
字
は
、
祭
祀
の
場
面
に

用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
祭
る
に
近
い
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、「
祭
」
の
字
は
『
古
事
記
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の

か
。
そ
の
用
例
を
提
示
し
て
お
く
。 
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①
此
二
柱
神
者
、
拝
二

祭
佐
久
々
斯
侶
伊
須
受
能
宮
一

。（
上
巻 

天
孫
降
臨
） 

②
妹
豊
鉏
比
売
命
、【
拝
二

祭
伊
勢
大
神
之
宮
一

也
。
】（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

③
以
二

意
富
多
々
泥
古
一

而
、
令
レ

祭
二

我
前
一

者
、
神
気
、
不
レ

起
、
国
、

亦
、
安
平
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

④
即
以
二

意
富
多
々
泥
古
命
一

、
為
二

神
主
一

而
、
於
二

御
諸
山
一

、
拝
二

祭
意

富
美
和
之
大
神
前
一

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

⑤
又
、
於
二

宇
陀
墨
坂
神
一

、
祭
二

赤
色
楯
・
矛
一

。
又
、
於
二

大
坂
神
一

、

祭
二

黒
色
楯
・
矛
一

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

 

⑥
次
、
倭
比
売
命
者
、【
拝
二

祭
伊
勢
大
神
宮
一

也
。
】（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
） 

 

⑦
即
以
二

墨
江
大
神
之
荒
御
魂
一

、
為
二

国
守
神
一

而
、
祭
鎮
、
還
渡
也
。 

（
中
巻 

仲
哀
天
皇
条
） 

 

右
に
挙
げ
た
「
祭
」
の
字
の
用
例
を
見
る
と
、
①
「
拝
二

祭
佐
久
々
斯
侶
伊

須
受
能
宮
一

」（<

さ
く
く
し
ろ>

五
十
鈴
の
宮
を
あ
が
め
祭
る
）、
②
「
拝
二

祭
伊

勢
大
神
之
宮
一

」
⑥
「
拝
二

祭
伊
勢
大
神
宮
一

」（
伊
勢
の
大
神
宮
を
拝
み
祭
る
）
、

③
「
令
レ

祭
二

我
前
一

者
」（
私
を
祭
ら
せ
る
な
ら
ば
）
、
④
「
拝
二

祭
意
富
美
和
之

大
神
前
一

」（
意
富
美
和
之
大
神
を
拝
み
祭
る
）
、
⑤
「
祭
二

赤
色
楯
・
矛
一

」「
祭

二

黒
色
楯
・
矛
一

」
（
赤
色
〈
ま
た
は
黒
色
〉
の
楯
と
矛
を
祭
る
）
、
⑦
「
即
以
二

墨
江
大
神
之
荒
御
魂
一

、
為
二

国
守
神
一

而
、
祭
鎮
」
（
墨
江
大
神
の
荒
御
魂
を
、

国
守
神
と
し
て
鎮
め
祭
る
）
と
い
っ
た
用
法
に
な
る
。 

マ
ツ
ル
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
西
宮
一
民
氏
（

7
）

は
、「
「
神
を
祭マ

ツ

る
」
と

い
う
こ
と
は
、「
献マ

ツ

る
」「
斎
仕

イ

ツ

く
」「
斎イ

ハ
フ
」
の
総
称
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
「
神
に
幣
帛
を
献
る
」
、「
特
定
の
氏
族
や
人
（
職
業
人
）
が
特
定
の
神

を
祭
る
」
、「
人
が
神
を
祭
る
」
の
意
味
を
表
す
と
指
摘
し
て
い
る
。
右
に
挙
げ

た
用
例
に
即
し
て
考
え
る
と
、
同
意
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

一
方
、
さ
き
ほ
ど
挙
げ
た
『
古
事
記
』『
常
陸
国
風
土
記
』『
播
磨
国
風
土
記
』

逸
文
な
ど
の
用
例
を
見
る
と
（

8
）

、「
治
」
の
字
は
、
あ
る
場
所
に
神
を
斎
き
祭

る
、
供
え
物
を
奉
納
す
る
、
あ
る
場
所
に
神
を
鎮
座
さ
せ
る
な
ど
の
場
面
に
用

い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
箇
所
の
「
治
賜
者
」
の
「
治
」
も
、
こ
の
よ

う
な
意
味
で
解
釈
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
オ
ホ
ク
ニ

ヌ
シ
の
「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理
而
、

治
賜
者
」
と
い
う
の
は
、
国
譲
り
の
条
件
と
し
て
、
天
つ
神
側
に
立
派
な
宮
殿

を
造
っ
て
、
そ
こ
に
自
分
を
治
め
て
（
具
体
的
に
言
え
ば
、
住
む
べ
き
場
所
に

鎮
座
さ
せ
て
、
斎
き
祭
っ
て
、
供
え
物
を
供
え
て
）
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
言

っ
て
い
る
。 

 

実
際
、
天
つ
神
側
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
住
居
を
造
っ
て
、
オ
ホ
ク
ニ

ヌ
シ
を
祭
る
と
い
う
よ
う
な
記
事
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
確
認
で
き
る
。 

  
 

又
汝
応
レ

住
天
日
隅
宮
者
、
今
当
二

供
造
一

。
即
以
二

千
尋
栲
縄
一

、
結
為
二

百
八
十
紐
一

、
其
造
宮
之
制
者
、
柱
則
高
大
、
板
則
広
厚
。
又
将
二

田
供
佃
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一

。
又
為
二

汝
往
来
遊
レ

海
之
具
一

、
高
橋
・
浮
橋
及
天
鳥
船
亦
将
二

供
造
一

。

又
於
二

天
安
河
一

亦
造
二

打
橋
一

。
又
供
二

造
百
八
十
縫
之
白
楯
一

。
又
当
レ

主
二

汝
祭
祀
一

者
、
天
穂
日
命
是
也
。 （

巻
第
二 

神
代
下
第
九
段
一
書
第
二
） 

 

右
の
傍
線
部
を
見
る
と
、
ま
ず
「
汝
応
レ

住
天
日
隅
宮
者
、
今
当
二

供
造
一

」
、

つ
ま
り
、
天
つ
神
側
（
こ
の
場
面
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
命
令
で
）
が
オ
ホ
ク

ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
「
天
日
隅
宮
」
を
造
営
す
る
。
こ
の
宮
を
造
営
す
る
基
準
は
、

具
体
的
に
「
柱
則
高
大
、
板
則
広
厚
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
、
宮
柱
を

高
く
聳
え
さ
せ
、
板
を
広
く
厚
く
造
る
と
い
う
。
こ
の
表
現
は
、『
古
事
記
』
当

該
箇
所
の
「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理
而
」

と
類
似
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。「
天
日
隅
宮
」
の
造
営
だ
け
で
な
く
、
オ
ホ
ク

ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
は
、
ほ
か
に
、
御
料
田
を
提
供
し
、
高
橋
、
浮
橋
、
天
鳥
舟
、

打
橋
、
白
楯
と
い
っ
た
も
の
を
も
造
る
。
最
後
の
「
当
レ

主
二

汝
祭
祀
一

者
、
天

穂
日
命
是
也
」
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
は
ア
マ
ノ
ホ

ヒ
で
あ
る
、
と
い
う
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
祭
祀
に
関
す
る
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
古
事
記
』
に
戻
る
と
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
の
住
居
造
営
及
び
祭
祀
に
関

す
る
記
事
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
会
話
文
の
直
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
於
二

出

雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
一

、
造
二

天
之
御
舎
一

而
、
水
戸
神
之
孫
櫛
八
玉
神
為
二

膳
夫
一

、
献
二

天
御
饗
一

之
時
、
禱
白
而
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ず
、
出
雲
国
の

多
芸
志
の
小
浜
に
、「
天
之
御
舎
」
が
造
ら
れ
る
。
従
来
、
こ
の
建
物
を
、
オ
ホ

ク
ニ
ヌ
シ
が
服
属
儀
礼
を
行
う
場
と
し
て
、
天
つ
神
側
の
た
め
に
造
っ
た
も
の

と
す
る
説
も
あ
る
が
、
し
か
し
、『
古
事
記
』
中
巻
垂
仁
天
皇
条
に
、
「
天
皇
、

患
賜
而
、
御
寝
之
時
、
覚
二

于
御
夢
一

曰
、
修
二

理
我
宮
一

、
如
二

天
皇
之
御
舍
一

者
、
御
子
、
必
真
事
登
波
牟
、
如
此
覚
時
、
布
斗
摩
邇
々
占
相
而
、
求
二

何
神

之
心
一

、
爾
祟
、
出
雲
大
神
之
御
心
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
雲
大
神
（
オ
ホ
ク

ニ
ヌ
シ
）
が
天
皇
の
夢
に
現
れ
、
自
分
の
住
居
を
天
皇
の
宮
殿
の
よ
う
に
修
理

し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
「
修
理
」
に
つ
い
て
、
西
宮
一
民
氏
（

9
）

は
「
荒
れ
放
題
に
な
つ
て
ゐ
た
の
を
修
繕
せ
よ
と
い
ふ
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て

お
り
、
ま
た
、
神
野
志
隆
光
氏
（

10
）

は
「
全
体
を
あ
ら
た
め
て
築
造
す
る
こ
と

を
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
が
既
に
存
在
し
て

い
る
（

11
）

。
垂
仁
記
の
「
其
御
子
、
令
レ

拝
二

其
大
神
宮

、
、
、
、

一

将
レ

遣
之
時
（
ホ
ム
チ

ワ
ケ
を
、
そ
の
大
神
の
宮
を
参
拝
さ
せ
に
遣
わ
そ
う
と
し
た
と
き
に
）」
の
一
文

は
そ
の
傍
証
に
な
る
。
そ
の
宮
は
い
つ
造
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
中
川
ゆ
か
り

氏
（

12
）

の
「
出
雲
大
神
の
宮
は
大
国
主
神
の
国
譲
り
に
際
し
て
、
「
於
二

出
雲
国

之
多
藝
志
之
小
濱
一

、
造
二

天
之
御
舎
一

…
」（
古
事
記
上
巻
）
と
あ
る
〝
天
之
御

舎
〟
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
指
摘
は
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
さ

き
ほ
ど
『
日
本
書
紀
』
で
確
認
し
た
「
又
汝
応
レ

住
天
日
隅
宮
者
、
今
当
二

供
造

一

（
ま
た
あ
な
た
が
住
む
べ
き
天
日
隅
宮
を
、
い
ま
造
営
し
て
や
ろ
う
）
」
（
巻

第
二 

神
代
下
第
九
段
一
書
第
二
）
の
ほ
か
に
、「
五
十
足
天
日
栖
宮
之
縦
横
御
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量
、
…
所
レ

造
二

天
下
一

大
神
之
宮
造
奉
（
十
分
に
足
り
整
っ
た
天
日
栖
宮
の
縦

横
の
規
模
に
倣
い
、
…
所
造
天
下
大
神
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
）
の
宮
を
お
造
り
申

せ
）
」（
『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
）
、「
八
百
丹
杵
築
宮
爾

靜
坐
支

。（
八
百
丹
杵

築
宮
に
鎮
座
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
）
」
（
『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』）
な
ど
の
記
事

も
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
に
関
し
て
の
記
事
は
、

『
古
事
記
』
以
外
の
上
代
文
献
資
料
に
確
認
が
で
き
、
特
に
、『
日
本
書
紀
』『
出

雲
国
風
土
記
』
に
は
、
天
つ
神
側
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
住
居
を
造
っ
た

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ

シ
の
住
居
造
営
に
関
す
る
記
事
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
天
之
御
舎
」
は
や
は
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
（
「
天
之
御
舎
」
に
関
し
て
は
次
章
に
お
い
て
詳
述
す
る
）
。 

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
で
あ
る
「
天
之
御
舎
」
が
造
ら
れ
、
地
の
文
は
、
オ

ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
祭
祀
に
話
に
移
る
。
従
来
、
斎
藤
英
喜
氏
（

13
）

は
、
出
雲
大
社

の
祭
祀
の
重
要
性
を
説
き
、「
国
を
譲
り
受
け
た
天
つ
神
の
御
子
＝
天
皇
は
、
そ

の
地
上
支
配
の
正
統
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
つ
ね
に
き
ち
ん
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ

シ
を
祭
る
出
雲
大
社
を
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、ま
た
、

ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル
氏
（

14
）

は
、「
こ
こ
に
お
い
て
出
雲
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

の
宮
殿
が
立
つ
場
所
と
し
て
登
場
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
出
雲
に
お
い
て
ク
シ

ヤ
タ
マ
に
よ
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
祭
祀
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
よ
る
「
天
御
饗
」
の
献
上
、
及
び
祝
辞
の
奏
上

は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
祭
祀
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
祭
祀
の
場
面
に
お
い
て
、
水
戸
神
の
孫
で
あ
る
ク
シ
ヤ
タ
マ
は
膳
夫
と

し
て
登
場
す
る
。
こ
の
神
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
対
し
「
天
御
饗
」
を
献
上
す

る
が
、
宣
長
の
「
そ
は
天
上

ア

メ

に
て
行

オ
コ
ナ

ふ
御ミ

饗ア
ヘ

の
式ノ

リ

を
用
ひ
ら
る
ゝ
故
に
云
な
る

べ
し
」
と
い
う
指
摘
の
と
お
り
、「
御
饗
」
の
上
に
あ
る
「
天
」
の
字
は
、
天
つ

神
側
の
式
を
以
っ
て
御
馳
走
用
意
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
（

15
）

。
し

た
が
っ
て
、
天
の
御
舎
が
造
営
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住

居
造
営
の
要
求
が
果
た
さ
れ
、
ま
た
、
天
つ
神
側
か
ら
天
御
饗
を
提
供
さ
れ
る

こ
と
と
祝
辞
を
奏
上
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
求
め
た
「
治
」

が
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

最
後
に
、
当
該
箇
所
「
治
賜
者
」
の
「
賜
」
の
字
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

築
島
裕
氏
（

16
）

は
尊
敬
語
タ
マ
フ
を
論
じ
る
際
に
、「
（
賜
の
字
は
）
本
動
詞
と

し
て
の
用
例
が
総
計
三
十
五
例
、
尊
敬
語
補
助
動
詞
と
し
て
の
用
例
が
三
十
例

を
算
す
る
。（
略
）
接
尾
語
と
し
て
は
、
専
ら
「
賜
」
が
用
ゐ
ら
れ
、
「
給
」
が

全
く
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
、注
意
す
べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
「
天
神
諸
命
以
、
…
賜．
二

天
沼
矛
一

而
、
言
依
賜．
也
」
（
上
巻 

淤
能

碁
呂
島
）
の
一
文
を
見
る
と
、
「
賜
二

天
沼
矛
一

」
の
「
賜
」
は
築
島
氏
の
言
う

「
本
動
詞
」、
つ
ま
り
、
上
位
か
ら
下
位
に
も
の
を
与
え
る
の
意
で
用
い
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、「
言
依
賜
」
の
「
賜
」
は
、
築
島
氏
の
言
う
「
尊
敬
語
補
助
動
詞
」、

つ
ま
り
、
～
な
さ
る
・
～
く
だ
さ
る
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
の
「
治
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賜
者
」
の
「
賜
」
は
補
助
動
詞
の
用
法
で
あ
り
、「
治
」
と
い
う
行
為
を
尊
敬
す

る
形
で
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
高
天
原
側
に
対
す
る
敬
意
が
反
映
さ
れ
る
。
オ
ホ

ク
ニ
ヌ
シ
の
会
話
文
を
見
る
と
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
へ
り
く
だ
っ
て
「
僕
」
と

い
う
表
現
を
使
い
、
ほ
か
に
、
「
不
レ

得
レ

白．
」
、
「
随
レ

命
既
献．
也
」、
「
於
二

百
不

レ

足
八
十
坰
手
一

隠
而
侍．
」
な
ど
に
見
え
る
「
白
（
マ
ヲ
ス
）
」「
献
（
タ
テ
マ
ツ

ル
）
」「
侍
（
ハ
ベ
ル
）
」
の
文
字
か
ら
も
、
高
天
原
側
へ
の
敬
意
が
読
み
取
れ
る
。 

で
は
、
高
天
原
側
に
対
し
て
へ
り
く
だ
っ
た
態
度
を
と
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、

な
ぜ
、
立
派
な
宮
殿
造
営
と
祭
祀
を
求
め
た
か
と
い
う
と
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は

最
終
的
に
国
土
の
修
理
固
成
を
完
成
し
た
者
と
し
て
、
相
応
の
待
遇
を
求
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
に
よ
る
国
土
の
修
理
固
成
は
、

イ
ザ
ナ
ミ
の
神
避
り
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
が
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
ス
サ
ノ
ヲ

の
命
を
受
け
、
カ
ム
ム
ス
ヒ
の
子
ど
も
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
、
及
び
オ
ホ
モ
ノ
ヌ
シ

の
協
力
を
得
て
、
国
作
り
と
い
う
事
業
を
再
開
し
た
。「
葦
原
中
国
」
と
呼
ば
れ

る
地
上
世
界
は
、
「
豊
葦
原
千
秋
長
五
百
秋
水
穂
国
」
（
豊
か
な
葦
の
茂
る
原
で

大
量
に
多
年
稲
穂
が
収
穫
で
き
る
国
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
オ

ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
よ
る
国
作
り
の
功
績
を
反
映
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 

も
う
一
つ
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
か
つ
て
、
兄
弟
神
た
ち
の
迫
害
で
死
ん
で
し

ま
い
、
そ
の
後
カ
ム
ム
ス
ヒ
の
助
力
で
生
き
返
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

姜
鍾
植
氏
（

17
）

は
ス
サ
ノ
ヲ
の
系
譜
に
見
え
る
「
十
七
世
神
」
を
論
じ
る
際
に
、

「
人
の
一
生
涯
を
「
世
」
と
捉
え
る
と
、
死
と
再
生
の
過
程
を
二
回
繰
り
返
す

大
国
主
神
の
場
合
は
三
つ
の
「
世
」
を
生
き
た
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
、
オ

ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
死
と
再
生
を
そ
れ
ぞ
れ
一
代
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
。
つ
ま
り
、
オ

ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
系
譜
に
位
置
し
つ
つ
も
、
カ
ム
ム
ス
ヒ
の
助
力
で

生
き
返
る
こ
と
に
よ
り
、
天
つ
神
系
の
存
在
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。
こ
の
点

を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
求
め
た
「
治
」
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の

代
弁
と
も
考
え
ら
れ
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
系
譜
を
天
つ
神
相
当
だ
と
地
上
に
お
い
て

保
証
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

 
 
 

五
、
ま
と
め 

  

本
章
は
、『
古
事
記
』
上
巻
国
譲
り
神
話
の
「
治
」
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
て
き

た
。従
来
の
解
釈
で
は
、「
治
」
を
め
ぐ
っ
て
は
大
き
く
住
居
を
造
営
し
て
祭
る
、

住
居
を
造
営
す
る
、
祭
る
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
検
証
し
た
と
こ
ろ
、『
古

事
記
』
に
お
い
て
「
治
」
の
字
を
建
造
物
を
造
営
す
る
の
意
で
用
い
ら
れ
る
確

実
な
例
が
な
く
、
ま
た
、「
治
」
の
字
を
造
営
す
る
の
意
で
捉
え
れ
ば
、
直
前
の

「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理
而
」
の
意
味

と
重
複
し
て
し
ま
う
。
こ
の
二
点
か
ら
、「
治
」
を
造
営
す
る
の
意
で
解
釈
す
る

の
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。
一
方
、『
古
事
記
』
上
巻
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
作
り

の
話
や
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
『
播
磨
国
風
土
記
』
逸
文
の
記
事
な
ど
に
、
「
治
」

の
字
は
祭
祀
と
関
わ
る
場
面
で
用
い
ら
れ
る
。
当
該
箇
所
の
「
治
」
の
字
は
、
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オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
住
む
べ
き
場
所
に
鎮
座
さ
せ
て
、
斎
き
祭
っ
て
、
供
え
物
を

供
え
る
、
な
ど
の
意
味
で
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
出
雲
国
の
多
芸

志
の
小
浜
に
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
が
造
ら
れ
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
求
め
た

「
治
」
は
、
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
よ
る
天
御
饗
の
献
上
と
祝
辞
の
奏
上
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
地
位
を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と
考
え
る
。 

 

注 （
1
）
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
は
「
治
賜
者
」
の
項
目
に
「
既
出
」
と

あ
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
作
り
の
段
に
見
え
る
「
能
治
二

我
前
一

者
」

を
指
す
。
そ
こ
の
注
釈
を
見
る
と
、
「
然
る
べ
く
処
置
す
る
意
で
あ
る
」

と
あ
る
。 

（
2
）
「
丘
」
の
字
、
底
本
に
「
𠀉
」
と
作
る
。 

（
3
）『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版
）
で
は
、
「
責
任
を
も
っ
て
世
話
を
す

る
」
と
解
釈
す
る
が
、
『
新
編
全
集
』
で
は
、
「
迎
え
入
れ
て
皇
子
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
待
遇
を
す
る
の
意
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
従
う
。 

（
4
）
①
「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
刀
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
椽
多
迦
斯
理

而．
居
」
と
②
「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
椽
多

迦
斯
理
而．
坐
也
」
を
見
る
と
、「
於
二

底
津
石
根
一

云
々
」
と
「
居
」「
坐

也
」
と
は
、
「
而
」
の
字
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
て
お
り
、「
而
」
の
前
後

の
文
の
主
語
は
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
①
の
場
合
、「
於
二

底
津
石
根
一

云
々
」
と
「
居
」
の
主
語
は
い
ず
れ
も
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で

あ
り
、
②
の
場
合
、
「
於
二

底
津
石
根
一

云
々
」
と
「
坐
也
」
の
主
語
は

い
ず
れ
も
ニ
ニ
ギ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
箇
所
の

「
於
二

底
津
石
根
一

云
々
」
は
「
治
賜
」
の
主
語
と
一
致
し
て
高
天
原
側

と
考
え
ら
れ
る
。 

（
5
）「
能
治
二

我
前
一

者
」
の
「
我
前
」
に
つ
い
て
、
か
つ
て
本
居
宣
長
は
「
前マ

ヘ

は
座ク

ラ

と
同
く
て
、
本

 

ト

其

 

ノ

神
の
御
座
位

ミ
マ
シ
ド
コ
ロ

を
指

 

シ

て
云
言
な
り
、
（
中
略
）
さ

て
御
座
位

ミ
マ
シ
ド
コ
ロ

を
指

 

シ

て
云
が
、
や
が
て
其

 

ノ

神
を
指

 

シ

て
云
な
れ
ば
、
治
二

我
前

 

ヲ
一

と
は
、
卽

 

チ

治
レ

我

 

ヲ

と
云
こ
と
な
り
」
と
述
べ
、
ま
た
、「
神
や
天
子
な
ど

を
、
そ
れ
と
直
接
指
す
の
を
憚
つ
て
、
そ
の
『
前
』
と
か
そ
の
『
座
』

と
か
い
ふ
の
で
あ
る
」
（
『
古
事
記
全
註
釈
』
）
、
「
神
に
敬
意
を
表
す
た

め
に
、
直
接
指
す
こ
と
を
避
け
る
表
現
」
（
『
新
編
全
集
』
）
な
ど
と
も

解
釈
さ
れ
て
い
る
。
当
該
箇
所
の
場
合
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
「
治
二

賜

我
前
．
．

一

者
」
を
言
わ
ず
「
治
賜
者
」
と
言
っ
た
の
は
、
前
後
の
文
脈
を

含
め
て
考
え
る
と
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
へ
り
く
だ
っ
た
態
度
を
反
映
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
6
）「
事
依
給
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
統
治
出
来
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
よ

う
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系 

風
土
記
』
）、「
う
ま
く
統
治
で
き
る
よ
う

に
し
て
あ
げ
よ
う
」
（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

風
土
記
』）、「
す
べ

て
と
り
集
め
て
さ
し
上
げ
ま
し
ょ
う
」
（
『
風
土
記 

上 

現
代
語
訳
付
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き
』
）
と
あ
る
が
、「
こ
と
よ
さ
す
」
は
「
委
ね
る
・
任
じ
る
の
意
」（『
時

代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
）
と
あ
る
よ
う
に
、
「
委
任
す
る
」
の
意

で
解
釈
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。 

（
7
）
西
宮
一
民
『
上
代
祭
祀
と
言
語
』「
マ
ツ
リ
の
国
語
学
」（
桜
楓
社
、
一

九
九
〇
年
）
。
初
出
、
一
九
八
九
年
。 

（
8
）『
日
本
書
紀
』
に
次
の
一
例
が
あ
る
。
「
冬
十
月
甲
寅
朔
甲
子
、
葬
二

皇

妃
一

。
既
而
天
皇
悔
下

之
不
レ

治
二

神
祟
一

、
而
亡
中

皇
妃
上

、
更
求
二

其
咎

一

」（
巻
第
十
二 

履
中
天
皇
五
年
十
月
）
。
履
中
天
皇
五
年
の
冬
十
月
十

一
日
に
、
九
月
十
九
日
に
亡
く
な
っ
た
皇
妃
を
葬
り
ま
つ
っ
た
。
天
皇

は
、
神
の
祟
り
を
鎮
め
ら
れ
ず
に
、
皇
妃
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
後
悔
し
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
咎
め
を
受
け
る
原
因
を
求
め
る
と
あ
る
。

こ
の
内
容
と
関
連
し
て
、
同
五
年
三
月
の
記
事
に
、
「
五
年
春
三
月
戊

午
朔
、
於
二

筑
紫
一

所
レ

居
三
神
、
見
二

于
宮
中
一

言
、
何
奪
二

我
民
一

矣
。

吾
今
慚
レ

汝
。
於
レ

是
禱
而
不
レ

祠
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
五
年
の
春
三

月
一
日
に
、
筑
紫
に
お
ら
れ
る
三
神
は
宮
中
に
現
れ
て
、
「
ど
う
し
て

私
の
民
を
奪
っ
た
の
か
。
私
は
い
ま
あ
な
た
を
恥
じ
入
ら
せ
よ
う
」
と

言
っ
た
。
そ
こ
で
、
祈
祷
は
し
た
が
、
祭
祀
は
し
な
か
っ
た
。
筑
紫
三

神
の
祟
り
を
治
め
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
履
中
天
皇
の
皇
妃
が
突

然
薨
去
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
「
天
皇
悔
下

之
不
レ

治
二

神
祟
一

、
而
亡
中

皇
妃
上

」
、
と
呼
応
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
不
レ

治
二

神
祟
一

」
と
「
不
レ

祠
」
と
は
同
じ
こ
と
を
指
し
て
お
り
、「
祠

ま
つ
る

」
の
字

は
、
こ
の
場
面
で
は
、
神
の
祟
り
を
治
め
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

「
治
」
の
字
は
、
こ
こ
で
は
祭
祀
に
関
す
る
場
面
に
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
祭
る
と
い
う
意
味
よ
り
、
鎮
め
る
の
意
に
近
い
。 

（
9
）
西
宮
一
民
『
古
事
記
の
研
究
』
２
「
読
解
の
部
」Ⅳ

「
訓
読
篇
」
第
二

章
「「
訓
読
」
各
説
」
第
一
節
「
修
理
固
成
」
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
三

年
）。
初
出
、
一
九
七
五
年
。 

（
10
）
山
口
佳
紀 

神
野
志
隆
光
『
古
事
記
注
解
２
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五

年
）。 

（
11
）「
国
譲
り
の
際
の
要
求
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
物
語
列
的

に
は
中
巻
の
垂
仁
記
で
再
び
同
じ
要
求
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
（
略
）
こ
れ
（
垂
仁
記
、
筆
者
注
）
以
前
に
出
雲
大
社
の

造
営
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
特
に
修
繕
の
意
に
解
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
」（
矢
嶋
泉
「『
古
事
記
』
の
大
物
主

神
」、『
青
山
語
文
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
と
あ
る
よ
う

に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
求
め
た
住
居
は
、
垂
仁
天
皇
の
時
代
に
ま
だ
建

て
て
い
な
い
と
し
、
垂
仁
記
の
「
修
理
」
は
修
繕
す
る
の
意
で
は
な
い

と
い
う
意
見
も
あ
る
。 

（
12
）
中
川
ゆ
か
り
『
上
代
散
文 

そ
の
表
現
の
試
み
』
第
二
章
「
古
事
記
の

表
現
―
も
の
が
た
る
工
夫
―
」
第
一
節
「
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
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作
り
―
「
修
理
」
の
語
義
か
ら
―
」（
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。
初
出
、

二
〇
〇
〇
年
。 

（
13
）
斎
藤
英
喜
『
読
み
替
え
ら
れ
た
日
本
神
話
』
第
一
章
「
古
代
神
話
を
読

む
」
（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
六
年
）
。 

（
14
）
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル
『
古
事
記 

変
貌
す
る
世
界
―
構
造
論
的
分

析
批
判
―
』
第Ⅰ
節
「
古
事
記
神
代
の
変
貌
す
る
世
界
」
第
２
章
「「
葦

原
中
国
」
と
「
出
雲
の
国
」
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
。 

（
15
）
ク
シ
ヤ
タ
マ
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
側
の
も
の
と
し
、
こ
の
神
が
献
上
す
る

天
御
饗
を
、
「
服
属
の
し
る
し
と
し
て
天
つ
神
側
に
献
上
す
る
ご
馳
走
」

（
『
新
編
全
集
』
頭
注
）
と
す
る
意
見
も
あ
る
。 

（
16
）
築
島
裕
「
尊
敬
語
タ
マ
フ
の
系
譜
」
（
『
武
蔵
野
文
学
』
第
二
十
九
号
、

一
九
八
一
年
十
二
月
）
。 

（
17
）
姜
鍾
植
「
ス
サ
ノ
ヲ
の
系
譜
「
十
七
世
神
」
に
つ
い
て
―
系
譜
と
説
話

の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
―
」
（
『
井
手
至
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
国

語
国
文
学
藻
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
）
。 
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第
六
章 

国
譲
り
神
話
の
「
天
之
御
舎
」 

  
 
 

一
、
は
じ
め
に 

  

本
章
は
、
引
き
続
き
『
古
事
記
』
上
巻
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
譲
り
神
話
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
く
。
主
に
、「
如
此
之
白
而
」
と
い
う
表
記
に
注
目
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
譲
り
神
話
に
見
え
る
「
天
之
御
舎
」
と
は
誰
が
何
の
た
め
に
建

て
た
も
の
か
を
め
ぐ
っ
て
解
釈
を
試
み
る
。
次
の
一
節
は
、
前
章
に
お
い
て
す

で
に
提
示
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
一
通
り
を
確
認
し
て
お
く
。 

 

故
、
更
且
還
来
、
問
二

其
大
国
主
神
一

、
汝
子
等
、
事
代
主
神
・
建
御
名
方

神
二
神
者
、
随
二

天
神
御
子
之
命
一

勿
レ

違
白
訖
。
故
、
汝
心
、
奈
何
。
爾
、

答
白
之
、
僕
子
等
二
神
随
レ

白
、
僕
之
、
不
レ

違
。
此
葦
原
中
国
者
、
随
レ

命
既
献
也
。
唯
僕
住
所
者
、
如
二

天
神
御
子
之
天
津
日
継
所
レ

知
之
登
陀
流

【
此
三
字
以
レ

音
。
下
効
レ

此
。
】
天
之
御
巣
一

而
、
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱

布
斗
斯
理
、
【
此
四
字
以
レ

音
。
】
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理
【
多
迦
斯

理
四
字
以
レ

音
。
】
而
、
治
賜
者
、
僕
者
、
於
二

百
不
レ

足
八
十
坰
手
一

隠
而

侍
。
亦
、
僕
子
等
百
八
十
神
者
、
即
八
重
事
代
主
神
、
為
二

神
之
御
尾
前
一

而
仕
奉
者
、
違
神
者
非
也
、
如
此
之
白
而

．
．
．
．
．
、
於
二

出
雲
国
之
多
芸
志
之
小

浜
一

、
造
二

天
之
御
舎

．
．
．
．

一 

【
多
芸
志
三
字
以
レ

音
。
】
而
、
水
戸
神
之
孫
櫛
八

玉
神
為
二

膳
夫
一

、
献
二

天
御
饗
一

之
時
、
禱
白
而
、
櫛
八
玉
神
、
化
レ

鵜
、

入
二

海
底
一

、
咋
二

出
底
之
波
邇
一

、
【
此
二
字
以
レ

音
。
】
作
二

天
八
十
毘
良

迦
一

【
此
三
字
以
レ

音
。】
而
、
鎌
二

海
布
之
柄
一

作
二

燧
臼
一

、
以
二

海
蓴
之

柄
一

作
二

燧
杵
一

而
、
櫕
二

出
火
一

云
、 

是
、
我
所
レ

燧
火
者
、
於
二

高
天
原
一

者
、
神
産
巣
日
御
祖
命
之
、
登
陀

流
天
之
新
巣
之
凝
烟
【
訓
二

凝
烟
一

云
二

州
須
一

。】
之
、
八
拳
垂
麻
弖
焼

挙
、
【
麻
弖
二
字
以
レ

音
。
】
地
下
者
、
於
二

底
津
石
根
一

焼
凝
而
、
栲
縄

之
千
尋
縄
打
莚
、
為
レ

釣
海
人
之
、
口
大
之
尾
翼
鱸
、【
訓
レ

鱸
云
二

須
受

岐
一

。
】
佐
和
佐
和
邇
、【
此
五
字
以
レ

音
。】
控
依
騰
而
、
打
竹
之
登
遠
々

登
遠
々
邇
、【
此
七
字
以
レ

音
。】
献
二

天
之
真
魚
咋
一

也
。 

 
 

故
、
建
御
雷
神
、
返
参
上
、
復
下

奏
言
二

向
和
平
葦
原
中
国
一

之
状
上

。 

  

右
に
引
用
し
た
内
容
は
、『
古
事
記
』
上
巻
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
譲
り
の
場
面

で
あ
る
。
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
、
天
つ
神
側
の
使
者
と
し
て
出
雲
の
地
に
降
り
、

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
子
ど
も
た
ち
（
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
・
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
）
の
同
意

を
得
て
、
最
終
的
に
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
国
譲
り
を
迫
る
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
も
国

譲
り
に
同
意
す
る
が
、
そ
の
か
わ
り
に
、
自
分
の
住
居
を
天
つ
神
御
子
の
住
居

の
よ
う
な
立
派
な
建
物
（
宮
柱
を
太
く
立
て
て
、
氷
木
を
高
く
聳
え
さ
せ
る
ほ
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ど
の
）
を
造
営
し
て
、
そ
こ
に
自
分
を
祭
っ
て
く
れ
れ
ば
、
自
分
は
奥
ま
っ
た

場
所
（
百
足
ら
ず
八
十
坰
手
）
に
隠
れ
る
と
約
束
す
る
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
こ

の
よ
う
な
発
言
を
し
た
直
後
、
出
雲
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
「
天
之
御
舎
」
が

造
営
さ
れ
、
料
理
人
で
あ
る
ク
シ
ヤ
タ
マ
は
、
御
馳
走
（
天
御
饗
）
を
献
上
す

る
と
き
に
、
祝
福
の
言
葉
を
奏
上
す
る
。
そ
こ
で
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
高
天
原

に
返
っ
て
、
葦
原
中
国
を
平
定
さ
せ
た
こ
と
を
復
命
す
る
、
と
い
う
文
脈
で
あ

る
。 

 

こ
の
出
雲
の
地
に
建
て
た
「
天
之
御
舎
」
を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
、
天
つ
神
側

が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
建
て
た
住
居
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ
神
側
の
諒

承
を
得
て
自
分
で
建
て
た
住
居
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
服
属
儀
礼
を
行
う
場
と
し

て
建
て
た
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
本
章
は
、「
天
之

御
舎
」
は
誰
が
何
の
た
め
に
建
て
た
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
、
解
釈
を
試
み
る

も
の
で
あ
る
。 

  
 
 

二
、
「
如
此
之
白
而
」
の
「
之
」
の
字 

 

「
天
之
御
舎
」
は
、
「
如
此
之
白
而
、
於
二

出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
一

、
造
二

天
之
御
舎
一 

而
」
の
一
文
に
見
え
る
。『
新
編
全
集
』
は
こ
の
一
文
を
、「
如
此

か

く

白ま
を

し
て
、
出
雲
国

い
づ
も
の
く
に

の
多
芸
志

た

ぎ

し

の
小を

浜は
ま

に
、
天あ

め

の
御
舎

み
あ
ら
か

を
造つ

く

り
て
」
と
訓
み
、「
こ
う

申
し
て
、
出
雲
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、
天
つ
神
の
た
め
の
殿
舎
を
作
り
」
と

訳
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
新
編
全
集
』
は
「
天
之
御
舎
」
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

が
天
つ
神
側
の
た
め
に
造
っ
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、

「
如
此
之
白
而

か

く

ま

を

し

て

（
こ
う
申
し
て
）」
ま
で
の
会
話
文
の
主
語
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で

あ
り
、
そ
の
ま
ま
主
語
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、「
造
二

天
之
御
舎
一 

而
」
の
主
語

も
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。 

 

し
か
る
に
、「
天
之
御
舎
」
を
考
え
る
に
先
立
ち
、
そ
も
そ
も
「
如
此
之
白
而
」

の
五
文
字
の
訓
み
は
カ
ク
マ
ヲ
シ
テ
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
を

抱
い
て
い
る
。
古
写
本
・
版
本
を
確
認
す
る
と
、「
如
此
之
白
而
」
の
訓
み
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

伊
勢
本 

 
 

如
―

此

カ

ク

之
白
而 

伊
勢
一
本 

 

如
―

此

カ

ク

之
白
而 

兼
永
筆
本 

 

如
レ

此
之
白

マ
ウ
〆

而 

猪
熊
本 

 
 

如
レ

此
之

白
マ
ウ
シ
テ

而 

前
田
本 

 
 

如
レ

此
之
白

マ
ウ
〆

而 

曼
殊
院
本 

 

如
レ

此
之
白

マ
ウ
〆

而 

寛
永
版
本 

 
 

如
レ

此
之

白
マ
ウ
シ
テ

而 
延
佳
本 

 
 

如
―

此

カ

ク

之
白
而

〆

 



91 

 

  
右
の
よ
う
に
、「
如
此
之
白
而
」
は
す
べ
て
カ
ク
マ
ヲ
シ
テ
と
訓
ま
れ
て
い
る

と
見
て
よ
か
ろ
う
。
古
写
本
・
版
本
の
み
な
ら
ず
、
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』

以
降
の
注
釈
書
や
テ
キ
ス
ト
も
異
同
な
く
「
如
此
之
白
而
」
の
五
文
字
を
カ
ク

マ
ヲ
シ
テ
と
訓
む
（

1
）

。 

 

し
か
し
、
一
方
、
カ
ク
マ
ヲ
ス
の
表
記
を
『
古
事
記
』
本
文
で
確
認
し
て
み

る
と
、
次
の
五
例
が
確
認
で
き
る
。 

 

①
且
与
二

黄
泉
神
一

相
論
。
莫
レ

視
レ

我
、
如
此
白
而
、
還
二

入
其
殿
内
一

之

間
、
甚
久
、
難
レ

待
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
巻 

黄
泉
の
国
） 

②
故
爾
、
問
二

其
大
国
主
神
一

、
今
、
汝
子
事
代
主
神
、
如
此
白
訖
。
亦
、

有
二

可
レ

白
子
一

乎
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
巻 
建
御
雷
神
の
派
遣
） 

③
如
此
白
之
間
、
其
建
御
名
方
神
、
千
引
石
擎
二

手
末
一

而
来
、 

（
上
巻 

建
御
雷
神
の
派
遣
） 

④
如
此
白
而
、
被
二

給
御
琴
一

、
歌
曰
、 

 
 
 
 
 
 

（
下
巻 

仁
徳
天
皇
条
） 

⑤
然
、
恃
レ

己
入
二

坐
于
陋
家
一

之
王
子
者
、
死
而
不
レ

棄
、
如
此
白
而
、
亦
、

取
二

其
兵
一

、
還
入
以
戦
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
下
巻 

安
康
天
皇
条
） 

 

こ
れ
ら
の
用
例
を
見
る
と
、
①
④
⑤
の
傍
線
部
は
「
カ
ク
マ
ヲ
シ
テ
（
こ
の

よ
う
に
言
っ
て
）
」、
②
は
「
カ
ク
マ
ヲ
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
（
こ
の
よ
う
に
申
し
お
わ

っ
た
）」
、
③
は
「
カ
ク
マ
ヲ
ス
ア
ヒ
ダ
ニ
（
こ
う
に
申
し
て
い
る
間
に
）
」（『
新

編
全
集
』
に
拠
る
）
と
あ
る
よ
う
に
、
カ
ク
マ
ヲ
ス
を
漢
字
で
書
き
表
す
と
き

は
、
す
べ
て
「
如
此
白
」
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
箇
所
の
「
如
此
之
白
」
と
異

な
っ
て
、
「
如
此
」
と
「
白
」
と
の
間
に
、「
之
」
の
字
が
な
い
。 

 

言
葉
を
口
に
出
す
、
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
動
詞
は
、『
古
事
記
』
に
お

い
て
、「
白
」
の
ほ
か
に
「
言
」「
詔
」
「
歌
」
「
物
言
」「
言
教
」「
奏
」
な
ど
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
詞
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

①
於
是
、
伊
耶
那
岐
命
先
言
、
阿
那
邇
夜
志
、
愛
袁
登
売
袁
、
後
妹
伊
耶

那
美
命
言
、
阿
那
邇
夜
志
、
愛
袁
登
古
袁
。
如
此
言
竟
而
御
合
、
生
子
、

淡
道
之
穂
之
狭
別
島
。   

  
       

    
    

（
上
巻 

神
の
結
婚
） 

②
於
是
、
天
照
大
御
神
、
告
二

速
須
佐
之
男
命
一

、
是
、
後
所
レ

生
五
柱
男

子
者
、
物
実
因
二

我
物
一

所
レ

成
故
、
自
吾
子
也
。
先
所
レ

生
之
三
柱
女
子

者
、
物
実
因
二

汝
物
一

所
レ

成
故
、
乃
汝
子
也
、
如
此
詔
別
也
。 

（
上
巻 

う
け
い
） 

③
如
此
歌
、
即
為
二

宇
伎
由
比
一

而
、
宇
那
賀
気
理
弖
、
至
レ

今
鎮
坐
也
。 

（
上
巻 

八
千
矛
の
神
） 

④
誰
来
二

我
国
一

而
、
忍
々
如
此
物
言
。
然
、
欲
レ

為
二

力
競
一

。 
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（
上
巻 

建
御
雷
神
の
派
遣
） 

⑤
今
如
此
言
教
之
大
神
者
、
欲
レ

知
二

其
御
名
一

、（
中
巻 

仲
哀
天
皇
条
） 

⑥
有
下

変
二

三
色
一

之
奇
虫
上

。
看
二

行
此
虫
一

而
、
入
坐
耳
。
更
無
二

異
心
一

。

如
此
奏
時
、
天
皇
詔
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
下
巻 

仁
徳
天
皇
条
） 

 
 

（
※
如
此
言
…
計
４
例
、
如
此
詔
…
計
３
例
、
如
此
歌
…
計
１
０
例
、
如

此
物
言
、
如
此
言
教
…
計
１
例
、
如
此
奏
…
計
２
例
） 

  

右
の
よ
う
に
、「
如
此
白
」
と
似
た
よ
う
な
表
現
と
し
て
、「
如
此
言
」「
如
此

詔
」
な
ど
の
用
例
が
複
数
見
ら
れ
る
が
、
「
如
此
」
と
「
言
」「
詔
」
な
ど
の
動

詞
と
の
間
に
、「
之
」
の
字
が
一
度
も
用
い
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に

言
う
を
書
き
表
す
と
き
に
、
「
如
此
之
言
」
「
如
此
之
詔
」
の
よ
う
な
表
記
は
存

在
し
な
い
。 

 

ま
た
、「
如
此
＋
（
動
詞
）
」
の
用
例
は
、『
古
事
記
』
に
以
下
の
表
現
が
存
在

し
て
い
る
。 

  
 

①
河
雁
為
二

岐
佐
理
持
一

、
鷺
為
二

掃
持
一

、
翠
鳥
為
二

御
食
人
一

、
雀
為
二

碓
女
一

、
雉
為
二

哭
女
一

、
如
此
行
定
而
、
日
八
日
夜
八
夜
以
、
遊
也
。 

  
 

（
上
巻 

天
若
日
子
の
派
遣
） 

 
 

②
若
悵
二

怨
其
為
レ

然
之
事
一

而
、
攻
戦
者
、
出
二

塩
盈
珠
一

而
溺
。
若
其
愁

請
者
、
出
二

塩
乾
珠
一

而
活
。
如
此
令
二

惚
苦
一

、（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 

 
 

③
故
、
如
此
言
二

向
平
三

和
荒
夫
琉
神
等
一

、
退
二

撥
不
レ

伏
之
人
等
一

而
、

坐
二

畝
火
之
白
檮
原
宮
一

、
治
二

天
下
一

也
。  

（
中
巻 

神
武
天
皇
条
） 

 
 

④
如
此
平
訖
、
参
上
覆
奏
。   

    
     

   

（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

 
 

⑤
如
此
逗
留
之
間
、
其
所
レ

妊
之
御
子
既
産
。  

（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
） 

 
 

⑥
如
此
設
備
而
、
抱
二

其
御
子
一

、
刺
二

出
城
外
一

。（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
） 

 
 

⑦
如
此
覚
時
、
布
斗
摩
邇
々
占
相
而
、
求
二

何
神
之
心
一

、
爾
祟
、
出
雲
大

神
之
御
心
。 

     
     

  
       

    
 

（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
） 

 
 

⑧
故
、
如
此
撥
治
、
参
上
、
覆
奏
。 

     
   

（
中
巻 

景
行
天
皇
条
） 

 
 

⑨
如
此
上
幸
之
時
、
香
坂
王
・
忍
熊
王
、
聞
而
、
思
レ

将
二

待
取
一

、 

（
中
巻 

仲
哀
天
皇
条
） 

 
 

⑩
如
此
御
合
、
生
御
子
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
也
。（
中
巻 

応
神
天
皇
条
） 

 
 

⑪
爾
、
兄
、
辞
令
レ

貢
二

於
弟
一

、
弟
、
辞
令
レ

貢
二

於
兄
一

、
相
譲
之
間
、

既
経
二

多
日
一

。
如
此
相
譲
、
非
二

一
二
時
一

。（
中
巻 

応
神
天
皇
条
） 

 
 

⑫
如
此
令
レ

詛
、
置
二

於
烟
上
一

。     
     

 

（
中
巻 

応
神
天
皇
条
） 

  
右
の
用
例
を
見
る
と
、「
如
此
（
こ
の
よ
う
に
）
」
の
下
に
動
詞
が
接
続
す
る

場
合
は
、「
如
此
」
＋
「
行
定
」、「
如
此
」
＋
「
令
惚
苦
」、「
如
此
」
＋
「
言
向

平
和
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
如
此
」
と
動
詞
の
間
に
「
之
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
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い
な
い
。
で
は
、
「
如
此
之
白
而
」
の
よ
う
な
、
「
如
此
」
の
下
に
「
之
」
の
字

が
用
い
ら
れ
る
用
例
を
拾
っ
て
み
よ
う
。 

 

①
亦
、
於
レ

姓
日
下
、
謂
二

玖
沙
訶
一

、
於
レ

名
帯
字
、
謂
二

多
羅
斯
一

。
如

此
之
類
、
随
レ

本
不
レ

改
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

  
   

（
序
） 

②
爾
、
伊
耶
那
岐
命
詔
、
然
者
、
吾
与
汝
、
行
二

廻
逢
是
天
之
御
柱
一

而
、

為
二

美
斗
能
麻
具
波
比
一

。
如
此
之
期
、
乃
詔
、
汝
者
、
自
レ

右
廻
逢
。

我
者
、
自
レ

左
廻
逢
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
上
巻 

神
の
結
婚
） 

③
又
、
錦
色
小
蛇
、
纏
二

繞
我
頸
一

。
如
此
之
夢
、
是
有
二

何
表
一

也
。 

（
中
巻 

垂
仁
天
皇
条
） 

④
今
年
踰
二

若
干
一

、
不
二

復
称
一
レ

夭
。
筋
力
・
精
神
、
一
時
労
竭
。
如
此

之
事
、
本
非
レ

為
レ

身
。
止
欲
レ

安
二

養
百
姓
一

。
所
以
致
レ

此
。 

（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
四 

雄
略
天
皇
二
十
三
年
八
月
） 

  

こ
れ
ら
の
用
例
を
見
る
と
、
①
「
如
此
之
類
」
③
「
如
此
之
夢
」
④
「
如
此

之
事
」
の
よ
う
に
、「
如
此
之
」
の
下
に
「
類
」「
夢
」「
事
」
と
い
っ
た
名
詞
が

接
続
す
る
（

2
）

。
こ
の
場
合
、「
如
此
之
」
は
現
代
日
本
語
で
言
え
ば
、
こ
の
よ

う
な
、
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
漢
籍
（
特
に
漢
訳
仏
典
）
に
よ
く
見
え
る
用

法
で
あ
る
（

3
）

。 

一
方
、
②
「
如
此
之
期
」
の
場
合
は
、
『
新
編
全
集
』
で
は
「
如
此

か

く

期ち
ぎ

り
て
」

と
訓
み
、
「
こ
う
約
束
し
て
」
と
訳
し
て
お
り
、「
期
」
の
字
を
動
詞
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
。
し
か
し
、「
如
此
之
期
」
の
訓
み
を
め
ぐ
っ
て
、
従
来
、
解
釈
は

さ
ま
ざ
ま
あ
っ
た
。
延
佳
本
の
頭
注
を
見
る
と
、「
此
下
之
字
云
之
誤
乎
」
と
書

い
て
あ
り
、
つ
ま
り
、「
此
」
の
字
の
下
の
文
字
は
「
云
」
の
誤
り
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
で
あ
る
。
賀
茂
真
淵
の
『
仮
名
書
古
事
記
』
で
は
「
如
此
之
期
」
を

「
か
く
ち
き
り
て
」
と
訓
む
が
、「
之
期
ハ
言
期
ノ
誤
ナ
ル
ヘ
シ
、
此
二
字
ニ
テ

チ
ギ
リ
テ
ト
ヨ
ム
ヘ
シ
」
と
の
注
が
あ
り
、
「
之
期
」
は
「
言
期
」
の
誤
字
で
、

「
言
期
」
を
チ
ギ
リ
テ
と
訓
む
べ
き
だ
と
解
釈
す
る
。『
古
事
記
伝
』
は
、
延
佳

本
の
意
見
を
採
用
し
て
「
如
此
之
期
」
を
「
如
此
云
期
」
に
訂
正
し
、「
云
字

ノ

諸

本
み
な
之
と
作ア

ル

を
、
云
の
誤
な
ら
む
と
延
佳
が
云
る
、
實
に
さ
る
こ
と
な
り
、

【
記
中
に
之
と
云
と
、
相

タ
ガ
ヒ

に
寫

 

シ

誤
れ
る
所
多
か
り
、】
故

 

レ

今
も
然シ

カ

定
め
て
改
め

つ
、
期
は
知
岐
理
弖

チ

ギ

リ

テ

と
訓
べ
し
、
蜻
蛉
日
記
に
、
か
く
い
ひ
ち
ぎ
り
つ
れ
ば
、

思
ひ
か
へ
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
蜻
蛉
日
記
』
を
傍
証
と
し

て
、「
如
此
云
期
」
を
カ
ク
イ
ヒ
チ
ギ
リ
テ
と
訓
む
。
ほ
か
に
、『
全
釈
』
も
同

じ
立
場
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
如
此
之
期
」
の
「
之
」
の
字
に
違
和
感
を
覚
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

反
対
に
、
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
は
『
古
事
記
伝
』
を
引
用
し
、「「
之
」

を
「
云
」
に
改
め
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
よ
く
な
い
。
下
文
に
「
如
此
之
白
而
」
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と
同
様
な
用
法
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
原
文
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
解
釈
し
て
お
り
、

当
該
箇
所
の
「
如
此
之
白
而
」
を
根
拠
に
、「
如
此
之
期
」
は
間
違
い
で
は
な
い

と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
西
宮
一
民
氏
の
『
古
事
記 

修
訂
版
』
の
脚
注
に
「「
之
」

は
助
字
で
あ
る
」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
現
在
に
至
る
ま
で

支
持
さ
れ
て
い
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、「
如
此
之
」
の
下
に
動
詞
が
接
続
す
る

確
実
な
用
例
は
ほ
か
に
な
く
、
漢
籍
を
調
べ
て
み
て
も
、「
如
此
之
」
の
下
に
は

動
詞
が
接
続
す
る
例
が
見
ら
れ
な
い
。「
如
此
」
と
動
詞
の
間
に
「
之
」
の
字
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
違
和
感
を
覚
え
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

た
し
か
に
、
延
佳
本
や
宣
長
の
言
う
と
お
り
、「
之
」
と
「
云
」
の
行
書
体
は
、

と

（
真
福
寺
本
に
拠
る
）
の
よ
う
に
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
原
文
尊
重
と
い
う
立
場
で
、
つ
ま
り
、「
之
」
の
字
を
「
云
」
の
誤
字
と

せ
ず
、
「
如
此
之
期
」
の
ま
ま
訓
む
と
す
れ
ば
、
「
如
此
之
期
」
を
コ
ノ
チ
ギ
リ

ノ
ゴ
ト
ク
（
如
二

此
之
期
一

）
と
訓
み
た
い
。
傍
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
用
例
は
、

次
の
よ
う
に
提
示
し
て
お
く
。 

 

①
其
八
俣
遠
呂
智
、
信
如
レ

言

こ
と
の
ご
と
く

来
、 

 
 
 
 

（
上
巻 

八
俣
の
大
蛇
退
治
） 

 
 

②
随
レ

教
少
行
、
備
如
二

其
言
一

そ
の
こ
と
の
ご
と
し

。
即
、
登
二

其
香
木
一

以
坐
。 

（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 

③
如
二

夢
教
一

い
め
の
を
し
へ
の
ご
と
く

而
、
旦
見
二

己
倉
一

者
、
信
有
二

横
刀
一

。 

（
中
巻 

神
武
天
皇
条
） 

④
故
、
如
レ

教

を
し
へ
の
ご
と
く

而
、
旦
時
見
者
、
所
レ

著
レ

針
麻
者
、
自
二

戸
之
鉤
穴
一

控

通
而
出
、   

     
     

  
       

    
 

（
中
巻 

崇
神
天
皇
条
） 

 

傍
線
部
の
「
如
言
」「
如
其
言
」「
如
夢
教
」「
如
教
」
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の

言
葉
（
教
え
）
の
と
お
り
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
そ
れ
に
、「
教
」
の
字
が
「
於

是
、
大
穴
牟
遅
神
、
教．
二

告
其
菟
一

、
今
急
往
二

此
水
門
一

、
以
レ

水
洗
二

汝
身
一

」

（
上
巻 

稲
羽
の
素
兎
）
の
よ
う
に
、
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
も
あ
る
が
、

③
④
の
場
合
は
、
「
教
」
を
名
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

同
じ
よ
う
に
、「
如
此
之
期
、
乃
詔
…
」
の
「
期
」
の
字
を
名
詞
と
看
做
せ
ば
、

こ
の
一
文
は
、
コ
ノ
チ
ギ
リ
ノ
ゴ
ト
ク
シ
テ
、
ス
ナ
ハ
チ
ノ
リ
タ
マ
ハ
ク
…
、

と
訓
み
、
現
代
語
訳
は
、
こ
の
約
束
の
と
お
り
、
…
と
仰
せ
に
な
っ
た
、
に
な

る
。『
古
事
記
』
に
お
い
て
、「
期
」
を
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
（
序
の
「
潜

竜
体
レ

元
、
洊
雷
応
レ

期
」
を
除
く
）
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。 

 

①
故
、
其
八
上
比
売
者
、
如
二

先
期
一

美
刀
阿
多
波
志
都
。 

（
上
巻 

根
の
堅
州
国
訪
問
） 

②
故
、
如
レ

期
、
一
日
之
内
送
奉
也
。   

   

（
上
巻 

海
神
の
国
訪
問
） 
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「
如
此
之
期
」
と
似
た
よ
う
な
用
例
と
し
て
、
①
「
如
先
期
（
サ
キ
ノ
チ
ギ
リ

ノ
ゴ
ト
ク
）
」
、
②
「
如
期
（
チ
ギ
リ
ノ
ゴ
ト
ク
）
」
は
、
い
ず
れ
も
、
約
束
の
と

お
り
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。
同
様
に
、
当
該
箇
所
の
「
如
此
之
白
而
」
の
「
白

（
マ
ヲ
ス
）
」
の
字
を
名
詞
「
白
（
マ
ヲ
シ
）
」
と
看
做
せ
ば
、「
如
此
之
白
而
」

は
、
コ
ノ
マ
ヲ
シ
ノ
ゴ
ト
ク
シ
テ
と
訓
み
、
こ
の
申
し
上
げ
た
こ
と
の
よ
う
に
、

と
い
う
意
味
に
な
る
（

4
）

。 

ち
な
み
に
、「
白
」
の
字
が
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は
、
ほ
か
に
、「
又
、

随
二

其
后
之
白
一

、
喚
二

上
美
知
能
宇
斯
王
之
女
等
、
…
幷
四
柱
一

」（
中
巻 

垂
仁

天
皇
条
）
が
見
え
る
。
『
新
編
全
集
』
で
は
、
「
其
の
后
の
白
し
し
随
に
」
と
訓

み
、
「
白
」
を
動
詞
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
が
、
一
方
、
延
佳
本
で
は
「

隨
マ
ニ
マ
ニ

二

其
后
之
―

白
マ
フ
シ
ノ

一

」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
カ
ノ
キ
サ
キ
ノ
マ
ヲ
シ
タ
マ
ヒ
ノ
マ
ニ

マ
ニ
」（
『
古
事
記
伝
』
）
、「
か
の
后

き
さ
き

の
ま
を
し
ま
た
ひ
の
ま
に
ま
に
」（『
全
釈
』）

な
ど
の
よ
う
に
、
古
写
本
や
古
い
注
釈
書
で
は
「
白
」
を
名
詞
と
し
て
と
ら
え

て
い
る
（

5
）

。
さ
ら
に
、「
随
二

其
后
之
白
一

」
に
見
え
る
「
随
」
の
字
の
用
例
を

拾
っ
て
み
る
と
、
「
各
随
二

依
賜
之
命
一

所
レ

知
看
之
中
、
速
須
佐
之
男
命
、
不
レ

治
二

所
レ

命
之
国
一

而
」
（
上
巻 

三
貴
子
の
分
治
）
の
傍
線
部
は
「
依
し
賜
ひ
し

命
の
随
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
随
」
は
「
命
（
ミ
コ
ト
）
」
と
い
う
名
詞
に
続

く
。
同
様
に
、
垂
仁
記
「
随
二

其
后
之
白
一

」
の
「
白
」
を
名
詞
「
白
（
マ
ヲ
シ
）」

と
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
、
訓
点
資
料
で
マ
ヲ
シ
の
用
例
を
調
べ
て
い
く
と
、「
白
」
の
字
の
ほ

か
に
、
た
と
え
ば
嘉
禎
本
（
鴨
脚
本
）
『
日
本
書
紀
』
に
、
「
故
、
天
孫
随
鰐
所

言
、
留
居
（
そ
こ
で
、
天
孫
は
鰐
の
言
っ
た
と
お
り
に
、
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い

る
）」（
巻
二 

神
代
下
第
十
段
一
書
第
四
）
の
「
随
鰐
所
言
」
の
横
に
「
禾
（
ワ
）

ニ
ノ
マ
ウ
シ
ノ
マ
□
（
破
れ
の
た
め
判
読
不
能
）
」
と
あ
り
、
言
（
所
言
）
の
字

を
「
マ
ウ
シ
（
マ
ヲ
シ
）」
と
訓
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
国
譲
り
神
話
に
見
え
る
「
如
此
之
白
而
」
の
「
白
」
の
字
を

も
名
詞
と
看
做
し
て
マ
ヲ
シ
と
訓
み
、「
如
二

此
之
白
一

而
、
於
二

出
雲
国
之
多
芸

志
之
小
浜
一

、
造
二

天
之
御
舎
一

而
」
の
一
文
は
、「
此こ

の
白

ま
を
し

の
如ご

と

く
し
て
、
出

雲
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、
天
の
御
舎
を
造
り
て
（
こ
の
申
し
上
げ
た
こ
と
の

よ
う
に
、
出
雲
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、
天
の
御
舎
を
造
っ
て
）
」
と
い
う
訓
み

に
な
る
。 

  
 
 

三
、「
天
之
御
舎
」
に
つ
い
て 

 

こ
こ
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
「
天
之
御
舎
」
の
在
り
よ
う
を
め
ぐ
っ
て
考
え
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
『
新
編
全
集
』
の
頭
注
は
、「
服
属
儀
礼
を
行
う
た
め
に
、

大
国
主
神
が
相
手
の
神
々
の
た
め
に
建
て
た
も
の
と
み
る
説
を
と
る
べ
き
で
あ

る
」
と
述
べ
て
お
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
服
属
論
を
支
持
す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
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の
服
属
論
は
、
早
く
か
ら
益
田
勝
実
氏
よ
り
提
唱
さ
れ
て
お
り
（

6
）

、
氏
は
、『
古

事
記
』
国
譲
り
神
話
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
つ
い
て
「
決
意
を
の
べ
て
、
な
お
使

者
を
も
て
な
し
、
り
っ
ぱ
に
交
渉
を
終
え
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
国
譲
り

神
話
に
見
え
る
「
献
二

天
御
饗
一

」
「
禱
白
而
」
な
ど
は
「
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
服

從
の
意
を
示
」
す
も
の
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
岡
田
精
司
氏
（

7
）

は
「
益
田

氏
の
研
究
に
よ
っ
て
（
中
略
）
大
国
主
神
も
天
照
大
神
の
使
者
に
対
し
て
御
饌

を
献
上
し
て
服
従
の
証
し
と
し
た
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
」
と
、
益
田
氏

の
服
属
論
に
賛
成
す
る
立
場
で
あ
る
。 

 

右
の
服
属
論
を
踏
ま
え
て
、
「
天
之
御
舎
」
を
論
じ
た
の
は
矢
嶋
泉
氏
（

8
）

で
あ
る
。
氏
は
、「
「
天
御
饗
」
は
（
略
）「
服
属
儀
礼
と
し
て
の
食
物
供
献
」
と

見
る
べ
き
も
の
」
と
し
、
「
「
天
之
御
舎
」
と
は
「
天
御
饗
」
を
「
獻
る
」
た
め

の
御
殿
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ほ
か
に
、
戸
谷
高
明
氏
（

9
）

も
「「
天
之
御
舎
」

は
〈
御
饗
献
上
〉
に
よ
る
服
属
儀
礼
を
行
う
た
め
の
建
物
」
と
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
、
従
来
の
説
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、「
天
之
御
舎
」
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

の
住
居
と
見
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
本
居
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
に
お
い

て
、
ま
ず
、
主
語
の
問
題
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
き
、
「
如
此

カ

ク

之
白

 

シ

而
於
出
雲
云
々

と
、
獻
二

天

 

ノ

之
眞マ

魚ナ

喰グ
ヒ

一

也
と
云
る
ま
で
、
一ヒ

ト

續
ツ
ヅ
キ

に
な
り
て
、
皆
大
國
主

 

ノ

神
の
爲シ

た
ま
ふ
事
に
な
り
て
、
理

 

リ

か
な
は
ざ
れ
ば
、
如
此

カ

ク

之
白
而

マ
ヲ
シ
テ

の
下
に
、
必

 

ズ

此
コ
ナ
タ

よ
り

彼
カ
ナ
タ

へ
轉
る
界
限

サ

カ

ヒ

無ナ

く
て
あ
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
」
と
述
べ
、「
如
二

此
之
白
一

而
」
と
「
於
二

出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
一

、
造
二

天
之
御
舎
一

而
」
と
の
間
に
、

「

乃
ス
ナ
ハ
チ

隠
カ
ク
リ

也
マ
シ
キ

。
故カ

レ

随
マ
ヲ
シ

白
タ
マ
ヒ
シ

而
マ
ニ
マ
ニ

」
の
七
文
字
を
補
っ
て
、
本
文
を
「
如
二

此

之
白
一

而
、
乃
隠
也
。
故
随
レ

白
而
、
於
二

出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
一

、
造
二

天

之
御
舎
一

而
（
こ
の
よ
う
に
申
し
上
げ
て
、
隠
れ
た
。
そ
こ
で
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ

シ
の
申
す
こ
と
に
従
い
、出
雲
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
、天
の
御
舎
を
造
っ
て
）」

に
改
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宣
長
以
前
の
古
写
本
・
版
本
に
は
い
ず
れ
も

「
乃
隠
也
故
随
白
而
」の
七
文
字
を
見
な
い
。
原
文
尊
重
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

本
文
に
文
字
を
補
う
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
宣
長

は
「
天
之
御
舎
」
に
関
し
て
、「
今
此

 

ノ

造

 

リ

奉
る
御 ミ

舎
ア
ラ
カ

は
、
大
國
主

 

ノ

神
の
御 ミ

靈 タ
マ

の

鎭

 

リ

坐

 

サ

む
御
社
に
て
、
卽

 

チ

杵
築

 

ノ

大
社
な
り
」
と
述
べ
、『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』『
日

本
書
紀
』『
出
雲
国
風
土
記
』
な
ど
の
文
献
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
に
関
す

る
記
録
が
あ
る
の
を
根
拠
に
、『
古
事
記
』
の
「
天
之
御
舎
」
を
も
オ
ホ
ク
ニ
ヌ

シ
の
住
居
と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

ほ
か
に
、
『
全
集
』
の
頭
注
に
、「
こ
れ
を
造
っ
た
主
語
が
問
題
で
あ
る
が
、

神
代
紀
の
一
書
に
は
高
天
原
側
が
大
国
主
神
の
た
め
に
天
日
隅
宮
を
造
っ
た
と

あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
う
」
と
書
い
て
あ
り
、
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
も

ま
た
、『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
の
内
容
を
根
拠
に
、
「
こ
こ
は
も
と
よ
り
杵
築
大

社
を
さ
す
」
と
述
べ
、「
天
之
御
舎
」
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
だ
と
の
指
摘
で

あ
る
。 
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一
方
、
こ
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
所
を
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
自
身
が
造
っ
た
も

の
と
解
釈
す
る
の
は
、
倉
野
憲
司
氏
と
西
宮
一
民
氏
で
あ
る
。
倉
野
氏
は
『
古

事
記
全
註
釈
』
に
お
い
て
「
御
舎
を
建
て
た
の
は
大
国
主
神
で
あ
つ
て
、「
如
此

之
白
而
」
の
下
に
は
、「
天
つ
神
の
諒
解
を
得
て
」
と
か
「
天
つ
神
の
同
意
を
得

て
」
と
か
の
語
が
言
外
に
略
か
れ
て
ゐ
る
と
見
れ
ば
自
然
で
あ
つ
て
、
天
之
御

舎
を
造
つ
た
の
は
大
国
主
神
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
西
宮
氏
は
『
集
成
』

に
お
い
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
神
殿
（
住
居
）
造
営
の
要
求
が
容
れ
ら
れ
て
、

自
ら
「
天
之
御
舎
」
を
造
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
倉
野
氏
と
西
宮
氏
は
、
い

ず
れ
も
「
如
此
之
白
而
」
を
カ
ク
マ
ヲ
シ
テ
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
こ
の
よ
う
に

申
し
上
げ
て
）
と
い
う
訓
み
に
基
づ
き
、「
如
此
之
白
而
」
の
主
語
は
オ
ホ
ク
ニ

ヌ
シ
で
あ
る
た
め
、
「
造
二

天
之
御
舎
一

」
の
主
語
も
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
国
譲
り
の
条

件
と
し
て
、
「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯
理
、
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理

而
、
治
賜
者
（
底
つ
石
根
に
宮
柱
を
太
く
立
て
、
高
天
原
に
氷
木
を
高
く
聳
え

さ
せ
る
よ
う
に
立
派
な
住
居
を
造
っ
て
、
お
祭
り
く
だ
さ
れ
ば
）」
と
あ
る
よ
う

に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
天
つ
神
側
に
住
居
を
造
っ
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
の
で

あ
る
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
自
身
が
住
居
を
造
っ
た
と
解
釈
し
て
し
ま
え
ば
、
文
脈

上
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
要
求
と
は
合
わ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

ほ
か
に
、
中
川
ゆ
か
り
氏
（

10
）

は
、『
古
事
記
』
中
巻
垂
仁
記
に
見
え
る
出
雲

大
神
の
言
葉
「
修
三

理
我
宮
如
二

天
皇
之
御
舎
一

者
（
我
が
宮
を
天
皇
の
御
舎
の

如
く
修
理
す
る
な
ら
ば
）」
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
、「
出
雲
大
神
の
宮
は
大
国

主
神
の
国
譲
り
に
際
し
て
、「
於
二

出
雲
国
之
多
藝
志
之
小
濱
一

、
造
二

天
之
御
舎

一

…
」（
古
事
記
上
巻
）
と
あ
る
〝
天
之
御
舎
〟
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ

て
お
り
、
上
巻
国
譲
り
神
話
に
見
え
る
「
天
之
御
舎
」
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住

居
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

ま
た
、『
古
事
記
』
出
雲
神
話
の
重
要
性
を
説
く
論
説
も
見
ら
れ
、
三
浦
佑
之

氏
（

11
）

は
、『
日
本
書
紀
』
正
伝
に
ま
っ
た
く
存
在
し
な
い
出
雲
神
話
が
、『
古

事
記
』
上
巻
の
お
よ
そ
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
こ
と
に
注
目
し
、
さ
ら

に
、
天
皇
家
の
神
統
譜
は
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
神
武
天
皇
ま
で
の
六
代
し
か
持
た

な
い
の
に
対
し
、
出
雲
側
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
ト
ホ
ツ
ヤ
マ
サ
キ
タ
ラ
シ
ま
で

の
十
六
代
と
傍
系
に
あ
た
る
オ
ホ
ト
シ
の
系
譜
が
伝
え
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
う

え
で
、「
出
雲
神
話
と
出
雲
の
神
が
み
の
系
譜
と
を
用
い
て
古
事
記
が
語
ろ
う
と

し
た
の
は
、
出
雲
世
界
の
強
大
さ
で
あ
り
、
最
初
の
地
上
の
支
配
者
と
し
て
の

出
雲
の
王
の
物
語
だ
」、「
古
事
記
に
と
っ
て
は
重
要
な
世
界
と
し
て
出
雲
が
あ

っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 
さ
ら
に
、
出
雲
大
社
の
祭
祀
の
重
要
性
を
説
く
の
は
斎
藤
英
喜
氏
（

12
）

で
あ

る
。
氏
は
「
国
を
譲
り
受
け
た
天
つ
神
の
御
子
＝
天
皇
は
、
そ
の
地
上
支
配
の

正
統
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
つ
ね
に
き
ち
ん
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
る
出
雲
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大
社
を
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
、
出
雲
大
社
に
関
し
て
、
氏

は
出
雲
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
造
営
さ
れ
た
「
天
之
御
舎
」
に
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

が
鎮
ま
っ
た
と
し
、
「
こ
の
と
き
造
ら
れ
た
神
殿
（
「
天
之
御
舎
」
を
指
す
、
筆

者
注
）
こ
そ
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
神
と
し
て
祭
る
「
出
雲
大
社
」
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
お
り
、「
天
之
御
舎
」
は
出
雲
大
社
で
あ
る
と
と
ら
え

て
い
る
。 

三
浦
氏
と
斎
藤
氏
の
考
え
に
則
っ
て
、
服
属
論
に
与
し
な
い
の
は
ア
ン
ダ
ソ

ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル
氏
（

13
）

で
あ
る
。
氏
は
、
国
譲
り
神
話
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。 

 

 
 

「
出
雲
の
国
の
多
芸
志
の
小
浜
」
に
お
い
て
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
祭
る
宮
殿
が

作
ら
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
初
め
て
の
祭
祀
が
実
行
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い

て
出
雲
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
宮
殿
が
立
つ
場
所
と
し
て
登
場
す
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
出
雲
に
お
い
て
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
よ
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
祭
祀
が

描
か
れ
る
の
で
あ
る
。 

  

右
の
解
釈
を
見
る
と
、
マ
ラ
ル
氏
は
「
天
之
御
舎
」
を
「
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を

祭
る
宮
殿
」
と
看
做
し
、「
天
御
饗
」
を
「
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
よ
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

の
祭
祀
」
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
氏
は
、
さ
ら
に
『
古
事
記
』
と
『
日
本

書
紀
』
と
の
相
違
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。 

 

 

古
事
記
の
神
代
の
物
語
は
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
の
大
な
る
国
の
王
へ
の
成
長
を

描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
書
紀
は
そ
の
物
語
を
無

視
し
て
い
る
。
日
本
書
紀
に
お
い
て
は
、
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ

シ
に
成
長
し
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
単
に
そ
の
国
譲

り
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
偉
大
な
神
と
し
て
描
き
、
さ
ら
に
、
そ

の
国
作
り
の
過
程
を
も
っ
と
も
自
分
の
物
語
の
魅
力
と
す
る
古
事
記
の
神

代
の
国
譲
り
の
場
面
に
お
い
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
た
だ
服
従
を
表
し
た

と
解
釈
す
る
の
は
、
古
事
記
の
固
有
性
を
見
過
ご
す
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。 

  

マ
ラ
ル
氏
は
、『
古
事
記
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
像
を

再
確
認
し
、
そ
の
偉
大
さ
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
氏
は
、
国
譲
り
神
話
に
見

え
る
「
天
之
御
舎
」
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
、「
天
御
饗
」
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

に
献
上
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
服
属
論
に
挑
ん
で
い
る
。 

マ
ラ
ル
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
国
譲
り
神
話
ま
で
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
兄

弟
た
ち
の
い
じ
め
を
受
け
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
偉
大
な
国
の
主
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と
な
っ
て
国
作
り
に
尽
力
し
た
。
そ
れ
に
、
国
譲
り
の
段
階
で
も
天
つ
神
側
に

立
派
な
住
居
を
造
営
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
、
垂
仁
天
皇
の
時
代
に
な
っ
て
も
、

祟
り
の
神
と
し
て
天
皇
の
夢
に
現
れ
て
、
住
居
を
修
理
し
て
ほ
し
い
と
要
求
す

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
国
譲
り
に
迫
ら
れ
た
と
き
に
、

た
だ
単
に
天
つ
神
側
に
服
属
す
る
と
は
考
え
難
い
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
う
し
た
マ
ラ
ル
氏
の
論
証
を
考
え
る
時
に
、
さ
ら
に
論
究
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
や
は
り
「
如
此
之
白
而
」
以
下
の
主
語
の
問
題
で
あ
る
。

従
来
、「
天
之
御
舎
」
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論
は
、
い
ず
れ
も
「
如
此
之
白
而
（
カ

ク
マ
ヲ
シ
テ
）
」
と
い
う
訓
み
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。し
か
し
、

前
述
の
よ
う
に
、
カ
ク
マ
ヲ
シ
テ
の
表
記
は
当
該
箇
所
を
除
き
、
す
べ
て
「
如

此
白
而
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
如
此
」
と
動
詞
「
白
」
と
の
間
に
「
之
」
の
字
が

な
い
。
「
如
此
之
類
」
「
如
此
之
事
」
と
同
じ
よ
う
に
、
「
如
此
之
白
」
の
「
白
」

を
名
詞
と
看
做
す
べ
き
で
あ
る
。「
如
此
之
白
而
」
を
「
此こ

の
白

ま
を
し

の
如ご

と

く
し
て
」

と
い
う
訓
み
に
変
え
て
、
本
文
を
読
み
直
す
と
、「
天
之
御
舎
」
乃
至
国
譲
り
神

話
へ
の
理
解
も
ま
た
違
っ
て
く
る
。 

「
此こ

の
白

ま
を
し

の
如ご

と

く
し
て
」
、
つ
ま
り
、
こ
の
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
）
申
し
上
げ

た
こ
と
の
と
お
り
に
、
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
何
を
申
し
上
げ

た
か
と
い
う
と
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
国
譲
り
の
交
渉
に

際
し
、
天
つ
神
側
に
対
し
て
立
派
な
住
居
を
造
営
し
て
、
そ
こ
に
自
分
を
祭
っ

て
ほ
し
い
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
直
後
、
出
雲
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
「
天

之
御
舎
」
が
造
ら
れ
る
が
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
自
分
の
申
し
上
げ
た
こ
と
の
と

お
り
に
造
っ
た
の
か
、
天
つ
神
側
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
申
し
上
げ
た
こ
と
の
と

お
り
に
造
っ
た
の
か
、
一
見
、
二
つ
の
解
釈
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
申
し
上
げ
た
内
容
は
、
天
つ
神
側
に
住
居
を
造
っ
て
ほ
し
い

と
言
っ
た
の
で
あ
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
自
身
が
自
分
の
住
居
を
造
っ
た
と
す
れ

ば
、オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
申
し
上
げ
た
内
容
と
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、

こ
こ
は
や
は
り
、
天
つ
神
側
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
申
し
上
げ
た
こ
と
の
と
お
り

に
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
で
あ
る
「
天
之
御
舎
」
を
造
っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。 

 

 
 
 

四
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
所

す

み

か 

 

 

か
つ
て
、
宣
長
は
『
古
事
記
』
以
外
の
上
代
文
献
の
内
容
を
傍
証
と
し
て
、

「
天
之
御
舎
」
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
の
住
居
だ
と
論
じ
た
が
、
そ
の
内
容

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

①
時
高
皇
産
霊
尊
乃
還
二

遣
二
神
一

、
勅
二

大
己
貴
神
一

曰
、
…
又
汝
応
レ

住

天
日
隅
宮
者
、
今
当
二

供
造
一

。 
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（
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二 

神
代
下
第
九
段
一
書
第
二
） 

②
神
魂
命
詔
、
五
十
足
天
日
栖
宮
之
縦
横
御
量
、
千
尋
栲
紲
持
而
、
百
八

十
結
々
下
而
、
此
天
御
量
持
而
、
所
レ

造
二

天
下
一

大
神
之
宮
、
造
奉
、

詔
而
、
御
子
天
御
鳥
命
、
楯
部
為
而
、
天
下
給
之
。 

（
『
出
雲
国
風
土
記
』
楯
縫
郡
） 

 
 

③
八
百
丹
杵
築
宮
爾

靜
坐
支

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』） 

  

右
の
傍
線
部
を
見
る
と
、
①
「
天
日
隅
宮
」
、
②
「
天
日
栖
宮
」、
③
「
杵
築

宮
」
の
よ
う
に
、
『
日
本
書
紀
』
『
出
雲
国
風
土
記
』
『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』（

14
）

に
お
い
て
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、『
古
事
記
』
に
オ

ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
に
関
す
る
記
事
が
あ
っ
て
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。

ま
た
、「
天
之
御
舎
」
と
い
う
文
字
列
に
「
天
之
」
が
見
え
る
が
、「
天
日
隅
宮
」

「
天
日
栖
宮
」
に
も
「
天
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
違
和
感
を
覚
え
る
こ

と
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、「
天
」
か
「
天
之
」
が
つ
く
言
葉
は
、
天
つ
神
側
に
の

み
使
う
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
即
蹈
二

傾
其
船
一

而
、
天
逆
手
矣

於
二

青
柴
垣
一

打
成
而
隠
也
」
（
上
巻 

建
御
雷
神
の
派
遣
）
の
一
文
を
見
る
と
、

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
息
子
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
が
「
天
逆
手
」
を
打
つ
動
作
が
記
さ
れ
、

ま
た
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
系
譜
に
は
、
天
之
甕
主
神
、
天
日
腹
大
科
度
美
神
、

天
狭
霧
神
な
ど
の
神
名
も
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
脈
か
ら
見
る
に
せ

よ
、
文
字
列
か
ら
見
る
に
せ
よ
、「
天
之
御
舎
」
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
と
看

做
す
こ
と
は
で
き
る
。 

 

ま
た
、
中
巻
垂
仁
天
皇
条
の
記
事
に
も
注
目
し
た
い
。
国
譲
り
神
話
以
降
、

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
再
び
姿
を
表
わ
す
の
は
、
中
巻
垂
仁
天
皇
の
時
代
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
、
ホ
ム
チ
ワ
ケ
と
い
う
御
子
が
、
大
人
に
な
っ
て
も
物
を
言
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
物
語
は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
皇
の
夢
に
現
れ
る
話

へ
と
展
開
す
る
。 

 

於
是
、
天
皇
、
患
賜
而
、
御
寝
之
時
、
覚
二

于
御
夢
一

曰
、
修
二

理
我
宮
一

、

如
二

天
皇
之
御
舍
一

者
、
御
子
、
必
真
事
登
波
牟
、
如
此
覚
時
、
布
斗
摩
邇
々

占
相
而
、
求
二

何
神
之
心
一

、
爾
祟
、
出
雲
大
神
之
御
心
。 

  

天
皇
は
、
御
子
が
物
を
言
え
な
い
こ
と
を
心
配
し
て
寝
て
い
る
と
き
に
、
夢

の
中
で
「
私
の
宮
を
天
皇
の
御
舎
の
よ
う
に
修
理
し
て
く
れ
れ
ば
、
御
子
は
必

ず
物
を
言
え
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
占
い
に
よ
っ
て
、
こ

れ
は
出
雲
大
神
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
）
の
祟
り
だ
と
分
か
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ

る
。 

 

そ
こ
で
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
「
修
二

理
我
宮
一

」
に
見
え
る
「
修
理
」
と
い
う

言
葉
に
注
目
し
た
い
。『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
修
理
」
の
用
例
は
、
垂
仁
天
皇
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条
の
ほ
か
に
次
の
二
例
が
確
認
で
き
る
。 

 
①
修
理
二

固
三

成
是
多
陀
用
弊
流
之
国
一

。 
 
 
 
 

（
上
巻 

淤
能
碁
呂
島
） 

②
是
以
、
大
殿
、
破
壊
、
悉
雖
二

雨
漏
一

、
都
勿
二

修
理
一

。 

（
下
巻 

仁
徳
天
皇
条
） 

 

①
の
「
修
理
」
は
、
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
は
、
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
に
漂
っ
て

い
て
形
が
定
ま
っ
て
い
な
い
国
を
、
整
っ
た
形
に
固
め
て
、
よ
り
立
派
な
国
に

仕
上
げ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
②
は
、
仁
徳
天
皇
の
宮
殿
が
壊
れ
て
、
雨
の

日
の
水
が
漏
れ
て
し
ま
っ
て
も
、
壊
れ
た
箇
所
を
直
さ
な
い
、
宮
殿
の
あ
る
べ

き
形
に
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
既
に
あ
っ
た
も
の
（
①
は

形
が
定
ま
っ
て
い
な
い
国
、
②
は
壊
れ
た
大
殿
）
を
整
っ
た
形
（
あ
る
べ
き
形
）

に
す
る
（
②
は
否
定
形
）
意
味
で
あ
る
。 

垂
仁
天
皇
条
の
「
修
二

理
我
宮
一

」
に
戻
る
と
、『
新
編
全
集
』
の
頭
注
は
、「
国

譲
り
の
際
の
大
国
主
神
に
よ
る
神
殿
要
求
の
発
言
と
対
応
。
要
求
は
一
度
果
さ

れ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
後
荒
廃
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
」
と
解
釈
し
、
中
川
ゆ

か
り
氏
（

15
）

は
、「
出
雲
大
神
の
求
め
た
「
修
理
」
は
国
譲
り
の
際
に
創
造
、
、
さ
れ

た
御
舎
の
全
面
的
な
〝
建
て
直
し
〟
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
は
、
国
譲
り
の
段
階
で
造
営
さ
れ
た
の
だ
が
、
垂
仁
天

皇
の
時
代
に
な
る
と
、
年
月
が
経
ち
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
の
老
朽
化
が
進

み
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
天
皇
の
夢
に
現
れ
「
修
二

理
我
宮
一

」
と
の
要
求
を
し
た

の
で
あ
ろ
う
。 

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
は
一
度
造
営
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
国
譲
り
神
話
に
見

え
る
「
於
二

出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
一

、
造
二

天
之
御
舎
一

而
」
と
の
一
文
を
、

住
居
造
営
に
関
し
て
の
記
述
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
逆
に
、「
天
之
御
舎
」

は
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
で
な
け
れ
ば
、
国
譲
り
神
話
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の

要
求
が
果
た
さ
れ
ぬ
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
換
言
す
れ
ば
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

の
住
居
で
あ
る
「
天
之
御
舎
」
は
、
上
巻
の
国
譲
り
神
話
と
中
巻
の
垂
仁
天
皇

条
を
つ
な
げ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

で
は
、
国
譲
り
神
話
に
見
え
る
「
如
此
之
白
而
」
以
下
の
文
脈
、
す
な
わ
ち
、

「
如
此
之
白
而
、
於
二

出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
一

、
造
二

天
之
御
舎
一

而
、
水
戸

神
之
孫
櫛
八
玉
神
為
二

膳
夫
一

、
献
二

天
御
饗
一

之
時
、
禱
白
而
、
櫛
八
玉
神
、
化

レ

鵜
、
入
二

海
底
一

、
…
櫕
二

出
火
一

云
、
是
、
我
所
レ

燧
火
者
…
（

16
）

」
を
ど
の
よ

う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。 

ク
シ
ヤ
タ
マ
は
、
本
文
で
は
「
水
戸
神
之
孫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
水
戸
神

に
関
し
て
は
、「
既
レ

生
国
竟
、
更
生
レ

神
。
…
次
、
生
二

水
戸
神
、
名
速
秋
津
日

子
神
一

。
次
、
妹
速
秋
津
比
売
神
」
（
上
巻 

国
生
み
・
神
生
み
）
と
あ
る
よ
う

に
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
に
よ
る
神
生
み
の
と
き
に
生
ま
れ
た
ハ
ヤ
ア
キ
ツ
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ヒ
コ
・
ハ
ヤ
ア
キ
ツ
ヒ
メ
の
こ
と
を
指
す
。 

ク
シ
ヤ
タ
マ
の
献
上
し
た
「
天
御
饗
」
に
見
え
る
「
天
」
の
字
に
つ
い
て
、

「
そ
は
天
上

ア

メ

に
て
行

オ
コ
ナ

ふ
御ミ

饗ア
ヘ

の
式ノ

リ

を
用
ひ
ら
る
ゝ
故
に
云
な
る
べ
し
」（『
古
事

記
伝
』
）
、「
「
天
之
御
舎
・
天
御
饗
・
天
之
真
魚
咋
」
の
「
天
之
（
天
）」
は
す
べ

て
、
天
上
に
お
け
る
制
に
随
ふ
意
の
語
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
ゐ
る
」
（『
古

事
記
全
註
釈
』
）
の
言
う
よ
う
に
、
「
天
御
饗
」
は
、
天
つ
神
側
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ

シ
の
た
め
に
用
意
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
、
本
文
を
見
る
と
「
献．
二

天
御
饗
一

」「
禱
白．
而
」
の
文
字
列
に
「
献
」

「
白
」
の
よ
う
な
謙
譲
語
が
見
ら
れ
る
が
、
実
際
、「
天
御
饗
」
を
献
上
す
る
の

も
、
祝
辞
を
奏
上
す
る
の
も
ク
シ
ヤ
タ
マ
で
あ
り
、
こ
の
神
は
料
理
人
と
し
て

登
場
し
身
分
が
比
較
的
低
い
た
め
、
「
献
」
「
白
」
の
よ
う
な
謙
譲
語
が
用
い
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
よ
る
御
饗
献
上
と
祝
辞
奏
上
と
は
、
斎

藤
氏
や
マ
ラ
ル
氏
の
論
の
と
お
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
の
祭
祀
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。 

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
「
唯
僕
住
所
者
、
如
二

…
天
之
御
巣
一

而
、
…
、
治
賜
者
」

と
い
う
要
求
を
意
識
し
て
付
言
す
れ
ば
、
出
雲
国
の
多
芸
志
の
小
浜
に
造
営
さ

れ
た
「
天
之
御
舎
」
は
「
天
之
御
巣
」
と
呼
応
し
、
ク
シ
ヤ
タ
マ
に
よ
る
献
上

さ
れ
た
「
天
御
饗
」
は
「
治
賜
」
と
呼
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
天
御
饗
」
に

関
わ
る
文
脈
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
で
さ
ら
に
論
じ
て
い
き
た
い
。 

  
 
 

五
、
ま
と
め 

 

こ
こ
ま
で
、『
古
事
記
』
上
巻
国
譲
り
神
話
に
見
え
る
「
天
之
御
舎
」
を
中
心

に
考
察
し
て
き
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、「
天
之
御
舎
」
を
天
つ
神
側
が
オ
ホ
ク

ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
造
っ
た
住
居
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
自
身
が
自
分
の
た
め
に
造
っ

た
住
居
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
服
属
儀
礼
の
た
め
に
造
っ
た
建
物
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
本
章
は
、
ま
ず
「
如
此
之
白
而
」
と
い
う
文

字
列
に
注
目
し
、「
如
此
之
」
の
下
に
接
続
す
る
「
白
」
の
字
を
名
詞
と
看
做
し
、

従
来
カ
ク
マ
ヲ
シ
テ
と
訓
ま
れ
て
き
た
こ
の
文
字
列
を
「
此こ

の
白

ま
を
し

の
如ご

と

く
し

て
」
と
い
う
訓
み
に
改
め
、「
天
之
御
舎
」
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
造
ら
れ

た
住
居
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
、
国
譲
り
の
条
件
と
し
て
天

つ
神
側
に
住
居
を
造
営
し
て
ほ
し
い
と
申
し
上
げ
た
た
め
、「
天
之
御
舎
」
を
造

っ
た
主
語
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
自
身
だ
と
す
れ
ば
文
脈
に
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
い
、

「
天
之
御
舎
」
を
造
っ
た
の
は
天
つ
神
側
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘

し
た
。
さ
ら
に
、『
古
事
記
』
中
巻
垂
仁
天
皇
条
に
見
え
る
出
雲
大
神
の
「
修
二

理
我
宮
一

」
の
記
事
や
、『
日
本
書
紀
』『
出
雲
国
風
土
記
』『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』

に
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
住
居
に
関
す
る
記
事
な
ど
を
傍
証
と
し
て
、『
古
事
記
』
上

巻
国
譲
り
神
話
に
見
え
る
「
天
之
御
舎
」
を
天
つ
神
側
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
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め
に
造
っ
た
住
居
と
看
做
す
べ
き
だ
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

注 （
1
）「
如カ

此ク

之
白

マ

ヲ

シ

而テ

」（
『
古
事
記
伝
』
）
、「
か
く
申ま

う

し
て
」（
『
全
釈
』）、「
如カ

此
之

ク

白
マ
ヲ
シ

而テ

」（
『
国
史
大
系
』『
神
道
大
系
』
）
、「
如か

此く

白
し
て
」（『
大
系
』『
古

事
記
全
註
釈
』『
古
事
記
注
釈
』『
全
集
』
）
、「
か
く
白ま

を

し
て
」（
『
全
書
』）、

「
か
く
白
し
て
」（
『
全
講
』『
集
成
』
）
、「
如か

此く

白ま
を

し
而て

」（『
思
想
大
系
』
）
、

「
如か

此く

白ま
を

し
て
」
（
『
新
編
全
集
』
）
。 

（
2
）「
如
此
之
夢
」
に
関
し
て
は
、
「
か
か
る
夢
は
」（
『
全
講
』
、『
全
書
』
）、

「
如か

此く

の
夢
は
」
（
『
古
事
記
全
註
釈
』
）
、
「
か
く
の
夢
は
」（『
集
成
』）

と
訓
み
、
「
夢
」
を
名
詞
と
看
做
す
注
釈
書
も
あ
れ
ば
、「
如か

此く

夢い
メ

に
み

つ
る
は
」（
『
思
想
大
系
』
）
、「
如か

此く

夢
に
み
つ
る
は
」（
『
古
事
記
注
釈
』
）

「
如か

此く

夢い
め

み
つ
る
は
」
（『
新
編
全
集
』
）
の
よ
う
に
、
「
夢
」
を
動
詞
と

看
做
す
注
釈
書
も
あ
る
。 

（
3
）「
今
以
二

臣
之
才
一

、
兼
二

如
レ

此
之
嫌
一

」（
『
文
選
』
第
三
十
八
巻 
譲
中

書
令
表
）
、
「
如
レ

此
之
人
、
在
世
不
レ

久
、
必
得
二

解
脱
一

」
（『
賢
愚
経
』

巻
第
十
三 

堅
誓
獅
子
品
第
五
十
四
）
、「
如
レ

此
之
事
、
尽
是
我
等
婆
羅

門
力
」（
『
菩
薩
本
縁
経
』
巻
下 

月
光
王
品
第
五
）
、「
如
レ

此
之
身
、
無

レ

所
二

復
用
一

」
（
『
経
律
異
相
』
巻
第
八 

為
聞
半
偈
捨
身
十
二
）。 

（
4
）「
如
此
之
期
」
と
は
異
な
り
、「
如
此
之
白
而
」
の
文
字
列
に
「
而
」
の

字
が
見
え
る
が
、
「
雖
二

雪
零
風
吹
一

、
恒
如
レ

石
而
、
常
堅
不
レ

動
坐
」

（
上
巻 

邇
々
芸
命
の
結
婚
）
の
用
例
を
見
る
と
、
傍
線
部
は
「
石
の、

如
く
、
、
し
て
．
．
」
と
訓
読
す
る
が
、
意
味
は
、
つ
ね
に
岩
の
よ
う
に

、
、
、
、
、
い
つ

ま
で
も
堅
く
動
か
な
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
如
」

の
下
に
あ
る
「
而
」
の
字
は
必
ず
し
も
、
～
し
て
、
と
い
う
動
作
を
表

わ
す
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
如
此
之
白
而
」
の
場
合

も
、
こ
の
申
し
上
げ
た
こ
と
の
よ
う
に
し
て
．
．
、．
で
は
な
く
、
こ
の
申
し

上
げ
た
こ
と
の
よ
う
に
、
と
い
う
意
味
で
考
え
て
よ
い
。 

（
5
）
古
写
本
に
お
い
て
、「
白
」
を
名
詞
と
し
て
と
ら
え
る
用
例
は
、
ほ
か

に
「
是
―

以
ヲ

隨
マ
ニ
〱

ㇾ

白
マ
フ
シ
ノ

之
科

ヲ
ホ
セ

二

詔
ノ
玉
ハ
ク

日ヒ

―

子コ

―

番ホ

―

能ノ

―

迩ニ

―

迩ニ

―

藝ギ
ノ

―

命

 

ニ

」

（
延
佳
本
）
も
見
ら
れ
る
。 

（
6
）
益
田
勝
実
「
古
事
記
に
お
け
る
説
話
の
展
開
」（
高
木
市
之
助
編
『
古

事
記
大
成 

第
二
巻
』
平
凡
社
、
一
九
五
七
年
）。 

（
7
）
岡
田
精
司
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
第Ⅰ

部
「
古
代
王
権
と
宮
廷

祭
祀
」（
塙
書
房
、
一
九
七
〇
年
）。 

（
8
）
矢
嶋
泉
「『
古
事
記
』〈
国
譲
り
神
話
〉
の
一
問
題
」（
『
日
本
文
学
』
三

七
（
三
）
、
一
九
八
八
年
三
月
）。 

（
9
）
戸
谷
高
明
「
古
事
記
表
現
論
―
「
天
之
御
舎
」
の
用
法
」（
『
早
稲
田
大
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学
教
育
学
部
学
術
研
究 

国
語
・
国
文
学
』
四
七
、
一
九
九
九
年
二
月
）
。 

（
10
）
中
川
ゆ
か
り
『
上
代
散
文 

そ
の
表
現
の
試
み
』
第
二
章
「
古
事
記
の

表
現
―
も
の
が
た
る
工
夫
―
」
第
一
節
「
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
国

作
り
―
「
修
理
」
の
語
義
か
ら
―
」（
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。
初
出
、

二
〇
〇
〇
年
。 

（
11
）
三
浦
佑
之
『
古
事
記
講
義
』
第
四
回
「
出
雲
神
話
と
出
雲
世
界
」（
文

芸
春
秋
、
二
〇
〇
三
年
）
。 

（
12
）
斎
藤
英
喜
『
読
み
替
え
ら
れ
た
日
本
神
話
』
第
一
章
「
古
代
神
話
を
読

む
」
（
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
六
年
）
。 

（
13
）
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル
『
古
事
記 
変
貌
す
る
世
界
』
第
２
章
「「
葦

原
中
国
」
と
「
出
雲
の
国
」
」
、
第
７
章
「
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
譲
り
―

―
「
天
の
御
饗
」
段
の
分
析
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
。 

（
14
）『
出
雲
国
造
神
賀
詞
』
本
文
は
、
山
田
孝
雄
『
出
雲
国
造
神
賀
詞
義
解
』

（
出
雲
大
社
教
教
務
本
庁
、
一
九
六
〇
年
）
よ
り
引
用
し
た
。
傍
線
は

筆
者
に
よ
る
。 

（
15
）
中
川
前
掲
論
文
。 

（
16
）「
水
戸
神
之
孫
櫛
八
玉
神
為
二

膳
夫
一

、
献
二

天
御
饗
一

之
時
、
禱
白
而
、

櫛
八
玉
神
、
化
レ

鵜
…
櫕
二

出
火
一

云
、
」
の
文
に
、
「
櫛
八
玉
神
」
が
二

度
記
さ
れ
る
の
は
文
と
し
て
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
。
古
く
は
「
再

フ
タ
タ

び

此

 

ノ

名
を
擧
る
は
、
上
は
詔
命
に
て
任ヨ

サ

し
賜
ふ
を
い
ひ
、
此コ

コ

は
其

 

ノ

任
ヨ
サ
シ

を

奉
ウ
ケ
タ
マ

は
り
て
、
是

 

レ

よ
り
下
の
種
々

ク
サ
グ
サ

の
事
を
、
此
神
の
行

オ
コ
ナ

ふ
由
に
云
な
り
」

（
『
古
事
記
伝
』
）
、
最
近
は
「
「
櫛
八
玉
神
、
鵜
と
化
り
」
以
下
で
は
、

櫛
八
玉
神
の
動
作
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
後
の
「
火
を
櫕
り
出
だ
し
て
云

は
く
」
で
、
こ
の
神
を
通
じ
て
、
大
国
主
神
の
「
禱
き
」
の
言
葉
が
実

現
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
」
（
『
新
編
全
集
』
）
の
よ
う
に
、
従
来

の
研
究
者
た
ち
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
矛
盾
を
感
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
解

釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
『
古
事
記
』
に
し
ば
し
ば
矛
盾
と
思
わ
れ
る
記

述
が
見
ら
れ
、
当
該
箇
所
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
他
の
機
会
で
論
じ
る

こ
と
と
す
る
。 
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終
章 

本
研
究
の
結
論 

 
本
論
文
で
は
、
六
つ
の
課
題
を
通
し
て
、『
古
事
記
』
の
表
記
と
解
釈
に
つ
い

て
論
じ
た
。
第
一
章
で
は
、『
古
事
記
』
の
序
文
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。『
古

事
記
』
本
文
は
、
い
わ
ゆ
る
倭
文
体
で
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
序

文
だ
け
は
、
中
国
唐
代
の
「
進
五
経
正
義
表
」
及
び
「
進
律
疏
議
表
」
を
参
考

に
、
純
粋
な
漢
文
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
完
成
度
の
高
い
美
文
で
あ
る
。

従
来
、
序
文
の
真
偽
を
め
ぐ
っ
て
の
議
論
は
あ
っ
た
が
、
太
安
万
侶
の
墓
誌
の

出
土
に
よ
り
、
偽
作
説
を
支
持
す
る
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
。
序

文
と
本
文
と
の
間
で
は
、
多
少
の
齟
齬
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
序
文
を

偽
作
と
看
做
す
決
定
的
な
証
拠
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
序
文
で
は
、『
古
事
記
』
の
成
立
の
経
緯
を
記
す
一
方
、
筆
録
者
は
如
何

に
稗
田
阿
礼
の
誦
習
し
た
も
の
を
、
漢
字
で
書
き
留
め
た
か
と
い
う
編
纂
作
業

の
困
難
さ
を
語
り
、
表
記
上
の
工
夫
と
方
針
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
序
文

は
、『
古
事
記
』
本
文
の
表
記
法
を
知
る
た
め
の
重
要
な
文
章
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。 

第
二
章
で
は
、
「
立
奉
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
論
じ
た
。
「
立
奉
」
と
い
う

表
記
は
、
Ａ
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
の
話
の
「
然
坐
者
、
恐
。
立
奉
」
と
、
Ｂ

コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
国
譲
り
の
話
の
「
此
国
者
、
立
奉
天
神
之
御
子
」
と
、
Ｃ
ニ

ニ
ギ
の
結
婚
の
話
の
「
我
之
女
二
並
立
奉
由
者
」
の
三
例
が
あ
る
。
宣
長
以
降
、

「
立
奉
」
を
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓
む
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
立
奉
」

と
い
う
文
字
列
は
、
タ
テ
マ
ツ
ル
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は
ほ
か
に
見
な

い
。
ま
た
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
タ
テ
マ
ツ
ル
は
一
般
的
に

「
奉
」
の
一
文
字
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、「
立
」
の
字
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
延
佳
本
で
は
、
Ａ
と
Ｂ
の
「
立
奉
」
の
「
立
」
の
字
を

タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
と
訓
み
、
そ
れ
に
従
う
。「
立
」
の
字
は
す
ぐ
さ
ま
、
た
ち
ま
ち

の
意
を
表
す
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は
、
漢
文
に
も
確
認
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、
Ａ
と
Ｂ
の
「
立
奉
」
は
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
と
訓
む
。
一
方
、

Ｃ
の
場
合
は
「
立
奉
」
で
は
な
く
「
並
立
」
を
一
括
り
と
し
て
看
做
し
、
こ
れ

を
延
佳
本
の
訓
み
に
従
い
、
ナ
ラ
ベ
タ
テ
テ
（
タ
テ
マ
ツ
ル
）
と
訓
む
と
い
う

結
論
に
至
っ
た
。 

第
三
章
及
び
第
四
章
で
は
、
主
に
上
巻
ヤ
チ
ホ
コ
の
歌
物
語
に
見
え
る
「
甚

為
嫉
妬
」
と
、
中
巻
仲
哀
天
皇
条
に
見
え
る
「
謂
為
詐
神
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。

従
来
の
研
究
者
た
ち
は
、「
為
」
を
ス
と
訓
み
、
「
甚
為
嫉
妬
」
を
ハ
ナ
ハ
ダ
ウ

ハ
ナ
リ
ネ
タ
ミ
シ
キ
、「
謂
為
詐
神
」
を
イ
ツ
ハ
リ
ヲ
ス
ル
カ
ミ
ト
オ
モ
フ
の
如

き
訓
み
方
を
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、「
甚
為
」
と
「
謂
為
」
は
、
漢
籍
資
料
（
特

に
漢
訳
仏
典
）
に
よ
く
見
ら
れ
る
表
記
で
あ
り
、「
為
」
の
字
は
「
甚
」
と
い
っ

た
程
度
を
表
す
副
詞
の
後
ろ
に
付
く
場
合
は
、
あ
く
ま
で
語
意
を
強
め
る
機
能
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を
働
か
せ
る
も
の
で
あ
り
、「
為
」
を
ス
と
訓
む
必
要
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、「
甚

為
」
の
二
字
を
一
つ
の
語
と
看
做
し
、「
甚
為
嫉
妬
」
は
、
非
常
に
嫉
妬
深
い
と

い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、「
謂
為
詐
神
」
の
「
謂
為
」
は
、「
以
為

オ

モ

フ

」

と
は
意
味
の
近
い
言
葉
で
、
も
と
も
と
、「
謂
」
も
「
以
」
も
オ
モ
フ
の
意
を
有

す
る
文
字
で
あ
り
、
現
代
日
本
語
で
言
え
ば
、
～
と
思
う
、
の
意
で
あ
る
が
、

「
謂
為
」
は
、
現
代
日
本
語
で
言
え
ば
、
～
で
あ
る
と
思
う
、
の
意
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
の
「
為
」
の
字
も
、「
甚
為
」
の
「
為
」
と
同
じ
く
、
あ
く

ま
で
語
意
を
強
め
る
も
の
で
あ
り
、「
為
」
を
ス
と
訓
む
必
要
は
な
い
。「
謂
為
」

は
、
オ
モ
フ
と
訓
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
第
二
章
の
「
立
（
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
）
」
と
、
第
三
章
の
「
甚
為

（
ハ
ナ
ハ
ダ
）
」
と
、
第
四
章
の
「
謂
為
（
オ
モ
フ
）
」
は
、
い
ず
れ
も
漢
文
に

よ
く
使
用
さ
れ
る
例
で
あ
り
、『
古
事
記
』
の
筆
録
者
は
、
漢
文
（
特
に
漢
訳
仏

典
）
に
精
通
す
る
人
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
最
近
の
注
釈
書
を
見
る
と
、「
立
」

の
字
を
タ
ツ
と
訓
み
、「
為
」
の
字
を
ス
と
訓
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
が
、
延
佳
本

で
は
「
立
」
を
タ
チ
ド
コ
ロ
ニ
と
訓
み
、
ま
た
、
寛
永
版
本
で
は
「
謂
為
」
を

オ
モ
フ
と
訓
ん
で
い
る
。
こ
う
い
っ
た
江
戸
時
代
の
版
本
を
繙
い
て
み
る
と
、

大
い
に
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

第
五
章
及
び
第
六
章
で
は
、
国
譲
り
神
話
の
「
於
二

底
津
石
根
一

宮
柱
布
斗
斯

理
、
於
二

高
天
原
一

氷
木
多
迦
斯
理
而
、
治
賜
者
」
の
「
治
」
と
、
「
如
此
之
白

而
、
於
二

出
雲
国
之
多
芸
志
之
小
浜
一

、
造
二

天
之
御
舎
一

」
の
「
天
之
御
舎
」
と

の
二
つ
の
側
面
か
ら
国
譲
り
神
話
の
解
釈
を
試
み
た
。
従
来
、「
治
」
の
意
味
を

め
ぐ
っ
て
、
造
営
す
る
の
意
か
マ
ツ
ル
の
意
か
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
漢

籍
資
料
に
お
い
て
、「
治
」の
字
は
造
営
す
る
の
意
で
使
用
さ
れ
る
例
が
多
い
が
、

し
か
し
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
建
物
を
造
営
す
る
を
書
く
と
き
に
、
「
造
」

「
作
」
な
ど
の
字
を
使
う
の
が
一
般
的
で
あ
り
、「
治
」
の
字
を
使
う
確
実
な
例

を
見
な
い
。
一
方
、
「
治
」
の
字
は
、
マ
ツ
ル
の
意
と
し
て
使
用
さ
れ
る
例
は
、

『
古
事
記
』
上
巻
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
国
作
り
の
場
面
や
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
『
播

磨
国
風
土
記
』
逸
文
に
も
見
ら
れ
、
さ
ら
に
、
国
譲
り
神
話
の
文
脈
を
考
え
る

と
、
こ
こ
も
や
は
り
マ
ツ
ル
の
意
と
し
て
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。

「
治
」
の
字
は
、
マ
ツ
ル
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
漢
文
に
は
例
が
な

く
、
日
本
独
自
の
使
い
方
で
あ
る
。 

ま
た
、「
天
之
御
舎
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
誰
が
何
の
た
め
に
造
っ
た
も
の

な
の
か
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
宣
長
は
、
天
つ
神
側
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

の
た
め
に
造
っ
た
住
居
と
し
、
西
宮
一
民
氏
な
ど
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
天
つ

神
側
の
諒
解
を
得
て
自
分
の
住
居
を
造
っ
た
と
す
る
が
、
一
方
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ

シ
服
属
論
を
支
持
す
る
立
場
と
し
て
、『
新
編
全
集
』
な
ど
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

が
服
属
の
意
を
表
す
た
め
に
殿
舎
を
建
て
た
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
「
如

此
之
白
而
」
の
訓
み
を
考
察
し
た
。
従
来
、
こ
の
文
字
列
を
カ
ク
マ
ヲ
シ
テ
と
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訓
ん
だ
が
、
カ
ク
マ
ヲ
ス
は
一
般
的
に
「
如
此
白
而
」
と
表
記
さ
れ
、「
之
」
の

字
が
な
い
。「
如
此
之
白
而
」
の
訓
み
を
コ
ノ
マ
ヲ
シ
ノ
ゴ
ト
ク
シ
テ
に
修
正
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
天
之
御
舎
」
を
建
て
た
主
語
は
天
つ
神
側
と
論
じ
た
。
さ

ら
に
、
中
巻
垂
仁
記
に
見
え
る
出
雲
大
神
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
）
の
「
修
理
我
宮
」

の
記
事
や
、
『
日
本
書
紀
』
『
出
雲
国
風
土
記
』
な
ど
に
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め

に
住
居
を
建
て
た
と
記
し
て
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
該
箇
所
も
や
は
り
、「
天

之
御
舎
」
を
天
つ
神
側
が
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
た
め
に
造
っ
た
住
居
と
看
做
す
べ

き
だ
と
論
じ
た
。 

以
上
、
六
つ
の
課
題
か
ら
『
古
事
記
』
の
表
記
と
解
釈
に
つ
い
て
論
じ
て
き

た
が
、
な
お
、
考
察
の
至
ら
な
か
っ
た
点
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
章
で
は

「
奉
」
の
字
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
タ
テ
マ
ツ
ル
の
漢
字
表
記
は
、「
奉
」
の
ほ

か
に
「
貢
」
「
進
」
「
献
」
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
表
記
は
果
し
て
使
い
分
け

が
あ
る
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
第
三
章
、
第
四
章
で
「
以
為
」

に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
第
四
章
の
注
（
4
）
で
示
し
た
と
お
り
、「
以
為
」
は
、

～
し
よ
う
と
思
う
、
の
意
で
使
用
さ
れ
る
例
は
、
写
本
で
調
べ
る
と
文
字
の
異

同
が
あ
り
、
さ
ら
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
用
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
五
章

と
第
六
章
で
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
国
譲
り
神
話
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
た
が
、
国

譲
り
神
話
に
見
え
る
「
天
御
饗
」
や
ク
シ
ヤ
タ
マ
の
奏
上
し
た
「
是
、
我
所
レ

燧
火
者
、
云
云
」
の
祝
辞
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
十
分
に
論
じ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
課
題
と
す
る
。こ
う
い
っ
た
課
題
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
古
事
記
』

に
お
け
る
表
記
法
は
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、
本
文
解
釈
は
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い

く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

か
く
の
如
く
、
日
本
語
文
を
記
す
こ
と
を
志
向
し
て
、「
倭
文
体
」
で
書
か
れ

た
『
古
事
記
』
に
お
け
る
表
記
は
、
漢
文
の
用
法
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
れ

ば
、
日
本
独
自
の
使
い
方
も
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、『
古
事
記
』
を
研
究

す
る
と
き
は
、
漢
文
の
知
識
を
駆
使
し
、
且
つ
、
上
代
文
献
を
広
く
見
渡
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
『
古
事
記
』
に
書
か
れ
た
文
字
の
意
味
と
用
法
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
問
題
意
識
は
、
表
記
だ
け
に
と
ど
ま
る
の
で

は
な
く
、
一
つ
一
つ
の
漢
字
を
丹
念
に
調
べ
た
う
え
で
、
従
来
の
学
説
に
向
か

っ
て
問
い
か
け
を
す
る
。 

字
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
語
の
意
味
が
分
か
り
、
語
の
意
味
を
調
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
文
の
意
味
が
分
か
る
。『
古
事
記
』
に
書
い
て
あ
る
文
字
や
言
葉
の

研
究
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
『
古
事
記
』
本
文
を
読
み
解
く
こ
と
が

可
能
に
な
っ
て
く
る
。言
い
換
え
れ
ば
、
本
文
を
正
し
く
解
釈
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、『
古
事
記
』
の
表
記
の
在
り
よ
う
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
古
事
記
』の
表
記
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
古
事
記
』
本
文
の
解
釈
は
、

ま
た
何
か
新
た
な
発
見
を
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 



108 

 

初
出
一
覧 

 

序
章 

 
本
論
文
の
目
的
と
方
法
（
書
き
下
ろ
し
） 

第
一
章 

『
古
事
記
』
の
序
文
（
書
き
下
ろ
し
） 

第
二
章 

『
古
事
記
』
の
「
立
奉
」 

「
『
古
事
記
』
に
お
け
る
「
立
奉
」
に
つ
い
て
」
（
『
鈴
屋
学
会
報
』
第
三
十
四

号
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
） 

第
三
章 

ヤ
チ
ホ
コ
歌
物
語
の
「
甚
為
嫉
妬
」 

「
『
古
事
記
』「
甚
為
嫉
妬
」
の
「
為
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
皇
學
館
論
叢
』
第
五

十
一
巻
第
一
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
） 

第
四
章 

仲
哀
記
の
「
謂
為
詐
神
」
（
書
き
下
ろ
し
） 

第
五
章 

国
譲
り
神
話
の
「
治
」 

「
『
古
事
記
』
国
譲
り
神
話
の
「
治
」
に
つ
い
て
」（
毛
利
正
守
監
修
『
上
代
学

論
叢
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
九
年
五
月
刊
行
予
定
） 

第
六
章 

国
譲
り
神
話
の
「
天
之
御
舎
」 

「
『
古
事
記
』
の
「
天
之
御
舎
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
萬
葉
』
第
二
百
二
十
六
号
、

二
〇
一
八
年
十
月
） 

（
※
本
論
文
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
初
出
論
文
の
内
容
を
修
正
し
た
箇
所

が
あ
る
） 


